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はじめに

現在、地域においては、それぞれの地域の個性や、独自の地域資源を活用し、主体的に

地域の活力を生み出そうとする活性化施策が、様々な形で講じられています。

このような中で、地域の自然や文化の中に「アート」を取り入れることで特別な空間を

生み出したり、また、「アート」を生み出す人を地域に招き入れ、新たな価値を創造する

ことなどにより地域を活性化させる取り組みが各地で始まっています。

そこで、当地域活性化センターでは、このたび、アーテイストに活動の拠点を提供し

たり、アーテイストの創作活動や作品の展示等を通して地域住民との交流を図りながら

まちづくり行う事例や、都市や農村の景観を活かしながら、美術作品を展示することな

どにより賑わいを創出する事例など、アートを活用した特徴のある取り組み事例につい

て、取りまとめることにしました。

掲載事例の収集にあたりましては、各都道府県から地域における特徴ある取組事例に

ついて152事例をご推薦いただきました。

本報告書においては、この中から特に他の自治体においても参考になると思われる53

事例を「特集編」、「本編」とし掲載しております。

「特集編」の8事例においては、当センターにおいて現地取材を行い、関係者の方々の

生の声を取り上げ、「本編」の45事例については、関係する地方公共団体の担当者または

実施主体の方々に執筆いただきました。

さらに、その他の特徴的な99事例については、関係する団体の方々にご執筆頂き「資

料編」として掲載しております。

各事例につきましては、取組のきっかけ、取組の内容と実施成果、今後の課題と展望

などについてまとめております。

本報告書が、地方公共団体の方々をはじめ、関係者の皆様のご参考になれば幸いに存

じます。

最後になりましたが、本報告書の作成にあたり、ご協力いただきました皆様方に厚く

御礼を申し上げます。

平成25年l月

地域活性化センター理事長

石田直裕
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ご利用にあたって

D 

.本書は、「特集編8事例Ji本編45事例Ji資料編99事例」により構成されている。

-自治体の人口及び面積は、平成24年4月1日時点における数値である。

・平成24年4月2日以降の市町村合併による人口及び面積の変更は反映されていない。

.特集編の本文中に掲載の関係者の役職名や名称等は取材時(平成 24年 9 月~1O月)のもの

である 0

.本編は執筆時(平成 24年 9 月~1O月)の内容に、一部時点修正(平成 24年 11 月)を加えた

ものである 0

・資料編は事例収集時(平成24年 6 月)の内容をもとに、一部時点修正(平成24年 9 月 ~11月)

を加えたものである。
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北海道空知地方
やま

炭鉱の記憶アートプロジ‘工クト
~まちの始まり、炭鉱遺産かう空知の誇りを取り戻す~

-北海道空知地方の概要 ・

空知地方は、北海道の中央部からやや西方の、東西約70km、南北約130kmのエリアで、全道

面積の約7%を占める。 10市14町かう成り、人口は合計で約33万人、中央を石狩川が縦定し、

南西部にかけて石狩平野が広がっており、稲作を主体に野菜や花など様々な農業が展開されてい

る。明治初期から炭鉱とともに発展してきたが、昭和30年代後半のエネルギー政策の転換によ

り中核である石炭産業が衰退したため、地域再生が課題となって久しい。

|取組のきっかけ | 
(1)基幹産業の消滅とまちの衰退

空知産炭地域は、豊富な埋蔵量と高品質の石炭に

よって、明治期のわが国の近代化や北海道開拓、第二

次大戦後の経済復興を支えてきた。しかし、エネルギー

政策の転換に伴う石炭生産の急減に軌をーにするよう

に、人口はピーク時の約80万人から現在は半数以下

の33万人程度に減少している。「炭鉱で始まったま

ちは、炭鉱が無くなれば不要」という心ない声や、炭

鉱かう派生するマイナスイメージから炭鉱を負の遺産

と考える人も多く、地元でもその価値を見出すことが

できない時期が続いていた。

(2)負の遺産か5地域の誇りへ。「元気そうち!産炭

地域活性化戦略Jの策定
産炭地域の中には、炭鉱のまちという負のイメージ

からの脱却を図るため、リソート開発等の大型投資等

を行ってきた自治体もあったが、経済環境の悪化等も

あり必すしも期待通りの成果を上げられないでいた。

そのような中、平成10年度、北海道空知支庁(現空知

総合振興局)は、「そらち・炭鉱の記憶発掘事業Jを立

案し、空知の原点ともいえる炭鉱関連施設を「炭鉱遺

産」と位置づけ、地域住民とともに地域づくりに活用

していくこととし、それ以降、民間の炭鉱遺産を活用

した自立的、継続的な地域づくりに対する等の支援を

進めた。この結果、炭鉱を地域資源として見直す動き

が広がり、資料収集やガイド活動等多くの活動が推進

されるとともに、活動を通して、地域の事は地域で考

える、という主体性も醸成されていった。

同庁では、平成19年度から2年間、 「空知産炭地域

活性化戦略会議」を設置し、地域づくり団体及び岩見

沢市や三笠市を始めとする産炭地等関係11市町を構

成員とする調査会議などを通じて活性化策を検討し、

平成21年3月、「元気そうち!産炭地域活性化戦略」

(以下、「活性化戦略Jと言う。)をまとめた。活性化戦
略は、経済や環境の立て直しで評価の高いドイツルー

ル工業地帯のIBA工ムシャーパーク構想を一部参考に

しており、自治体ごとの均等配分を排除した「選択と

集中JIこよって炭鉱遺産の価値と可能性から拠点を配

置し、その拠点の「ネットワーク」によって新た芯回遊

を促すという、エリアマネジメントの発想が取り入れ

られた。

(3H炭鉱の記憶アートプロジ‘エク卜J
活性化戦略では、空知地方にある 14の炭鉱跡地を

拠点にし、歴史、アート、産業的自然、ジオ口ジ一、回

廊の5つのテーマで分類し、それぞれの拠点同士を

結びつける5つのルートを設定している (図1参照)。

各拠点の特徴を生かしながら、ストーリ一性を持たせ

てネットワーク化することで、炭鉱遺産への関心を高

め、回遊性の向上を図っている。

テーマのひとつである「アート」に関連した取り組み

として、活性化戦略を先取りする形で平成17年度より

開催されているのが「炭鉱の記憶アートプロジ工ク卜J
(以下、「ブロジ‘工クト」と言う。)である。プロジ工クト

の実施主体であるNPO法人炭鉱の記憶推進事業団(以

下、「事業団」と言う。)が、岩見沢市、美唄市や三笠市

等に残る炭鉱遺産をブロジ、工ク卜の開催地としてピッ

クアップし、これまでに場所を替えながら4か所で開
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)¥ー(石炭を貨車に積み込むための施設)が一部残され

ており、ブロジ‘工クトではそれ5の場所を展示スペー

スとして利用している。予算の制約等から補修は行わ

れていないが、事業団の吉岡氏は、「近代遺産の滅びて

いく姿から、ここでしか見られ芯い場の力が発信でき

る。Jと語る。開催時は市民団体や地域の学生等が力
をあわせ清掃し、作品を展示する場を整えている。吉

岡氏は、「場のインパク卜に負けないよう、アーテイス

卜は苦労しているが、創作にあたっては、当時の事を

知ってもらい、その場の文脈にあった作品を制作して

もらっている。作品は、新しい現実として、過去か5

未来に向けたメッセージ、を発信している。jと語った。

ブロジ、工クトではアート展示の他、周辺炭鉱遺産の

フットパスや地域の子供達による写生大会等も同時に

実施しており、訪れる人に炭鉱の歴史やそこに生活し

ていた人々の暮らしを知ってもらい、関心を持っても

らう機会を提供している。

これまでのプロジェク卜の開催状況は次のとおり

(力ッコ内は、作晶数、展示期間、集客数)。

平成17年度住友赤平炭鉱(赤平市)(10点、13日間、

約400人)

三笠幌内布引立坑(三笠市)(9点、12

日間、約700人)

催しているが、毎回炭鉱遺産の所有者と交渉しながら

開催場所を決定しているため、不定期の開催となって

いる。事業団理事長で、札幌国際大学観光学部教授で

もある吉岡宏高氏は、「炭鉱を見に来てください、では

訪れる人は少芯い。最初に訪れるきっかけはアートだ

が、帰る時に、炭鉱ってすご、いね、と興味を持ってもら

えればいい。アートを通して、そこで生きてきた人々

の誇りや思い出等、炭鉱の記憶を掘り起こし、かつて

そこに暮うしがあったことを伝えたい。」と語る。

以下、「元気そらち| 産炭地域活性化戦略」より。

①歴史(岩見沢~美唄~滝川・上砂川・歌志内~赤平。

空知地方にゆかりのある歴史上の人物の足跡を辿る。)

①アート(岩見沢を中心に美唄、三笠、美流渡、万字。

炭鉱遺産の空間でアートに触れる。)

①産業的自然(岩見沢~美流渡万字~夕張~栗山。炭

鉱遺産と自然を楽しむ。)

④ジオ口ジー(岩見沢~唐松弥生幾春別~清水沢南部

~夕張上流部。地球のドラマを体感。)

⑤回廊(岩見沢~唐松弥生幾春別~芦別。ドライブコー

ス。)

平成21年度

(左から)NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団
北口博美事務局員、吉岡宏高理事長、
佐藤真奈美研究員、佐々 木尊洋事務局員
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i取組内容と実施成果 I 

関係書籍、パンフレット等

(1)場のインパクトと、アート作品が生み出す新しい

現実

ブロジ、工クトでは、北海道に関係するアーテイスト

や札幌市立大学等の協力の下、炭鉱建物内に炭鉱をモ

チーフにしたアート作品の展示を行っている。鉄道、

発電所や社宅等炭鉱関連施設は、ほとんどが閉山後取

り壊されたが、高さ40~50mの巨大な立坑櫓やホッ



|特集編 | 

8 

旧住友奔別炭鉱立坑跡 (三笠市) 旧住友奔別炭鉱内ホッパー (三笠市)

高橋喜代史 「ホッパーサウンドj 渡辺俊介rRとθと連結器」

平成23年度 夕張清水沢(夕張市)解体中の火力発電

所等(11点、 13日間、約1.000人)

平成24年度奔別炭鉱(三笠市)ホッパ一内(31点、

13日間、約2.000人)

(2)三笠市での取り組み

「奔別アートプロジェクト」は、平成24年9月22

日(土)~ 10月28日(日)の土日祭日の13日間、昭

和46年に閉山した三笠市内にある旧住友奔別炭鉱選

炭施設内の石炭積み出しホッパー内で行われ、期間中

約2.000人が訪れた。昭和35年に完成したこのホッ

J¥ーは、長さ100m、幅13m、高さ20mと圏内最大

級の規模を誇り、閉山か540年以上経過した今日、

コンクリー卜の基礎を残すのみではあるが、そのス

ケールの大きさか5当時の威容が窺える。三笠市では、

地域住民に積極的に参加アーテイストと交流を図って

もらおうと、作品の制作段階からブロジ、エク卜の開催

期間中を通して、アーテイストに対しまちの集会所在

宿泊施設として提供した。その問、地域主催の焼き肉

大会の実施や、日常的に地域住民や元炭鉱関係者等か

ら、家庭料理、お菓子や力イ口等多くの差し入れがあ

り、これらを通してアーテイストと地域住民の交流が

促進された。

また市は、プロジ、工ク卜期間中、新た芯炭鉱の可能

性を創造、発見す

ることを目的に開

催された「炭鉱の

記憶で地域づくり

フォーラムJ(主
催 :空知総合振興

局)と「全国鉱山・

炭鉱関係者サミッ

トJ(主催:NPO 
法人炭鉱の記憶推

進事業団)につい端聡「過去は未来によって変わり、
未来は今によってJ

て共催しており、

今後も道やNPO法人等と連携、協力しながら、様々

な取り組みを実施していく考えだ。

現在の三笠市の人口は約 1万人で、ピーク時の約2

割弱になっており、高齢化も進んでいる。三笠市企画

経済部企画振興課政策推進主幹の阿部文靖氏は、「三

笠市は、炭鉱と鉄道とともに発展を遂げたが、平成元

年の北炭幌内炭鉱の閉山以降、今日までの約20年間

は、閉山対策と財政の立て直しに追われた。」と語る。

行財政改革を進めた結果、ようやく新たに事業を手掛

ける財政基盤ができてきたが、過疎が進む市は生き残

りをかけ待ったなしの状態。まちづくりを推進するた

めに、炭鉱遺産に関連してユネスコの支援を受けられ

る日本ジオパークへの登録に向けた取り組みも行って

いる。阿部氏は「地質かうまちの成り立ちの歴史、そ

こで育まれた文化等を体系的に示すことで、教育や観

光面で活用していきたい。プロジェクトの地元開催

は、メディア等外かうの目が向けられる機会と芯って

おり、地域住民にとっても炭鉱に新たな価値を見出す

きっかけになっている。」と語った。

(3)炭鉱遺産かうまちの誇りを取り戻つつあること

プロジ工クトは回数を重ねるごとに集客数が増えて

いる。「アートの展示会場は、地域住民が普段は入れ

ない場所が多い。ブロジ、工クトを利用して訪れた元炭
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は、 1回限りの観光で終わ5す、取り組みを応援してく

れるようになる。単に石炭を掘っているだけの世界で、

はなく、炭鉱のまちが1つの完成された社会システム

であったことを理解しても5いたい。Jと語る。民間企
業が所有する炭鉱遺産の多くは、取り壊しが予定され

ているものも多く、イベントでの使用が困難な場合が

多い。このため、継続的に炭鉱に関連する情報を発信し、

アーテイス卜を始めとする道内外の多くの協力者を獲

得し、炭鉱遺産所有者の理解を求めていくことが重要

であるという。今後もアー力イブスの充実等伝承万法

についても工夫していくことで、炭鉱遺産の教育や観

光面でのさらなる活用が期待される。

また、空知地方では、官民を挙げて道内外、海外と

のネットワークづくりを始めている。平成20年度に

広域的な観光振興策を効果的に進めていくために設

置された、空知を含む5つの支庁と観光協会や関連企

業等約10団体からなる道央地域観光戦略会議では、

石炭・鉄鋼・鉄道・港湾をキーワードに、今日の北海

道を築く基礎となった空知(石炭で北海道の開拓を先

導)、小樽(港と鉄道で北海道のゲートウェイとして繁

栄)、室蘭(空知の石炭から鉄や鋼を作り日本の近代化

を下支え)を三都とし、関連付けて紹介していく新た

な取り組みを始めている。この動きの中で、事業団の

吉岡氏は、「国内の産炭地の他、アー力イブスや地域づ

くりプランニングに優れたイギリスやドイツ等の海外

産炭地との連携も図り、競い合い、励まし合いなが5

空知の炭鉱情報を発信していきたい」と夢を語った。

平成19年に「我が国の近代化を支えた北海道地域

の歩みを物語る近代化遺産群Jとして、夕張市、岩見沢
市、三笠市、美唄市に所在する炭鉱鉄道、変電所や立坑

櫓等12件が経済産業省近代化産業遺産に認定された。

これらのコンテンツとアートの活用を含めた、重層的・

創造的な空知地方の取り組みがこれからも期待される。

阿部文靖政策推進主幹 (右)三笠市企画経済部企画振興課

と下村圭主任主事

空知総合振興局地域政策部地域政策課

鉱関係者も多く、当時のことを懐かしむ姿を自にした。

外から目が向けられる機会が増えたことで、地域内外

における炭鉱の再評価につながり、地域住民にとって

は誇りを取り戻すきっかけにつながっている。」と空

知総合振興局地域政策部地域政策課主査の早川公康氏

は語る。道では、今後も空知地方内の告市町とNPO

等団体と連携しながら、炭鉱遺産を活用した取り組み

を支援していくこととしている。

ト今後の課題と展望 | 
事業団の吉岡氏は、各種ブロジ、工クト継続のための

資金確保の他、外部の協力者、空知ファンを増やすこ

とが重要だと考えている。「知的好奇心を持っている人

9 

産炭地(夕張市、芦別市、赤平市、

三笠市、歌志内市、上砂川町)5 
市1町を含む、 10市14町から
成る空知地方。

&園0126・25-8144

329，864人

5，791 Km2 

炭鉱の記憶アートブロジ‘工クト

口

積

画人

E面

名業凪事

平成16年度園事業開始年度

NPO法人炭鉱の記憶推進事業団

連絡先

空知総合振興局地域政策部地域政策課

園事業主体

lImIII 0126・20・0034(ダイヤルイン)

m!l盟http://mc.soratan.com/



10 

神奈川県横浜市

アートによる初黄・日ノ出町地区再生の取組
~まちとアートが共生する安全・安心なまちづくり~

-神奈川県横浜市の概要 ・

横浜市は神奈川県の県庁所在地で、人口は、約370万人(平成24年10月現在)と、東京都区部に次
いで全国第2位の大都市である。市の中心部かう東京都心部まで約30キロメートルの位置にあり、日
本最大の国際港湾である横浜港を基盤として、首都圏の中核都市としての役割を担っている。安政6
(1859)年に開港した横浜港は開港当初から外国商人と活発に交易をし、平成21(2009)年には開港
150年を迎えるなど、国際貿易の中心として日本経済の発展を支えてきた。また、港を囲む歴史的建
造物や港の風景、近年開発されたみなとみらい21など、個性的で魅力ある都市景観や地域資源を有し、
その魅力により多くの市民や観光客を惹きつけ、様々な芸術や文化を育んでいる。

|取組のきっかけ
要望し続け、平成16年にはそれらの意を受けた中区

役所が法務省に治安改善の要望書を提出した。このよ

(1)違法特殊飲食屈が建ち並J3iまち、初黄・日ノ出町 うな行政の要望行動や地域の環境浄化活動の盛り上

地区 がりを背景に、平成17年には神奈川県警が「歓楽街総

初黄・日ノ出町地区は横浜市中区の初音町・黄金町・ 合対策推進本部」を設置し、 24日寺間体制で初黄・日ノ

日ノ出町一帯を指す。この地区は、戦前は周辺を流れ 出町地区の違法特殊飲食屈を取り締まるiJ¥イパイ作

る大岡川の水運を利用した問屋街として栄えたが、戦 戦」を開始した。その結果、違法特殊飲食屈は全て間

後は空襲で、住居を失った人たちが京急線の高架下に 鎖されたが、その違法特殊飲食屈が抜けた後の空き家

住むように芯り、更に横浜市中心部に太平洋総司令部 となった庖舗が元の違法な居舗に戻5ないために、ど

(AFPAC)などの連合国の軍事拠点がおかれると、ア う活用していくかを出発点として初黄・日ノ出町地区

メリ力兵相手の飲食屈が建ち並び、それに伴い徐々に の再生への取組が始まることとなった。

歓楽街が形成されていった。その中で違法な風俗営業

を行う特殊飲食屈も高度経済成長期を経て、平成に入
取組内容と実施成果 | 

るまで京急線の高架下を中心に増えていた。平成7年 (1)アートを取り入れた地域再生

の阪神淡路大震災後、京浜急行電鉄が老朽化した高架 横浜市では非「成長 ・拡大jの時代にあって横浜市

の改修工事の必要から違法特殊飲食屈の立ち退きを進 が都市としての自立と持続的な成長を維持していくた

めたところ、それらの居舗が押し出される形で周辺の めには都市の新しい価値や魅力を高め、発信していく

初黄・日ノ出町地区一帯に広がり、京急線の黄金町駅 ことが必要と考え、平成16年度から、「文化芸術創造

かう日ノ出町駅までの約 1km におよそ250~260 都市 クυ工イティブシティ・ヨコハマ」を都市ビジョ
軒もの違法特殊飲食屈が建ち並J3i状況となっていっ ンに掲げ、歴史的建造物や港の風景を始めとした個性

た。そのため、近くに小学校があるにもかかわらす、 的な地域資源を活用し、芸術や文化のもつ創造性を活

地区のあちこちで違法行為や・ゴミの不法投棄などが かしたまちづくりを進めていた。

行われる芯ど、環境も悪化の一途を辿った。 一方、初黄-日ノ出町地区では、平成18年に中区

(2) iHイパイ作戦」実施 役所が借り上げた盾舗に地域防犯拠点「ステッブ・ワ

こうした初黄 ・日ノ出町地区を何とか再生させよう ン」を開設し、協議会による運宮のもと新たなまちづ

と、平成15年、横浜市中区初黄町内会、日ノ出町町内 くりへの第一歩をスター卜させた。この「ステッブ ・

会、横浜市立東小学校PTA等により「初黄・日ノ出町 ワンjを拠点とすることで、協議会はこれまで以上に

環境浄化推進協議会J(以下「協議会jという。)が設立 地域住民に呼びかけて神奈川県警と協働でパトロール

された。協議会は横浜市中区役所に地区の治安改善を 活動をするととができるようになったという。こうし
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(2)黄金町バザールの開催

このようにまちの新しいイメージづくりを進めると

ともに、地域、大学、アーテイス卜・クリ工ータ一、企業、

行政等が協働してまちづくりを進めていくためのイベ

ントとして平成20年からスタートしたのが「黄金町

バザールjである。第1回の黄金町バザールは、神奈

川県警によるiJ¥イパイ作戦」の後、平成20年に耐震

工事が終わった京急線の高架下に京浜急行電鉄株式会

社が整備したスタジオをメイン会場に開催された。運

自は協議会を中心に、横浜市、横浜市立大学、神奈川

県警、京浜急行電鉄株式会社芯どで構成される黄金町

バザール実行委員会が主体となって行った。このイベ

ン卜ではアーテイス卜が新しいまちの一員として、 1

~2 ヶ月の間黄金町に滞在して制作を行うことで、地

域の人たちやまちを訪れた人たちとの交流

が図られた。また、アーテイスト同士が交

流を通してそれぞれ互いの仕事について理

解を深め、意見交換をする機会となること

も目指された。イベント名称については、

アートに限らす、衣食住にわたり、幅広い

分野で新しい経済活動を導入しながらまち

の再生を目指すため、ペルシア語で「商屈

の並13¥通り」を意味する“バザール"という

名称が用いられた。

第1回の黄金町バザールでは、アーテイ

ス卜は30組が参加したが、黄金町バザー

ルの規模は年々拡大しており、 5回目とな

る平成24年の「黄金町バザール2012J(1 0 

月 19 日 ~12月 16 日)では 33組のアー

テイス卜が参加した。また、アーテイスト

た地元、警察、行政が一体となって行う安心-安全の

まちづくりの取組を背景に、当時、横浜市では文化芸

術都市創造事業本部が行っていた上記の文化芸術創造

都市構想を初黄・日ノ出町地区に取り入れることで、

アーテイストが滞在し、まちづくりに参加することに

より、まちのにぎわいの創出につながるのではないか

と考え、平成18年lこ「ステッブ・ワン」の建物の余剰

部分を活用して、アーテイス卜が滞在・制作活動を行

う拠点lBankART桜荘Jを開設した。
とのlBankART桜荘Jの開設を機に、横浜市は平成
19年度からクリ工イティブシティの取組地域を初黄・

日ノ出町地区に拡大し、文化・芸術により当該地域の

再生を図ることとし、この施策展開の一環として、パ

イパイ作戦によって閉鎖された元違法特殊飲食屈の居

舗の借り上げが進められた。

借り上げを促進する作戦として、平成20年度から

協議会と横浜市、神奈川県警の3者が連携して、違法

特殊飲食居街の庖舗の特徴である赤いテント看板を取

り外すことでイメージ向上をはかる「日よけ型テント

看板撤去キャンペーンjを行った。居舗の所有者にテ

ント看板の取り外しを呼び掛け、了解が取れた届舗に

ついては横浜市、神奈川県警、神奈川県テントシート

工業組合等の協力のもと、協議会のメンバーが看板撤

去を行い、その後借り上げ交渉に同意を得た庖舗につ

いては、順次改修工事を行った上でアーテイストの制

作スペース等としての活用を始めた。こうした地域・

行政・警察の協働により、まちの美観が少しすつ回復

していった。

士一，
やがてア テイストの活動の現場へと
変わっていく 「写真笠木靖之」

日よけ型テント看板除去後の庖舗
「写真.笠木靖之」
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京急線高架下の Mかいだん広場. r写真笠木靖之」

アーテイスト活動風景

黄金町バザール期間中のまちの様子 「写真 笠木靖之」

が仲間とまとまってグループで参加するというケース

もあり、アーテイス卜が初黄 ・日ノ出町地区に新たに

アーテイストを呼J3i呼び水にもなっている。アーテイ

ス卜の参加が増えるとともに来訪者数も増加傾向にあ

り、 4回目の「黄金町バザーjレ2011Jではイベント期
間中の3ヶ月聞におよそ93.000人がまちを訪れ、ま

ちの賑わいに大きく貢献をしている。

(3) I¥IPO法人黄金町工リアマネジメントセンター

の設立

黄金町バザールはまちの再生を視野に入れたアート

イベン卜として全国から大きな注目を集めた。この成

果を踏まえて、「アートによるまちづくり」をテーマと

した黄金町バザールの運営だけでなく、空き居舗への

屈を訪れた人とのワークショッフ 「写真 笠木清之J

庖を訪れた人とのワークショッブ 「写真。笠木靖之」

新しい入居者の獲得や地域との連携といった、日常的

なまちづくりに関わる活動を強化しながう、「安心安

全のまちづくり」を推進するため、平成21年には事務

局的な組織として新たにiNPO法人黄金町工リア

マネジメントセンターJ(以下「センター」という。)が

立ち上げられた。

センターは、新しいまちの参加者となるアーテイス

ト、ショッブ経富者を始めとして、従来からの地域住

民、警察、行政、企業、大学等このまちの再生という共

通のテーマに取り組む人たちの橋渡しの役割を担いつ

つ、初黄・日ノ出町地区の「アートによるまちの再生J
という大きな課題に向かつて、地域のマネジメントを

行っている。

耐震工事が終わった京急線の高架下のスペースにつ

いては、横浜市文化観光局が京浜急行電鉄株式会社か

ら借り上げ、元違法特殊飲食屈であった空き居舗につ

いては横浜市都市整備局が主体となり所有者と交渉し

て借り上げを始めた。横浜市が借り上げた庖舗はセン

ター|こ無償で貸し付けを行うことで、センターが一元

的に管理し、入居を希望するアーテイストや建築家な

どに貸すことによって違法営業の再発防止と地域の活

性化を図っている。入居アーテイストは印刷物とホー

ムページで公募し、応募者の中からセンターと地域住

民を含む選考委員会が審査して決定するという形を
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るだけの施設がまだまだ少なし~J と庖舗数の充実を目

指している。

海外にも積極的に広報を行い、海外のアーテイス卜

を誘致する取組も今後行っていく予定である。「アー

トのまちというイメージを定着させることでもう元の

初黄・日ノ出町地区とは違うんだということをアピー

ルしていきたいJと大堀課長は熱く話す。

また、センターは平成24年5月から、アートを通

して多様な個性を伸ばすことを目的に「黄金町芸術学

校」を開校した。乙の黄金町芸術学校では、展覧会を

行うために必要な企画・制作のノウハウを学J3i本格的

な「キュレータ一養成コース」のほか、初心者を対象に

実技を学13¥1水彩画教室Jなど、アートに関連した多彩
な講座を実施している。アートに関心をもっ人を対象

にした体験講座を通して、さまざまな地域、年齢、分

野の人々の交流の場をつくる狙いもあるという。

アートを活用して、違法特殊飲食屈が建ち並んだま

ちから生まれ変わることを目指す初黄・日ノ出町地区

のこれからの取組が注目される。

とった。

「違法特殊飲食屈の営業再開阻止という目的だけで

はなく、この狭く限られた空聞かうアーテイス卜の創

造力というものを発信し、まちを変えていこう、それ

にふさわしい人を選ぼうという目的があった」と横浜

市文化観光局の大堀創造まちづくり担当課長は語る。

ト今後の課題と展望 1 

NPO法人 黄金町工リアマネジメントセンター山野事務局長 (中央)
横浜市文化観光局 大堀創造まちづくり担当課長 (左)坂井係員 (右)

(1)課題

もともと違法特殊飲食屈は初黄-日ノ出町地区全体

で 250 ~ 260軒あったとみられるが、現在でも借り

上げができていない物件が100軒以上あり、これら

の居舗の借り上げを図るにも複雑な権利関係が立ちは

だかっているという。「油断するとまたすぐに元に戻

る恐れがある地域」だと大堀課長は警戒する。

センターの山野事務局長は「一度不穏な場所という

イメージがついてしまった場所でもあるので、活動当

初はなかなか人が来てくれなかった。そのため一度入

居した人でもまちの雰囲気が良く芯いとしてすぐに

去って行ったケースもある。人の流れが-8消えてし

まったととが一番辛かった。」と振り返る。

(2)今後の展望

センターが管理する居舗の入居期間については 1年

単位の長期契約と 2 ヶ月~3 ヶ月単位の短期契約を

行っており、現在は長期で契約をしているアーテイス

卜が多いが、山野氏は「今後は短期契約を増やしてい

きたい。短期契約者が増えれば結果的にこの初黄・日

ノ出町地区を利用する延べ人数が増えることにつ芯が

る。それによってこの地区の'情報を持って帰る人が増

え、そしてあちこちに情報発信をして欲しい」と語る。

また、まちに来る人の数も徐々に増えてきているが、

山野氏は「黄金町バザールの期間中だけでなく、来た

人がまちを楽しめる環境整備が必要。それに応えられ

3，697，006人(平成24年10月1日現在)
437.38Km2 

地域再生まちづくり事業(初黄・日ノ出町地区)
平成21年度
横浜市、神奈川県、特定非営利活動法人黄金町エリアマネジメン
トセンター、初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会、横浜市立大学

凪人 口
凪面 積

匝事業名
画事業開始年度
園事業主体

連絡先
横浜市文化観光局創造都市推進部創造都市推進課
EDIII 045・671・2288 .冨彊045-663-1928 
NPO法人黄金町エリアマネジメントセンター
EDIII 045・261・5467D園 045-325-7222-週http://www.koganecho.net/
http://kogane-x.lくoganecho.net/
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新潟県十日町市・津南町

大地の芸術祭越後妻有アートトリ工ンナーレ
~現代アートを媒体にした地域の魅力発信~

-新潟県十日町市と津南町の概要 ・

十日町市と津南町は新潟県南部に位置し長野県に接している。との1市1町かうなる地域は越

後妻有地域と呼ばれ、人口は合計で約7万人、面積は約760附で、中央部には日本一の大河であ

る信濃川が南北に流れ、雄大な河岸段Eや棚田などにより美しい農山村の景観を呈している。ま
た、日本有数の豪雪地帯であり、毎年の平均積雪は2メートルを超える。かつては絹織物や農業
を主産業として栄えていたが、過疎化や高齢化の進行による後継者不足などから、産業は厳しい

局面にある。

|取組のきっかけ I 

(1 Hニューにいがた皇前プラン」

十日町市と津南町におけるアートを活用した取組

は、平成6年に提唱された新潟県の施策「ニューにい

がた里創プラン」に始まる。このプランは、県独自の

施策で、県内の市町村が広域で連携して実施する住民

主体の地域活性化施策に対して、県が支援するという

ものであった。

「ニューにいがた里創プラン」に基づき、越後妻有地

域が対象地域に指定された。越後妻有地域の当時の市

町村の首長と県の担当課長で構成される協議会におい

て、具体的にどのような施策を実施するのか検討を進

めていく中で、過疎高齢化が急速に進行する越後妻有

地域で地域再生の道筋を築くためには、何か起爆剤と

なるような画期的な事業を行うべきという結論に達

し、現代アートをテーマとした地域づくりを実施する

ことに決定。平成8年に「越後妻有アートネックレス

整備構想」を策定した。

(2H越後妻有アートネックレス整備構想J

越後妻有アートネックレス整備構想には、越後妻有

の各地域をネックレスのように「アートでつなぐ」と

いう意味が込められ、具体的に次の4つの事業を柱と

してスター卜した。

①越後妻有8万人のステキ発見事業(事業期間(以下

同じ):平成10年~平成11年)

地域の自然や文化が元々持っている魅力を再発見す

るための写真と言葉のコンテスト。

①花の道事業(平成10年~平成15年)

道路や民家の庭先などに花を植えて地域をつなぐ事

業。

③ステージ整備事業(平成10年~平成15年)

有名なアーテイス卜や建築家が参画し、地域の交流

拠点施設を整備する事業。

④大地の芸術祭(平成 12年~)

越後妻有アートネックレス整備構想の成果を3年に

1回発表する場として「大地の芸術祭越後妻有アート

トリ工ンナーレ」を実施する事業。

これらのアートを活用した取組をはじめるにあた

り、現代アートについて地域住民の理解を得るため、

ますは地域住民が参加しやすい事業から始めるととと

した。それが、 ①の越後妻有8万人のステキ発見事業

と②の花の道事業である。地域住民に足元の豊かさを

意識してもらうよう、ステキ発見事業では、普段の何

気ない日常生活から地域の良いところを発見してもら

うという点、花の道事業では、家の庭先や近所の道芯

どの身近なところに花を植えるという点で、年齢や性

別に関係芯く、誰もが気軽に参加できる事業内容とし

た。このように、地域住民が関わりやすいテーマで、

少しす、つ地域住民を引き込みながら、同時に③のス

テージ事業で拠点施設の整備を進め、 ④の大地の芸術

祭の実施に繋げていくこととされた。

[取組内容と実施成果

(1)大地の芸術祭とは

大地の芸術祭は、越後妻有地域の里山を舞台に3年

に1度開催される世界最大規模の国際芸術祭である。

「人間は自然に内包さ判る」をコンセブ卜に、地域の自
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や社会人など幅広い年齢層から組織され、芸術祭の運

営、作品のメンテナンス、ツアーガイドなど、さまざ

まな活動をサポー卜している。北川氏の発案で平成

1 1年に結成、当初は首都圏の美術または建築関係の

大学生を中心に組織され、名前は「脱皮して大きく芯

る子へびのように成長するJという意昧を込めて名付
けられた。「こへび隊Jが地域に入り、熱意をもって献
身的に活動する姿を見た地域住民は、我々も助けたい

という思いから、一緒に手伝い、参加するようになっ

た。やがて、住民にとって「こへひ、隊Jとの交流がひと
つの楽しみとなり、徐々に大地の芸術祭を受入れ、理

解を深めることへと繋がっていった。

(4)地域・世代・ジ‘ャンルを超えた協働と交流

大地の芸術祭は単にアーテイス卜が制作した作品を

設置するだけの事業ではない。作晶は、住民、アーテイ

ス卜、こへび隊が協働で制作する。大地の芸術祭は、

アーテイス卜や作品と同様に、地域住民やサポータ一、

さらには地域の自然や文化、歴史、風土などの地域資

源も主役となる取組である。

地域住民が地域外か5のアーテイストやサポーター

と一緒に作品を制作することで、様々な交流が生まれ

ている。例えば、海外アーテイストの出身地域の人々

と作品の制作に協力した集落の人々が海を越え互いに

行き来し合ったり、作品に関わった大学生が、卒業後

も継続して越後妻有地域を訪れたりしている。大地の

芸術祭をきっかけに、アーテイスト、地域住民、来訪者、

サポーターなど、関わる人々の交流の輸はどんどん広

がっている。

九
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・
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然や文化、歴史や風土な

ど越後妻有地域に内在す

る様々な地域資源を、現

代アートを媒介として

掘り起こし、その魅力を

高め、世界に発信してい

る。新潟県出身の国際的

に著名なアートディレク

ターである北)11フラム氏

を大地の芸術祭実行委員

会の総合ディレクターに

招き、平成12年にスタート。北川氏の優れたマネジ

メント能力と国内外のネットワークにより、世界中か

ら多くのアーテイス卜が参加し、大地の芸術祭は3年

に1回継続的に開催されている。第5回を迎えた平成

24年は 7 月 29 日 ~ 9 月 17 日の期間に 44の国と地

域から合わせて310組のアーテイス卜が参加し、来

訪者は48.8万人に達した。

(2)地域住民の理解

大地の芸術祭を実施するにあたり、当初は議会や

住民から「公費を使つてなぜこのようなことをするの

か。Jとか、「他所から来た人に地域を好きなようにか
きまわされるのではないか。」などの反対があった。

ステキ発見事業や花の道事業など、地域住民が広く参

画する機会をつくり、地域住民を対象に説明会も数多

く実施したが、第1回の開催時には直接参加してもら

える集落は少なかった。しかし、芸術祭を開催してい

く中で、地域にアーテイストを呼んでワークショッブ

などを実施するにつれ、参加した地域住民が自ら楽し

むようになり、また、地域住民とアーテイス卜との交

流も生まれ、現在は100以上の集落が参加するなど、

次第に住民の意識が変化していくこととなった。

北川フラム氏

15 

作品制作の様子

(5)来訪者数の増加

大地の芸術祭は平成24年で第5回を迎え、回を重

ねるごとに来訪者は増え続けている。今や「越後妻有

地域二大地の芸術祭Jが全国的に定着しつつあり、マ

スコミ等に取り上げられる機会も格段に増加してきで

いる。また、作品が新たな観光資源となり、開催時期

以外にも訪れる観光客が増加しており、地域の賑いに

つながっている。

案内所でのおもてなし

(3)サポーター「こへび隊Jの存在

このような地域住民の意識の変化には「乙へび隊J
の存在も大きく関わっている。「こへひ、隊Jとは、大地

の芸術祭をサポー卜するボランティア集団で、大学生
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(6) NPOの活動

観光客の増加にはNPO法人の活動も大きく寄与し

ている。平成20年2月、大地の芸術祭をサポー卜す

るとともに住民が誇りをもって暮らしていける地域に

することを目的に、北川氏の呼びかけで地域内外の有

志などが発起人となり、「特定非営利活動法人越後妻

有里山協働機構」が設立された。このNPOは、アー

ト作昂の管理運営をはじめ、大地の芸術祭の開催期間

以外の時期にも誘客できるよう、作晶を活用する様々

芯ブロジ、工ク卜を実施している。また、現代アート作

晶だけでなく、乙の地域に内在する魅力を多くの人に

知ってもらうため、地域と都市の交流活動を実施した

り、担い手のいない棚田の里親を募る棚田パンクを実

施するなど、アート以外でも地域活性化に向けた取組

を展開し、持続可能な地域振興を図っている。また、

東日本大震災以降、東北地域ともつながろうと、芸術

祭によってつながった様々な分野の専門家や地域住民

を講師に迎えて林間学校を実施している。

(7)地域資源の魅力発信

アート作品は、里山、集落内、住宅地など広範囲に

渡って設置され、越後妻有地域の全域に点在している。

来訪者は、作品を鑑賞する際に、それを囲む田畑や山々

芯どの美しく豊か芯自然に出会うことができる。また、

作品の中には、その地域の自然、文化、歴史、生活様式

などを背景に創作されているものも多く、作品を通し

て地域の魅力を感じることができる。今や大地の芸術

イリヤ&工ミリアー力パコフ「棚田J

田島征三「鉢&田島征三 ・絵本と木の実の美術館」

祭はアート作品を展示する美術展にとどまらす、里山

の美しい自然やそこに住む人々の暮らしなど、地域そ

のものの素晴らしさの発信にも繋がっている。

(8)大地の芸術祭のチ力ラ

平成24年で第5回目の開催を迎えたが、第4回の

芸術祭が終わってかう第5回を迎えるまでの3年の聞

に、越後妻有地域は豪雪、地震、豪雨とたび重芯る災

害に見舞われた。これらの災害により、多くの作品に

も被害が及び、第5回の開催は一時危ぶまれた。しか

し、行政も地域の人々も大地の芸術祭を中止すること

は考えなかった。開催して越後妻有地域の元気を発信

していこうという地域住民やサポーターの強い思いと

努力が結実し、被害を乗り越えて無事に開催されるこ

ととなった。大地の芸術祭がいかに地域に根付き、住

民の生活に深くかかわっているのかが、このことから

も感じられる。

(9)運営資金の確保

第3固までの10年間は「ニューにいがた里倉IJプラ

ンjに基づき、県から財政的支援を受けながらの実施

であったが、支援期間が終了し、財政面での自立が求

め5れることとなった。第4回以降は、民間企業か

らの協賛・寄付を積極的に求め、第4固かう総合ブロ

テ、ユーサーを務める側ベネッセホールデイングス取締

役会長の福武線一郎氏の尽力もあり、国内外の企業か

ら多くの協賛を得ることなどで運営資金を確保でき

た。また、第5固には文化庁から補助金を得ることが

できたが、引き続き作品のスポンサーを募ったり、大

地の芸術祭に使い道を指定できる「ふるさと納税jを

受け付けるなど、運営資金を確保するための努力を続

けている。

パスカル -マルテイン タイユ一「リパース ・シティ」

lr今後の課題と展望
(1)今後の課題

大地の芸術祭は、回を重ねるごとに来訪者数も増え、

地域住民の協力も広がり、地域に定着した事業となっ
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が、地域住民の中にはアート作品だけがお客さんに見

ていただくものという意識がまだ残っている。地域住

民がもっと自信をもって、自分たちの地域の自然、文

化、生活様式を紹介してもらえるよう、意識づけてい

く必要がある。

(2)今後の展望

アートを活用した地域づくりをする上で大切なこと

は何だろうか。桶谷係長は次のように語っている。「主

人公が重要ではないかと思います。大地の芸術祭の主

人公は、作品であり、アーテイストであり、集落の棚

田や小川芯どの資源であり、ボランティアも主人公と

いえる。これらたくさんの主人公が集まれば大きなエ

ネルギーとなる。様々な主人公が同じ事業に関わって、

一緒に事業を作っていくことができれば、うまくいく

のではと思います。」

「地域の人 ・もの全てが主役Jである大地の芸術祭。
今後も地域住民が中心となり、課題を解決することで

発展を続け、十日町市と津南町のさらなる魅力向上と

発信に貢献していくことを期待したい。

ているが、十日町市観光交流課の桶谷係長は幾つかの

課題について語ってくれた。安定的な運営資金の財源

確保などの経済的芯課題が第一に挙げられるが、それ

以外に主な課題として次の4つがあるという。

1つ目は、事業内容のマンネリ化である。回を重ね

てくるとどうしてもマンネリ化しやすい。常に新たな

取組を仕掛けていくことが必要である。

2つ目は、担い手の育成である。今後も事業を継続

していくためには、ディレクターやブロテ、ユーサーの

意思を受け継ぐ後継者の育成が必要である。アーテイ

ストと地域をつ芯ぐコーディネータ一役の担い手を育

てていく必要がある。

3つ目は、地域の若者の参加である。現在、大地の

芸術祭に関わる地域住民は、年配の方が中心となって

いる。もっと、地元の若者が自ら楽しみながら、関わっ

ていける環境を整えていくことが必要で、ある。

4つ目は、実行委員会の意識と地域住民の意識の違

いである。実行委員会としては大地の芸術祭は、地域

が持つ資源や文化、生活様式など全てが作品であり、

「地域まるごと美術館」という思いで取り組んでいる

近

畿

九
州
・
沖
縄

中
国

・
四
国

桶谷係長十日町市産業観光部観光交流課クリスチャン ボルタンスキー fNoMan' s LandJ 
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68.180人

[十日町市]57.537人 [津南町]10.643人

760.2Km2 [十日町市]589.92Km2 

[津南町]170.28Km2 

大地の芸術祭越後妻有アートトリ工ンナーレ

平成12年度

大地の芸術祭実行委員会

口

積

匝事業名

園事業開始年度

園事業主体

連絡先
十日町市産業観光部観光交流課

置自彊025・757・2637 B園 025-757・2285
Bm  http://www.echigo・tsumari.jp/

凪人

面面
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滋賀県高島市

アートの力で風と土の結びめに
~作り手たちの暮5しと笑顔をめぐる風と土の交雲in琵琶湖高島~

-滋賀県高島市の概要 ・

高島市は、滋賀県の北西部に位置し、東部は琵琶湖、南西部は大津市および京都府、北西部は福井県
と接している。平成17年に高島郡の5町1村が合併し、高島市が誕生した。総面積は693km2と県
内最大で、総人口も約53千人を擁するが、平成12年以降は減少傾向にある。この地域は古来より京都・
奈良の都と北陸を結13i交通の要衝となってきた。特に比叡・比良山麓を湖畔に沿って定る西近江路や、
塩漬けされた鯖を運搬する街道であったことから鯖街道と呼ばれる若狭街道を主とする陸上交通と大
津方面への湖上交通の拠点となり、港町や宿場町として栄えてきたが、近年は農業と製造業が主要産
業となっている。気候的には冬季の寒さは厳しく、積雪量の多い日本海側気候となっている。

|実施前の状況、取組のきっかけ、経緯 | 
かつては湖上交通の拠点等として栄えた地域である

が、近年は少子化や若者の流出による人口減少に伴い、

空き家の増加、耕作放棄地の拡大、森林や竹林の荒廃

など、かつてのにぎわいも失われつつある。また、地

域活動の担い手の減少により、これまで大切に行われ

てきた地域固有の文化である行事や風習が簡素化を余

儀なくされたり、コミュ二ティの維持すら困難芯地域

が発生している。

一方で、高島市は「びわ湖源流の郷」といわれ、豊か

な自然に固まれながらも京阪神への交通の便が良いこ

ともあり、以前から工芸作家がものづくりの拠点を求

めて外から移り住む動きが見られた。この点を高島市

の強みと捉え、高島市の魅力を発信し、積極的に移住

を受け入れる活動を始めたのが市民団体「結びめ」で

ある。

高島市で活動する工芸作家の自宅

結びめは平成21年に湖西地域の士務居・設計事務

所等の建築関係者が中心となって結成した市民団体

で、平成22年に名称を現在の「結びめ」とし、平成24

年にはNPO法人格を取得した。団体結成以前からメ

ンバーの多くは高島市産の木を使った家の建築なと、を

行っていたが、家だけではなく、家の周りに広がる生

活空間も一緒に提供でき芯いかという考えが高島市の

進める若者定住施策の基本的な方針とも合致していた

ことから、行政と連携して移住-交流を進めていくこ

ととなった。

そのために結びめが始めた事業が、平成23年から

行っている「風と土の交霊」で、高島市を創作の場とし

て移住してきた人や市外の工芸作家と高島で育ち地域

に根付く人がそれぞれの暮5しや作品を通じて交流

し、アートの力で地域の魅力を発信することを目指し

ている。

高島市で活動する工芸作家の工房の様子
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高島市の魅力に惹かれて移住してきた人たちであり、

地域の良さを楽しみ芯がら制作活動をしている。そう

いった工芸作家の暮らし、空間、生き方を併せて伝え

ていくためには、作品をどこか1ヶ所に集めるのでは

なく、実際に工芸作家の自宅や工房に行って作品とと

もにその暮らしぶりを見て、その場所で交流をしても

らうことが第一と考え、オーブンスタジオ形式とした

とのことである。

来訪者は「風のパスポートJ(大人1.000円、 3日間

有効)を手に市内各地の手仕事現場をまわるととがで

きる。出展者の中には市内の空き家を借りた高島市外

の工芸作家や学生も含まれ、こうした人たちと地域住

民の交流の場も生み出せた。結びめのメンバーは、工

芸作家だけでなく、市内の農家などを出展者の輸に加

え、農を含めた「暮らしJI移住」のきっかけに芯れば
と考えているとのととである。

「第 1回風と土の交霊in琵琶湖高島」では市内各地

に38ヶ所の出展会場を設け、 3日間に延べ約3.400

人が参加した。また、開催に際しては、越後妻有アー

トトリ工ンナーレの総合テ、ィレクターを務めた北川フ

ラム氏を招いてのシンポジウムも実施した。

「風と土の交霊j開催以前は、個々の工芸作家の作品

や活動が地域内でも知られる機会が少なく、工芸作家

相互のつながりも乏しかったが、「風と土の交霊」の開

催を通して、「風の人」と「土の人」がそれぞれ高島市

の暮5しの魅力を体感し、それを相互に発信すること

で高島市の地域づくりが進み、ひいては移住・交流を

促進するきっかけともなったとのことである。

平成23年12月に開催された第2回「風と土の交霊

in琵琶湖高島2011Jでは市内告地に40ヶ所の出展
会場を設け、 50人以上の工芸作家が出展し、来場者も

3日間で延べ約5.000人にのぼる芯ど、規模・集客と

もに第1回を上回る結果になり、地域独自のアートイ

ベン卜として定着しつつある。

|取組内容と実施成果 E 

近

畿

関

東

(1)風と土の交霊とは

高島市にある豊かな自然の中で、移住者と地域の人

たちが共生し、お互いに学び合い、支え合えるような

暮らしを提供するのが結びめの目標である。高島市だ

からできる「暮らし」の魅力を発信して移住者を呼び

込む、という結びめの活動は、そもそも発信対象の「暮

らし」というものが家、生活、文化、農業、ものづくり

等の様々な要素で成り立っているため、その活動内容

も多岐にわたる。その中でもアートによる地域の魅力

発信を目的に、一大イベントとして新たに力を入れて

いるのが、「風と土の交霊」である。

「風と土の交霊Jとは、高島市で暮らす工芸作家の自
宅や工房を 12月 ~1 月のうち 3 日間開放し、来訪者

が「風のパスポート」を購入して工芸作家の暮らしゃ

ものづくりの現場をめぐるオーブンスタジオ型の催し

である。移住してきた工芸作家を、移住・交流を促進

する上での重要芯人的資源と捉え、市内約40ヶ所に

散在する工芸作家の自宅や工房を巡り、作品を生み出

す暮うしに触れる機会を創出している。この企画では、

来訪者や市外から出展する工芸作家を「風の人」、市内

在住の工芸作家、市内に活動拠点を構える工芸作家、

地域住民を「土の人Jとそれぞれ位置づけ、相互に交流
を深めてもらうことを願って「風と土の交霊」という

ネーミングにしたと結びめの事務局を務める西川唱子

さんは話す。

(2)風と土の交霊in琵琶湖高島の内容と成果

平成23年 1月に「第 1回風と土の交霊In琵琶湖高

島」が開催された。高島市に移住してきた工芸作家は、

集

結

募

怯

者

総
展
取
出
向山

19 

「風と土の交霊Jの期間中の様子2012風と土の交重量In琵琶湖高島出展者
募集案内
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「風と土の交霊Jの期間中の様子

「風と土の交霊Jの期間中の様子

夏のイベントが多い中で毎回 12月~ 1 月といった

冬の時期に行うのは、「寒い時期だかうこそ、炎の周り

に様々な人が集い、交流が生まれるように」という願

いと、「移住希望者に冬の寒い高島市を見てもらい、あ

りのままの姿を体感して欲しい」という思いからだと

西川さんは語る。

(3)f風と土の交霊jの運営体制

現在、「風と土の交霊J;を主催するのは結びめである
が、結びめとともに企画・運営を行うのが出展者や協

力者等で構成される「風と土の交霊」ブロジ、工クトチー

ムである。「風と土の交霊」ブロジ‘工クトチームが、「風

と土の交霊」への出展者の推薦など、イベン卜企画の

中心的な役割を果たし、高島市は表には出す、実働ス

タッフ・当日スタッフとしてチラシでの広報や当日巡

回といった支援を行っている。

また、「風と土の交霊Jを開催するうえでサポートス
タッフの力が見逃せない。その活動内容は、出展する

作家のサポートを中心に、広報活動や会期中の出展会

場での来訪者対応など、ボランティアとして様々な形

でこのイベントを支えている。募集チラシや結びめの

HPなどで広くサポートスタッフを募集し、平成23

年の「風と土の交霊In琵琶湖高島2011Jでは市内外

から30人ほどがサポートスタッフとして参加した。

地域を訪れた人との交流

高島市に移住し、制作活動を始めて30年になる工芸

作家の前川俊ーさんは11回目はサポートスタッフが
手配できすに、来訪者の対応等に苦労をしたが、 2回

目のときはサポートスタッフのおかげで、負担が少な

く自然な形で来訪者の対応ができた。」と語る。

「風と土の交霊」では、イベント開催中はもとより、

終了後も、出展者の工芸作家とサポートスタッフだけ

でなく、サポートスタッフ同士でもつながりができる

といった副次的な効果も生まれ、この活動をきっかけ

にその後何度も高島市を訪れるようにたよった人や高島

市への移住を希望する人も出てきており、アートを基

軸とする交流が広がっている。また、 「風と土の交霊」

をきっかけに、独自のツアーやイベントが企画される

など、主催者側の意図を超えるようなネッ トワークの

拡がりをみせている。

(4)高島市における定住促進施策

高島市では前述のように人口流出に伴い、空き家が

増える一方、移住を希望する人が空き家の情報を求め

るケースが多かったことなどから、「個人の不良資産」

である空き家を「地域の優良資源」として移住希望者

に提供し移住を進めていこうと、高島市は平成23年

4月から空き家の情報を希望者に提供する「空き家紹

介システム」の運用を始めた。

高島市では各集落に区長を通じて空き家の調査を依

頼し、許可が得られた集落について悉皆調査を行って

いる。その結果空き家と判明した家屋については所有

者と連絡をとり、物件の詳細な調査を行うとともに、

移住希望者への貸家や売却の意向などをヒアリングし

ている。しかし、日常的に使用していない家屋であっ

ても、他人に貸家や売却をしてもよいという人はごく

少数とのことである。このため結びめでは、平成24

年度から高島市と協力して、地域の人の合意形成を得

るための集会をいくつかの集落で開催している。結び

めの西川さんは「空き家を利用して移住したいという
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近

畿

基本的には同じスキームだが、今後は市内企業等と連

携することで市内の産業振興につ芯げることを模索し

ている。

現在は滋賀県や高島市からの補助金や助成金などは

受けてい芯い。 14年前に高島市に移住し工房を構え

た小田切健一郎さんは「普段はバラバラに活動してい

る工芸作家も『風と土の交霊』ではまとまるし、実際に

高島に来てくれた人とその後のつきあいができる場合

もある。この大切なイベン卜を継続していくためには

行政からの補助金に頼らす、に自立した運営を考える必

要がある。Jと意気込みを語ってくれた。

(2)展望

結びめの西川唱子さんは今後の展開について「人間

の生活に関わる農業の大切さを発信するため、農家さ

んに協力をお願いし、今後は農業での出展者を増やし

ていきたい。また、滋賀県はアールブリユツト(障が

い者が作るアート)が盛ん芯地域であり、高島市内に

も取組まれている作業所があるので、協力をお願いし、

より一層充実した内容にしていきたい。 『風と土の交

霊Jを通して、結びめが文字通り風の人と土の人を結
13i存在になれれば」と語る。今後も高島市における地

域と人、人と人を結13iアートを活用した取り組みの更

なる発展が期待される。

方がたくさん居うれる。移住者を迎え入れ地域の未来

を一緒に考えていくことの大切さを地域の人にわかっ

てもらいたい。」と語った。

また、貸家または売却について了解が得られた空き

家については高島市が「空き家紹介システムJに登録
の上、定住希望者への紹介を行っている。運用から 1

年半で3名がとの「空き家紹介システム」を活用して

高島市への移住を実現させている。

高島市では「風と土の交霊」の開催期間中は、市外で

活動している若手工芸作家の展示会場として空き家を

紹介している。若手工芸作家を地元住民との交流の輪

に加えることで、地域の「よそ者」に対する理解が進む

ことを目指したものだが、その若手工芸作家が高島市

への移住を決めることもあったという。「空き家は多

いが、所有者かう活用について了解を得られる空き家

は少ない。また、田舎暮うしへの憧れから移住の二一

ズはあるが、人付き合いや風習の違いなどに国11染めす、

挫折する人もいる。所有者だけでなく集落としてよそ

者を受け入れる雰囲気づくりが必要Jと高島市市民活
動支援課の安福主任は語る。

lp今後の課題と展望 E 
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市民活動支援結びめの西川唱子さん(左)と高島市市民環境部
課の安福主任

(1)今後の課題

広報のためのポスター・チラシの製作費やイベント

運営費など「風と土の交霊」開催のための資金調達の

方法については試行錯誤が繰り返されている。第1回

は県からの補助金と開催趣旨に賛同してくれた企業か

らの協賛金をもとに運営をしていたが、第2固からは

出展者に協力金の負担をお願いするとともに、来訪者

にも出展会場の案内地図である「風のパスポート」を

販売し、出展者、来訪者双方が目的を持って「風と土

の交霊」に関わるようにし、その資金をもとにイベン

卜内容の充実を図った。平成24年12月の第3回も

画人 口
凪面 積

画事業名
副事業開始年度
園事業主体

連絡先
市民環境部市民活動支援課

lm!II 0740・25・8526D園 0740・25-8156
NPO法人結びめ
lm!II 090・5014・1600 .置置0740・36・1661
lD!llII http://www.musubime.tv/ 
http://kazetotsuchi.musubime.tv/ 

結ぴめ

53.054人
693Km2 

風と土の交霊in琵琶湖高島
平成22年度
特定非営利活動法人
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京都府京都市

若手芸術家等の居住・制作・発表の場づくり
~京都市のアートと社会をつなぐネットワークの中心!こ~

人 -京都府京都市の概要 ・

京都市は、昭和31年、横浜市、名古屋市、大阪市、神戸市とともに第1号の指定を受けた人口

147万人の政令指定都市である。地理的には京都府の南部に位置し、市内を賀茂川(鴨J11)、桂川、

宇治川などが流れている。京都市には、清水焼や西陣織などの伝統産業から先端産業まで多彩な

産業群が集積している。また、平安京以来の1200年を超える悠久の歴史の中、多様な文化芸術

が蓄積し、王朝、武家、宗教、町衆文化が結び付き合う中で、日本の文化芸術の中心地として今な

お輝いている。

-文化芸術による魅力ある地域のまちづくりの推進

-文化芸術に親しみ、その楽しさを知る子どもたちの
|活動のきっかけ | 
京都市は約40の大学を抱える文教都市だが、芸術 育成

系大学も数多く存在し、多くの若手芸術家が自らの才 ・新たな文化芸術を創出する若き人材の育成

能を育んでいる。一方で、京都で学んだ芸術家が、そ ・文化ボランティアなど市民参加による文化芸術都市

のまま京都に根をおろして活動を続けていく環境を見 づくり

い出せす、活躍の場を他都市に求めていく例もある。

京都市では、このような現状も踏まえ、優れた京都

の文化芸術を通じて市民生活やまちづくりの取組を活

性化し、京都市を常に新たな魅力に満ちあふれた世界

的な文化芸術都市として創生することを目指して、「京

都文化芸術都市創生計画J(平成19年3月)を策定し
た。この計画は、平成18年4月に施行した「京都文化

芸術都市創生条例」に基づき、京都ならではの「文化芸

術によるまちづくりJを総合的かつ計画的に進めるた
め、今後10年間に取り組むべき具体的施策をまとめ

たもので、「京都文化芸術都市創生審議会」で審議を行

い、市民や文化団体の意見を踏まえて策定されたもの

である。この「京都文化芸術都市創生計画」において

は、京都が全国をリードして「文化芸術都市づくり」を

するための取組として「五つの京都先行ブロジ‘工クトJ
が掲げられており、その第4ブロジ‘工ク卜である「新

たな文化芸術を創出する若き人材の育成」の一環とし

て、「若手芸術家等の居住・制作・発表の場づくり」事

業が計画された。

当事業は、平成21年4月から調査を開始し、続い

てプランニングに着手した。

更に、京都市は、平成23年9月、この「若手芸術家

等の居住・制作・発表の場づくりJ事業を主として実
施するための組織として、告分野の専門家で構成する

「東山アーティスツ・プレイスメント-サービス実行
はつぶす

委員会J(以下iHAPSJという。)を設立した。これは、

専門家の協力を得て、若手芸術家が京都で活動を続け

ていくうえで必要となる支援を総合的に実施すること

により、京都で育まれた若い才能力t市外に流出してい

く状況を改善していくことを目的としている。

HAPSの芦立さやかテ‘ィレクターは、「この困難な

時代に生きる芸術家たちを支えること。それは、単に

『美術Jという一つのジャンルを守ることでは芯く、私
たちの社会全体の豊かさを維持し、さらに新しい可能

性を聞いていくことに繋がります。多くの芸術家がそ

こに住まい、生活しているまち。あるいは逆に、そこ

で暮5している人闘が芸術家に芯りうるまち、芸術家

でありうるまち。切実な表現、独創的な作品、かけが

[五つの京都先行プロジェクト] えのない営為が多くの人に見られ、共有されているま

・京都芯らではの文化・景観・観光三位一体の取組の ち。HAPSは、個人の生き方と社会のあり方を組み替

推進 え、文化芸術が最大限のポテンシャルを発揮できるま
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2011 Jのアシスタン卜・キュレーターを務めたジョ

パンニ・力ルミネ氏を招き、京都市内約25力所のアー

テイストのスタジオを訪問してもらい、約70名のアー

テイス卜を紹介している。この支援プログラムに対

しては、ほとんどのアーテイストにとって海外のキユ

レーターと話すととは初めて芯ので、「いい経験になっ

た。」などの感想が寄せられ好評を得ている。

本年、京都市では、多くのアート関係者が集まる国

際的アートフ工アiARTIくYOTO2012J (平成24年

5月)と京都の若手アーテイス卜達が企画する大規模

なオーブンスタジオ(アーテイス卜がスタジオで作品

を見せる機会)が、同時期に開催されることになった

が、 HAPSは、これらの両イベン卜を連携させ、 iART

|くYOTO2012Jの会場から各アーテイストのスタジ

オを回るパスツアーを企画、実施した。これにより多

くのアート関係者等の若手アーテイストのスタジオへ

の訪問が実現した。これは、スタジオが遠いのでアー

ト関係者に来てもらえるか不安だというアーテイス卜

の相談かう生まれた企画である。

HAPSでは、とれまでにこれ以外でアーテイス卜た

ちのニーズに応える独自の支援プログラムを約30件

実施しているという。

ちを京都市に作り出すことを、その目標として活動し

ています。Jという。

|切組内容と実施成果 I 
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国
・
四
国
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縄
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パスツアーの様子

スタジオピジッ卜の様子

(1)運営体制

HAPSは、実行委員長の遠藤水城氏(インディペン

デント・キュレータ一)をはじめ、京都市、芸術大学、

芸術系NPO及び新聞記者など文化芸術に関係する各

分野の専門家14名で構成されている。実務はディレ

クターの芦立さやか氏を中心とした事務局が担ってい

る。また、 HAPSは、さらに事業の推進を助力しても

らうことを目的に、京都にある芸術大学の学長や教授、

アーテイストなどによるアドバイザ一制度を導入する

とともに、事業の成果等について検証する評価委員会

を今後設けることとしている。

(2)HAPSの活動内容と実施成果

①相談窓口開設と支援プログラムの実施

HAPSでは、現代美術の分野で、京都市を拠点に更

なる活躍を目指す若手芸術家のため、次に述べるよう

な相談窓口の開設や支援プログラムを実施している。

現代美術芸術家の制作形態は、昨今ますます多種多様

に変化しており、自らの新しい表現に挑んでいく芸術

家からの様々な相談に対応する必要が高まっていたか

らである。

この他にも、 HAPSは、ウェブサイトでの情報発信

も充実させており、相談受付窓口としての機能のほか、

多くの情報をまとめるサイトとしても活用されてい

る。現在のアクセス数は一力月あたり約6.000件で、

一日平均約200件近くのアクセスになっている。

ア相談窓口の開設

相談窓口では、アーテイス卜に対し、制作活動につ

いての相談、助成金情報の提供、作品集作成のアドJ¥

イス、居住の相談などを実施しており、今年4月の窓

口開設から約6か月で100件以上の相談を受けてい

るという。専門的なもので現在のスタッフでは対応で

き芯い場合は、他の専門家を紹介する芯どのサービス

も行っている。相談者からは、「なんでも相談できる

ところは、これまでになかったので貴重だ。」などの声

があり好評である。

イ 支援プログラムの実施

支援プログラムとして、京都市を中心に制作活動を

行っているアーテイス卜を広く紹介するため、海外の

第一線で活躍するキュレーターを毎年京都市に招轄す

ることとしている。昨年行われた海外キュレーター

のスタジオピジッ卜では、「ベネチア ・ビエンナーレ
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①関係団体・地域との連携

ア大学との連携

HAPSは、京都市立芸術大学、京都造形芸術大学、

京都精華大学とお互いに協力し、活動を行っている。

例えば、京都造形芸術大学アートブロテ、ユース学科と

の連携では、同大学の授業の一環としてHAPSの活

動を紹介するIJ，ッピーはつぶす」という小誌を学生
が編集している。との小誌はHAPSオフィスのある

東山区六原地域の住民に回覧板で見てもらっており、

HAPSの活動に対する地域住民の理解を深めること

を狙っている。

イ 地域との連携

HAPSオフィスのある東山区の六原学区は、独自に

「六原まちづくり委員会Jを組織し、空き家対策などに
活発に取り組んでいる地域だという。この委員会には

地域住民だけでなく、不動産業者、建築士、京都市職

員芯どが参加しており、官民一体となって地域の問題

の解決に取り組んでいる。 HAPSもとの委員会に参

加し、六原学区の行事にも積極的に参加するなど、地

域住民との交流を深めている。この中で、空き家情報

があればアーテイス卜への紹介をしている。

小昔、[")¥ 'yピーはつぶすJ

六原フ工スタの様子

①地域の空き家対策と活性化

アーテイストは、作品制作のために、通常の人の住

まいより広いスペースを必要としている。 方で、京

都市では、住民の高齢化等にともない空き家となって

しまう物件が増加している。

HAPSでは、こうした双方の情報や二一ズを寄せて

もらい、空き物件をアーテイストの住居やスタジオと

して紹介していくことで空き家等の問題解消にも貢献

する公益的活動も行うこととした。

そのためHAPSでは、空き家率が約20%とされ問

題が深刻な東山地区に拠点を構え、地域との連携を図

りながう居住物件の掘り起しなどを行うとともに、今

後は京都市全域の空き家や遊休施設の活用を考えた

コーディネー卜事業も行っていく予定である。また、

空き物件の利活用として平成24年11月かう市内の

閉校した小学校の教室だった6部屋をスタジオとし

てアーテイス卜に提供することが決まっており、閉校

後も地域住民の活動の場となっている小学校で、アー

テイストと地域住民の新たな交流が始まることが期待

されている。

現在まで空き家物件とアーテイスト5件のマッチン

グを行っているが、いすれもアーテイストに好評を得

ているとのことであった。

HAPSが取り組んでいるこの事業は、京都市の重要

施策の一つである「文化芸術と社会との出会いの促進j

にも位置づけられており、アーテイス卜が、まち芯か

で制作活動することは、アーテイストにとっても刺激

的なことであるとともに、その活動に地域が交わるこ

とで、新しいまちの魅力に繋がっていく効果があると

考えられている。京都市は、このように若いアーテイ

ス卜が京都市に住むことで高齢化を防ぎ、また、空き

家を活用することで、まちの安心-安全にもつながる

ものと期待している。

HAPSでは、京都市が別に実施している「地域連携

スタジオとして利用される教室
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また、マッチングで京都に住むことになったアー

テイストの制作・発表の際には丁寧にサポートし、京

都に根づいて活動を行うアーテイス卜が世界にはばた

くなど、次のステップアップに繋がるような支援や、

長く居住し活動できる環境づくりを支援していきたい

との抱負を語ってくれた。

京都市は、日本の文化芸術の中心地としての魅力が

多くある。この魅力をより輝かせるためにも、今後も

地域や行政と一体となり、より多くの若手アーテイス

トを迎え、地域の活性化につながるHAPSの活動に

期待したい。

型空き家流通促進事業Jと本事業が連携し、より一層
アーテイス卜を迎えるまちづくりの機運を高めるとと

もに、若手アーテイストに適した造作、価格の空き家

情報を若手芸術家に提供する努力をしなければならな

いとしている。

lb今後の展望 J 

関

東
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HAPSでは、六原学区の空き家をオフィスとして利

用することが決まっているが、とれを空き家活用のモ

デルケースとなるよう現在、専門家監修のもと、アー

テイス卜などを中心としたボランティアの協力を得な

がら、空き家の改修に取りかかっている。芦立氏は、「今

後、この空き家を利用したオフィスから情報を発信し

ていくことで、アーテイス卜が空き家を活用すること

がどのように地域の活性化につながるのかを更に地域

にアピールしたい。Jと語っている。地域住民の信頼
を得ることができれば、空き家を貸してくれる所有者

も増え、空き家とアーテイストのマッチング件数も増

えていくと見込まれており、今後もより一層努力して

この活動を続けていきたいとしている。
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畿
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HAPS移転先の改装の様子

HAPS事務局のみなさんと京都市の照沼氏(右)HAPS事務所予定地

. 
-・

・

・・・ .• 
・...“・田・‘・ ・a

. 

1.470，587人

827.9Km2 

若手芸術家等の居住・制作・発表の場づくり

平成22年度

東山アーティスツ・プレイスメン卜・サービス実行委員会(HAPS)

囚人 口

函面 積

凪事業名

園事業開始年度

園事業主体

連絡先
京都市総合企画局政策企画室政策調査担当

置盟国075・222・3035e園 075引 2・2902
臨調調http://haps-kyoto.com/
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鳥取県鳥取市

鳥の劇場
~廃校を劇場として再生。劇場の力で鹿野の魅力を全国に発信~

-鳥取県鳥取市の概要 ・

鳥取市は、中国山地から日本海へ北流する千代川流域に開けた鳥取平野の東部に位置し、南北

2.4km、東西16kmに広がる日本最大の観光砂E、鳥取砂Eを擁する県都である。平成16年に
鹿野町を含む鳥取県東部の6町2村と合併、翌年には、特例市に移行し、山陰地方の政治、経済、

文化の中核的な役割を担っている。市では、市民が文化芸術に親しみながう地域の連帯感を深め、

活力あるまちづくりを行うことを目指し、平成21年4月に「鳥取市文化芸術振興条例Jを施行、
市民の自主的な文化芸術活動の促進に力を注いでいる。

|取組のきっかけ

(1)鹿野ふるさとミュージ、力ルの活動

城下町である鹿野町(現鳥取市)は、古くから地元の

昔話を演劇で伝える取り組みが学校教育に取り入れら

れていた。このような地域に根差した演劇への関心の

高さを背景に、昭和62年にスター卜した「鹿野ふるさ

とミユージ、力ルJ(実施主体 :鹿野町民音楽祭実行委
員会)は、地域の伝承や伝統をモチーフに、脚本から

キャステインク、公演までを地域住民が主体となって

行う市民参加型の演劇祭で、平成24年度で26回目を

迎える。当地にゆかりのあった元宝塚歌劇団作曲家の

中野潤二氏を中心に始まったこのミユージ、力ルは、市

民の一体感の醸成や手作りによる新たな地域文化の創

造に寄与することを目的に実施されており、参加者は

年に 1度、鹿野町中央公民館で行われる 1日2回の公

演のために半年間にわたって演劇の練習を重ねてい

る。

この活動を通した幅広い世代聞の交流、良好芯市民

コミュニティづくりの功績から、「鹿野ふるさとミュー

ジカルJは平成9年に自治大臣表彰、平成16年には鳥

取市文化賞を受賞している。

(2)鳥の劇場芸術監督、中島諒人氏の挑戦

鹿野という土地が、このように演劇に対して積極的

で、まちづくりにも熱心な土地柄であったことから、

平成18年1月、東京で活躍していた鳥取市出身の特

定非営利活動法人「鳥の劇場」の代表理事であり芸術

監督(以下、「鳥の劇場芸術監督」と言う。)でもある中

島諒人氏が、ブ口の劇団「鳥の劇場」を鹿野で結成、行

特定非営利活動法人鳥の劇場代表理事・芸術監督

中島諒人氏

鳥の劇場外観(写真鳥の劇場提供)

政の協力を得て廃校となった旧鹿野幼稚園・小学校校

舎をリノベーションし演劇活動を始めた。

「演劇は、理想に向かつて作うれるもの。地域の再

生に芸術劇場の果たす役割をここ鹿野で実践し、劇場

の社会的な価値を示したい。」と中島氏は語る。演劇

を観たり演じたりする事を通して、自の前の問題にど

う向き合いと‘う行動を起こすかを考えるきっかけにし
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まち・くらしづくり活動賞 内閣官房長官賞」という

こつの大き芯賞を受賞している。

鳥の劇場運自委員会(以下、「運営委員会」と言う。)

会長であり、まちづくり協議会の前理事長である長尾

裕昭氏は、「鹿野は、人口約4千人、高齢化率も30%

を超えているが、成功体験を積み重ねることで新しい

ものを積極的に取り入れる雰囲気が醸成されていっ

た。全国的な知名度も上がり、鹿野に行けば何かおも

しろいことをやっている、と思ってもらえるように

なっていったJと、とれまでを振り返って語った。

lF取組内容と実施成果 関

東
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(1)鳥の劇場の取り組み

鳥の劇場の団員は17名で、うち鳥取県出身者は5

名となっている。年間の予算規模は約6千万円。収入

はチケット料、ワークショッブ等の参加料、上演等の

事業委託費、告種助成金・補助金、そしてサポーター

の寄付かう成り、このうち助成金・補助金が約3割を

占めている。乙の収入に支えられ年聞を通じて主に以

下の活動を行っている。

①鳥の劇場による演劇作品の制作と上演

年聞を通して 5作品を各 5 ~ 10回程度公演。 三島

由紀夫作品やオリジナル作品を公演し、演劇による非

現実、非日常を楽しむ機会を提供している。

①ワークショッブなどの参加型・体験型のプログラム

「小鳥の学校」と題し、小学校高学年~中学生を対象

に芸術等各分野で活躍する講師を招き、演劇、デザイ

ン、アニメーションや詩等、平成24年度は13の講座

を実施。また、学習発表会の時期は台本作りの段階か

ら定期的に学校を訪問するなどし、演劇の創作体験を

通して子供たちに表現することの楽しさを伝えてい

る。

③外部の劇団やアーテイストの招へい

年に 1回、全国各地のダンサーが集結し、創作した

夕、ンス作品を上演。

④新たな企画やプログラムの実施

平成24年度は「福祉をかえるアート化セミナーjと

題し、福祉のアート化、アートの社会化をテーマとし

たセミナーを招へいした。

⑤「考える場としての劇場」を実践するプログラム

芸術と社会の関係芯どについて考えるレクチャーや

映画の上映を通年で実施。平成23年度は「六ケ所村

ラプソテ、イ一」上映会を実施した。

⑤鳥の演劇祭

平成20年度より旧鹿野幼稚園・小学校で始まった

ても5いたいと考えている。「これまでの学校教育は

知識のストックだったが、これからは体験の質が求め

られている。地域活性化の本質は、自分たちのことは

自分たちで決めるというリスクを背負った覚'悟だ、と思

う。」と熱く語った。

中島氏は、地域社会における劇場.演劇の役割を模

索する果敢かつ戦略的な取り組みが評価され、平成

20年度第33回鳥取市文化賞、平成21年度芸術選奨

文部科学大臣新人賞(芸術振興部門)を受賞している。

(3)NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協議会の存在

鳥の劇場芸術監督である中島氏は、 irまち協』の存
在がなければ今の鳥の劇場は無かった。」と語る。「ま

ち協jとは、 iNPO法人いんしゅう鹿野まちづくり協

議会J(以下、「まちづくり協議会Jと言う。)のことで、
「鳥の劇場」の広報や招へいされる劇団員に空き家を

宿泊施設として斡旋する等、「鳥の劇場」の活動を積極

的に支援している団体である。

「まちづくり協議会」の成り立ちは平成13年に遡る。

鹿野町では、平成6年度より町屋や白壁の家並み等の

歴史的景観の保全や、鹿野に400年以上続く伝統的

な祭り「鹿野祭りJの似合う町並みの復元を目指し、道
路や石行燈等の環境整備を始めていた。そのような中、

平成12年度に鳥取県が実施した「鳥取県町並み整備

コンテストJで、鹿野の住民グループが、空き家の活

用を軸とした「いんしゅう鹿野童里夢(ドリーム)計画J
を提案、見事最優秀賞を受賞し、この計画の実現に向

け平成13年に鹿野住民から成る「まちづくり協議会」

が設立された。

「まちづくり協議会Jは、設立以来空き家を活用し
た取り組みを実施、ギャラリーやお食事処を整備する

ことで、現在では年間約2万人の観光客が訪れる交流

の場を創出しており、これらの取り組みが評価され、

平成22年度に国土交通省の「手づくり郷土賞(大賞部

門)Jと財団法人あしたの日本を創る協会の「あしたの

長尾裕昭会長鳥の劇場運営委員会



鳥の演劇祭野外劇場(写真鳥の劇場提供)

鳥の劇場「赤いろうそくと人魚J(写真鳥の劇場提供)

鳥の劇場を核とする演劇祭。平成24年度は9月14

日(金)~30 日(日)までの期間、旧鹿野町議場や鳥の

劇場内クラウンドに設置した特設野外劇場を含む5会

場で、圏内か58作品、海外からも、韓国、フィンラン
ド、フランスから7作品を上演した。現代劇、子ども

向け作品、ダンス等大人から子供まで楽しめる多岐に

わたるプログラムの他、ブ口の演出家の指導の下、地

元高校演劇部や地域住民の演劇や夕、ンスも披露され、

観客者数はのべ約3.600人に上った。

この他、演劇際に併せて鹿野の魅力を伝えるまち歩

き「鹿野タイムスリップツアー」、トークイベント等

のワークショッブも開催され、期間中に合わせて約

4.300人が鹿野のまちを訪れた。

⑦県外公演

平成24年度は、日本緩和医療学会学術大会(神戸

市)、大地の芸術祭越後妻有アートトリ工ンナーレ

2012(十日町市・津南町市)及び犬島海の劇場(岡山

市)に招待され、遠征し公演を実施した。

(2)地域と一体となった取り組みの展開

平成24年度第5回鳥の演劇祭かう、演劇祭の期間

中の週末にだけ聞かれる屈がオーブンした。その名も

「週末だけのまちのみせJoIまちづくり協議会」が主

体となり実行委員会を設立し運宮した。週末に訪れた
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人々は、まちの5か所にある劇場で演劇を鑑賞すると

ともに、まち中にある週末だけのまちの屈を訪れ、鹿

野の景観を楽しみなが5まちを回避した。週末だけの

まちの屈は 12居舗あり、主に空き家を利用している。

「まちづくり協議会」がホームページ等を活用し広く

一般公募を行い、喫茶居、雑貨居やマッサージ庖等、

幅広い分野のテナントを集めた。「鹿野のまちに行列

ができたのは初めてで、まちの人も驚いていた。」 と、

運営委員会会長の長尾氏は語った。

また、「鳥の劇場」が拠点を鹿野に置いたことで、「鹿

野ふるさとミュージ力ル」は、演技面や小道具等でブ

口のスタッフに相談に乗ってもらう機会が増え、演劇

に関する総合的な質の向上につながっているという。

一方、「鹿野ふるさとミュージ力ルJのスタッフも、鳥
の劇場に訪れる人々のために、最寄駅から劇場までの

送迎を手伝う等鳥の劇場の活動を支援している。この

ように、鹿野にいる人たちは、それぞれの立場でそれ

ぞれができることを行い、お互いに協力し合いながら

鹿野のまちを盛り上げている。

週
末
だ
け

の
ま
ち

「週末だけのまちのみせ」案内パンフレット

(3)行政施策の中の地域活性化策

こうした鹿野の自主的で創造的な活動を後押しする

形で、行政は文化政策の支援に力を入れている。市で

は、平成17年に文化芸術振興に関する「基本方針jを

定め、平成21年4月には鳥取市文化芸術振興条例を

施行、また、平成23年度かう今後10年間の市勢振興

の方針をまとめた第9次鳥取市総合計画の中でも文化

芸術の振興を明記しており、鳥の演劇祭の事業費の一

部負担や鳥の劇場の拠点である日鹿野幼稚園・小学校

を無償で貸与する等の資金面の支援も続けている。

また、県では、鳥の演劇祭の支援の他、平成20年度

より地域で活動するNPO等との協働でアーテイス 卜

が活動しやすい環境づくり「アーテイストリゾート」

を推進しており、全県的に広めていく取り組みとして、

平成24年度は境港市、倉吉市明倫地区、鳥取市鹿野町、
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鳥取市企画推進部次長兼文化芸術推進課長の西村朋

之氏は、「鹿野の住民は、鹿野への愛着が強く、 『鳥の

劇場Jのスタッフは、鹿野でやることに意昧がある、
という強い気持ちを持っている。」と話す。このため、

市ではこれからも「鳥の劇場Jの鹿野での活動を支援
する方策を検討していく考えだ。

また、鳥の劇場芸術監督の中島氏は、「今後も、地域

内外の多くの人に鹿野に足を運んでもらいたい。その

ためには、 SNSの活用等情報の発信に工夫が必要。」

と話す。中島氏は「週末だけのまちのみせJのような
新たな取り組みを今後も展開し、演劇に興昧が無い人

にも気軽に鹿野を訪れてもらい、自然に演劇に関心を

持ってもらえるようなきっかけを多く作っていきたい

と考えている。

地域住民、まちづくり協議会のよう芯NPO、また

行政も含めた様々な立場の人々の、鹿野を盛り上げた

い、という気持ちから生まれた鳥の劇場や鹿野ふるさ

とミユージ、力ル等の取り組みに、今後も期待したい。

智頭町の4地域で、アーテイストと鳥取の人々が一緒

になってアート活動に関わりながら未来(とれか5の

ことの意昧で、コノサキと呼ぶ)を探そうという「暮ら

しとアートとコノサキ計画」事業を行った。

鳥取県文化観光局文化政策課長の松岡隆広氏は、「役

所でやれることには限界がある。 NPO等の地域を良

くしたいという団体に胸襟を聞いて、オーブンマイン

ドで接するよう心がけている。」と話す。行政が支援

できることは積極的に行っていきたいという考えから

だ。県では鳥の演劇祭に資金面で一部支援をしている

が、具体的な取り組みは鳥の劇場芸術監督である中島

氏にお願いしているという。松岡氏は、「行政は事業

評価を行いながら、活動を見守る事が大事。」とも語っ

た。

このように行政では、滞在するアーテイストの創作

活動が、地域の人々に刺激を与え、地域の人々の創造

性を一層発揮させることで、活力と魅力のあるまちづ

くりにつながることを期待している。

近

餓
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国
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西村朋之課長鳥取市企画推進部次長兼文化芸術推進課

(左)と企画調整課中村貴幸主事
「鳥の演劇祭Jと 「暮らしとアートとコノサキ計画」を PR
する鳥取県文化観光局文化政策課松岡隆広課長

。。195.039人(平成24年3月31日現在)

765.66Km2 
口画人
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鳥の劇場

積

名業

凪面

園事

平成18年度画事業開始年度

特定非営利活動法人鳥の劇場

連絡先

鳥取市企画推進部文化芸術推進課

凪事業主体

D園 0857-20・1594EDII0857・20・3229

lD!liII http://www.birdtheatre.org/ 
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岡山県岡山市

犬島のアートプロジ‘ェクト
~遺産・アート・建築・環境による新たな地域創造を目指す~

-岡山県岡山市の概要 ・

岡山市は、旭川と吉井川が流れる岡山平野の中央に位置し、南部は児島湾に面した肥沃な平野、

北部は吉備高原の山並みが広がっている。水と緑あふれる豊かな自然環境に恵まれ、温暖で晴れ

の多い気候や自然災害が少ないことかう、美しさと暮うしやすさを兼ね備えている。また、近畿

と九州を結13¥東西軸と、山陰と四国を結13¥南北軸の結節点に位置し、鉄道・道路・空路などの交

通網が集中する中枢拠点機能を担うなど、地理的な優位性からも発展を続11、平成21年4月に全
国で18番目の政令指定都市となった。

取組のきっかけ | 
(1)犬島の概要

犬島は、岡山市の南東部に位置し、瀬戸内海に浮か

13¥面積が0.54km2の岡山市唯一の有人島である。良

質な花岡岩(犬島みかげ)の産出で知られ、古くは江戸

城、大阪城、岡山城の石垣に用いうれる芯ど、全国各

地で犬島の石が珍重されている。また、明治時代後期

には、犬島製錬所が操業され、最盛期には島の人口が

約5.000人にも及んだといわれているが、銅の価格の

大暴落によりわすか10年で製錬所が閉鎖され、採石

業の衰退も相まって、現在では人口約50人、高齢化

率が85%を超える典型的な過疎の島となっている。

(2)取組の経緯

犬島でアートプロジェク卜が起ち上げられた契機

は、株式会社ベネッセホールデイングス取締役会長、

福武財団理事長の福武線一郎氏の構想に遡る。

昭和60年代、福武氏は、父親が進めていた直島で

の子どものためのキャンブ場作りを引き継ぎ、何度も

直島や他の島々を訪れるにつれ、瀬戸内海の美しさや

素晴らしさに魅せられると同時に、島の歴史や文化、

そこに暮らす人々のあり方を再認識するようになっ

た。瀬戸内海の島々には、亜硫酸ガスを出した製錬所

の建設、産業廃棄物の不法投棄など、負の遺産を背負

わされた歴史がある一方で、近代化の波に洗われてい

ない、かつて日本人が持っていた心のあり方や暮5し

方、日本の原風景が残っていた。福武氏は、瀬戸内の

人々の暮うしと、東京での生活や社会のあり方とを比

較し、近代化のベースとなる考え方である「在るもの

を壊し、新しいものを作り続け、肥大化していく文明」

のあり方、つまり「破壊と創造を繰り返す文明」から「在

るものを活かし、無いものを創っていく」という「持続

し成長していく文明」に転換していか芯ければ芯うな

いと考えた。

そこで、近代化に染まっていない日本の原風景が

残っている瀬戸内海の島々に、現代社会を批判する

メッセージ性を持った魅力的な現代アートを置けば、

訪れる都会の人が現代文明を問い直すとともに、地域

も元気になるのではないかという思いに至。、アート

活動を実践に移していく。

アート活動はます直島を舞台に始まった。平成4年、

直島で世界的な建築家の安藤忠雄氏が設計した美術館

とホテルが融合した施設「ベネッセハウスjがオープ

ンしたのを皮切りに、アーテイス卜を招いて「家ブロ

ジ‘工クトjなどアート作品を次々と展開、平成16年に

は全く新しい概念の地中美術館を開館する。そして、

地中美術館の開館を機に、公益財団法人直島福武美

術館財団(現 ・福武財団)を設立し、株式会社ベネッセ

ホールデイングスとともに、直島、豊島、犬島を舞台

に自然、アート、建築による地域振興を進める「ベネツ

セアートサイト直島Jというアート活動を展開してい
くこととなる。

犬島でのアートブ口ジ、工ク卜はこのアート活動の一

環として、位置付けられる。

取組内容と実施成果 I 

(1)取組内容

①犬島アートブロジ、工クト「精錬所j
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ら、周囲の環境にできるだけ負荷を与えない工夫がな

されている。また、汚水を直接海に流すのではなく、

植物の力を借りた高度な水質浄化システムを岡山大学

環境理工学部の協力を得て導入している。さらに、土

質調査を行い、犬島の環境に合わせた耐塩性の高い植

物や、悪条件な生育環境でも育つ植物を植え、時間を

かけて環境をつくりあげている。

①犬島「家プロジェクト」

つづいて、平成23年か5犬島「家ブロジ、工ク卜Jが
実施されている。これはアートディレクターの長谷川

祐子氏及び建築家の妹島和世氏により、島内の空き家・

空き地を活用して展開されている。第1段階として、

ます、3軒のギャラリーと休憩スペースとして利用でき

る東屋がつくられた。犬島「家ブロジ、工クト」は、建築

物や作品を単体で鑑賞するのではなく、集落の美しい

風景やそこに住む人々の生活と一体的に感じられるよ

うな、これまでにない新しい風景をつくっていこうと

いう考えのもとに建築・制作されている。平成25年

春には、第2段階として新たに2軒を展開し、それに

合わせてギャラリー内の作品の展示替えを行い、テー

マを変えた新たな作品を設置する予定となっている。

③演劇・パフォーマンスの開催

犬島では施設を整備するだけではなく、製錬所の廃

壇や石切り場の跡地を活用して、野外劇や野外でのパ

フォーマンスも行われている。これは、平成22年に

行われた瀬戸内国際芸術祭のイベン卜のーっとして開

催したのがはじまりで、初回は劇団の「維新派jを招

き、「精練所」敷地内の空きスペースに、丸太を約4干

本使った大がかりな舞台を設置して行った。7月20

犬島でのアートブロジ、工クトとして最初の取組は、

平成20年4月にオーブンした犬島アートブロジ、工ク

卜「精錬所」である。これは、犬島製錬所の遺構を保存・

再生した美術館である。

犬島製錬所は、煙害対策や原料輸送の利便性から、

犬島に殖産興業期の明治42年に建設されたものの、

銅価格の大暴落によって、わす力，1 0年で操業を終え

た。犬島には、銅の製錬過程で発生する鉱浮からなる

力ラミ煉瓦造りの工場跡や煙突など、かつての大規模

な製錬所を紡悌とさせる多くの遺構が往時の良好な形

で残されており、平成19年に経済産業省かう「近代化

産業遺産群」の認定を受けている。

「在るものを活かし、無いものを創る」というコンセ

ブトのもと、「精錬所jは、三分一博志氏の建築とアー

テイス卜の柳幸典氏の作品で構成されている。循環型

社会をテーマに、建物は力ラミ煉瓦や煙突、自然エネ

ルギーである太陽、地熱を利用し、夏は空気を冷却し、

冬は温めるという構造で館内の温度を一定に保ちなが

九
州
・
沖
縄

写真 :阿野太一犬島アートブ口ジ工クト「精錬所J
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犬島アートプロジ、エク卜「精錬所J
柳幸典「ヒーロー乾電池/イカロス-タワーj
(2008) 
写真岡野太一

犬島アートブロジ、工ク ト「精錬所」

柳幸典「ヒーロー乾電池/ソーラーロックJ
(2008) 
写真岡野太一

犬島アートプロジェクト「精錬所」
柳幸典「ヒーロー乾電池/イカロス セル」
(2008) 
写真。阿野太
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日 ~8 月 1 日の期

間に約4，500人の

来客があり、これを

機に、毎年、劇団等

を招いて、演劇・パ

フォーマンスを実

施している。

④瀬戸内国際芸術

祭への参加

平成22年、瀬戸

内海の島々を舞台

に開催する現代

アートの祭典とし

て、瀬戸内国際芸術

祭が開催され、犬島

も会場の 1つとし

て参加した。3年に

犬島 「家プロジェクトJF邸
柳幸典「山の神と電飾ヒノマルと両翼
の鏡の坪庭J(2010) 
写真泉山朗土
提供 YANAGISTUDIO 

1度の開催で、次回は平成25年lこ、春、夏、秋の3シー

ス‘ンの期間に分けて開催される予定となっている。犬

島でも次回の芸術祭に向けて、前記の犬島「家ブロジ、ェ

クトJの拡大をはじめ、アート活動のさらなる充実に
向けての準備が進められている。

(2)行政との関わりー岡山市

岡山県離島振興計画の中で、犬島は国際的な文化創

造・交流の島として、国内外のアーテイストの招轄や

市民主体の文化イベントの促進、他地域との交流の場

の持続的確保、本土側及び他地域の島々との連携強化

芯ど、新たな交流の輪の拡大、交流人口の増加を図る

ことと定められている。この計画に基づき、岡山市は、

犬島のアートブロジ工ク卜を展開する上で必要と芯る

建築許可などの行政的な手続きを行っており、また、

犬島への来訪客を受け入れるため、本土側で公衆便所

の整備を予定するなど、側面的に支援している。

演劇の様子 (瀬戸内国際芸術祭2010)写真 中村惰

犬島「家プロジェク トJI邸
柳幸典「眼のある花畑J(2010) 
写真泉山朗土
提供 YANAGI STUDIO 

(3)実施成果

①来訪者数の着実な増加

平成20年に犬島アートブロジ、工ク卜「精錬所」が開

館し、来館者数は毎年約 2.6万~ 2.7万人に及んでい

る。また、瀬戸内国際芸術祭が開催された平成22年

には、約6万人が訪れ、犬島の賑いに繋がっている。

①地域住民の協力

アートプロジェクトの実施には、地元の人たちの協

力なしには語れない。犬島でアートブ口ジ工クトを実

施することが決まった時から、福武財団のスタッフは

住民を対象に説明会を行い、自らが地域の行事に参加

するなど、地域住民と打ち解け、活動を理解してもら

えるように努めた。

アーテイス卜や建築家も、犬島ではないと存在・体

験できない空聞をつくるため、作品や建築、舞台をつ

くる前には地域住民と話し合い、地域の歴史や生活様

式など様々な事を住民かう教えてもらった上で制作す

るようにしているという。

また、「精錬所」のスタッフのうち半数以上は島に住

むお年寄りたちで、植物の世話や、力フ工のメニュー

を作るなど、美術館の運営に直接携わっている。島の

住民たちは、島にたくさん人が訪れるようになったこ

とで、美術館スタッフと一緒に島内をきれいにするよ

うにしている。さらに、犬島への連絡船の港がある宝

伝地域では、老人会が駐車場の管理を行うなど、犬島

への誘害に協力している。このように、犬島でのアー

トブロジ、工ク卜は、地域住民と相談をし芯がら、地元

住民と一緒に活動することで成り立っている。

③地域住民の変化

一方で、地域住民もアートブロジ‘工クトに携わる乙

とで、どんどん元気に芯っているという。普段家にい

ることが多かった地域住民にとって、アートブロジ、工
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続させていく良い方法はないか、新たな試みを模索し

ているという。

(2)今後の展望

「我々だけがやっているブロジ、工クトになってはい

けない。地域の人と一緒にどうやっていけるかという

ことが大切である。」と内田氏は語る。そして、「アー

トによる地域づくりは、どのようにすればその場所で

ないと存在・体験できないものを創り、世界中の人た

ちがそれを見に行きたいと思えるようなものができる

か、そして将来に残るよう芯ものができるかが大切で

ある。それが継続的に人が訪れることにつながってい

く。瀬戸内海の場合は美しい自然があり、歴史があり、

加えて現代的で文化的なものがたくさんある。それら

がコラボレーションされていることが強みになってい

ると思う。」

島の美しい自然や歴史、文化の中に現代アートを介

在させ、地域住民と一緒に地域を元気にしていく犬島

のアートブロジ、工ク卜。この事業が今後も継続的に展

開され、さらなる地域振興に貢献することを期待した

し1。

中
国
・
四
国
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州
・
沖
縄

クトに関わる仕事をすることが今では生きがいややり

がいにつながっている。また、美術館の若いスタッフ

や島を訪れる若者と接することで、新たな交流が生ま

れている。そして、島を訪れる人たちとのコミュニケー

ションの中で、「素晴らしい場所ですね。」などと地域

を褒めてもらえることで、地域住民は今まで気づか芯

かった地域の良さを再確認するきっかけになるととも

に、自分達がここを守り続けてきてよかったという自

信にもつながっている。rr生きがいj、『やりがい』、『コ
ミュ二ケーション』というキーワードはとても重要だ

と思います。人はやるべきことがあること、孤独にな

らないことが必要で、それを地域住民と一緒に創出し

ていければと思う。Jと公益財団法人福武財団の内田
真一氏は語る。

犬島では現代アートを媒介にして、都会と田舎、お

年寄りと若者、住民と来訪者が互いに交流し、お互い

の良さを発見し、認め合うことが実現されている。福

武氏は、そのことが都市に住む人々にとって良い影響

を与えるとともに、過疎地域が蘇り、地域の持つ多様

で豊かな文化を活かされるr)¥ランスのとれた価値観
の社会Jができることを期待している。(rr瀬戸内海
と私jなぜ、私は直島に現代アートを持ち込んだのか」

より)

|吟 後の課題と展望 I 

写真 。阿野太一犬島アートプロジェクト「精錬所J

(1)今後の課題

アートプロジェクトにより犬島への来訪者が増加

し、島の賑いにつながっているものの、犬島の住人は

ほとんどが高齢者であることから、今後どのように犬

島の地域、文化、コミュ二ティを存続させていくのか

は、引き続き大きな課題となっている。福武財団は現

在ある美術施設を活かし芯がらも、コミュ二ティを継

33 
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鹿児島県薩摩川内市

「甑島で、つくる。JIくOSHIIくIART EXHIBITION 
(甑アート工キシビ‘ジ‘ョン)

-鹿児島県薩摩川内市の概要 ・

薩摩川内市は、人口約10万人を擁する鹿児島県第4の都市で、薩摩半島の北西部に位置し、南
は県都鹿児島市といちき串木野市、北は阿久根市に隣接する本土区域と、上甑島、中甑島、下甑島
で構成される甑島区域で構成されている。東シナ海に面した変化に富む白砂青松の海岸線、市街
部を悠々と流れる一級河JIIr川内川」、薗牟田池をはじめとするみどり豊かな山々や湖、地形の変
化の美しい甑島、市内各地の温泉など、多種多様な自然環境を有している。薩摩川内市のこれら
の多彩で美しい自然環境は、川内川流域県立自然公園、蘭牟田池県立自然公園、甑島県立自然公
園に指定され、人々に親しまれている。

l甲信仇ーかけ I 
鹿児島本土から定期航路約40km、東シナ海に浮か

13¥小さな島々で、ある甑島(こしきじま)は、漁業と観光

が主要産業の人口約6干人の離島で、少子高齢化、過

疎化や地域経済低迷なと‘様々な課題に直面している。

甑島で生まれ育った平嶺林太郎氏(現在|くOSHIIく|

A円TPROJECT代表)も島の将来に危機感を持つ一

人で、「自分たちで地域の問題をなんとかしたい、島

の人の意識を変えたい、島の文化を発展させていきた

い。Jという強い思いを抱いていたという。
平成15年当時、東京造形大学の学生だった平嶺氏

は、新潟県で開催された第2回「越後妻有アートトリ

工ンナーレ~大地の芸術祭Jを訪れ、大きな刺激を受
けた。大地の芸術祭において、空き家や廃校になった

校舎でのアートの展示など私達が忘れ去ろうとしてい

るものの大切さを訴える多くの作品を見て回るうち、

同様に過疎に悩む甑島におけるアート展の持つ可能性

甑島の風景

を感じたという。また、その頃は、 一般の美大生が作

品を発表したければ、ギャラリーを借りて展示する以

外方法が芯いなど、発表の場が限られており、発表の

場の提供は彼らのためにもなると考えたという。

との越後妻有での体験がきっかけとなり、平嶺代表

は、「自分も美大に通っているのだからアートで芯に

かできるのではないか、ビ、ツグなアーテイストは呼べ

ないけれど、ぼくたちの世代のやり方でなにかできる

のではないかJと考え、東京造形大学の先輩などにい
ろいろアドバイスをもらったりしながらプロジ、工クト

の構想を固めていった。そして、甑島にいる家族の協

力を得て平成16年に活動を開始した。

甑島独自の文化や営みが失われつつある中、島の地

域資源に新たな価値を見出そうと平嶺代表が声をか

けて甑島に招いた若手アーテイス卜と島びとたちが、

島を活性化しようとする思いかう「甑島」をテーマに

協働し、|くOSHIIくIART EXHIBITIONに向けての活

動が始まったのである。そして、現在では|くOSHIIくl

ART PROJECT事務局(以下「ブロジ、工クト事務局」

という。)と地域住民が島の抱える諸問題と向き合い、

文化・芸術等の掘り起こしや創出を目的として活動し

ている。

|取組内容と実施成果

(1)取組内容

ブロジ、工ク卜事務局のメンバーは8名だが、平嶺代

表と島に住む2人が中心となって活動している。

活動の中心は年に一度実施している|くOSHIIくIART

EXHIBITIONという現代美術展の運営である。との
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活動も行っている。との問、ブ口ジ‘工クト事務局では、

音楽活動や甑島の歴史や人闘を知るための塾などの活

動も行っており、地域住民と来島したアーテイスト達

との文化的な交流を図り、島民が、島の現状と向き合

うことで徐々に魅力的な島づくりがなされてきてい

る。また、町並み再生事業なども同時に実施している

とのことであった。

薩摩川内市商工観光部観光・シティセールス課によ

ると|くOSHIIくIART EXHIBITION開催時には、観光

客数も2倍近く増えているとのことであった。展覧会

において、作品は甑島の告所に点在しているものも多

く、徒歩では全てを見ることが難しいこともあり、ブ

ロジ、工クト事務局では、最近では周遊パスを低価格で

運行するサービスやレンタルバイク芯どのサービスも

始めており、日帰り客にも楽しめる工夫がされている。

ブロジ、工クトを始めてから主要なイベントである展

覧会は、毎年行っていたが、平成18年は開催し芯かっ

た。これは、展覧会の意昧をもう一度見直したいと平

嶺代表が考えた結果であったが、開催しないことで、

周囲の住民たちからの反響は大きかった。「楽しみに

していた」、「どうしてしないのかj芯どの意見が多く

寄せられ、逆にこれまでのブロジ、工クト事務局の活動

中
国
・
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国

九
州
・
沖
縄
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参加アーテイストの方々

大久保具視作品「ひとつに、なれない。J

|くOSHIIくIART EXHIBITION let，全国各地から甑島

列島に招いた美大生や若手アーテイストが夏の一ヶ

月の間滞在して制作を行うというもので、共同生活し

ながら空き家、空き倉庫、廃校となった学校なと、を舞

台にそれぞれが感じた「甑島」をテーマに現代アート

を制作し、島全体を展示会場として展覧会を行うブロ

ジ、工クトである。

展覧会開催にあたり、ますは、参加アーテイストの

人選を行うが、これに関しては、募集告知などはし芯

いという。乙れは、参加アーテイス卜は、誰でもいい

ということではなく、ブロジ、工クトの考え方に賛同し

てもらえる参加者を人選したいという思いがあったか

らだという。そういう考えのもと、平嶺代表は、個人

的に付き合いのあるアーテイストを直接誘い参加して

もらったり、知り合いの推薦を受けて面談して決める

などの方法をとっている。

その際には一人ひとりに展覧会の方向性や思いを伝

え、理解してもらった上で、アーテイストとして参加

しても5うようにしている。

アーテイストが居住・制作する拠点となる場所につ

いては、甑島にある空き家などを利用しており、場所

の確保や調整は、事務局で全て行っている。展覧会へ

のアーテイストの参加人数は概ね15名だが、居住す

る場所の確保には、毎年苦労しているとのことである。

また、薩摩川内市当局も、可能なかぎりアーテイス

卜が制作活動をしやすい環境が確保されるよう、現在

使用されていない公共施設のアーテイス卜への提供を

行ったり、イベントの告知などのPR活動等の支援を

行っており、このブ口ジ、工クトを地域活性化の原動力

にして行こうと努力している。

(2)実施状況

|くOSHIIくIART EXHIBITIONは、平成16年度から

毎年8月に開催されており、平成24年度で9回目の

開催となった。平成24年度は 15人のアーテイスト

が参加し、 8月18日から8月26日まで開催された展

覧会には、夏休みの体育館をまるごと展示会場に利用

するアーテイスト、島の古老に聞いた河童の話から作

品を展開させるアーテイス卜、島に流れ着いた漂流物

を材料にするアーテイス卜などが参加しており、その

作品は、様々な甑島の魅力が織り込まれたものとなっ

ている。

参加アーテイストは、島内の空き家で共同生活を行

い、作品制作に携わるとともに、島の子ども達とのワー

クショッブへの参加や、海岸清掃、人手不足農家での

手伝い、福祉施設訪問などの多岐に渡るボランティア
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に自信を持てたことが、今日まで継続できたことにつ

ながっているという。

平嶺代表は、「現在までのところ、このブロジ、工クト

は若者の定住化には直接結びついていないが、今後、

甑島での作品制作活動が継続されて有名になれば、甑

島がアーテイストの活動拠点となるととも期待できる

のでは芯いか」という。ブロジ、工ク卜事務局は、「この

島で『つくる・いきる』という活動が、相Eの創造的関

係を生み出し、地域の大きな可能性を見出している。」

という考えのもと活動を続けている。

(3)活動の成果

rr甑島で、つくる。JIくOSHIIくIART EXHIBITIONJ 
は、平成21年「自治体総合フェア2009JC主催 :一般

社団法人日本経営協会)の「第1回活力協働まちづく

り推進団体表彰Jにおいて、これまでの活動が評価さ
れグランプリを受賞した。これは、全国の自治体46

団体から73件にのぼる応募があった中でのク、ランプ

リ受賞であった。審査にあたっては、協働力、地域資

源や人的資源の活用、地域への貢献度、さらにブロジ、工

ク卜等を継続させる仕組みづくりに努力の跡がみられ

る点などについて特に評価されたという。

ブロジ‘工クト事務局が活動を開始した当初は、現代

アートに関心が薄いこともあり、遠巻きに見ていた島

の住民も、真剣に作品制作に取り組んでいるアーテイ

ストたちと回を重ねるごとに交流を深め、刺激を受け

ているという。行政もブロジ‘工ク卜事務局の活動に協

力し、積極的に使用施設のアイデアを出すなど協力を

するまでに至っている。

ブロジ、工ク卜事務局の「現代アートで島を元気にし

たいJとして続けられてきた活動は、現代アートにな

じみの薄がった島の人たちを巻き込み、徐々に知名度

もアップし、地域の夏のイベントとしても今や定着し、

地域住民はもとより島外からの交流人口の増加も図う

れており、地域振興にも貢献していると言える。この

制作の様子

展示作品鑑賞の様子

ブロジ、工クトを通じて子供から大人まで積極的に協働

する機会が増えているが、中でも高齢者にとっては若

いアーテイストと話す機会が増え、幅広い層の交流が

図うれるようになった。

参加アーテイス卜が集落の空き家などを活用して制

作を行うととで、島民は、自然に材料などの搬入を手

伝ったり、野菜や魚の差し入れをするなど交流が生ま

れており、また、来場者は、島で失われつつあるもの

の大切さや島民の暮らしに息づいている文化的な営み

を現代アートという視点から改めて体感している。さ

らには、参加している美術学生や若手アーテイストた

ちの情報発信力で、「甑島に行けば楽しいことができ

る。jなど全国の若年層へのPR効果が高まっている。

|今後の諜題と展望

(1)課題

毎年開催される展覧会には、全国告地から甑島に

アーテイス卜が訪れ制作活動を行うが、アーテイス卜

の活動拠点となる住居の手配が困難になってきている

という。アーテイストの住居は、空き家などを利用し

ているが、アーテイストが生活できる最低限の条件を

満たす空き家の確保が放置の長期化で年々難しくなっ

ていることがその理由である。また、空き家にアーテイ

ストを迎え入れるまでに掃除をするなどの準備や、生
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東

されるばかりでなく、甑島に来て制作活動を希望する

アーテイストにとっても、時期を選ぱす、活動できる環

境を得ることができる。

②今後の展望

今後の展望については、平嶺代表は「ブロジ、工ク卜

事務局の活動は、転換期を迎えており、今後について

は、課題も多いが、 NPO法人化なども視野に入れなが

ら活動していく必要がある。」と語った。

薩摩川内市商工観光部観光・シティセールス課の古

川英利課長は、「来島の少ない若年層を甑島へ来ても

らうような動機付け、地域のブランド化などを視野に

入れた仕掛けづくりを企画していきたい、また、高齢

化率が年々高まる現状を踏まえて、高齢者の生きがい

づくりの一助になるような展開も模索したい。」と今

後の市の活動について語ってくれた。

甑島は、自然豊かであり、訪れた人々を楽しませて

くれる美しい景色が魅力である。今後も直面する課題

を行政や住民と協働で解決し、アートイベントが継続

できるよう平嶺代表とブロジ‘工ク卜事務局、市の活動

に期待したい。
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畿
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薩摩川内市商工観光部

観光-シティセールス課

|くOSHIIくIART PROJECT 
平嶺林太郎代表

活を始めるまでの身の回りの世話などは、ほとんどブ

ロジ、工ク卜事務局がボランティアで行っているため、

ブロジ‘工ク卜事務局の負担が年々大きくなっていると

いう。また、アーテイス卜の住居の賃料芯どの経費は、

現在、市からの補助金(平成24年度1.800千円)と展

覧会イベン卜への入場料収入などで賄われているが、

市からの補助金が無くなれば、資金面の問題により、

イベントを継続していくことは難しくなる。

(2)課題の対策と今後の展望

①課題の対策

平嶺代表は、今後もブロジ、工クト事務局の活動を継

続したいとしており、様々な課題を解決するために、

例えば、イベン卜の規模を縮小し、通年でアーテイス

卜の作品をギャラリーに展示するなどの企画も考えて

いる。同規模の展覧会を開催する場合でも、全てのアー

テイストが甑島に長期間滞在して制作するのではな

く、少人数の滞在に限定し、ブロジ‘工クト事務局の負

担を軽減するということも考えている。

また、例年8月に展覧会を開催していたが、時期を

変更しての開催も試したいとのことであった。大き

な課題であるアーテイス卜の住居

の問題の解決策も考えており、「現

在廃校となっている校舎を利用し、

アーテイス卜をイベント時だけで

なく、通年で利用できるような環境

を提供できればJと語っている。
薩摩川内市も行政として、現在利

用されていない施設をアーテイス

トの住居や制作活動の場として、状

況に応じて提供することも考えて

いるとのことであった。通年で利

用できる居住施設が整備されれば、

プロジェクト事務局の負担が軽減 古川課長

~a 

99.663人
683.5Km2 

「甑島で、つくる。」

|くOSIKIART EXHIBITION (甑アート工キシビジョン)

平成16年度

|くOSHIIくIARTPROJECT (甑アートプロジェクト)

凪事業開始年度

凪事業主体

連絡先
薩摩川内市商工観光部観光・シティセールス課

lIiDI 0996・23・5111 U園 0996・25・1704
図画http://www.noma.or.jp/lgf/2009/award/result.html
http://koshikiart.chesuto.jp/ 
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北海道 占冠村

シム力プアートキャンプ 2011
~村をアートの聖地にしよう I，.....， 

炉市区町村の概要 | 
北海道のほぼ中心部に位置する占冠村。総面積

571.31平方キロメートル(東京23区とほぼ同じ大

きさ)という広大な土地に、約 1.200人が住む。その

土地の94%が山林という大きくて小さな村である。

lb芸術を地域資源に | 
本村は、人口約 1.200名の小規模市町村であり、地

元に文化ホールなどの施設もないため、地域住民が生

の芸術に触れる機会が非常に少ない現状にある。また、

地場産業は村内リゾー卜を中心とした観光産業がメイ

ンであり、他市町村からの入り込み客数の増減が地域

活性化の成否に直結するという特性を持っている。

第1次産業の衰退や、自治体財政の先行きの不透明

感が広がる中、地域振興政策を進めていくためには、

単なる公共事業の増加や産業振興 ・特産晶開発といっ

た従来型・中央依存型の視点による施策展開のみでは

不十分であり、もはやこれらの施策自体が限界に達し

つつあるとも言えるかもしれない。

とのような現状分析を背景として、従来の殻を破る

新たな地域振興の切り口が必要であると考えるように

なっていた。戦後から高度経済成長を経てバブル期に

至るまで、日本社会が追い求めてきたキャッチアップ

の時代が終了し、少子化・低成長を背景とする成熟社

会に向かう中で、今後は物質的豊かさの追求から、告

個人の心の豊かさの追求へと社会二一ス、がシフ卜して

いくことが十分に予想される。そのような観点から、

今回、芸術文化を新た芯地域振興の資源として活用す

る本事業を企画したものである。

ゆ文化を地域の魅力に 1 
( 1 )主な取り組み内容

①壁画作品

ニューヨーク在住の現代美術家 ・大岩オスカール氏

がデザインした壁面作品(24mx 3.3m)を、道の駅

の駐車場横に展示。村の自然をモチーフにしたデザイ

ンには、キタキツネ、工ゾシ力、ヒグマが描かれた。

②オーブンスタジオ

よしだき、ょうこ氏が2011年BTAP北京に出展す

る作品の制作現場を公開。会場となった双民館(1日占

冠村双珠別小学校)では、よしだ氏を囲んで地域住民

との交流会も開催された。

③雲海パフォーマンス

ガラス(または透明アクリル)に水で濡うした和紙

を貼付け、指先で和紙を破り芯がら絵を創作していく、

よしだき、ょうこ氏の和紙を使ったパフォーマンス。今

回は、雲海をテーマに道の駅や星野リゾー卜 ・トマム

の雲海テラスで開催した。雲海テラスでは、早朝5時、

標高約 1，000mに設置されたテラスから眼下に広が

る雲海を背景に実施。2.1m x 1.8mの大型アクリル

板に、壮大な雲海が創り上げられた。

④グループ展

若手アーテイス卜やインターンの作品を展示した

「はたちの体温 GREENS， BE AMBITIOUS!Jを開

催。会場の占冠地域交流館(旧占冠村占冠小学校)に

は14作品が展示された。近隣住民も多く来場し、 地

域住民がトップアーテイストの作晶に触れる絶好の機

会となった。

⑤ワークショ ップ

壁画作品 雲海パフォーマンスの様子 トマム雲海テラスから朝日を望む
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いきっかけとなった。

<教育・育成>

インターンがアーテイス卜の創作活動に参加する機

会を設けたことで、インターン自身の貴重な経験を積

む場と芯った。芸術的芯側面だけでなく、作家として

仕事をするプロセスや社会との係わり方を学ぶ機会を

提供できたと考える。

険課題と今後の展望 I 

関

東

近

畿

初めての取り組みということもあり、アーテイスト

との連絡調整や、地域住民等に事業の内容や趣旨を理

解してもううのに苦心した。この取り組みは、単に芸

術を地域振興のきっかけとしてのみ捉えるのではな

く、次世代の芸術を担う若手を育成するプログラムで

もあるという点に大きな意義がある。熱意を持って今

後も粘り強く事業を継続していく中で、地域における

芸術活動と本事業実施の趣旨についての理解を深めて

いくとともに、地元における事業実施のノウハウを蓄

積していきたいと考えている。

地方を取り巻く厳しい財政状況のもとでは、最小限

の費用で最大限の効果を生む取り組みが前提となる。

今後も事業の継続を確保し、夢は大きく、占冠村が北

海道の芸術創作活動の聖地となることをめざして努力

していきたい。

インターンによるワークショッブを道の駅で開催。

道の駅の来場者や村民が作品づくりやモデルとして参

加した。

(2)実施成果

<交流人口の増加>

「芸術文化Jという新たな来村目的を設けることが
でき、道内においても片道6時聞をかけて函館市から

壁画やグループ展を見学に訪れるなど、見学のための

集客に成功した。また、自然豊かな村での創作活動を

経験したアーテイストやインターンからも、「再び訪

れたい」等の声があり、今後の地域における芸術活動

の推進が期待される。

<地域活性化>

ハイクオリティな芸術に触れる機会の少ない村で、

トップアーテイス卜の作品を見たり、アーテイストと

交流したりしたことで、住民に新しい文化との出会い

を提供できた。特にワークショッブへの参加やグルー

プ展の見学などは、住民の感性や創造力を刺激する良

中
国
・
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縄

グループ展の様子

41 

道の!Rでのワークショップワークショッブの作品と笑顔ワークショ ッブの様子

1，142人

571.31 km2 

Shimukap A代 Camp2011 (シム力プアートキャンプ2011)

平成23年度

|¥JPO法人 占冠・村づくり観光協会

凪人 口
凪面 積

函事業名

画事業開始年度

起事業主体

連絡先

北海道占冠村企画商工課商工観光担当

lm!I 0167・56・2124.冨310167・56・2184
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青森県 十和田市

Arts Towada 
~十和田でアートの新しい体験~

》市区町村の概要 | 
秀峰八甲田の裾野に拓けた十和田市は、神秘の湖「十

和田湖J、千変万化の美しい流れを織りなす「奥入瀬渓
流j、近代都市計画のルーツといわれ整然と区画され

た街並みなど、豊かな自然と近代的な都市機能力t調和

した美しいまちである。

トアートという新しい要素 | 
十和田市は、碁盤目状に整然と区画されたまち並み

が特徴であり、なかでも、日本の道百選である官庁街

通りは美しい景観と環境を誇るシンボルロードとし

て、市民に親しまれている。近年の省庁再編による国

の事務所の統廃合や合同庁舎新設に伴う出先機関の転

居などにより、空地化が進み、これまでの美しい景観

が失われつつあった。

また、官庁街通りに接する商庖街等の中心市街地は

モータリゼーションの定着や郊外型自舗の進出を背景

に空洞化が進行していた。中心市街地の活性化は市の

抱える課題の一つでもあり、官庁街通りの景観を維持

する空地利用は、同時に中心市街地へも効果が波及し、

地域の活性化につながる計画である必要があった。

地域の活性化のためには新しい要素を取り入れなけ

れらばなら芯い。しかも、これまでの地域の資源や価

値と相反することなく、有機的に結びつき相乗効果を

引き出す新しい要素が望ましい。地域再生については

様々な事例があるが、このうち「アート」は十和田市が

必要とする新しい要素として十分な可能性を持ってい

た。

官庁街通りは、近代都市計画のルーツであるととも

に豊かな自然を併せ持つ十和田市の象徴ともいえる。

その「都市」と「自然」に社会や人々の生活を豊かにす

るために欠かせない「アート」という新しい要素を取

り入れ、これらが融合した十和田市独自の構想として、

話題性の高い魅力的な空間の創出を目指し、未来に向

けた新しいまちづくりの一環として、屋外空間を舞台

に、通り全体を一つの美術館に見立て、多様な現代アー

トの作品を展開していく IArts T owadaJ計画が生ま

PArts Towada 

十和田市を個性あふれる「アートの街jとして国内

外の多くの人々に日象付け、アートを活用した賑わい

あるまちづくりを目指し始まったこのプロジェク卜

は、平成17年度に整備着手し、平成20年度に計画の

中核である現代美術館が開館。平成22年度にArts

Towadaとしてグランドオーブンし、官庁街通りに、

国内外のアーテイス卜が手掛けた新たなアートゾーン

が誕生した。との事業は、官庁街通り全体の空間を美

術館と見立て、現代美術館、アート作晶、アートプロ

グラムの3つの要素から構成されている。

3つの要素の主役となるアート作品は、十和田市の

ために新たに制作された作品であり、この場所に来な

ければ見ることができない。建築は、作品にとって良

い空間づくりを優先し、建物そのものも作品として成

立するよう意識され、作品と建築が一体と左よって魅力

的な場をつくりだせるよう設計された。美術館の展

示室は積極的に窓を設け、外から展示室内部の作品や

人々の活動が見え、展示室内からも外の風景が見える

造りにすることで、まちと自然との一体感を強く意識

し、「都市JI芸術文化JI自然Jの融合をイメージした

構造といえる。

また、企画展示の際は美術館のほか、商庖街などま

ちなかを積極的に活用する方針のもと、様々なアート

プログラムが展開されている。隣接する商庖街に作品

を展示することで美術館から人が流れ、市外県外から

訪れた人々と商庖街の人々がアートを通した交流を生

れた。 西沢立衛氏の設計による十和田市現代美術館



十和田市青森県

構昇Noboru Tsubalくl
aTTA 
アッタ
@ Mami Iwasaki 

アナ -ラウラ-アラ工ズAna Laura Alaez 
Bridge of Light 
光の橋

@ Mami Iwasaki 

Yayoi Iくusama 草間菊生
Love Forever. Singing in Towada 
愛はとこしえ十和田でうたう
@Yayoi IくしJsama
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人~18万人が訪れており、平成24年 6月には来館者

が累計で70万人を突破した。また、平成24年度から

指定管理者制度を導入し、青森県立美術館をはじめと

する近隣美術館との連携企画などにより、アートによ

る元気なまちづくりを今後も広域的に波及させていき

たいと考えている。 東
海
・
北
陸

ゆ観光資源との連携 E 九三バ|
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常設作品は恒久的芯ものであることから、質の高い

企画展を継続して開催することで、リピーターを含め

た来訪者の拡大を図っていく必要がある。

新たな取組みとして、展示室をキューブ、にみたて、

地域へ展開していく rArtsCubeブロジ、工ク卜jがあ

る。この取組みの第一弾として、奥入瀬渓流の入口

にある十和田湖温泉郷のホテル内に「アートのための

家(=Cube)Jを設置し、アート作品を展示している。

十和田市現代美術館の大きな特徴でもある「分散配置

された展示室」が美術館の外へ増殖していくかのよう

に見えるこの取組みを通して、十和田市をアートの街

として印象づけるとともに地域の魅力発信の強化を期

待している。

以上のような取組みを通して、奥入瀬渓流や十和田

湖等の観光資源との連携をさ51こ深め、魅力ある十和

田市を発信することで、これまで以上の賑わいを創出

し、地域経済の活性化につなげていきたい。

チェ-ジョンファJeonghwa Choi 
Flower Horse 
フラワーホース
@ Mami Iwasaki 

Ron Mueclく 口ン・ミュ工ク
Standing Woman 
スタンデイングーウーマン
@ Mami Iwasaki 
Courtesy Anthony d' 0仔ay.
London 

み出し、また、空き居舗等の既存資源を活用するとい

う新たな可能性を見出した。

さ51こ、現代アートによるまちの活性化施策に対す

る市民の理解を深め、気軽に足を運んでもらえるよう、

ワークショ ッブやコンサー卜等を開催し、市民無料

デーも設けられている。

特色ある取組みとして、多くのメディアに取り上げ

られたことによる市のPR効果は計り知れないほど大

きい。当初計画の美術館入館者は年間4万5千人と想

定されていたが、平成20年度の開館以来、毎年14万
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65.075人(平成24年3月31日現在)
725.67km2 

Arts Towada 

平成17年度
十和田市(平成24年度より指定管理者制度導入)

ー人 口
凪面 積

凪事業名

画事業開始年度

凪事業主体

連絡先

青森県十和田市企画財政部企画調整課

lImI 0176・51-6710(直通) 置置酒0176・24-9616

ll'l!I週 http://www.city.towada.lg.jp
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岩手県 岩手町

彫刻のあるまち・岩手町

ル市区町村の概要 | 
岩手町は、人口 15.210人(平成23年度末)、面積

360.55km2 (うち76%が山林・原野)で北緯40度

線上に位置し、農業を基幹産業とする町である。平成

14年に東北新幹線盛岡一八戸聞が開通し、本町のい

わて沼宮内駅と東京が3時間弱で結ばれるようになっ

た。町の最大の特徴が農業で、冷涼な気候を生かし、

キャベツをはじめとする県内ーの野菜総合産地となっ

ている。また、耕種震家と畜産農家がバランスよく連

携し、堆肥を利用するなど環境保全型農業が進んでい

る。スポーツでは、ホッケーが40年以上の歴史を有

し、少年団、中学、高校、社会人などがそれぞれ幾度と

なく全国優勝を果たし、北京、ロンドンと続けてオリ

ンピック選手を輩出している。

砂国際石彫シンポジウム l 

岩手町では、町出身者で画家の故・斎藤忠誠氏の提

唱で昭和48年から平成15年まで毎年(斎藤氏が亡く

なった昭和60年を除き)r岩手町国際石彫シンポジウ
ムjを開催してきた。町内産の黒御影石を材料に、毎

年国内外の招待作家 3~4人が 1 力月余り町内で作

品を制作。参加した作家の延べ人数は圏内63人、海

外52人にのぼる。シンポジウム期間中は、参加作家

と小中学校などとの交流や彫刻教室などが開催され、

子どもたちが芸術に触れ合い、親しむ環境の醸成に努

めた。 30回を数えるシンポジウムで制作された作品

約130点はすべて町に寄贈され、役場に隣接する「岩

手町彫刻公園」や野外彫刻美術館「石神の丘美術館」に

展示されているほか、学校などの公共施設などにも設

置され、町内全域に点在する。国際的に活躍する作家

たちのダイナミックな創作風景と個性豊かな石彫作品

は、多くの人たちの共感を呼び、高い文化の町づくり

を全国にアピールすることができた。こうした長年の

取り組みにより、本町は「彫刻のまち」を標梼するよう

になり、この資源を活かした町づくりの集大成として

町営の野外彫刻美術館構想が持ち上がり、それを具現

化したのが「石神のE美術館」である。

ル聞のE美綿一二
それまで培ってきた彫刻による町つ、くりを背景に、

箱根の彫刻の森美術館の協力を仰ぎがう、平成5年に

野外彫刻美術館「石神のE美術館」が開館。周年開催

された「国民文化祭いわて93Jでは、初の石彫展の会

場にもなった。開館当時に展示された作品のほとんど

は、彫刻の森美術館かう借り上げたものであったが、

平成14年の道の駅開業と同時に進められた大規模リ

ニューアルをきっかけに国際石彫刻シンポジウムの

作品に置き換えるなど、自前の作品を展示するように

なってきた。同時に、東北新幹線いわて沼宮内駅の開

業に合わせ、駅から石神のE美術館に通じる約800

メートル聞に数々の石彫作品「いわての動物たち」を

配した「アートロード」も完成し、訪れる人の目を楽し

岩手町彫刻公園。国際石彫シンポジウムで制作され石神のE美術館ギャラリー。企画展やミ二
国際石彫シンポジウムでの制作風景 た作品の多くはここに設置されている コンサー卜などが開催される



岩手町県手山石

道の駅石神のfilこ隣接しているため、有名な観光地を

持たない本町にとって、随一の交流人口創出の場と

なっている。道の駅を訪れたドライバーや家族連れな

ども、時間に余裕のある人は美術館に足を運i)1人も多

く、道路休憩施設や産直施設、レストランなどを備え

た道の駅と美術館のコラポレーションは全国的にも珍

しい形態と芯っている。

砂課題と今後の展望

関

東
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石神のE美術館は、町外からの多くの来館者を期待

すると同時に、町民が気軽に芸術に触れ合い楽しめる

場の創出を目指したものであるが、町民の来館者は固

定化されている傾向があり、幅広く浸透しているとは

言えない面もある。このため美術館では、入館フリー

パスなどの特典が付く友の会の設立や、特別企画展で

の町民無料ご招待な

どの町民限定の特典

を多く企画している。

今後もさらに新たな

仕掛けを考える必要

がある。

また、約16ヘクター

ルの広大な屋外展示

場を有しているため、

その維持管理費用が

多額となっているほ

か、道の駅と石神のE
美術館の年間の利用

者数・入館者数がぞ

れぞれ約40万人前後

と約2万人前後で固

定化しているため、今

後、さらなる集客に向

けた取り組みが課題

と芯っている。

ませている。

石神のE美術館は、四季折々の自然の中、芸術鑑賞

しながら気軽にピクニックが楽しめる屋外展示場のほ

か、絵画などの企画展を楽しめる展示室、ピアノを配

したホール、眺望の良いテラスなどがあるギャラリー

を有し、年数回の企画展を開催している。企画展は、

岩手県にゆかりのある作家の作品展を中心に、「発掘

された岩手町の遺跡展」や、地元の沼宮内高校による

「美術部・写真部・書道部合同展」、町内「小中学校・

高校絵画コンクール作品展Jなど、町に密着した展覧
会を開催するほか、ホールでのミニコンサートや講演

会芯ども開催し、町民に親しまれる美術館として定着

している。また、工房棟では問芸窯、版画プレス機を

完備し、作ることを楽しみ学ぶ創作体験教室やさまざ

ま芯講座が聞かれている。さらに、石神のE美術館は、

ギャラリーではミニコンサー卜なども行われ、多く
の町民が耳を傾ける

石神のE美術館ラベンダー園。 6月下旬かう7月上
旬にかけてはラベンダーが見ごろを迎える
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アートロード。いわて沼宮内駅から石神のE美術館
までの約800mに動物の彫刻が配されている

道の駅「石神の.fiJ。美術館と一体となった道の駅は、
全国的にも珍しい

15.210人(平成24年3月31日現在)
360.55km2 

彫刻のあるまち・岩手町

昭和48年度

岩手町

函人 口
画面 積

函事業名

画事業開始年度

面事業主体

連絡先

岩手県岩手町企画商工課

lIiDI 0195・62・2111 " 0195・62・2073

lI1!!lI http://museum.ishigami-iwate.jp 
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秋田県 三種町

サンドクラフ卜inみたね
~環境とアートが融和するまち~

P市区町村の概要 | 
三種町は、秋田県北西部に位置し、気候は、四季の

移り変わりが明瞭で、対馬暖流の影響により年間の平

均気温は 10
0

C前後と温暖ですが、冬は低温で日本海

側特有の北西に強い季節風が吹きます。降雪回数は

40~50 日で、積雪は平野部で 1 0~50cm、山間部

では100cm以上になります。「豊かな自然と大地の

恵み、 'L¥ふれあう協働のまちJを掲げ、豊かな自然と
大地に恵まれた三つの地域が集い、交流し、新しい文

化・産業を創造するとともに、住民と行政の協働で夢

と活力あるまちを目指します。

ゆ名刺交換がイベント開催のきっかけ | 
平成8年、当町において開催された日本砂像学会の

際に、当時の町長と鹿児島県南さつま市(旧加世田市)

の方で交わされた名刺交換がきっかけとなります。名

刺に記載されていた写真が砂像で、当町釜谷浜海水浴

場の砂も調査してもらったところ、砂像制作可能であ

ることがわかりました。その年の冬にブ口ジ工クト

チームを南さつま市へ派遣し、砂像制作-イベント運

営に係るノウハウ等を共有して、平成9年の初開催に

至っております。当時から、日本海に面した三種町(当

時八竜町)の、その恵まれた自然を最大限に活かし、

楽しく元気のある町づくりを図るとともに、次世代が

夢と郷土愛の持てるイベン卜開催することを目的とし

ております。

これまで海水浴場のみであった観光客数が、イベン

トの開催により飛躍的に増加しました。

}環境とアートを融合しー目
~地域を巻き込んだイベントを目指して-

サンドクラフ卜inみたねは、環境省認定「日本の快

水浴場100選」の釜谷浜海水浴場で開催される圏内有

数の砂像イベントです。「環境とアートによるまちづ

くり」をグランドテーマとし、子どもに夢を与え郷土

愛を育てることを目的に、「地域から愛されるる力強

いイベントJとして開催しております。例年7月中旬

から砂像制作が開始され、 8月末まで展示しておりま

す。 7月最終週の土日には、各種ステージイベン卜や

グルメイベント、砂像のコンテストなどが催され、 2

日間で 4 万~5万人の観光客で賑わいます。メーン

砂像はブロの彫刻家が制作し、高さが4.3mにもなり

ます。その迫力と芸術性は会場に訪れる観光客を大

いに魅了します。記念の15回目を迎えた平成23年

度からは海外のブ口彫刻家も招轄し、メーン砂像・中

型砂像・小型砂像合計約40基の砂像制作展示や、芸

能、スポーツ、食などを組み合わせた内容で開催して

おります。また、高校生チーム対抗による「砂像甲子

園」や町内直売所等に制作する「出前砂像」、東京ふる

さと会を通じて都市と農村の交流図る111¥るさと体験

モニターツアー」なども実施しております。これらは、

交流人口の拡大や体験型観光の振興を主眼とし、後継

者育成という副次的効果も視野に入れ実施しておりま

す。

このイベントは、大自然の中で開催されることによ

る自然のセラピ一効果や、環境意識の向上につながっ

ていると考えます。恵まれた環境をいかし、環境の大

イベン卜風景 スタッフによる会場クリーンアップ

切さをアピールし

ながら、地域を巻

き込んだイベン卜

になりつつあり

ます。イベン卜開

催前には、関係機

関や地元建設業協

会、地元福祉施設

等によるによるク

リーンアップが複



三種町秋田県

関

東

題であると考えます。

16回開催しておりますが、実行委員会結成以来の

スタッフが多く、固定化されている現状です。今後は

新しいスタッフ補充を心掛け、これまでの経験やノウ

ハウを共有してもらうことで後継者育成図り、実行委

員会全体のモチベーションを保っていくことが望まし

いと思います。若者層へ砂像制作やイベン卜運宮の機

会の提供をするなどしております。

また、持続可能なイベントにするための財源確保は

最重要課題です。事業開始当初からみると一般財源は

大幅に減っていますが、企業からの協賛金や実行委員

会独自の事業収入等の工夫により継続しています。今

年度からは、協賛の媒体資料も作成し、より協賛いた

だきやすい環境を作りました。現状協賛企業の維持と

インビテーションを活用した幅広いスポンサー獲得が

必要。

数回実施されるようになりました、また、民間企業に

より建設された17基の風力発電も環境意識の向上を

後押しし、イベン卜期間内には学習会、見学会が催さ

れたりするようになりました。景観も圧巻です。近年

は、イベン卜開催のための「環境整備」というスタイル

か5、「里海」を守るという「環境保全Jに意識が少し
づっ傾きかけているように感じられます。また、砂像

制作を通じて、地元企業や個人、団体等住民が参加で

きるイベン卜になりました。さらに、砂像甲子園やふ

るさと体験ツアーを開催することでグリーンツーリズ

ム推進協議会や東京ふるさと会等他団体との連携も図

うれていることから、地域全体で賑わうイベントに成

熟してきております。

}持開前一…の
財源確保と後継者育成

東
海
・
北
陸

近

畿

予算の確保とスタッフのモチベーションが今後の課

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

高校生による砂像甲子園

デンマークのブロ作家パトリック氏の作品
iLAUGHING_STRANGERJ 

後継者育成施策のひとつとして、ブロの作家
による公開砂像づくりを実施

ブロ作家保坂俊彦氏によるメーン砂像「風神夜は砂像のライトアップを行います
雷神」

後継者育成施策のひとつてしてブロの作家に
よる公開砂像づくりを実施
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19.105人
248.09km2 

サンドクラフ卜inみたね

平成9年度

サンドクラフト実行委員会(会員約80名)

函人 口
函面 積

凪事業名

画事業開始年度

函事業主体

連絡先

秋田県山本郡三種町商工観光交流課

Em0185-85・4830・語圏0185-85・2178
lI1!!置http://sand-mitane.com
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山形県 小田町
旧小玉川小中学校利活用事業

~空き校舎を活用!地域と連携し若手芸術家の拠点に~

ゆ市区町村の概要 二
小田町は、人口8，743人、面積737.55km2、町土

の94%は山林である。森林セラピ一、木質バイオマ

スエネルギー導入など地域資源を活用したまちづくり

に取り組んでいる。典型的な日本海側気候であり、全

国屈指の豪雪地帯である。

ゆ地域の文化を残したい

山形県小国町は町土の94%がブナやナラといった

広葉樹を中心とした森林であり、森と人とが長い時聞

をかけて育んできた独特の生活文化や生活技術が残

る。

本町南部に位置する小玉川地域はマタギたちによ

り、クマやウサギを狩る技術・文化が受け継がれてい

る土地である。しかし、人口減少や高齢化、担い手不

足により、マタギの技術・文化はもちろん、先人たち

が長い時聞をかけて築いてきた地域の知恵-技の継承

に大きな課題を有していた。加えて平成20年3月に

は、小玉川小中学校が児童生徒数の減少により閉校と

芯った。地域活動の拠点であった学校の閉校は地域に

とって大きな問題となることかう、校舎の活用方策に

ついて地域住民と検討を重ねた結果、地域の自然、風

土及び文化を大切にしながら、学習や交流等の活動の

拠点施設として利活用していきたいという住民の強い

思いが明らかになった。

そこで、本町のマタギ文化など、地域の風土や文化

等の研究を通じて結びつきのある東北芸術工科大学と

連携し、アーテイストを志望する若者を地域文化継承

のためのコーディネーターとして位置付け、自らの芸

術活動のアトリ工として、また地域資源を活用した交

流・体験の場所として空き校舎を活用することにより

地域の活性化を目指すこととなった。

ifli乙ぐまjたちの奮闘 | 
東北芸術工科大学の3名の卒業生がIstudioこぐ

ま」を結成し、空き校舎で生活しながう地域と密着し

た活動を行っている。 IstudioJは工房を、「乙ぐま」

テイス卜であることを意昧している。

{アーテイスト活動]

校舎で毎月 1~2 回行われているデッサン・水彩

画教室では、 studioこぐまのメンバーが参加者に丁

寧にアドバイスし、楽しく描くととの重要性を伝えて

おり、参加者の多くがリピーターと芯っている。参加

者の中には、町外から転入したばかりで知り合いが少

ない人芯ども参加しており、住民間士の交流の場にも

なっている。また、子どものための絵画教室や毘虫観

察、工作指導なども企画し、幅広い世代で交流が図ら

れるような工夫も見られる。

さらに、大学生や知人のアーテイス卜と連携した展

覧会・ワークショッブの開催など、アーテイストとの

交流活動も盛んに行われている。

[地域住民や地域資源との連携]

小玉川地域はクマやウサギを狩るマタギの文化や古

くから伝わる春の「熊まつり」、秋の収穫祭「かっきり

祭り」など多くの祭りや地域行事が伝えられ、保存さ

れている。 studioこぐまのメンバーは、とうした伝

デッサン教室

閉
♂-唱喝ぞ hふ三恥 〉

は自分たちを成熟してい芯いクマに例え、若手ア一 熊まつり
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空き校舎 (1日小玉川小中学校)

が広がっている。

[成果]

こうした「よそ者jのstudioこぐまの活動は、伝え

られた生活技術・生活文化の素晴5しさを改めて認識

させるとともに、地元の若者への継承にも大きく貢献

している。さらには、アートという切り口で若者回線

の』情報発信を行ったことにより、町外の若者が多く訪

れるなど様々な交流が生まれている。

雪の巨大迷路雪の彫刻づくり

東
海
・
北
陸

lb今後も「地域の宝もの

近

畿

九
州
・
沖
縄

中
国
・
四
国

地域では校舎を「地域の宝もの」として大切に使用

してきた。閉校したことにより校舎が痛むのではない

かという住民の不安を解消し、長期的な視点で事業が

展開できるよう、校舎の維持管理を含めた活動内容に

ついては何度も協議を重ねている。

若者のアートという新たな視点での交流活動の拡大

や継続は、地域に残る技術・文化の担い手確保や経済

的な自立につながる第一歩である。今後は、地域住民

との接点を、単発的なものから継続的なものへ広げ、

深めることで、地域課題を解決する「きっかけJのーっ
となって欲しい。また、こうした事業を町全体で共有

することで新たな地域づくりの手法が見えてくると考

えている。

多くの人々の交流、芸術活動の拠点として、校舎が

これからも「地域の宝もの」であり続けることを期待

している。

統行事に地域住民とともに参加することはもちろん、

校舎では祭りと連携した展覧会などを開催するなど、

地域住民が芸術に触れる機会を数多く提供している。

また、 4mを越える雪を地域資源と捉え、地域の若者

と協力しながら雪の彫刻づくりや雪の迷路などを製作

し、新たな視点、での地域資源の利活用を図りながら、

多くの人々の交流拡大に努めている。

{情報発信]

毎月 1回の「乙ぐま通信jやfacebookにより、地域

住民はもちろん、広く町内外へ自分たちの活動を発信

している。このチラシやfacebookを見て興味を抱い

た者がstudioこぐまを訪れ、地域住民とも交流の輪

こぐま通信
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8.743人
737.55km2 

旧小玉川小中学校利活用事業
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凪事業名

凪事業開始年度

凶事業主体

連絡先

山形県小国町教育委員会

lIiDI 0238・62-2141 .盟理0238・62-2143

E富田 http://www.town.oguni.yamagata.jp/
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福島県 会津坂下町

里山のアトリ工坂本分校AtelierNoko彫刻村
~アートの力で地域をつなぎ、活力あるまちづくり~

会津盆地の西部に位置し、会津坂下米、みしらす柿、

砂市区町村の概要 | を先進事例として研修した経験を大切にしたい。

砂地域をつなぐアートの力

むきくるみ、さく5刺身、立川ごんぼ等が特産品にあ 2008年里山のアトリ工坂本分校AtelierNolく0摩

る。また、初市・奇祭大俵引きか5始まり、お田植ま 刻村開校一周年を記念した春秋フ工スタを開催しス

つり、夏まつり、秋まつりと年聞を通して大きなおま テージ発表、アート展示、講習会芯どの事業を展開し

つりがある。毎年秋にはそばまつりも開催している。 た。

ルアートによる廃際問 ] 

里山のアトリ工坂本分校AtelierNolく0彫刻村は、

2007年4月廃校一年目の会津坂下町八幡小学校坂本

分校とその地域を彫刻を中心としたアート空間と位置

づけ、芸術アトリ工として再開校した。

里山のアトリ工坂本分校AtelierNolく0彫刻村のあ

る地域は国道49号線沿いで近くには磐越道坂下イン

ターがあり、自の前!こはJR只見線が走り、奥会津方面、

新潟方面、喜多方方面、会津若松・郡山方面への交通

の要衝となっている。また、地域は田園、只見川、大

小の山に固まれた立体的な土地であることから、地域

全体をアート空間と位置づけ、アートを通して地域の

活性化が図れるようにという願いか5活動がスター卜

した。

地元出身の彫刻家2名を代表、副代表とし、陶芸家、

ピアニス卜などのアーテイス卜を中心とし、様々芯講

座の開催や森林環境交付金事業、グリーンツーリズム

活動協力などを展開した。

新潟県阿賀町のコスモ夢舞台として現代アートで地

域おこしをしている(彫刻家佐藤賢太郎氏主宰)活動

里山のア トリ工坂本分校

春フ工スタのステージ発表では「セ口弾きのゴー

シュ」の朗読、童話の語り聞かせ、ピアノとチェロ演奏、

映像を加え大好評を得た。アート展示では安岡孝司氏

(横浜市在住)の作品展に続いて佐瀬幸広氏(会津若松

在住)の作品展を開催し、地域の方々にアート活動に

ついてのご理解をいただく機会となった。

また、会津若松市出身の北海道教育大学教授相田幸

男氏を講師に「里山の春J人物写生会を開催し、和やか
な雰囲気の中で熱心な取組みの様子に分校で研修する

すばらしさを感じた。

秋のフ工スタは「会津只見線の車君、か5見るアート

の世界」と地域一体で展開した「分校カフェ分校市場」

会津坂下町の音楽集団ビートマックによる演奏会を開

催した。

2009年から福島県森林環境税交付金事業として、

告種アート講座の開催(ツリーイング、丸太のイス作

り、小枝えんぴつ作り軽石彫刻、間芸など)や里山の

アトリ工坂本分校前の里山保全作業、花の森再生事業

を継続している。なかでも朗読集団「森の仲間たち」

によるステージ、発表は会津若松市での移動公演を2年

連続で開催するなど好評を得ている。

2010年には会津大学の学生や職員によるボランテ

イアで里山のアトリ工坂本分校施設内外の整備や森林

整備活動に取り組んだ。また聖学院大学の学生による

夏の合宿ゼミナール受け入れなど、若い学生たちとの

交流や学習体験活動が展開され、会津坂下町地域の紹

介と農業、商業への関心を高めるのに大きな役割を果

たしたと自負している。

2011年の東日本大震災ではいち早く被災支援活動

を担い、支援物資の保管配送墓地としての役割や支援

を呼びかけるアートキャラパンに取り組み、聖学院大

学ゼミナールプログラムとして支援活動の紹介や被災
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ラジオ局を通して広く PRすることができた。

森林環境活動の中で、里山のアトリ工坂本分校の継

続的な里山保全活動に、地域住民が協力を惜しまない

状況となっている。

このような成果を踏まえ、今となっては貴重な木造

校舎に美術館機能を持たせ、里山の小道に彫刻アート

設置や彫刻のある里、散策できる集落として地域づく

りの原動力となるよう活動を展開していきたいと思っ

ている。

また、地元会津大学を中心として若い学生たちへの

活動参加をさらに発展させ、世代交代が進んでいる中、

この古きよき時代の里山のアトリエ坂本分校の存続に

意義を見出し、活動に参加支援を得られるように呼び

かけていきたいと思っている。

分校の森を散策する子どもたち陶芸体験する大学生

地の生々しい活動報告などの講座を持つこともでき

た。

地元会津大学とのつ芯がりから、教授陣の協力で「サ

イ工ンスカフェ」を開催し、最先端科学のお話や実験な

どを楽しく学13¥場所として地域の子どもたちゃ避難さ

れた方々の参加で好評を得て2012年も継続している。

2012年は1/3¥くしまっ子体験活動応援事業」の取

組みで150人を超える幼稚園、小、中学校の子どもた

ちへの多様なプログラム提供した。

砂アートな里づくりを目指して | 
2008年当初純粋にアートによる地域活動という目

標がそのまま形に表れたことで、里山のアトリ工坂本

分校の独自の活動スタイルがマスコミ告誌、テレビ、
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16.982人

91.65km2 

里山のアトリ工坂本分校AtelierNoko彫刻村

平成19年度

里山のアトリ工坂本分校AtelierNoko彫刻村

凪人 口
函面 積

凪事業名

画事業開始年度

凪事業主体

連絡先

福島県会津坂下町産業部商工観光班

EDI 0242-83・5711・Z調 0242-83・5713
m掴 http://noko・wakasugi.asabio岬Iblogl
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新潟県 新潟市

開港都市にいがた水と土の芸術祭2012

砂市区町村の概要 1 
新潟市は、都市機能力1集積した地域を農業地域が取

り囲む形で、高次都市機能と豊かな自然環境や広大な

農地が調和した、人口約80万4千人の都市である。

平成に入り近隣14市町村との合併を経て、平成19年

に政令指定都市に移行。 8つの行政区がそれぞれの個

性を活かしたまちづくりに取り組んでいる。

惨新市の一体感醸成 | 

開港5港のひとつである本市は、古くからみなとま

ちの文化が育まれてきたが、広域合併を経て政令指定

都市となったことで、広大な市域にさまざまな地域の

個性が生まれた。また告地域には、旧跡・名所や地域

ごとに特色のある伝統芸能・文化など、多くの「地域

の宝物」が存在していたが、合併後間もない時期にお

いては、まだ市民にはそれほど認識されていない状況

であった。

一方で、こうした多様性を持つ新たな市域には、信

濃川と阿賀野川という2つの大河がもたらす「水と士J
により育まれてきたという大きな共通点があった。市

域の約4分の 1tf.海抜ゼロメートル以下という土地で

生活するために先人達が生み出した知恵と、大河が運

んできた多様芯士から生まれたのが、現在の美しい田

園風景と豊か芯農産物、神楽や祭りなどの伝統芸能で

ある。アートを道標として、市民が新・新潟市につい

て楽しみながらよりよく知ることで一体感を醸成し、

本市のアイデンティティづくり、誇りづくりを行おう

と、平成21年7月に第1回芸術祭を開催することと

なった。また当時は、中越沖地震による風評被害など

もみられたことから、これを払拭し元気な新潟市をア

ピールする必要もあった。

砂市民と共に文化を発信 ぷ'
平成24年7月14日に開幕した第2回芸術祭は、他

都市で開催される芸術祭と比較して「市民主体 ・地域

主導の芸術祭」である点が特徴である。地元新潟の在

住者がブロテ、ユーサー・ディレクターを務め、前回以

上に市民主体のブロジ、工クトを拡充する芯ど、より一

層その特色を強めている。

また今回は、「アートブロジ、工ク卜Ji市民ブロジ、工

クトJiシンポジウム」の3つの柱で構成されている。
( 1 )アートブロジ、工クト

市内の信濃川下流域を中心としたエリアで、国内外

の59アーテイス卜がアート作品を展示する。制作か

う展示までの過程では、制作-展示のみならすワーク

ショッブや交流会への参加など、市民や地域に様々な

形で関わってもらっている。また来場者には、アート

鑑賞を通じて「新潟の豊かな暮らし文化Jを感じても
らっている。

(2)市民ブロジ、工クト

市民・地域が主体で行う、水と士に育まれた「新潟

市の暮らし文化」の魅力を引き出し発信するブロジ、工

ク卜を各地で多数展開する。コンサー卜、演劇、ツアー、

ワークショッブなど、内容は多岐にわたっている。

(3)シンポジウム

潟湖の地形を利用した作品展示 旧漁業施設を活用したメイン展 旧漁業施設を活用したメイン展示場
示場 (内観)



新潟市新潟県

特に拡充した市民ブ口ジ、工ク卜への応募が多数寄せ

られていることから、市民主体・地域主導の芸術祭に

育っていると考えている。
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多くの市民参加で「地域の宝物」に光があたり、各地

域の魅力が再確認された。「水と土との関わりに新・

新潟市共通のアイデンティティを求めるJrアートの
力で新潟の素晴らしい水と土の文化を発信する」とい

う目的が着実に達成され、市民主体・地域主導の取組

みの更なる深化と継続が、今後も望まれる。

第1回の閉幕時に、 2回目を開催するなうトリ工ン

ナーレ方式(3年に 1回)で、という声はあったが開催

決定に至らす、芸術祭実行委員会は解散し、次年度は

「水と土の宝物の魅力」を市民と共に磨く取組みを行っ

た。第2回開催が決定した時点で実行委員会を再度立

ち上げ今に至るが、芸術祭自体の知名度や発信力、集

客力の維持・確保という観点からは、水と土の芸術祭

という枠組みを何らかの形で未来につなげ(第3回は

現時点で未定)開催年以外にも、アートを通じた水と

土の文化の発信を継続していけるか、今後の課題と言

える。

東日本大震災を踏まえ、「自然との共生」をテーマと

した連続シンポジウムを計5回開催する。

これまでの成果としては、ます、ボランティア・地

域住民が作品制作やガイド、イベン卜企画実施など、

さまざまな画で活躍し、市民主体の文化創造が前進し

たことが挙げられる。特に、アート鑑賞ツアーパスで

は、市民ボランティアがガイドを務め好評を博してい

る。このように新潟に住む人々とアーテイストとが協

働することで「新潟の豊かな暮らし文化」を磨き、市外・

県外へ向けて発信できたという成果があった。

また、作品制作や関連事業等を通じて、地域住民と

アーテイストや来訪者との交流が市全域で盛んに行わ

れており、交流人口の増

加と地域活性化につなが

るという成果が見られ

た。

そして、市民が芸術祭

に参加することで、本市

の魅力を再発見・再確認

し、地域に対する愛着や

誇りを改めて持つことが

できたことも大きな成果

である。
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旧市町村各地での作晶展示
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昔の米倉庫内での作品展示市民主体で行った作品完成祝賀イベント

803.523人
726.1 km2 

開港都市にいがた水と土の芸術祭2012
平成21年度
水と土の芸術祭実行委員会

函人 口
凪面 積

凶事業名

匝事業開始年度

凪事業主体

連絡先

新潟県新潟市文化観光・スポーツ部水と土の芸術祭推進課

1m盟025・226・2620・z園 025・228-7370
E盟国 http://www.mizu-tsuchi.jp/
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茨城県 取手市

取手アートプロジ‘エクト
-rイベントjかsr日常Jへの試みー住民の個性を引き出す芸術~

砂市区町村の概要
テイストの登竜門として機能し、後者は平成21年時

点で51組の参加を得るまでに至った。その過程では

取手市は、茨城県の南部に位置し、都心へ約401くm 専門的知識とスキル注入を行う芸大、補助金による支

という位置にあり、利根川と小貝川が流れる水と緑に 援をはじめ公的手続きや場所の交渉等を担い支援する

恵まれた地域である。 行政、企画運宮の中枢を担う市民という三者の協力関

昭和40年頃から宅地開発が進み、首都圏のベッド 係が、互いの制約や干渉も生みながらも事業の価値を

タウンとして都市化が進んだ。国道6号とJR常磐線 生み出していくことを共通認識として役劃分担し、そ

が南北に通るなど、交通の要所となっている。 れぞれの機能を果たしてきた。

》三者共同:芸大・市民・行政 | 

取手アートプロジェク卜(TAP)の始まりは、東京

芸術大学取手校地の設置と先端芸術表現科の開設にあ

る。平成11年に発足した同科に向け当市がパブリッ

クアート(公共工リアへの芸術作品の設置)を依頼し

た回答としてアートブロジ、工クトの実施を大学側が逆

提案した。そこに当時まちづくりの活動や勉強会を重

ねていた市民有志が運宮主体として加わり、 TAPが

生まれることになる。活動は東京芸術大学、取手市、

市民代表等により構成される実行委員会形式により運

営されてきており、事業の実働部として実施本部と呼

ばれる市民が関るプラットフォームが設けられ、活動

が受け継がれてきた。平成11年から平成21年までは、

現代美術の公募展と地元作家の活動紹介を行うオーブ

ンスタジオが隔年で開催(初年度のみ同時開催)01郊
外住宅J1) IIJ 1はうっぱ」など、年度毎に取手市内の地
域資源や伝統、遊休施設を活用するようなテーマが設

定された。

P芸術活動で地域を耕す | 

平成22年、任意団体での活動を土台として同事業

実施本部の市民有志がNPO法人を立ち上げたことも

活動を担う市民の成長を明示する。まちづくりの手法

としてアートブロジ‘エクトの取組が全国的に増える

中、 TAPは会期を限定したフェスティパル形式の事

業形態から、地域の日常に寄り添う通年型へとシフト

し、複数年度をかけてヴィジョンを実現していくとい

う姿勢のもとで、「アートのある団地」と「半農半芸J
という2つの事業軸を立ち上げる。いすれのテーマも

郊外都市であるからこそ市内に存在するリソースに着

目したものであるといえる。

「アートのある団地」の取組では、市内にあるUR管

理団地・取手井野団地でアーテイス卜と住民協働型の

プ口ジ、工クトが進行している。問団地内には事業拠点、

と兼ね、アートと福祉の融合した形での事例がスター

卜している。同団地内ショッピンク、センターの空き庖

舗を活用した拠点「いこいーの+Tappino (たつぴー

の)Jは、同団地自治会、民生委員、社会福祉協議会等

の福祉分野の活動主体及び市民ボランティアと連携し

て、高齢者を見守るお休み処として機能しながら、子

どもから大人まで多世代が集えるアートのあるコミュ

TAPが発足以降平成21年度まで実施してきた「公 ニティ力フ工として聞かれている。パートナーとなる

募展」と「オーブンスタジオ」は、前者は全国の若手アー アーテイス卜たちは定期的に同拠点に通い、住民が参

公募展1 公募展2 地元作家の活動紹介を行うオープンスタジオ
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半農半芸プログラム1いこいーのアートのある団地スター卜

動の定着を図って

いる。
環境整備プログラム

予郊外都市からの社会提案 二イ
近

畿

中
国
・
四
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・
沖
縄

平成24年で14年目を迎えるTAP事業は、その実

施を通じて街の場としての資源や人材を掘り起こす役

割を担ってきた。ただ対外的にその取組が評価を受け

る一方で、市民への周知、参加する絶対数は拡大して

いるとは言い難い側面もある。しかし現在、複数年度

をかけて取り組もうとしているプログラムでは、団地

内の事例にもあるようにその活動が市民の参加の広が

りや取手で暮らすことの魅力へとつながりつつある効

果も認められる。複数年度にわたる事業の成果が、ど

のような社会提案として成立するのか、また市民によ

る同事業への支援につながるのか。地域で活動する

アーテイストと市民の支援をつ芯ぐ縁の下の力持ちと

して、また郊外都市から発信する新たな文化を牽引す

る活動体となるべく、 TAPは事業を継続していく。

加することで成立するリレーショナル・アート作品を

展開している。そのアーテイストの活動に巻き込まれ

ることで、住民が自らの個性や創造力を発揮する仕組

みが徐々に動き始めている。

一方の「半農半芸」では、土に携わる営みと芸術家の

活動とを相添わせることで、郊外都市だからこそ可能

なライフスタイルを考えるプラットフォームを生み出

そうとしている。東日本大震災後、放射線への対応が

課題になっている取手において、どのように土と対崎

し、関わり生活していくかを共に考えるためのきっか

けを提示している。

また、開始初年度から続く 『いちねんせいのさくひ

んてん(全小学一年生の作品を一堂に展示)J、市内教

育機関へのアーテイス卜派遣などを展開する「こども

プログラム」や、施設等へのテ、ザイン展開により居住

環境に芸術を取り入れる「環境整備事業」、アジア圏の

アートブロジ、エクトとの交流を行う「国際交流事業」、

取手市内及び近隣のアーテイストを支援する「中間支

援事業Jなど、様々な切り口を持って地域への芸術活

こどもプログラム半農半芸プログラム2
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109.411人
69.96km2 

取手アートブロジ‘ヱクト

平成11年度

特定非宮利法人

函人 口
凪面 積

嗣事業名
凪事業開始年度

凪事業主体 取手アートプロジェクトオフィス

連絡先

茨城県取手市政策推進部文化芸術課

1m1I0297・74・2141 .冨酒0297・73-5995
m盟 http://www.toride-ap.gr.jp/
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栃木県 日光市

WA T ARASE Art Project20 1 2“PARADE" 
--ARTと自然、土地と歴史がつくる“降りやまない"祝祭~

険市区町村の概要 | 
日光市は全国第3位の広大な面積を持ち、人口約

9万人の自然環境にとても恵まれた市である。世界遺

トによりる観光振興という区分けには収まらない、 多

様な取り組みが展開されている。

産である日光の社寺や、鬼怒川、湯西川等多くの温泉 <アーテイス卜・イン・レジデンス>

地、産業遺産である足尾銅山など、多くの歴史文化を 取り組みの中心と芯っているものは、現代アート展

持っている。 覧会の実施であるが、これを実行していくにあたって、

降アーティストが主導
数ヶ月に渡り、足尾地域にアーテイスト(美術・造形

作家、建築家)が、企画実行と作品制作のために滞在

足尾銅山の社会的背景や足尾地域の現在の状況(極 している。とうした滞在の中で、地域における「日常

端な人口減少による空き家の急増など)は、アーティ 的な生活」のレベルから住民との交流が生まれ、小中

ス卜にとっての格好の「素材」であった。2006年lこ、 学校芯ど教育機関や商工業者と相互での連携が促進さ

他地域で‘活動を行なっていた、当時学生であったアー れている。

テイストたちが頻繁に足尾地域へ来るようになり、彼 <地域特性の活用と成果>

うが自主的に企画・運営する形でrWATARASEArt 中心となる展覧会事業について、足尾銅山の旧鉱夫
ProjectJの取り組みが始まった。当初は空き家や野 住宅などの(準)産業遺産や商庖街空き居舗、また地域

外を活用した現代アート展覧会を中心とする活動で、 の各所の空き家、廃校などを展覧会会場としている。

あったが、継続する過程で、アート作品の中で、また 特に旧鉱夫住宅は、足尾銅山の生活史的側面からは非

アーテイストの興昧芯どが地域の諸問題へのアフロー 常に貴重であるが、施設の老朽化や住民の高齢化など

チへと変化していった。そうした中で地域住民との交 で「動態保存」が難しいため、「動態」の維持として一

流もめざましく発展し、地域からの支援も厚い。特に 定の成果が見られている。また、商庖街などの空き居

活動においてキーパーソンとなっているのは、意外に 舗の活用では、展覧会の実施以前から中規模な改装が

も地域の「高齢者Jであり、孫が里帰りしてくるような アーテイス卜と地域住民との協働で行なわれ、展覧会
感覚で、アーテイストたちを迎え入れている。これら 開催期間中のみではなく、ほぽ通年で文化・芸術活動

を背景に、現在は現代アート展覧会だけでない文化 の拠点となっているほか、空き家芯どの整備により、

事業、また青少年の育成事業や高齢者の生活支援、地 一部のアーテイストが移住を始めるなどの、地域にお

域の祭りなどを、行政・民間-文化芸術(アーテイスト) ける「若年層」の増加を促進する効果も見られている。

による協働で実施する芯ど、既存の文化・芸術やアー

空き家を活動拠点にシンブンシャ ープロジェク卜 (日光市足尾町 空き居舗をギャラリー空間に活用(日光市足尾町松原)
松原)
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の地域振興における大きな礎となっている。
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現在の課題として、事業実施主体に早急な組織化が

必要となっている。アーテイス卜主導、という個性的

な運営方法は魅力的ではあるが、年度ごとに一部の

アーテイストをのぞき運営主体の構成員が入れ替わる

組織構造は、安定した活動の継続につながりにくい。

現在、民間の商工業者や行政との、事業実施における

連携が促進されている中で、これらが事業主体への参

画や主体的な関与を行なうことで、運営組織の強化が

行なわれるだろう。また、アーテイス卜「でなければ

でき芯い」方法へと特化する企画内容は、地域におい

て事業の方法論を定着させにくいとも思われる。地域

の内で、事業の継続を担っていく人材の育成が重要で

ある。課題の克服を行なうことで、足尾地域だけでな

く日光市全域、また近隣市町村との連携へと発展し、

都市に依存しない広域的な文化圏の形成を期待するこ

ともできる。

<地域の変化>

足尾地域のみに限定したとき、足尾銅山による人口

の急増と激減、農耕面積が極めて少ないなど、 山間集

落でありながら、通常の山間集落の特性と著しく異な

る点が多い。また社会的背景による民間での車L蝶も未

だ根強く、観光による地域振興や農林業などの産業振

興が難しい部分がある。しかし、文化 ・芸術の活用に

よって、地域には、既存の「足尾らしさ」に捉われない

自由な価値観も生まれてきており、かつての足尾を再

評価する動きへと繋がってきている。特に、事業主体

となる若手アーテイス卜に年齢の近い、 10代や20代

などの地域の若年層の意識が表出し始めた点も、今後

近
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WATARASE Art Projectチラシ
日光市足尾町足尾銅山の労働組合跡を活用(作品 土屋美智子

松原)

89，893人

1 .449.87km2 

WATARASE A代 Project2012下ARADE"

平成18年度

WATARASE A内Project(民間)

属人 口
面面 積

匝事業名

凪事業開始年度

函事業主体

連絡先

栃木県日光市企画部地域振興課

EDl0288之1引 47 D国 0288-21・5109
lIl!Ji!I http://www.watarase-art-project.com/ 
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群馬県 栴生市

一庖一作家(一工場)運動プロジ‘エクト
~ものづくり作家と商業の融合~

降市区町村の概要 | 
桐生市は群馬県の東端に位置し、日光へと連なる

山々や渡良瀬川、桐生川という清流に固まれた、山紫

水明のまちである。伝統産業である織物の歴史は古く、

奈良時代の文献に登場するほどで、今でも織物を生業

としている人も多い、文字通り「糸偏Jのまちである。

砂作家と商業の融合 | 
桐生市は織物の街として知られ、多品種少量を得意

とする絹織物産地であり、日本の近代化に大きく貢献

した地域である。全国の繊維産地がその形態を喪失し

ているのに対し、桐生は今でもなお、織物生産の告工

程の職人たちが残る全国でも珍しい産地であり、織物

産地の発展過程で多くの職人や技術者が輩出された。

桐生のものづくりの風土は産業界だけでなく、生活文

化の面にも及んでいる。桐生に内在するものづくり作

家とその作品は多彩であり、日本一長いと言われる桐

生の中心商届街もまた、地域資源である。しかし、人

口は漸減傾向にあり、内発型の地域振興が求められて

おり、桐生の地域資源を活用した地域活性化は大きな

課題であった。作家たちは独自の創作活動を行い、街

と係わり合いを持たないことが多いが、このプロジ、工

クトは作家と商居街の居舗を結びつける従来にないま

ちづくりの手法である。ファッションタウン構想はま

ちづくりとものづくりを一緒に進めていく地域活性化

戦略であり、重要なポイン卜として「地域で作ったも

のを地域で売る」ことにある。桐生のものづくり作家

は多様な陣容を誇り、商届街と融合し、屈をネットワー

クすることで、全国に発信する力を持つと考える。

lb特別展覧市に発展 [ 

ものづくり文化を育て、桐生ならではの商庖街を形

成していくための事業を展開することを目的とし、桐

生で魅力的な作品を作っている作家や工房、工場の伝

統的な繊維製晶やオリジナル製晶を中心商居街居舗の

各個庖で展示・販売し、作り手と売り手が共同して居

舗空間を演出、消費者が地元で作られるものを直接見

て買える場を創出する。

平成13年春にスター卜。日頃の展示販売に加え、

毎年春と秋の年2回、有郷館煉瓦蔵で「特別展覧市Jを
開催している。平成22年度には、「地域資源∞全国展

開ブロジ、工クト」に採択され、新商品開発をはじめと

した各種事業に取り組んだ。特別展覧市は、春の有鄭

館まつり・秋の桐生ファッションウィークの参加行事

として、桐生を代表するイベン卜に成長している。市

外はもとより県外からも多くの来桐者があり、桐生の

PRに一役買っている。

組織においても、登録作家は年々増え、作家の会・

居舗の会が立ち上がり、それぞれが自発的に事業を提

案している。最近では、春秋の特別展覧市に加えて、

夏と冬には商屈が中心となって「まちなか展覧市jを

スター卜させた。現在、 47の居舗がこの運動に参加

し、 80人以上のものづくり作家たちが登録し、それぞ

れの居舗で展示・販売している。その作品は多種多様

で、繊維製品 ・ファッション製品の他、工芸的な染織

製品、藍染め製品、シルク製品、古布を利用したアク

特別展覧市会場の有郷館レンガ蔵

特別展覧市の様子
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イベントではなく、「一白一作家(一工場)運動」を

恒常的な地域活性化運動とするためには、魅力ある

マッチングを進め、さらには屈と作家との協働による

"ものづくり"に発展させるようなブロジ、工クトにし

ていくことが課題である。

また、活動も10年以上が経過し、マンネリ化して

しまっている部分も多い。今後は作家と商屈の組み合

わせを変えることで新鮮さを取り戻したい。また、定

期的に開催している「特別展覧市Jについても、参加作
家が固定される傾向にあり、新しい作家の掘り起とし

も進めたい。定期的におEいがコミ二ケーションをと

れるような場を提供するなど良い関係を築くための工

夫も必要となる。

セサリ一、ちりめん細工など多彩な品々は、繊維産地

が育んできた桐生の人材の豊富さを示してくれる。山

間地にアトリ工を構える木工作家や間芸家の作品など

も置かれ、この運動に厚みを加えている。

際経泊おる:マッチングを い J千二 三|

この運動は、ものづくり作家と商屈を融合させると

いう新たな視点の地域活性化であるが、「特別展覧市」

は作家と屈のマッチンク‘の妙昧という以上に多彩な作

家たちのボリュームとスケールメリットが優位に立っ

たため成功をおさめているという側面があり、本来の

屈と作家のマッチングにより、桐生に人を集め、街を

回避させるという目的からは少しすれる結果となって

いる。
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特別展覧市の出居作品桐生ファッションウィーク期間中の特別展覧市

一 品目

• .... .... . ... 

、.............;

居舗での展示販売コーナー

122，793人(平成24年3月31日現在)
274.57km2 

-1i5一作家(一工場)運動ブロジ、エクト

平成13年度
ファッシヨンタウン桐生推進協議会産業活性化委員会(桐生商工会議所内)

まちなか庖舗での展示販売コーナー

人口

函面 積

凪事業名

凪事業開始年度

函事業主体

連絡先

群馬県桐生市産業経済部産業政策課

lmIII 0277・46・1111(内線564) I置酒0277-40・1283

m国 http://www.ki叩ucci.or.jp/1ten 1 sakka/ 
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埼玉県 川口市

川口の匠

P市区町村の概要 | 
川口市は荒川を隔てて東京都に接しており、江戸時

代から鋳物や植木などの産業が発展、近年は住宅都市

化が進んでいる。平成23年に鳩ヶ谷市と合併し、人

口約58万人都市となった。東京と隣接しているとい

う利便性を活かしながら、伝統ある「ものづくりのま

ち」として、活力あるまちづくり・人づくりを目指す。

れのづくりのまちとして | 
川口市立アートギャラリーは、「アトリア」という愛

称で親しまれる、「ものづくりのまちJの新しい表現の
場として開館して7年目(平成24年度現在)、収蔵品

をもたない小さな美術施設である。川口市の中でも

交通の便が良く人の集まる並木元町地区に位置する

当館は、子どもたちを中心に市民をはじめとした多く

の人々にとってのオーブンスペースとして機能してき

た。そのコミュ二ティの中心にアートが位置し、市の

アートシーンの発信だけで芯く、多様な表現を共有で

きる場として活動を行ってきた。

しかし、川口も、近年は東京への通勤者が多いベッ

ドタウンというイメージが強く、「ものづくりのまちJ
として産業が街の発展の中心にあるということは注目

されがたい。現在でも江戸時代から続くこの街のもの

づくりを支える優れた職人「匠」が存在するととを鑑

み、様々な分野で特筆すべき仕事をしている職人たち

の調査 ・研究を開始。武骨で親しみづ5いと思われが

ちな職人仕事をアート的観点かうとらえ直し発信して

いくことで、その魅力を改めて伝えていく手がかりと

し、新しい「ものづくりのまち」としての川口を発見す

ることを目的としている。

険職人が「活きるjまち l 

考えている。様々芯側面から魅力的な人が暮うすまち

として、そして新しいものづくりに挑戦しつづけるま

ちとして、川口の魅力を再発見するきっかけをつくる。

川
口
の
匠

日11口の匠j川口の匠 12人を紹介する本

平成23年度に発行された書籍では、写真とインタ

ビ、ユーをまとめ、市内だけでなく全国規模で情報発信

を行い、大変好評を得て版を重ねている。また、 匠を

講師としたワークショ ッブやギャラリートークを行っ

たほか、連動した企画「アーテイスト・イン・スクールj

では市内の中学生が匠を取材し、その精神に触れなが

う自らも制作活動をすることで地域に対する理解を深

める企画も実施した。地域で育つ子どもの想像力を育

てる教育に寄与するきっかけとも芯っている。

平成23年度、開館5周年記念事業として開始され

た1)11口の匠」一連の事業は秋に行われる企画展を主
軸に展開している。匠がっくりあげる美しく洗練され

た「もの」だけでなく、その仕事を支える道具もあわせ

て展示。また調査の中で聞かれた匠たちの言葉、仕事

場の写真を通して示される人生観に触れられるように アーテイスト・インスクール授業風景 (平成23年度)
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川口市埼玉県

北
海
道
・
東
北

i山 i立 i飯
田 i野村，-!竜靖
博一史

きリゆ
均一

!l)ゾ
偽M

M

美
沼
……… 岡山.. "--

平成 24年度 〈川口の匠〉チラシ
飯村靖史氏制作 〈山桜〉平成24年度
出品

東
海
・
北
陸

九
州
・
沖
縄

近

畿

中
国

・
四
国

展覧会は継続的に実施し、地域のものづくりの多様

性や多くの匠の魅力を伝えるために継続調査・研究を

11"つ。

地域の中で愛される施設として、その地域の資源を

見出すのがひとつの課題であり、求められる役割でも

あると考えられる。また、アートシーンを発信する場

として、それを他の地域にも発信していくことが、川

口の魅力を理解してもらい、また高めていくことにつ

ながるのではないだろうか。

平成24年度以降は年度ごとにテーマを設定し、そ

れをキーワードに匠を発掘する調査を継続する。平成

24年度は「美しきフォルムJをテーマとし、ものの線
や形にこだわって制作をする職人を厳選。一見すると

共通項のない分野で仕事をする職人たちであっても、

その制作に対する姿勢・考え方にはつながっている部

分がある。その技術やものづくりの情熱がより伝わる

映像資料や制作工程の途中にあるものもあわせて展示

を行うことで、その完成形の美しさをよりわかりやす

く伝えていく。
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飯村靖史 (盆栽師)平成24年度出品
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579，308人
61.97km2 

川口の匠

平成23年度
川口市

函人 口
図面 積

函事業名

函事業開始年度

函事業主体

連絡先

川口市教育局生涯学習部文化推進室

..  048-258-1116 &国048・251-9545

lll!IilJ http://www.atlia.jp/(アトリアホームページ)



千葉県 千葉市

パラソルギャラリー
~ようとそ 千葉のアトリエロードヘ 1-

砂市区町村の概要

東京から東に約40km、千葉県のほぼ中央部に位置

する、人口約96万人の本市は、温躍な気候に恵まれ、

豊かな緑、日本一長い人工海浜、幕張メッセ、千葉ロッ

テマリーンズ、ジ、工フユナイテッド千葉など、多彩な

魅力に溢れたまちである。

除魅力的な都市景観とは

千葉市では、市民 ・行政・大学が連携し、都市景観

に対する市民意識を高め、景観形成への市民参加を促

進することを目的とし、平成12年度に市民団体、地

元経済団体の代表、千葉市、千葉大学が参加した「都

市景観市民フェスタ実行委員会」を組織し、企画段階

から市民が参加した手づくりの景観イベント「都市景

観市民フ工スタ」を平成22年度まで、開催してきた。1)て

ラソルギャラリーjは、その一環として開催されてき

たイベン卜である。

「都市景観市民フ工スタはJ、開催から 10年以上が
経過し、諸般の事情により休止することとなったが、

1)¥ラソルギャラリー」は、市民から継続の要望が強

かったため、平成23年度より市民が運営主体の11¥ラ
ソルギャラリー実行委員会」を立ち上げ、引き続き開

催することとなった。

「都市景観市民フェスタJの目的にある都市景観と
は、自に映る街の姿であり、その背後には、それを培っ

てきた地域の歴史があり、人々の生活がある。地域の

文化が目に見える形をとって現れているのが景観であ

り、よりよい都市景観をつくるには、街の表層を美し

くするだけでなく、街という舞台とそこで繰り広げら

れる人々の嘗みを魅力的芯ものとすることが必要であ

る。1)¥ラソルギャラリー」は、その一つの形として取

り組まれてきたイベン卜である。

砂駅前大遇。!これと振わいをIでご一三
本イベントの目的は、千葉駅前大通りに彩りと賑わ

いを創出すること、さらには、パラソルギャラリーへ

の出展・来場を通して、市民の景観形成への意識を促

進し、景観、市民の触れ合い、憩いの場づくり、表現の
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場づくりをすることである。

イベントでは、駅前大通りの歩道上に白いパラソル

を設置し、パラソルの下の空間を「アートスペースJと
して出展者自作の絵画 ・手工芸 -陶芸等の展示や音楽

の演奏等のパフォーマンス空間として活用され、市民

アーテイス卜による小さな屋外ギャラリーである1)¥

ラソルギャラリーJが展開される。
イベントの企画・運営は、市民、大学等の地域住民

で構成される実行委員会により行われ、月 1回程度の

ペースで、 1)¥ラソル会議」を開催し、ワークショ ッブ

形式により、コンセブ卜、配置計画、出展ルール等を

定め、毎年10月の第一週の土日に開催している。平

成23年度の出展者は2日間で80組を超え、中心市街

地の年中行事として定着している。

イベント当日は、パラソルギャラリーと同時に、

来場者も参加できるフォトメッセージ、オーブンカ

フェを実施するとともに、音楽イベン卜との共同開催

を行っている。平成24年度は、中心市街地のまちづ

くり協議会が主催する、中心市街地の居舗等が中心

となった古書、雑貨、アンティーク小物、家具等の展

示・販売や県産の有機野菜等の販売を行う、オーブン

book力フ工&マーケット「干夜市夜」が共同開催され

た。

イベン卜開催により、白いパラソルとアートのギャ

ラリーが、普段は人通りがまばらで表情の少ない駅前

大通りに彩りを加

えると共に、新た

な人の流れ・交流

の場が生まれ、統

一感がありながら

も、表情豊かな景

観の形成に寄与し

ている。さらに、

平成24年度は、

17時以降にパラ

ソルに合わせて白

い和紙等を使った

出展者 ・来場者の

手作りの行灯によ

側
、
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パラソルギャラリー2011報告書



千葉市千葉県

北
海
道
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.=};; 
日

体力t市民へと移行したことで、市民による市民のため

のイベント開催が実現した。

しかし、これにより、現在、運営経費の大部分を近

隣企業、商居街組合等の協賛者からの寄付金に頼って

おり、さ61こ市の財政状況が厳しい中、恒常的な補助

金等の交付が期待できない状況である。今後、安定的

な運宮経費を捻出する手段の検討が必要である。

また、運営主体が移行して閏もないため、企画・運

営や行政手続きなど千葉大学及び一部千葉市が協力し

ている部分もあり、こうした役劃を市民スタッフが担

い、名実ともに市民主体の運営がなされることが望ま

れるとともに、今後も運営主体の一員となる、新たな

市民団体等の参画が期待される。

りライトアップを行う「夜パラソル」を3年ぶりに開

催し、昼間とは違った幻想的な雰囲気を演出すること

で、夜だか5こそできる「明かり」による景観が創出さ

れた。

今後も駅前大通りでは、広い歩道空間を生かした、

市民主体のさまざま芯イベント等が開催され、さらに

は駅前大通りに繋がる中央公園で開催される冬の千葉

都心イルミネーション等の他のイベン卜等と相まっ

て、通年で賑わいに溢れ、魅力ある都市景観が形成さ

れる、千葉県 ・千葉市の顔となる駅前大通りとなるこ

とが期待される。

隣市民主体のイベントへ | 
本イベントは、開始当初より、千葉市が参加する実

行委員会が運営してきたが、平成23年度かう運自主

東
海
・
北
陸

近

畿

中
題
・
四
国

九
州
・
沖
縄

オーブンカフェパラソルギャラリー

夜パラソル市民と大学のワークショッブfHラソル会議j
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千葉県千葉市l

起人 口
組面 積

画事業名
園事業開始年度
函事業主体

連絡先
千葉市都市局都市部まちづくり推進課
EDII 043-245-5309 u:鴎043・245・5580
E盟国Eパラソルギャラリー2012ブログ http://parasolgallery.blog31.fc2.com/ 
パラソルギャラリー2012HP(千葉市)
http://www.city.chiba.jp/toshi/toshi/machidukuri/parasolgallery2012_houkoku.html 

961，813人
272.08km2 

パラソルギャラリー
平成12年度
パラソルギャラリー実行委員会

EZ軍軍司
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東京都 あきる野市

アートスタジオ五日市 アーテイストインレジデンス事業
~滞在型版画工房を活用した地域文化の創造と国際交流~

P市区町村の概要 野の「アーテイスト イン レジデンス事業Jを実施
し、当市は版画芸術の会場となった。

あきる野市は、都心力'S40~50km圏に位置し、 国境を越えたアーテイス卜の相互交流及び活動を通

比較的緩やかなE陵に固まれる平坦部と、奥多摩の じて市民が気軽に芸術に親しみ、芸術への関心を高め

山々に連なる山間部から形成され、面積は73.34平方 るとともに地域の人々と諸外国のアーテイストとの文

メートル、人口は約8万2千人である。 化交流と相互理解を深めることにより、国際色豊かな

砂レジデンス事業の開始
地域の芸術・文化を形成していくことを目的として、

旧戸倉村役場を改修したアートスタジオ五日市で事業

平成5年度に多摩地区の東京都移管100周年を記 を開始した。

念して行われたTAMAうい11¥211こて、「国際芸術-

文化ゾーン多摩の創造」事業の取組みのひとつとして、

多摩地域の新しい芸術・文化のあり方を提案する「ア一 国内外で活躍中の版画制作に従事する若手芸術家を

テイスト イン レジデンス事業」を実施した。 招轄し、国籍を越えて芸術家が共に創作活動に従事す

4市町で織物・彫刻・版画・陶芸と異芯った芸術分 る機会を提供し、若手芸術家の発掘・育成を図り、作

スタジオでのアーテイスト同士の交流風景 オーブンスタジオでの市民との交流風景

児童の版画展見学風景 地域住民の版画展見学風景



あきる野市

北
海
道
・
東
北

東京都

戸倉小学校での交流風景戸倉小学校での版画指導風景

東
海

・
北
陸

解を深め、友好親善を図ることができる圏内でも非常

に希少な事業であり、平成24年度で20回目の節目を

迎えるこの事業は、平成23年度までに招轄したアー

テイス卜は58人を数え、うち外国人は21人15か国

となり、寄贈された作品も 166点にのぼる。

近

畿

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄
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アートスタジオ五日市がある戸倉地区は、奥多摩の

山々に連なる山間部により形成されている。こうした

豊かな自然を生かし、この地域芯うではのすばらしい

芸術が生まれる場を引続き提供するとともに、寄贈作

品の活用など、より多くの市民に芸術文化と触れ合え

る機会が充実できるよう、平成24年度で20回目の節

目を迎え今後さらなる展開が求められている。

:.・

品の発表や芸術家と地域住民等との交流を行ってい

る。

日本人2人、外国人1人の合計3人の招轄アーテイ

ス卜は、アートスタジオ五日市にて3か月にわたり版

画の創作活動を行い、版画制作作業の一般公開やスタ

ジオでの制作作品の展示会を開催。また隣接する戸倉

小学校では野鳥をモチーフにした版画教室での指導や

国際理解教室などにも参加している。

市民が招轄アーテイス卜の制作現場やその作品を見

たり、小学生がアーテイス卜から直接指導を受けるな

ど、市民が芸術に触れることができる場の提供を行い、

また外国人アーテイス卜と地域住民との異文化交流の

機会も提供できている。

本事業は、若手芸術家の発掘・育成を図るとともに、

芸術や異文化についてのアーテイス卜と市民の相互理

レジデンス事業インアーテイスト

82.008人

73.34km2 

アートスタジオ五日市

平成5年度

あきる野市

匝人 口
面積

画面事業名

画事業開始年度

民事業主体

連絡先

東京都あきる野市教育委員会生涯学習推進課

lIiDI 042・558・1111 (301 2) ID国 042・558・1560

III圃 http://www.city剖<iruno.tokyo.jp/contents_detail.php?co=kak&frmld=3369
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神奈川県 相模原市

アートラポはしもと
~“美大生のまち"の活動拠点~

P市区町村の概要 | 
神奈川県北部に位置する、市域328.83平方キロ

メートル、人口約72万人の政令指定都市である。「さ

がみは5文化振興プラン」を制定し、市民文化都市と

して「フォトシティさがみはう」など様々な文化事業

を実施している。

初閏建物の再利用 | 
相模原市は、女子美術大学、桜美林大学、多摩美術

大学、東京造形大学芯ど、複数の美術芸術系大学に

固まれる恵まれた環境にある。特に多摩美術大学・東

京造形大学に近い橋本地区は“美大生のまち"と呼ば

れるほど多くの美大生が集うまちである。現在、相模

原市では美術館基本構想を進めているが、その中でこ

の恵まれた環境を活かした「まちづくり」を行う美術

館が検討されている。平成23年度、この橋本に民間

企業2社より美術館予定地並びにその上に建つマン

ション販売センターが寄附された。そこで、美術館整

備までの問、乙の建物を「アートラポはしもと」として

整備し、市民ギャラリーでつづけてきた若手育成事業

などを中心に、アートによるまちづくりの拠点とする

とととした。実施にあたっては、前出の四大学と事業

に関する基本協定を結び、大学と連携しつつ新しい美

術活動の試みを実施している。

砂連携によるアート活動 | 
アートラボはしもとは、シアターやスタジオ・アト

リウム・モデルルーム芯ど、ギャラリーや美術館では

見られないようなスペースを有するマンション販売セ

ンターの建物を活用しているため、その空聞を利用し

画像1 アートラボはしもと 外観

た特徴的な展示活動を行っている。(外観:画像1)

例えば、平成24年5月か56月にかけてに実施し

たアートラポはしもとのオープニングイベント「はじ

めましてアートラボ」では、プログラムのひとつとし

て「お八ながら一卜 ・プロジ工クトJを行った。これ
は、アトリウムの巨大なガラス画を利用して、ライト

アップにより夜空を彩る6x 12mのステンシル版画
を制作したものである(画像2)。この版画は、作家を

中心にボランティアの美大生数10人が制作し、これに

100人を超える市民参加者が協力して数日がかりで制

作したものである。シアターでは350人の小学生と延

べ70~80人の若手作家・美大生とでつくりあげた「思

い出アニメーションJを連日上映した。また、生花屈の
居主によるNPOがフラワーアートの展示やメンバー

の音大生による演奏などでこのオープニングを盛り上

げた。この「はじめましてアートラポ」は、地元ロータ

リークラブ、の協力のもと事業を行った。

さ51こ同年7月に、東京造形大学付属美術館が主体

となって実施した「人がいっぱいJ(画像3)、9月に
アートラボはしもとと多摩美術大学、女子美術大学な

どの連携による「風一景一観」芯どの美術展(画像4)

を次々と開催し、それぞれ子どもたちゃ大人が主体と

なるワークショッブ芯どを実施している。1O~ 11 

月には、 JAXAや高校との連携も含めた企画展「ギ‘ヤ

ラクシーラブー科学もアートも宇宙がスキー」を実施

した。

また、 8月には地域の祭り「橋本七夕祭りJでアート
竹飾りをつくるワークショッブと展示を学生と実施

画像2 お八ながらート 展示風景
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展示風景

ならない。アート

ラボはしもとの試

みは、美術館整備

までの暫定的なも

のであるが、ここ

において蓄積され

た知識や経験をい

かに美術館に反映

させるか、さらに

本市の文化行政全

体に活かしていく

か。これらは行政

全体の課題として

残される。

風一景ー観画像4人がいっぱい展示風景

し、 11月に開催した「さがみはうフ工スタ」ではブー

スを設けてワークショッブを行い、地域との連携にも

力を注いでいる。

このようにアートラボはしもとを中心に、協定を締

結している四大学(作家・研究者)・美大生-地元作家-

市民(NPOやロータリークラブ・個人)・企業・研究

施設などが企画 ・準備の段階かう連携して事業を行っ

ている。また、これらの事業は制作や練習・展示作業

など、事業が作られていく生の現場も市民に公開し、と

もにつくりあげるアートの空間の共有を目指している。

画像3

開雪来毎美術館[l;司[iiて縛遺伝九判 事I

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

ぞっこんの法則展示風景画像5
アートラボはしもとを象徴する事業が「工キシビ

ション・プログラム(学生企画展)Jである。これは

アートブロテ‘ユースを学びたい学生たちが、 1年以上

をかけて自分たちで企画し、作家選出・広報活動など

を行う、美術展やイベントを実現する人材育成のため

の長期型ワークショッブである。今年度はその6期生

による「ぞっこんの法則Jが開催された(画像5、6)。
ここで、育った人材やつながりがさらに発展・熟成し、

相模原市におけるアートによるまちづくり活動の中心

になっていくことを目指している。また、そのために

はアートラボはしもと自体を、人々が自然に集まり、

自発的な市民協働が展開される場としていかなければ
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イベント風景ぞっとんの法則画像6
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718.695人

328.83km2 

アートラボはしもと運営事業

平成24年度

相模原市

起人 口
函面 積

極副事業名

函事業開始年度

副事業主体

連絡先

企画市民局市民部文化振興課アートラボはしもと

liiDI 042-703・4654 llDI 042・703-4659

m国 http://www.citY.sagamihara.kanagawa.jp/bunka/23264/index.html
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山梨県 韮崎市

のれんのある街づくり推進事業
~のれんの向こうに新しい出会いが待っている~

阪市区町村の概要 | 
山梨県の北西部に位置する韮崎市は、人口は平成

24年4月現在で31.679人、面積が143.73km2の市

であり、甲州街道・駿信往還・佐久往還が交わる交通

の要衝として、古くかう人と文化が行き交う宿場町と

して栄えてきた歴史を有する。

また、戦国の世に名を馳せた武田家の発祥の地であ

り、武田家の祈願所である武田八幡宮や勝頼公が自ら

火を放った悲運の城・新府城跡など、武田家ゆかりの

史跡が市内のいたるところに点在する“甲斐武田家"

のふるさとである。

l[JiまちなかJIご恥いをお | 
韮崎市は他の地方都市と同様に、大規模小売屈の郊

外への出居、少子化・高齢化などの社会的要因、ライ

フスタイルの多様化への対応の遅れ等を原因とするま

ちなか商居街の空洞化が、昨今の大きな課題となって

いることから、まちなかに人を呼び込む

ととで、元気で、活気あふれる街づ、くりを

推進している。

こういったなか、古くは甲州街道の宿

場町(韮崎宿)として栄えたまちなかの

特色を活かした取り組みとして、屋号や

各個屈のイメージをデザインした個性

あふれる「のれん」を屈の軒先に掲出す

ることで、上質で新しい魅力の創造と賑

わいのあるまちなかを創出する「のれん

のある街づく事業jに取り組んだ。

b ノスタ~ジーとモダンの融合 I
ます、のれんを製作するにあたって最

も重要視したことは、居主自らがデザイ

ンを行うという事だった。

当初は統ーしたデザインののれんを

軒先に掲出することでまちなかに一体

感をだすことができるのではとの意見

も多かった。

しかし芯がう、のれんは屈の顔であ

り、庖主や家族の想いと心意気を表現すべきものであ

ることから、自己がのれんのデザインに関わることで、

のれんに対して誇りを持つようになると同時に、お客

や観光客との聞で、のれんを通した会話が進み、自然

と活気があふれるまちとなると考えたからである。

現在では、まちなか商居街の160J;5舗の軒先に庖主

の心意気が表現されているのれんが掲げられるに至っ

たが、現代風のデザインや色にアレンジされた個性あ

ふれるのれんが掲出されたことで、現代の街並みや家

並みにの中に、甲州街道の宿場町として栄えた古き良

き街並みのノスタルジーさを演出することができたと

いえる。

屈の軒先に掲げられるのれんは一枚かもしれない

が、とれがまちなか全体に掲げうれたことで、まちな

かに一体感が生まれ、あたかもミユージアムのような

装いを感じるととができる。

実際に地元の方々や観光客かうも、空き届舗が目

立っていた街並みに、華やかさや賑わいがうまれ、ま
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本事業は、単なるのれんの掲出事業ではなく、個届

やまちを元気にすることが最終的芯目標であることか

ら、 今後、こののれんをひとつのツールとして、さら

なる官民協働のもと、商臣会や個屈の創意工夫による

ものづくりやソフト事業の構築を進めていく必要があ

る。

確かに、のれんを掲出した効果により、まちなかに

観光客等が多く見られるようになったが、この方々を

いかに屈の中に誘引し、商屈を活性化させ、街に賑わ

いを取り戻すかが課題である。

このため、平成24年度からは、のれんの街並みを

散策しながら屈にも来屈してもらえるような企画とし

てスタンプラリーを実施ししている。

今後も官民協働のワークショッブ等で検討を重ね、

のれんのある街づくりを盛り上げていくことが重要で

ある。

ちなかを歩くのが楽しくなったとの声も多く寄せられ

たほか、のれんを軒先に掲げた商庖主からも、これま

では卸売りのイメージが強かったようだが、のれんを

出したことで一般のお客が来屈してくれるようになっ

たとの声も多く聞かれた。

また、のれんの街並みを紹介するパンフレッ卜と商

屈を紹介するガイドブックの製作も同時に行ったた

め、まちなかを散策する観光客の待ち歩きツールとし

て有効活用されている。

なお、事業に取り組むにあたっては、地元商盾会の

代表者や商工会、個庖経宮者からなる推進会議やワー

クショ ッブを組織し、協働による作業を推進した。

とうすることで、行政の一方的な押し付けではなく、

個居や商居会芯どの自主性を出すことができた。
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l 
肥料及び種や苗を扱うお屈がイメージされたデザインののれん

個后のトレードマークをデザインに取り入
れた百頭幕個屈の業種をイメージしたデザインの庖頭幕

31，679人
143.73km2 

のれんのある街づくり推進事業

平成22年度
韮崎市・韮崎市商工会

属人 口
画面 積

鼠事業名

画事業開始年度

函事業主体

連絡先

山梨県韮崎市商工観光課

圏直田0551・22・1111 I器濁0551・23-1215

図画http://www.nirasaki畑 nkou.jp/
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長野県 大田市

麻倉プロジ‘ェクト
~信州大町市 「麻倉J工芸・芸術の交流拠点に~

砂市区町村の概要 l 
始めた。のちに、小田さんを代表とする工芸家らのグ

) lノーブが中心となり、平成21年秋「麻倉ブロジ、工ク卜

大町市は、平成18年1月1日に旧美麻村・旧八坂 推進の会」を設立。一年半後、平成23年春から、市の

村が合併し、「新大町市Jがスター卜しました。平成 支援とメンバーも資金を持ち寄り、約1.100万円を賭
24年4月1日の人口は、 30.184人であり、長野県の けて蔵を改修 ・復元し、クラフ卜情報発信のための施

北西部、松本平の北に位置します。大町市は「北アル 設整備が行われてまいりました。

ブス一番街」といわれるように、その西部一帯に雌険

な北アルプスを連ねています。市街地の標高は700

メートル余りで、典型的な内陸性の気候で寒暖差が大

きく乾燥した空気が特徴です。北アルプスの山々を映

す仁科三湖や黒部ダムなどがあり、豊かな水資源、温

泉にも恵まれており、四季を通じて山岳観光都市とし

ての地勢を備えています。

阿uの再利用 い縛鱗|

「麻倉JはJR信濃大町駅から中心市街地を北へ歩い
て約10分の場所にあります。「大町がどんな処か話

すとき、(記憶を形にとどめる)建物が残っているの

と、記録だけなのとでは伝わり方が違う」と持ち主で

ある福島さんは復元された蔵を見て実感する。建築を

学13¥大学生や高校生も麻倉に訪れ始め、通り掛かりの

住民が足を止め、麻倉を見上げるとともしばしば。1-
大町市の中心市街地には町屋形式の建築物、造り酒 番心強いのは、多くの人々の意識が動き始めた乙とj。

屋、土蔵などの歴史的建築物が残されており、中心市 蔵を介して街の記憶に触れ、共に新しい街の在り方を

街地活性化基本計画において、町屋を活用した「まち 考えていく場としても代表の小田さんは麻倉に手応

なかギャラリー設置事業」や「地域文化を活かした街 えを感じている。昔ながうの町並みが残されている

なか再生事業」が計画されています。一方、明治の始 中心市街地に、アート&クラフ卜拠点、としての麻倉を

めに建築され、築150年を超える総2階建て幅23メー はじめ、空き届舗や酒蔵をアーテイストに開放し、美

トルの蔵が長らく使われないまま、日常の風景に埋も 術・工芸品の展示を行い、訪れる人が街歩きをしなが

れ、当時、麻の保管庫として利

用されていた通称「麻倉」があ

りました。たまたま4年前、工

芸・芸術の交流拠点づくりを模

索していた小田時男さん(代表)

が麻倉を見学した。手の込んだ

土台の石積みに太い材木を組み

上げた職人仕事。自らも手仕事

に携わるだけに見事さに惚れ込

んだ小田さんは、「工芸仲間の

作品発表やワークショッブの場

として、ひいては街の再生に繋

げられないかJ。乙の構想に、
蔵の持ち主でもある市野屋商庖

社長の福島敏雄さんも、空き庖

舗や更地が増えていく街の現実

の中で、足元の価値に目を向け 「麻倉」外観
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アメリ力、メンドシーノ国際交流 (2階会場内)アメリ力、メンドシーノ国際交流 (1階会場内)
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歴史的建造物である「麻倉」の復元、改修により“ま

ちの記憶"を伝える「生き証人」として、長く後世に受

けつげられるよう健全な管理運営体制を構築し、持続

可能な組織づくりに努められ、「麻倉」を活用したアー

ト・クラフ 卜情報の発信，コミュ二ティー機能の充実

を図り、商庖街やまちづくりグループ、商工会議所等

と連携し、美術・工芸による街の活性化を推進すると

ともに、市街地には3つの酒蔵もあり、「麻倉Jを結ん
だ市街地の回遊性向上におきましても期待します。

ら、同時に街の魅力や工芸に触れられる空間を提供し

ている。地域の市民からは、麻倉で開催されるワーク

ショッブやクラフ卜体験は好評であり、地域の素材や

工芸の魅力を見出し、人々を繋げることで地域コミュ

二ティーの場としても重要な役割を担っています。ま

た、「麻倉プロジ工ク卜Jは商白街、まちづくり団体、
NPO団体などとのコミュ二ケーションが図うれ、協

働によるまちづくりの推進にも貢献されています。更

に、アメリ力 力リフォル二ア州メンドシーノの工芸

家たちとの国際交流も活発に行われており、「信州大

町市麻倉」をアート、クラフト情報発信の拠点とし

ても期待します。

力ッテイングボード作り
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函人 口
面面 積

函事業名

画事業開始年度

面事業主体

i連絡先
長野県大町市産業観光部商工労政課

IIIDIII 02612・22・0420(代表) lZtII 0261・23-4660

回国 http://asagura.com/indexht:ml

30，184人

564.99km2 

麻倉ブロジ、エクト

平成23年度

麻倉ブロジ、エクト有限責任事業組合
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岐阜県 美濃加茂市

きそがわ日和
~木曽川×中山道癒しの美術展~

惨市区町村の概要 υ 三三バ|

岐阜県の中南部、名古屋市から約30キロメートル

圏の木曽川と飛騨川が合流するところにあり、飛騨木

曽川固定公園「日本ライン下りJの景勝地としても知
られ、古くは中山道太田宿として栄えてきた。現在は

交通の要衝として中濃地域の中核と芯る都市を形成し

ている。面積は74.81平方|くm、人口は5万5千人余

りであり、その内約1割が外国人である。

都市部への若年層の人口流出や少子高齢化による地

域活力の低下が社会問題となっている現在、アートを

通じて、地域の文化・自然・歴史の魅力を伝えると共に、

町に賑わいを取り戻し、個性豊かな、活気ある地域が

再生されることを目指している。

「きそがわ日和」とは、美濃加茂市の地域資源である

木曽川河畔や旧中山道太田宿界隈で、アート、建築、

工芸、音楽、食文化を楽しみながら、美しい自然や静

かな古い町並と共にゆっくりと時聞を過ごすアートブ

ロジ、工ク卜である。アートを通じて地域の文化-自然-

歴史の魅力を伝え、日常的に人々が集まる空聞を創っ

ていくととを目指している。

きそがわ日和2011川の家・町の家ブロジ、工クト(会

期:2011 年 9 月 18 日 ~2011 年 9 月 25 日)の町の

家プロジ、工ク卜では、静かな町並みの中で、アートと

いう小さな変化をきつがけに、町の魅力を再発見する

プロジ、工クトとして、旧中

山道沿いにある建物を展示

会場に、絵画・彫刻・写真・

映像等の現代アートを展示

した。川でつながるジャズ

ライブでは、町と町のつな

がりを深めるプロジェクト

として、美濃加茂市と定住

自立圏構想協定の結ばれた

坂祝町、川辺町にサテライ 川の家ブロジ‘エク卜

卜会場を設置し、ジャズライブを行った。川の家プロ

ジェクトでは、美濃加茂市の素晴らしい風景を望める

木曽川河川敷を、人々が集い、交流する新しい場とし

ていくブロジ‘工クトとして、河川敷に30棟の家を建

て、食事や音楽を楽しめる憩いの場を創出した。8日

間の開催期間中に、市内だけでなく、市外、県外力、5

も人が訪れ、入場者数2530名、サポータ-73名、ボ

ランティア約 100名もの参加があり、大盛況となっ

た。

各イベン卜は、美濃加茂市や岐阜県にゆかりのある

アーテイストをはじめ、地域の企業や住民、また地元

自治体の協力を得て実施している。イベン卜開催期間

中には中日新聞、岐阜新聞に6回記事が掲載されるな

ど、市民の認知度が少しす、つ増えてきた。また、岐阜

県主催により2011年10月15日に開催された「第5

回ひだ-みのじまんミーテイングjにおいて、中山道

と太田宿のブラッシユアップに貢献しているものとし

て、「宿場町の従来のイメージと資産に頼ることなく、

新たな魅力作りに果敢に取り組んでいる。JI若者の意
見を取り入れ、新旧の情報、スタイルを良い形でリミッ

クスしている姿は、まさに現代の中山道の在り方とし

ての模範である。jとの評価を得て、行政への認知度も

高まっている。2012年度の開催では、美濃加茂市が

誇る中山道太田宿

を中心に、これまで

年に 1回の開催で

あったイベントを

年3回開催し、季節

を通じた美濃加茂

川でつながるジャズライヴ
出演 トム兼松
P円OJECT“SAIくURA開

会場深萱農村舞台
(加茂郡坂祝町十二社神社)
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い。一般の来場者や事業収入、協賛を増やすことが今

後の課題である。

それを解決するために、「さまざまな人が楽しめる

ようバラエティ豊かな内容を企画すること」や、「イベ

ント開催時期を増やすこと」、「地域の商庖や団体と連

携した広報活動を進め、企業や住民へのPRを拡大す

ること」、「他地域の団体とのコラボレーション活動を

行い、協力者を増やしていくこと」、「スタートアップ

の資金調達として行政や民間の助成金を活用するこ

と」に取り組んでいる。

そして、 3年後には、助成金や補助金に頼らす、事

業収入(協賛金や入場料収入など)が安定することで、

恒常的に継続できる体制をつくり、イベント開催時に

は、地域住民だけでなく圏域外の市民にも幅広く認知

されるようにしていきたい。

さらに5年後には、地域の文化受発信地や賑わいの

中心地と芯って、様々な人々が集い、交流することで、

地域全体が活気あふれる町になることを目指してい

る。

の魅力を知らせると共に、より多くの来場者を得るよ

うな魅力的な企画を計画、実行している。また、きそ

がわ日和2011で連携した地元団体とのつながりを活

かした新企画や、市民へのボランティア参加の呼び掛

けなど、地域における協力体制づくりを意識している。

現代アートは地方ではまだまだ興昧のある人が少な

町の家プロジェクト
作者浅田泰子
作品名私的紹和村

会場御代桜懐造株式会社

近

畿

九
州
・
沖
縄

中
国
・
四
国

町の家プロジェクト
作者土井克浩
作品 Dimension2.5-No.l ~ 3 
会場コクウ瑚誹

町の家プロジェクト
作者笹谷晃生
作品痩息域5507
会場 HUTTE FURNITURE 

町の家プロジェク卜
作者阿曽藍人

作品士の玉
会場佑泉寺
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55.505人

74.81 km2 

きそがわ日和

平成22年度

きそがわ日和実行委員会

凪人 口
同面 積

凪事業名

凪事業開始年度

凪事業主体

連絡先

岐阜県美濃加茂市市民協働部定住自立圏推進室

IIEII 0574・25・2111 .語圏0574・25・3917
四国 http://Iくisogawa-biyori.com/2012/ 
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静岡県 富士宮市

まちなかアートギャラリー
~まちなかで本格的なアートを体感!文化の香り高い商庖街~

島m区間柄概要提起持率媛騨譲|
富士宮やきそばで全国的に有名となった富士宮市

は、富士山の西南麓に位置し、気候は温暖で富士山の

雪解け水を源とする豊富な湧き水や、緑あふれる朝霧

高原、日本三大急流の 1つ富士川や清流稲子川など豊

かな自然に恵まれている。また、白糸の滝や田貫湖な

ど観光資源も多く、広大な朝霧高原での酪農、湧き水

を利用したにじますの養殖、豊かな大地が育むたけの

こや梅などの生産力t盛んである。

降、;商庖街が表術空間JLiIl同訴さてそミ.山弁明I
「まちなかアートギャラリー」は、商庖街の各自舗が

ギャラリーとなり、市内外の絵画・書道・陶芸・写真・

木彫・染色・ガラスなど、さまざまなジャンルの作家

の作品を展示するもので、開催期間中は、市街地商届

街が芸術空間となる。

富士宮市は、富士山を御神体として平安初期に造宮

された富士山本宮浅間大社(全国の浅間神社1.300余

社の総本宮)の門前町として発展してきたまちである。

「まちなかアートギャラリーJの開催場所である富
士宮商居街(連盟)は、浅間大社と共に栄え、現在は、

6つの商届街、約230の居舗で構成され、中心市街地

の東西約 1.5kmにわたり展開

している。

富士山を仰ぐ門前町、富士宮

市の中心市街地は、古来から

人々が集い文化の薫り高い商居

街として発展してきた。「まち

なかアートギャラリー」は、こ

うした発展の中で生まれたもの

で、地域の芸術文化活動の促進、

地域の潜在資源の掘り起こしな

どを中心に、富士山と芸術文化

を活用したまちづくりを行い、

中心市街地の活性化、また、圏

内外からの誘客を図る目的で始

まった。

平成24年度で10回目の開

a・酬淘帽a・・ .，0個
ðlliω11"・理~1S"1Jl
Pート~"ヲu-

会場案内

催を数えた「まちなかアートギャラリー」は、今では、

富士宮商居街連盟に加盟する、富士宮神田通り商居街、

富士宮本町商庖街、富士宮宮町商居街、富士宮西町商

庖街、富士宮駅前通り商居街、富士宮中央商庖会の6

つの商居街(会)で実施しているが、平成15年度の第

1回か5平成16年度の第2固までは、富士宮神田通

り商盾街が単独で行っていた。

「まちなかアートギャラリー」は、身近に本物の芸術

作品を鑑賞することで、市民の文化意識の向上を図る

ことが期待でき、ブロの芸術作家の作品を知ってもら

う機会を提供することで、芸術文化支援活動の一助に

もなっている。庖舗に作家の作品を展示し、作家とそ

の作品を紹介することで、来訪者と作家のふれあいの

場を創出すると同時に、例年7月1日に行われる「富

士山お山開きJに合わせて開催するととで、世界に名

だたる富士山のふもと富士宮市は「芸術の都」である

というイメージを国内外に発信している。

また、市民や観光客に作品が展示されている居舗に

入居してもううことで、告商居を知ってもらうきっか

けにもなり、さらに、作家と自主との交流により、庖

側はプレゼンテーションなどを学び庖舗経営のレベル
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商庖街の居先で似顔絵を書いてもらいました
(宮町商居街文具の蔵 Rihei)

商后街の様子と案内看板
(神田通り商庖街)

巨大な書の制作を来訪者が見守る
(本町通り商后街)

高校生(静岡県立富士宮東高等学校芸術コー 富士山本宮浅間大社
ス)の作品を小学生が鑑賞

近

畿

中
国

・
四
国

九
州

・
沖
縄

開催にあたって、まちなかアートギャラリー実行委

員会が中心となり、作家と商居主との連絡調整、広報

用ポスターやちらしの作成や配布芯どを行っている。

一方、開催回数を重ね、新たな作家の掘り起としや、

出展する作家と商居主の考え方のマッチンク1こ苦心し

ている。

「まちなかアートギャラリー」開催期間中、商庖街は

来訪者でにぎわいを見せる。そのにぎわいを、日常の

商居街の活性化にどう結びつけるか。また、富士山の

世界文化遺産登録に向けた取り組みが進む中で、 6つ

の構成資産を擁する富士宮市は、国内外かう多くの観

光客が見込まれている。このイベン卜を観光害へのお

もてなしの手段として、いかに誘客に結び付けていく

か。さ5に、芸術文化都市富士宮市のPRと商居街の
活性化にどうつなげていくかが課題となっている。

アップを図ることが期待できる。

「まちなかアートギャラリー」の事業運営は、まちな

かアートギャラリー実行委員会が中心となって行って

いる。事業経費は225万円(平成24年度予算)で、そ

の内、 90万円を富士宮市から、 30万円を富士宮信用

金庫のみやしん地域振興基金から助成を受けている。

開催回数を重ねるごとに出展作家が増え、また、作

晶を鑑賞する市民や観光客の数も増えてきている。気

軽に本格的な芸術作品に触れることができ、商居街の

新たな顧客獲得のイベン卜として、また、地域の芸術

文化の掘り起こし、芸術文化都市富士宮市の基盤作り

として、「まちなかアートギャラリーJはますます発展
していく。

平成24年度は記念すべき 10回目の開催でした!

開 催:平成24年6月28日(木)から7月3日(火)

まで

参加作家:59名・富士宮市内2つの高等学校

参加居舗 :60id舗

浅間大社に巨大バッタが出現(平成 15年)

75 

135.679人

388.99km2 

まちなかアートギャラリー

平成15年度

まちなかアートギャラリー実行委員会

人口

面面 積

s事業名
届事業開始年度

凪事業主体

連絡先

静岡県富士宮市商工振興課

lImIII 0544・22・1295 lIZl国0544・22・1385

四国http://miyashouren.com/event/1O.html 
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愛知県 設楽町

奥三河アートフェスティ}~)レ
~風薫る奥三河の田園でアートな出会いと体験をー~

P市区町村の概要 ! 

設楽町は愛知県北東部に位置し、総面積は約

274km2で、面積の約9割を山林が占める。豊川、矢

作川、天竜川といった河川の水源地であり、町の西部

一帯には愛知県内最大級の規模を誇る「段戸裏谷原生

林きらうの森」が広がる。主な特産品は、地酒、ト

マト等々、豊かな自然の恵みから生まれた晶々である。

また、国指定重要無形民俗文化財である田峯田楽をは

じめとした数多くの郷土芸能を有している。

「奥三河アートフ工スティJ¥)レJのメイン会場であ
る設楽町名倉(なぐら)地区は、山あいに平坦地が広

がる、愛知県山間部有数の農業地帯である。しかし、

日本の中山間地域に多く見られる典型的な過疎地とし

て、近年は高齢化、若者の流出、主産業であった農林

業の衰退に悩まされている。一方、田園風景が広がる

風光明娼な場所であることから、その風景、風土に心

魅力、れ、かねてより芸術を志す者の移住が見られた。

彼らは自らの意志で当地を選んだこともあってか、人

一倍、地域に対する愛情が深く、また自らの活動で何

か地域に貢献したいという気持ちが強かったことか

ら、彼らと地域住民の有志が集い、「名倉高原(後の奥

三河)アートフェスティJ'(}レJがスター卜した。彼らは、
アートフ工スティパルが単芯る創作活動の発表の場に

留まらないよう、自らの工房だけでなく、残念ながら

廃校となってしまった、地域のシンボルである中学校

木造校舎を会場として利用するなど、地域のありのま

まの姿を、アート

フ工スティJ'(}レに

訪れた町内外の多

くの方々に見て、

知って、体験して

もらい、一人でも

多く、地域のファ

ンを作り出すこと

を目指した。

たなびくこいのぼり

平成12年に「名倉高原アートフェスティj¥.)レ」をス

ター卜させた当初は、イベン卜を立ち上げた有志が所

有する工房と廃校となった中学校木造校舎を会場とし

て、主に作晶の展示を行っていた。その後、有志の新

規加入、脱退など桁余曲折を経て、回を重ねるごとに

知名度が増し、出展者や参加アーテイス卜も増え、廃

校舎や工房に限らす、町内企業、事業所と連携して様々

な会場で作品を鑑賞、体験できるようになった。、そこ

で迎えた第10回目、平成22年を契機に、それまでの

「名倉高原アートフ工スティJ'(}レ」から「奥三河アート

フエスティJ¥)レ」へと名称を改めた。現在では、様々

な出展者によるアート作品(陶器、木工、絵画、彫刻、

アクセサリ一、ガラス工芸晶、写真、キルト等々)を展

示する他、木工や陶芸などの体験教室、太鼓などの音

楽演奏や演劇、文化講演、さらには地域に残る自然風

景もアートと捉えた体験イベントなど、その内容は当

初より多岐で、より創造的となっている。例えば、 8

~9月にアートフ工スティパル関連イベン卜として行

われる「かかしコンテスト」は、都市部のアートイベン

卜では考えうれない、農山村地域だかうこそ考えるこ

とのできる素朴ではあるが独創的な試みの代表的な

ものと言える。また加えて、町内事業所との連携にお

いては、地域の福祉施設にアートフ工スティパル期間

中、こいのほ‘りを300本近くあげるなど、日本の芯っ

かしい風景もアートのーっとして取り上げている。乙

のイ也、出展作品にも地域性が出て来ており、ハチが巣

作りをするための家や間伐材で製作したランプシ工一

かかしコンテスト
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展示の様子絵手紙の体験

看板も手作り世代を超えたふれあい
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な試みであり、地域、世代、ブ口アマを問わ芯い出展は

イベントの手作り感を醸し出している。こうした手作

り感がアートとは無縁であった地域に新しい風を吹き

込み、地域の新たなるイメージやポテンシャルの創出

に役立った一方で、出品対象の幅広さによる価値観の

相違が運営上の意思の疎通に支障を来たす面も若干見

られる。こうした課題については実行委員だけで悩ま

す、他のイベント事例を参考にし、行政ゃれIPO団体等

との協働を通じて、創意工夫しながら克服していく必

要がある。また、回を重ねてファンが増え、会場の規模

や出品者も多種多様化している乙とから費用の捻出や

スタッフの確保が大きな課題となっている。特にスタッ

フは高齢化が進んでおり、今後より一層の若者世代の

参加を進めることが急務である。

ドなど、田舎の生活を感じさせる物も多く出展されて

いる。出展者もスター卜時と比べ、多種多様となり、

地域内や町内はもちろん県内外の、芸術文化活動を生

業とする、いわゆるブ口とされる者から地元の高齢者、

児童、主婦といったアマチュアまで誰もが参加し、手

作り感溢れるイベントを象徴している。アートフェ

スティパルのメイン会場である地域は、農業地帯であ

ることから夏には「食」をテーマとした大きなイベン

卜が開催されており、これまでの地域イメージは主に

I農jであった。しかし、アートフェスティパルの開催

により、最近は少しすつではあるが、 『アートjという

地域の新たなイメージとポテンシャルが創出されつつ

ある。

農山村を舞台としたアートイベントは全国的にも稀
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5.791人
273.96km2 

奥三河アートフェスティJ()レ

平成12年度
奥三河アートフェスティパル実行委員会

人口

面積

事業名

事業開始年度

面事業主体

連絡先

愛知県設楽間企画課

EDII 0536・62・0511 G国 0536・62・1675

http://npo・nagura.org/ngr/ 



県重三 亀山市

アート亀山
~アートなうできる。人と衝を笑顔と元気にすることが~

卜の実験場を求めていることも、アート亀山の盛り上

がりを期待させた。

亀山市は三重県北勢地域に属し、鈴鹿山系の豊かな 現代アートという、やや社会からは難解だと思われ

自然に恵まれ、日本武尊・白鳥伝説や国の重要伝統的 る非日常の世界を、商居街という日常の世界に持ち込

建造物群保存地区に選定された関宿など、東海道の宿 む面白さが魅力である。

場町の面影が今なお偲/3i歴史情緒溢れる人口5万人の

都市である。

世国1村の概要 | 

-アートを通して、人と街に活気ある繋がりを生み出

すこと。

空洞化が進む亀山市内の商届街にかつての賑わいを ・三重県内唯一のコンペティション方式による現代

取り戻すため、市内の美術作家が提案、商居主たちに アート展としての基盤を確立し、美術文化の振興を

呼び掛け、「アートによる街づくりを考える会」を発足 図ること。

した。「現代アート」を「まちJに持ち込むことで、人 ・人々を参集させることにより、経済的な向上を図る
と作品、そして人と人との出会いや感動を共有するこ とと。

とで、商居街の新たな魅力を引き出すことができると 上記3点を目標として、平成20年よりアートイベ

考えたからである。 ントを開催している。「アート亀山」の特徴は、地域の

アートに注目したのは、協力を惜しまないアーティ 美術作家たちが、市民や行政と協力して企画、運営し

ス卜が多く存在していたためである。また、 iITの上 ていること、三重県立美術館館長の強力なサポートが
の白い街」と呼ばれた東町商届街には、白いタイルを あることである。活動を始めた2年間は、アートを身

貼ったキューヴ型の建造物が並んでおり、アートの色 近に感じてもらうため、イベン卜名は「亀山商居街in

彩やオブ、ジ、工が映えるのではないかと考えた。さらに、 アートJであったが、コンペティション方式を取り入

アートは人間の感性に直接働きかける営みであるの れたのを機に、名称を「アート亀山2010Jに改めた。

で、年齢を問わす楽しむことができる。 平成20年、平成21年は、亀山市の作家が中心とな

若いアーテイストを全国から公募することにより、 り、県内の作家に呼び掛け、居舗・空き庖舗 ・広場や

地元のアーテイストたちとの交流を図り、商庖街を活 路地などで、平面や立体などの様々な作晶を展示し、

用することで経済的な効果も期待できる。若手のアー 商百街内にある寺院の庭では、 夕刻より映像作品上映

テイストたちが、インパク卜のある展示場所や、アー 会を開催した。学校教育とも連携し、事前に作家が授

特産品の口一ソクを使い、寺院で行ったファッションショー 商庖主の協力で開催した特売市と展示作品
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子どもを対象とした歩行者天国でのワークアート亀山2011衣料品j苫展示作品
ショッブ

ア ト亀山2011空き居舗展示作品

関

東

平成23年も同様に作家を公募した他、「アーテイス

ト イン レジデンス」を開催した。レジデンスでは、

若手作家9名が亀山lこ1週間滞在し、制作活動を通し

て市民との交流を図った。平成23年の「アート亀山

2011 Jにはレジデンス作家と地元作家を含めた62組
が参加した。

地域住民も、作品が展示された商庖街を歩くことで、

新た芯魅力を見つける機会となった他、人々の交流が

促進され、商居街が活気にあふれた。展示作品は回を

追うごとに質が高くなっており、年々来場者数も増加

している。また、全国から参集する作家が亀山市に滞

在することによる経済効果もみられ、更に、アート亀

山を機に三重へ移り住む作家もあらわれた。
近

畿
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実行委員会が資金を調達する方法を知恵と工夫で補

い、探っていく必要がある。また、行政と実行委員会と

が亀山市の文化について、より話し合いを密にし、アート

を代表とする文化の力で、地域や人々の生活を豊かにし、

次世代の感性を伸ばしていくような取り組みをしたい。

アート亀山をきっかけに亀山市内や、三重県内の若手

の人材が集まってきているので、更にこの輪を広げ、最

終的には、世界に通用するユニークな現代美術展として

発展させることが最終目標である。その為にも、実行委

員会は、商庖街だけでなく亀山市内の里山や街道を使っ

た広範囲な活動展開を視野に入れている。

業に赴いた際に、

子ども達が制作し

た作品も展示し

た。

また、イベント

期間中、商白街を

歩行者天国にし

て、路上でネイル

アートやライブペ

インテイング等の

パフォーマンスを

行った。同時に、

商庖主の協力のも

と、商居街での特

売や美味しい物市

なども開催した乙とで、商居街は大いに賑わった。

平成22年より、若手アーテイスト対象のコンペティ

ション方式を取り入れた。監修者として三重県立美術

館館長の協力を得て作品審査をし、参加作家を選出し

ている。参加作家を対象とした下見を含む説明会開催

時には多くの若者が訪れ、商居街を賑わせている。

初めてコンペティションを行った平成22年は、全

国から立体、パフォーマンス、建築、映像、音楽、ファッ

ションなど、現代を代表するアートが寄せられ、 61組

のアーテイス 卜が参加した。県内からの来場者も多く、

マスコミ等で連日報道された。

アート亀山2011公園展示作品
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50，001人
190.91 km2 

アート亀山

平成20年度
アートによる街づくりを考える会(市民活動団体)

人目

白面 積

事業名

凪事業開始年度

国事業主体

連絡先

三重県亀山市文化部文化スポーツ室

0595・84-5079U園 0595-82・9955

http://artkameyama.jimdo.com/ 



富山県 し市
此
砺な南

寺のまちアートinいなみ
~信仰と木彫りの里を彩る芸術作品でまちおこし~

砂市区町村の概要
8町村の合併により平成16年11月1日に誕生し

た南砺市(なんとし)は、富山県の南西端に位置してお

り、面積は668.86km2と琵琶湖とほぼ両じ大きさで

あり、面積の約8割が国立公園や県立公園を含む森林

となっている。

山間部には、世界遺産に登録された五箇山合掌造り

集落を有し、平野部には、全国でも珍しい散居村の景

観を残しており、日本の原風景が広がる都市である。

砂歴史と新た穿ま1ちJづ約畑山I挙対J号制I

井波地区は南砺市の平野部の東に位置し、建立後

600年以上の歴史を誇る名刺真宗大谷派井波別院「瑞

泉寺」とその「瑞泉寺Jの焼失からの再建に端を発した
200年の伝統ある木彫刻「井波彫刻」を中心に、「信仰

と木彫りの里」としてまちづくりを進めてきた。

しかし、景気の低迷、人口や観光客の減少、高齢化

の進行、中心市街地からの買い物客流出などにより、

地区内の活力が失われつつあり、また、住宅事情が変

わってきたことや全国的に祭りの継承が困難になって

いることなどにより、欄聞や衝立、獅子頭など井波彫

刻の売上げも減少している。

そこで、瑞泉寺をはじめとした寺院か5広がる歴史

あるまちなみ、伝統ある木彫刻とともに育んできた文

化や芸術、そして井波地区に住まいする又はまちづく

りを進めてきた人々や300人を超える彫刻師。これ

ら井波地区が持つ資源を結びつけることにより新た芯

魅力を生みだし、地区の活力を呼び戻し、地区内外か

らの交流人口の増加につなげ、地区の人、産業をもっ

と元気にすることを目的として、新たなまちづくり事

業である「寺のまちアート」へ取り組むこととした。

「寺のまちアートJは、歴史ある町の新たな魅力づく
りとして、これまでの「信仰と木彫りの里」というまち

づくりの核であった瑞泉寺をはじめとする寺院や井波

彫刻に、井波が持つ資源である歴史あるまちなみ、文

化、芸術(アート)といったキーワードを掛け合わせて

事業化したものである。

アート作品は、木彫刻・漆芸・陶芸・生け花・書・絵画・

木芸等などの新作を中心|こ400点以上の出展があり、

町全体を大きな展示場として寺院、彫刻工房、民家、

商屈など町のあちこちの約 100箇所に展示した。あ

わせて、寺院の庭園やガーテ‘二ングを行っておられる

民家の庭を開放し、来訪者が町なかをそぞろ歩きしな

がらアート作品やガーデ二ングを自由に楽しめる非日

常の空間を創りだした。さうに、来訪者が参加できる

イベントも開催しており、お寺を会場にしたジャズコ

ンサー卜や観光ガイドが解説する施設見学ツアー、ス

タンブラリーなど、展示作品を見るだけでなく、風情

ある井波のまちなみを散策しながら、体験し、住民芯

どとの交流を行えるなど、自由な楽しみを得られる仕

掛けを作っている。

これまで井波彫刻の作晶展示は、主に市外で開催さ

寺のまちアートポスター アート作品
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アート作品と見学者



南砺市富山県

4す

により地区の住民や観光客の相互の行き来を誘導して

いる。

このイベントを毎年継続して実施してきていること

で、井波地区のイベントとして定着してきでおり、アー

ト作品の出品数が年々増え、来訪者や町なかの人通り

が増えたことはもちろん、住民などの意識も高まって

きており、地区の活力とにぎわいを作り出している。
北
海
道
・
東
北

関

東

近

畿

乙のイベントは、地区の協力なしでは実施できない

ことから、日程やスケジ、ユール、展示場所などへの地

区住民との調整に苦心しているところである。ただし、

毎年継続して開催していくことから地区の恒例イベン

卜といったとらえ方をしていただけるように住民の意

識が変わってきており、今後、自発的な協力への流れ

をつくっていくことが必要である。

また、毎年継続で実施することによるマンネリ化も

課題となっている。スマートフォンの機能を活用した

宝探しゲームや他地域の民謡の演舞といった新しいイ

ベントや魅せる展示方法の技術などに様々な世代の意

見を聞いたり、作家や地区住民などの関係者からのア

イデアを出し合える雰囲気づくりをしたりしていくこ

とも必要で、ある。
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灯かりアート作品灯かりアートライトアップ

54.724人
668.86km2 

寺のまちアートinいなみ
平成13年度
寺のまちアートinいなみ実行委員会

れる大きな展示会などに限られており、作家にとっては

展示機会が少なく、鑑賞することができる人も限られ

ていた。この事業では、毎年100箇所以上の展示スペー

スにより展示機会を増やすことができたことから、作

家の創作意欲の向上につながることで伝統の彫りで新

しい作品が生みだされ、一般の方が気軽に井波彫刻作

品を鑑賞することができるようになった。これにより

「井波彫刻」の精織さ、芸術性の高さなどの素晴らしさ

を改めて評価してもらうこととなり、「芸術のまち 井

波jとして知名度を上げることにつながっている。

また、「灯り」で井波のまちなみを彩るイベントを同

時開催。瑞泉寺のライトアップをはじめ、車両通行止

めにして、行灯や灯りのアート作品で通り全体を彩る

ことで、人出が落ち込む夕方から夜間にも町なかがに

ぎわうよう演出している。さらに、同日に開催する市

内の他イベントとも協力し、無料シャ トルパスの運行

いけばな作局2

人口

凪面 積

函事業名

国事業開始年度

凪事業主体

連絡先

富山県南砺市観光協会井波支部

lIlDI 0763・82・2539.冨置0763・82・2839

http://inami-kankou.group.nanto・e.com/detail-11549.html
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川県 金沢市

金沢若者夢チャレンジ-アートプログラム

炉市区町村の概要 -

金沢市は、水と緑の自然に恵まれ、歴史と伝統が息

づく環境において、学術や文化を育んできた。これら

の地域資源を生かし、個性を磨き高めるとともに、未

来を見据え、歴史と国の内外に「責任と誇りをもてる

まち金沢」の実現を目指す。

本事業は、「十代後半の若者の人格形成と社会関係

の構築に美術館教育が有効である」というストックホ

ルム近代美術館の教育普及プログラム「ゾーン ・モデ

ルナ」を全国に先がけて採用したものである。との

事業をはじめたきっかけとしては、 2000年代初めの

「二一卜Jrフリータ-Jといった社会問題もあり、金沢
21世紀美術館としての若者対策を視野に入れ、 金沢

独自の美術館教育プログラムとして立ち上げたもので

ある。平成19年度から今年度で6回目。

医 術館はメアィエータIIJ ι J 
若者(18歳以上39歳以下)を対象に、アーテイス

卜との協働創作、協働表現を通じ、社会参加を支援す

るとともに、地域に根ざした芸術文化の育成と地域社

会に貢献する独自の美術館活動の創出をめざすことを

目的としており、特徴としては、完成した作品を展示

するだけではなく、アーテイス卜・イン・レジデンス、

ワーク・イン・ブログレス、ワークショッブ、パフォー

マンスなど多様な手法を導入した長期ブロジ、工クト型

展覧会と称する手法で実績を重ねている。

特に、平成23~25年度にかけては「美術館はメディ

工ータ-Jをキーワード!こ、「自己/他者/社会との出
会い/対話Jを創出するプログラムを実施することと
した。具体的には、一年間を通した長期プロジェクト

型展覧会を開催し、募った若者によるブロジ、工クトメ

ンバーとワークショッブやアートイベントを実施する

とともに、福祉施設などに出向くアウトリーチ活動も

行う乙ととしている。

平成23年度に実施した「ピーター ・マクドナル

ド 訪問者」展では、企画運営者として地元の20~

30代の若者12名がボランティア参加し、壁画制作や

ワークショ ッブに取り組み、ほ|ま毎週末DJイベン卜

を開催し、大人から子どもまでの広い年齢層が交流す

る場を創出した。金沢能楽美術館との連携企画や街中

で、生まれた新作が当美術館の収蔵作品ともなった。

平成24年度はrAloha Amigo!フ工デリコ・工レ
口×関口和之」と題して、コスタリ力出身のフ工デリ

コ-工レロが制作し〈サイコトロピ力ルランドスケー

プ〉と名付けられた空間で、サザンオールスターズの

ベーシス卜で、も知られる関口和之氏ブロテ、ユースによ

るウクレレブロジ、工ク卜を実施している。今年度は、

参加したプロジ工クトメンバーは18歳から39歳ま

での若者が26名で、サポートスタッフ19名とともに

事業の運営にあたっている。毎日開催しているウク

レレフリーステージ「誰でもウクレリアン」では、 開

設4ヶ月で約2.500人が参加し、 8月26日に開催し

たウクレレサミットでは19団体、約 150名がステー

ジ発表して盛況を博した。今年度後半では、サタデー

ウクレレワークショ ッブ、ハワイパシフィックレク

チャーなども予定している。

金沢若者夢チャレンジ-アートプログラムのこれまで

の取り組み

平成19年度 日比野克彦アートブロジ‘工ク卜「ホー

ム→アンド→アウ工ー」方式

平成20年度 日比野克彦アートブロジ、エク卜「ホー

ム→アンド→アウ工一」方式 meets

NODA [8 u t -a一 I] 

r Aloha Amigolフェデリ コー工レ口×関口和之」展
(2012-13年、金沢21世紀美術館)
(Psycho-Tropical Landscape) 
画像提供金沢21世紀美術館
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r Aloha Amigolフ工デリコ・工レロ×関口和之」展 (2012-13年、金沢21世紀美術館)
「ウクレレフリ ステージ 1-誰でもウクレリアン-Jプロジェク卜 活動風景
撮影喜多直人画像提供。金沢21世紀美術館

関

東

r Aloha Amigo!フ工デリコー工レ口×関口和之」展 (2012-13年、金沢21世紀美術館)
Aloha Amigo!ウクレレサミット(2012年8月26日)
撮影喜多直人画像提供金沢21世紀美術館
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また、作家の招鴨や年聞を通したプロジェクトの実

施には財源の確保が必要であり、本事業では、平成23

年度から3ヵ年、財団法人地域創造の助成を受けるこ

とができ、安定的な事業実施が可能と芯った。

今後の展開としては、平成25年度で、多様芯メテ、イ

アやスタイルによる「現代美術jを通じて出会いと対

話を重ね、地域社会から世界を考える企画を展開し、

「美術館はメディ工ータ-Jの集大成を図っていきた
い。そして、このブロク、ラムを深化発展させ、事業を

段階的に社会化、国際化させ、地域の文化活動を海外

発信することにより、さらなる情報と人の交流を創出

していきたい。

Good House. Nice Body 

広瀬光治と西山美なコの“ニットカ

フ工・イン・マイルーム"

高嶺格

~いい家・よい体

ピーター・マクドナルド :訪問者

Aloha Amigo!フ工デリコ・工レロ

×関口和之

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

漉潤臨調腕続開閉現盟関

本事業は、一年闘を通したプロジェクトであり、対

象となる参加者が多様であるため、様々な二一ズに対

応するためのフレキシビリティと地道に信頼関係を築

くメンタリティーという人的パワーが必要である。
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461.873人
467.77km2 

金沢若者夢チャレンジ、-アートプログラム

平成19年度
金沢21世紀美術館

函人 口

~面積

事業名

凪事業開始年度

凪事業主体

連絡先

金沢21世紀美術館

0.076・220・2800

lIl!llII http://www.kanazawa21.jp/dataJist.php?g=45&d=1395 

D園 076・220・2802
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福井県 鯖江市

うるしの里中道アート事業
~うるしの里中道アート事業~

降市区町村の概要 | 
鯖江市は、眼鏡枠の圏内生産量9割以上を占める眼

鏡、繊維王国福井の中核を担う繊維、 1500年の歴史

の中で、業務用漆器においても8割のシェアを持つ漆器

の三地場産業を中心に発展を遂げたものづくりのまち

である。

降福井豪雨からの復興 : ゴ | 
平成16年7月の福井豪雨で甚大な被害を受けた鯖

江市河和田地区に、京都の大学生等のグループが環境

調査に入った乙とをきっかけに、翌17年かう県内外

の大学生等が河和田地区の空き家を拠点として、夏休

期間にアートを制作・発表会を行う「河和田アートキャ

ンブJ:を実施するようになって8年が経過している。
また、中山間地を抱える河和田地区に集積する越前

漆器産業は、経済情勢の変化はもとより日本人の生活

様式の変化や海外製品の台頭等により、工業製品出荷

額は年々減少しており、当地区の人口減少も歯止めが

かからない状態となっている。

このような情況の中で、河和田地区の中心である河

和田町は、鯖江市で唯一の景観推進地区に指定され、

福井豪雨後の町並み整備により、漆器販売庖や職人工

房が立ち並J31iうるしの里」として平成22年度には整

備を終え、美しい町並みが患っている。

そこで、福井豪雨でお世話になった多くのボラン

ティアに患ったまちを見てほしい、厳しい情況にある

越前漆器産業を何とかしたい、まちに賑わいを取り戻

したいとの地域住民の思いがひとつになり、学生との

通りに展示された学生アート作品に座る来訪者

連携による「うるしの里中道アート」を実施する運び

となった。

平成17年度から取り組んでいる「河和田アートキャ

ンプJは、「交流人口の増加」を目的に市の事業として
実施しており、京都市内の大学生を中心に、毎年約

100人の大学生が、夏休みの1ヶ月を河和田町内の空

き家に長期滞在し、「農業Ji林業Ji伝統産業Ji食育Ji学
育」などを切り口に、アート作品を制作し、発表会を

開催している。

地域内に多くの学生が長期滞在することで、地域住

民や漆器・眼鏡・繊維などの地場産業との交流機会が

創出されており、アートキャンブに参加した県外の学

生のうちの5人が、漆器や眼鏡の企業等に就職するな

ど、「定住人口の増加Jにも寄与している。
また、平成23年度から取り組んでいる「うるしの里

中道アートjは、「人で賑わうまちづくりJを目指して、
地域住民や地域内の漆器関係者、商屈とともにアート

活動を行う学生等も参画する実行委員会を設置し事

業を実施しており、漆器の販売居や職人工房が立ち並

J3i河和田町の中道通り周辺一帯を会場に、鯖江市が相

互連携協定を締結している福井工業大学や京都精華大

学、地元の丹南高校の学生たちが、大学や高校で制作

した課題作品や現地で制作した作品を、漆器販売居や

職人工房、商居等や町並みなどに展示するとともに、

漆器販売屈での漆器の販売や工房での漆器の説明・実

演、商屈での特色ある展示を通して、地域資源のPR

にも努めている。

漆器販売庖での受入



鯖江市

関

東

近

畿

福井県

ト制作を通して地域住民と交流を図ることで、まちの

活性化に繋がっている。
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また、地域住民による越前漆器の器を用いた蕎麦の

振舞い芯どのおもてなし事業を実施することで、集客

の増進を図るとともに来場者を楽しませている。

平成24年度Id:， 9月8日から 16日にかけて開催さ

れ、漆器販売届8庖舗、職人工房13工房、商居14居

舗が参加しており、出展者は、個々の庖舗内に学生作

品を展示するとともに、趣向を凝らした商品の展示や

実演、販売を行っており、来場者は、街中に展示され

た学生作品の見学や制作者である学生との会話を楽し

むとともに、漆器販売庖や職人との会話や実演を通し

て、越前漆器の里の散策を楽しんでいる。

今日まで、越前漆器産地は、製造・卸を中心に発展

を遂げた産地であるため、誘客による小売展開がなさ

れてなかったことから、学生によるアート作品の展示

が一般消費者を受け入れるための強力な後押しとなっ

た。また、地域住民にとっても、県内外の学生がアー

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

工房内に展示された学生アート作品工房での実演と受入

85 

行灯ライトアップ中道通りの賑わい

68.824人
84.75km2 

うるしの里中道アート

平成23年度
うるしの里河和田

前途したが、越前漆器産地は製造・卸を中心とした

産地であり、漆器販売庖や工房は集客を図る整備が遅

れており、年聞を通して観光客を受け入れ、街中を散

策しながら漆器販売庖や工房、商居等の居内に展示し

てあるアート作品を見せるためには、施設の改装等の

整備が必要である。

また、学生のアート活動や本イベントを継続して実

施していくための資金の確保についても懸案事項と

なっている。

しかし、県内外の学生のアート活動や地場産業であ

る漆器を素材とした産業観光の推進による賑わいの創

出(交流人口の増加)事業については、この2年間の

取り組みによっ

て地域住民の意

識が改革され、

継続して実施し

たいとの要望も

だされている

ことから、地域

が主体となり、

アート作品とと

もに学生をパー

トナーとした人

で賑わうまちづ

くりを継続して

実施するための

支援に努める中

で、新たなまち

づくりを構築す

る。

人口

面積

事業名

事業開始年度

事業主体 人で賑わうまちづくりモデル事業実行委員会

連絡先

福井県鯖江市産業環境部商工政策課

0778-53・2231 .器酒0778・51・8153

http://www.city.sabae.fukui.jp/users/kanko/feature/nakamichi-art2012/index.html 
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滋賀県 甲賀市

信楽まちなか芸術祭
~やきものの里かう国際陶芸産業都市ヘ~

甲賀市は、滋賀県の東南部に位置し、人口が約9万

4.000人、面積が481.69平方|くm2の街で、歴史・文化・

産業において様々な資源を有している。東海道五十三

次の士山宿・水口宿を有し、街道文化が開けた所であ

り、甲賀流忍術発祥の地としても全国に名を馳せてい

る。

モノあまりが叫ばれる昨今、長ヨ|く不況や消費の低

迷により、信楽焼の生産額は下降の一途をたどり、こ

と20年間で4分の 1の生産額にまで落ち込み、危機

的な状況となっている。

このような状況から何とか打開を図ろうと平成18

~22年度に取り組んだのが、「国際陶芸産業都市」特

区事業である。

との制度は、地域固有の資源や特性を活かした力強

い取り組みを、滋賀県が経済振興特区に認定し5年間

集中的な支援を行うもので、全国でも初の試みである。

特区期間中は、これらを推進する特別部署を市役所

内に設け、官民連携による事業実施を心がけながら、

信楽焼産地を国際的にも通じる産業都市にすることを

目的に、海外への販路開拓、新商品開発、環境関連産

業推進、伝統産業保存振興、人材育成、観光振興など

様々な事業を展開してきた。

特区事業を通じてデザインやクオリティーの向上な

ど世界に通するものづくりやブランド強化に取り組

み、世界中からバイヤーたちが訪れるような国際的な

まちとなることを目指した。

平成22年秋|こ5年間の特区事業の集大成として、

アートマーケット風景 屋内展示

信楽陶芸卜リ工ンナーレ2010r信楽まちなか芸術祭j

を54日間の会期で開催した。

平成22年 10月 1 日~11 月 23 日の会期で信楽陶芸卜

リエンナーレ2010r信楽まちなか芸術祭Jを開催した。
トリ工ンナーレはイタリア語で3年!こ 1度の芸術祭

を意味するが、信楽地域の5会場で陶芸をテーマとし

た催しを展開した。

約千年の永きに渡って、産地を形成してきた信楽に

は、今も陶産地としての独特の風土や景観が残されて

おり、やきものを生業にする人々は、仕事場と住まい

が隣接する、職住一体型の生活をこの地で脈々と営ま

れてきた。

国際陶芸産業都市として世界にも認知され始めた今

日でも、往時の生活と変わらないものづくりの営みが

この町には生き続けている。

『信楽まちなか芸術祭Jは、このまちだかう残すこと
ができた「自然と人と創造」のかたちを、まちを歩き、

触れ合うことで体感していただく催しである。

まちの地域資源を掘り起こし、磨き上げながら、決

して背伸びすることの芯い、等身大のイベントをコン

セブ卜とし、まちなかの空き倉庫や商庖街の空き居舗、

神社の境内など地域に眠る資源を、展示空間として活

用した。

高額賞金を用意した陶芸展や有名アーテイストを招

H号するよう芯芸術祭ではなく、街全体をフィールド・

ミユージ、アム(生きた美術館)として捉え、新たなやき

ものファンの創出や地域経済の活性を目指し、イベン

卜会社や広告代理

屈に頼りきらす、

陶器業界関係者や

関係機関そして市

民を中心とした手

づくりのイベント

を倉IJり上げた。

またメイン会場

に一極集中する

固い込み型の手法



甲賀市滋賀県
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者へのおもてなし

を行い、かつて最

盛期に活躍した往

時の登り窯がこの

催しで改めて脚光

を醸し出し、素朴

な陶都が表現でき

た。

京阪神や中部地

区を中心として約

23万人の来場者

には、信楽のまちの心地よさや風土に触れていただき、

アンケー卜では「まちの人がとても親切だったJIまた
訪れたい」といった多くの感想や8割を超える満足度

をいただいた。

. 

信楽焼神社境内屋外展示

東
海
・
北
陸

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

全国各地で数億円規模の芸術祭が開催されている昨

今、新たな八コモノや目玉となる創作品も皆無である

当市の取り組みは大きなチャレンジであったかもしれ

ない。

しかし、単に芸術作品を鑑賞するだけでなく、伝統

あるまちの風景を見ていただいたことが、来場者に本

物を感じていただくことに繋がったと自負している。

この事業に関わった多くの市民や関係者から、地域

資源の発見や自らのまちの素晴らしさを再認識したと

いう声をいただいた。

地場産業にとっては、今後も厳しい時代が続くこと

が予想されるが、産地全体を牽引する若い力や地域を

愛するエネルギーが更に育ち、次へのステッブを踏み

出す原動力となっていくことを期待している。

千年という長い間途絶えることなく続いてきた伝統

産業の火を、これからも未来永劫にわたり灯し続けて

いくことが、今を生きる我々に与えられた使命である

と考える。

をとらす、周遊ガ

イドを片手に会場

を自由に散策する

オープン型 ・まち

なか周遊型のイベ

ン卜が特徴といえ

る。

54日間の会

期中には、延約

1000人の市職員

を動員し、ボ、ラン

ティアスタッフと

ともにまちなかで

の案内誘導や来場

信楽焼たぬき
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約94.000人

481.69km2 

信楽まちなか芸術祭

平成22年度
信楽間芸トリ工ンナーレ実行委員会

まちなか展示

人 口

凪面 積

副事業名

画事業開始年度

画事業主体

連絡先

滋賀県甲賀市産業経済部商工政策課

lImIII 0748・65・0710 ・醤酒0748・63-4087

http://tri.shigaraki-sp.com/ 
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京都府 木津川市

木津川アート
~新たな文化の創造を目指す地方都市の小さな芸術祭~

村 区町村の概要 | 
との里山空間や景観を活用して芸術作品を展示するこ

とで、市民が日常に埋もれた魅力を再発見するととも

木津川市は、京都府の南端に位置し、平成19年に に、外部かう近代芸術という新た芯風を取り入れるこ

3町合併により誕生した。関西文化学術研究都市の中 とで生まれる魅力とともに広く市内外に発信すること

核を担う都市として最先端の科学技術を誇る研究施設 ができた。

や企業が立地するとともに、府内では京都市に次ぐ圏 第1回目の木津川アート2010は、 93名のポラン

指定有形文化財を有しており、木津川に代表される豊 ティアに支えられ12日間にわったて開催、 12会場

かな自然も息づいている。 に20.823人の来場者があった。さらに、第2回目と

木津川市には、万葉の時代から育まれた文化が受け

継がれているものの、新たな市の資源を市民の共通の

財産として広く共有されてい芯い現状があった。合併

か63年が経過し、市の多くの魅力や文化を広く市内

外に発信することと併せて、木津川市民が自分達のま

ちを見つめ直すきっかけづくりとして、平成22年に

奈良県で開催された平城遷都1300年祭、翌23年に

京都府で開催された第26回国民文化祭・京都2011

に合わせ、木津川市が総合計画に定める都市像「水・緑-

歴史が薫る文化創造都市」を実現するための取組とし

てスター卜した。

木津川アートは、古民家や日常的な空間といった地

域が持つ既存の文化・景観 ・伝統等と現代芸術の持つ

魅力が融和・融合することで生まれる新たな魅力を地

域の総合文化や観光資源として、市の内外に広く発信

しようとする芸術祭である。

『木津川アート2010jと『木津川アート2011.1では、

木津川市特有の歴史文化を色濃く残す古民家やふるさ

なる木津川アート2011では、前年度を大きく上回る

130名のボランティアの参加のもと、 37名の作家自

らが会場に選んだ24か所を展示会場として、 11日の

期間中に延べ59.485人が訪れた。

この2か年の取組か5生まれた新たな動きの中に

は、会場となった古民家の米蔵でコンサートや展示会

が開催されたり、制作活動のために地域を訪れる作家

があるなど、新たな交流と鮮が生まれている。

また、木津川アートの運宮における特長は、地域、

市民ボランティアと市観光協会が中心となって構成さ

れる「木津川アートプロジェクトチームjに、市が加

わって組織する「木津川アート実行委員会」が事業実

施主体となっている点にある。この実行委員会メン

)¥ーは、 多様な人材が個々の持つ強みを活かしながら

木津川アートを企画 ・運営するとともに、ふるさと木

津川市の魅力発信と地域活力の再生への思いを共有し

ている。

3回目となる「木津川アート2012Jは、これまでと

は少し形を変えて、開校となった小学校を舞台に11
日小学生になろう」というコンセブトで、平成24年

1 1月に週去最長の16日間という期間で開催するこ

とになった。

アート作品「記憶のあとさき201lJ
(料亭川喜展示)

ボランティアスタッフ (131た汁隊)による手 アート作品「薄紅J(北大路集会所展示)
作りのおにぎりや131た汁などのもてなし



木津川市京都府
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パンフレットパンフレット

主な内容も芸術作晶の展示だけではなく、授業や部

活と名付けた作家によるワークショッブやライブの

開催、周辺地域の文化財や里山を散策する遠足や給食

の実施など、世代を問わす参加できて1日楽しむこと

ができるイベン卜を目指している。さらに、開催エリ

アをメイン会場となる小学校周辺地域に限定したこと

で、地域住民との関係性がこれまで以上に密度の高い

ものとなっており、地域主催の行事に参加作家やボラ

ンティアなどの木津川アート関係者が積極的に参加す

るなど、主催者と地域が交流する機会も増えている。

これは、過去2年の成果や木津川アート自体が市内で

も認知され始めている証であると評価している。

パンフレッ 卜
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71，524人(平成24年3月31日現在)
85.12km2 

木津川アート

平成22年度
木津川アート実行委員会

凪人 口
凪面 積

事業名

画事業開始年度

匝事業主体

連絡先

京都府木津川市生活環境部観光商工課

EDIII 0774-75-1216 .盟理0774・72・3900
http://Iくizugawa-art.com/

平成24年度で3回目

を迎える木津川アート

は、その形態や規模、開

催地域を含め定型化にま

では至っていない。さら

には、市民ボランティア

と開催地域の協力を大前

提とする事業であること

から、運営主体の構成メ

ンバーも毎年のように入

れ替わる可能性を含んでいる。しかし芯がら、これま

での取組が評価され、継続を望む声が大きいことも事

実である。実際に木津川アートを契機に市民や地域に

よる文化イベントが開催される芯ど、木津川市の各地

域の持つ魅力の再認識、地域活力の再生に影響を与え

るとともに、芸術祭としての認知も高まってきている。

今後も、木津川アートが「種jとして様々な形で市の

魅力と文化の創造に影響を与えることができる事業で

あり続けるとともに、参加する団体芯どが過度な負担

を負うことなく、さら芯る展開が期待できるような事

業とするための礎を形作っていく必要があると考えて

いる。
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大阪府 高槻市

高槻アート博覧会
~街がまるごとミュージ‘アム~

高槻市は、大阪平野の北東にあって、京都と大阪の 平成13年度に「第1回わくわくストリー卜21Jが
中聞に位置。人口は約36万人で、平成15年に中核市 開催され、まちの中心にある商居街に子と‘も達が描い

となる。高槻うどんギョーザ、女子サッ力一高槻スペ た横3.6mx縦2.7mの巨大絵画28枚を展示、平成

ランツァ、市のマスコットキャラクター「はにたん」を 15年度の第3固からは、実行委員として商居街スタッ

よろしく! フも加わり、商業者との連携も強化された。平成21

砂アートでまちづ<n!
本市の中心市街地は、「高槻の玄関口」としての大切

な役割を担っており、一定のにぎわいが維持されてい

たが、中心市街地の歩行者通行量や小売業年間商品販

売額が減少傾向にあるなど、水面下には多くの課題を

抱え、将来にわたって中心市街地の活力を維持・増進

し、本市の「玄関口」として市民が愛着と親しみを持て

るまちづくりを進めるために、積極的に事業に取り組

んでいく必要があった。

そういった状況の中、市民のまちづくりへの参画を

促すとともに、中心市街地におけるにぎわいを創出

することを目標に、市の政策部門が民間に働きかけ

る形で、実行委員会を組織し、市民協働の観点で平成

13年に実施されたのが、「第1回わくわくストリー卜

21Jである。

当時、四季を通じて、秋のイベン卜が少なかったこと

から、開催時期を10月から11月とし、また、子どもを主

役にした屋内ではなく、まちをフィールドにしたアート

に関するイベントがしたいとの思いから、まちの中心に

ある商庖街に子ども達が描いた横3.6mx縦2.7mの巨

大絵画28枚を展示するアートイベン卜とした。

年度の第9回の時に「わくわくストリー卜21Jから
「アートdeわくわくストリー卜」に改名し、ひとつの

商庖街での開催に留まらす、他の商業施設にまで工リ

アを拡大し、大学生によるライブペイン卜や若手作家

による手作り広場、子ども達と作品作りを行うワーク

ショップ等、アート性あふれる新企画を実施した。

また、同じ年の平成21年12月に「高槻市中心市街

地活性化基本計画」が大阪府下で初めて内閣総理大臣

に認定され、その事業のひとつに、「子どもの総合イ

ベン卜開催事業jとして「アートdeわくわくストリー

卜」が位置付けられた。平成23年度の第11回の時、

「アートdeわくわくストリー卜Jから「高槻アート博
覧会」へと改名し、企画の開催場所を中心市街地エリ

ア各所への更なる拡大を図り、中心市街地活性化の事

業として確立させた。

平成24年度の第12回の開催では、市外への発信力

を高めるためにより質の高いアートイベン卜を目指

し、“高槻のランドマークとなる空間づくり企画"とし

て、線路高架下広場にトリックアート(立体に見える

絵)で“高槻城"を描くことに挑戦した。

本事業は、総事業費のうち、約1/3は市からの補

助金を受け、差額の経費については企業からの協賛金

や個人かうの募金によりまかなわれ、運営のすべてが

ボランティアにより行わ

れており、後援は、近畿経

済産業局、大阪府、高槻市、

高槻市教育委員会、高槻商

工会議所、(社)高槻市観光

協会、(公財)関西・大阪

21世紀協会等から受けて

いる。

巨大絵画アーケード展 トリックアート 「高槻城J 事業成果として「高槻



高槻市大阪府
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工コ・ワークショッブ「布にいのちをあたえよう」

新聞女とつくる巨大テディベア

大阪イラス トガールズによるライブペイン卜

まち芯かアートリノベーション

アート博覧会」の開催

が歩行者通行量の増加

など、中心市街地の活

性化に資しているかの

測定は現状難しいが、

巨大絵画を描いた約

1.000人の子どもた

ちと、その家族、関係

者だけでも数千人単位

で、中心市街地に足を

運んでいると思われる。また、「高槻アート博覧会Jが
交流人口増加に効果があると認知されてきている動き

として、平成24年度、新たに駅前商業施設から高槻

アート博覧会に参加したいとの申し出があった。

今後もこういった商業施設を増やし、中心市街地エ

リア内のすべての商業施設に「高槻アート博覧会」へ

の参加を促すととで、「アートのまち高槻Jを広く発信
し、中心市街地の活性化につなげhていきたい。 九

州
・
沖
縄

私たち実行委員会は、との「高槻アート博覧会jに関

わった子どもから大人までのすべての人たちが「達成
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537.137人(平成24年3月31日現在)

105.31 km2 

高槻アート博覧会

平成13年度

高槻アート憎覧会実行委員会

感jと「充実感」を昧わい、多くの市民の皆さんにも「感

動」と「わくわく感」を共有してもらえる、“真のふるさ

とイベント"となるようこの事業を推進してきており、

今後もこの方針に変わりはなく取り組む所存である。

課題は、この「高槻アート博覧会Jを「青少年を中心
としたアートイベントjとして発展・拡大を図り、市

民のまちづくりへの参画を促すとともに、中心市街地

におけるにぎわいを創出するために、集客力があり話

題性のある企画を立案することで、高槻アート博覧会

の発信力を高め、そして、より多くの人たちにこのアー

トイベン卜に参加してもらうことである。

将来的には、「アートと言えば高槻」と言われるくら

いに「高槻アート博覧会」を中心にしていつでも市内

のあちらこちらでアートに触れる機会が多いまちにし

ていきたい。

人口

面積

事業名

凪事業開始年度

園事業主体

連絡先

大阪府高槻市産業環境部産業振興課

1lim072・674刊 11 B国 072-675-3133

http://www.facebook.com/takatsuki.art.exhibition 
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兵庫県 神戸市

港で出合う芸術祭神戸ビエンナーレ
~アートを活かしたまちづくり(文化創造都市の実現)---

兵庫県神戸市は、人口1.541.596人、面積

552目83km2の政令指定都市である。

北は緑豊かな六甲山系が連なり、南は瀬戸内海に面

する、自然豊かな港町・神戸。

開港以来、外国文化を受け入れて独自の文化を発展

させてきたこの都市は、日本を代表する国際都市の一

つである。

l翠塑関堕彊璽寧霊園亘彊欝轟璽盟関l
神戸は古くから陸海交通の要衝として栄え、国際港

として発展してきた。特に明治の開港を契機に、人・

もの・情報の拠点として先駆性、多様性という文化風

土を創り上げてきた。

また、阪神 ・淡路大震災からの復興のなかで、人へ

の思いやりの大切さや傷ついた心を癒し、勇気を与え

てくれた芸術文化の力を実体験したまちでもある。

こうした神戸のまちの歴史-経験を踏まえ、震災

10年を機lこ「神戸文化創生都市宣言」を行い、芸術文

化の力を結集して更芯る振興を図るとともに、まちの

賑わいづくりや活性化につ芯げるための具体的な取り

組みとして、平成19年より2年lこ1度の芸術文化の

祭典「神戸ビエンナーレ」を開催している。

神戸ビエンナーレの目標は、2つある。ひとつは「ま

ちづくり」であり、もうひとつはまちづくりを担う「人

づくり」である。

具体的には、

①まちづくりについては、

-アートの力で、すでにあるまちの様々な資源を再認

識・再評価し、再生・活用につなげることで、神戸

の魅力を発信し、賑わいの創出を行う

①人づくりについては、

-子どもからお年寄りまで気軽に芸術文化に接するこ

とで、豊かな心を育てる

・新進アーテイストを発掘・育成し、創造的人材を集

積する

-ボランティアを育成する

これらを目標にしている。

「まちづくり」につながる主な取り組みとして、今な

お昭和の頃の雰囲気を留める元町高架下(JR神戸駅

~元町駅間)の空き庖舗を活用し、アートを介した取

り組みを行うことで、まちの資源を再評価し、魅力を

発信している。また、会場が持つ独特の雰囲気が作家

にとっても大変魅力的で、制作意欲に刺激を与え、ま

た約6ヶ月間の制作過程をオープンにしたことで商居

街にも活力を与えることができたと評価されている。

「人づくり」については、他都市で開催されているビ

エンナーレが国内外かう一定の評価を得た作家を招轄

しての作晶展示に重きを置いているのに対して、神戸

はコンペ方式を中心にしており、新進アーテイストな

ど創造的人材の発掘・育成に努めている。彼らは、ビ

エンナーレ開催後も、機会があれば神戸で作品を展示

したり、トークショーやワークショ ッブを開催したり

するなど、神戸の文化振興の一翼を担っている。また、

韓国・光州ビ工ンナーレに神戸ビエンナーレ大賞作家

が参加するなど、海外で活躍する人材も育っている。

神戸ビ工ンナーレ2013では、基本方針として、 ①

まちの資源の再認識・再評価と魅力発信、 ②創造的人

材の集積、 ③多様な市民参画と芸術文化の交流、 ④芸

メリケンパーク会場 製作過程を公開 (元町高架下) アーテイストによるワークショッブ



神戸市兵庫県

2011アートインコンテナ国際コンペティ
ション 。藤木隆明 「人工地形J

2009海上アート ・
植松歪二「銀旋の気配一宙J

2009ゲートアート
高須賀昌志 iRedHeelsJ 

関

東

HP : http://www.kobe-biennale.jp 
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神戸ビエンナーレは、主に企業等からの寄付を財源

とした基金を活用した市からの補助金により運営して

いるが、寄付金額が年々減少しており、運営資金の確

保が課題となっている。また、京阪神からの宿泊を伴

わ芯い来場者の割合が高く、広範囲で、の広報の必要性

を感じている。今後は、西日本で開催されている瀬戸

内国際芸術祭など、他地域のアートブ口ジ、工ク卜等と

連携することにより、広範囲かうの来場者を取り込み、

宿泊需要等を発生させ地元経済への効果を高めていき

たい。

術文化活動の連携を掲げ、まちの賑わいや活力を市民

やアーテイス卜と共に創り出すことを目的に、神戸ビ

エンナーレを契機に、いろいろな地域・場所でアート

を活用した取り組みを実施し、多様な創造的人材に

よって優れた芸術文化が人やまちに刺激を与え、新た

な魅力が持続的に創造される神戸の実現に努めてい

く。

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

港で出合う芸術祭「神戸ビエンナーレ2013J

テーマ:さく “saku"

会期 ・2013年10月1日(火)~ 12月1日(日)

(62日間)

会場:メリケンパーク・神戸港工リア、兵庫県立美術館・

ミュージアムロードエリア、三宮・元町エリア

他

コンペティション部門 アートインコンテナ国際コ

ンペティション、しつらいアート国際コンペティショ

ン、神戸港・海上アートコンペティション、ペインテイ

ングアートコンペティション、グリーンアートコンペ

ティション、現代陶芸コンペティション、創作玩具国

際コンペティション、ミュージ、ツク&アートステージ

コンペティション、ダンスアートコンペティション

神戸力発信部門.招待作家展、いけばな未来展、書道展、

兵庫・神戸の仲間たち展、まちなかコンサ一卜、障が

い者公募作品展示(j¥-卜でアートこうべ)他
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神戸の夕暮れに染まる作品たち

神戸ビエンナーレ

1，541，596人

552.83km2 

港で出合う芸術祭

平成19年度

神戸ビエンナーレ組織委員会・神戸市

面人 口
函面 積

事業名

事業開始年度

面事業主体

連絡先

兵庫県神戸市市民参画推進局文化交流部

liiDI 078・322・6490 .冨置078-322・6136

m謂 http://www.kobe-biennale.jp/
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兵庫県 養父市

おおやアート村構想推進プラン
~まちをアートで楽しく~

養父市は人口26.619人で、兵庫県の北部、但馬地

域の中央に位置し、交通の要衝をなし、兵庫県下最高

峰の氷ノ山芯どがある。また、市の東部を一級河川円

山川が流れる芯ど雄大で美しい自然に固まれている。

養父市大屋地域は産業構造の変革などで多くの産業

が縮小・消滅し、その結果、過疎化 ・高齢化の進展、

空き家の増加、学校の統廃合などで、まちの賑わいが

急速に失われた。しかし、平成6年から続いている木

を素材とした全国公募展「木彫フォークアート ・おお

やJは平成24年で第19回目を迎え、期間中は市内外
の多くの木彫ファンが会場に訪れる。また、大屋地域

には木彫家をはじめ、多くの作家が創作活動をしてお

り、そのジャンルも絵画、陶芸、書、木工、染織など多

彩である。平成8年からはいろんなジャンルの作家が

合同でグループ展「うちげえのアートおおや」を開催

し、美術ファンで集落が賑わう。また、空き家の3階

建て民家を改修した分散ギャラリー「養蚕農家」がオー

ブンするなど、芸術資源(人・モノ ・行事・情報)が多

く集積するようになった。これらの芸術資源を新たな

観光資源として活用してくため、平成22年5月に市

民、関係団体、行政等が連携し芸術をテーマにしたま

ちづくり構想実現のため「おおやアート村協議会Jを
設立した。会では「アート」というキーワードでまち

が賑わうことを願い、「おおやアート村構想推進プラ

ンjを策定し、様々な取り組みを行っている。

大屋手づくり市 展示場

開mしとアートの融和 I 

平成22年3月に廃校となった旧兵庫県立八鹿高等

学校大屋校を「おおやアート村構想推進プランjを実

践するための拠点施設として養父市が兵庫県からの貸

与を受け、芸術家のアート活動支援、アート情報の発

信、アート体験の提供が行えるように平成23年度に

体育館、木造校舎の改修工事を行った。平成24年4

月29日に施設の一部をオーブンし、体育館はアート

作品を展示する場所に生まれ変わった。市とおおや

アート村協議会が作品の展示にかかる企画から展示作

業まで協働で行い、 IBIGLA80Exhibitionリ を平

成24年4月29日から7月31日まで開催した。体育

館という広い空間を最大限利用するため大型の木彫作

品なども展示した。期間中の来場者は2.000人を超え、

都市部からも多くの方が訪れアート作品を鑑真した。

また、 8月9日からは新しい作家の作品を迎えr81G

LA80 Exhibition ! 2 Jを開催し、作家が滞在しなが
ら作品を製作するアート・イン・レジ、テ、ンスなども行っ

た。また、木造校舎では、木彫室、陶芸室、 染織室、 絵

画室、書道室、さをり織室があり、それぞれのジャン

ルの作家によるワークショッブを行い、子どもから大

人まで多くの人がアートを体験し楽しんでいる。とり

わけ夏休みは非常に多くの子供たちがワークショ ッブ

に参加し、力ラクリおもちゃや石ころアート、木のキー

ホルダーなどを作ってアート体験し目を輝かせた。ま

た、大人はモビール風鈴、アートTシャツ、オリジナ

ル判子、植木鉢などを作って楽しんだ。また、平成24

年5月19日には「手づくり」をテーマに、出居者と来

場者の交流を通じ

て、地域に賑わい

をつくり、みんな

が元気になり、そ

して手づくりのも

のの良さを知って

もらうため「大屋

手づくり市」を開

催した。アート作

品、手づくり雑貨、
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触れるギャラリーなどにする改修工事を行う予定で

ある。貸アトリ工には若い作家が入居できるよう、空

き家などの住居が斡旋ができる仕組みを作うなけれ

ばならない。また、その作家がワークショッブを行う

ことで、更なるアートを通じた交流が広がることを期

待する。市の財政状況が厳しい中、展示に係る費用や

広報(チラシ)などに係る費用を、企業等が行っている

アート関連事業助成などに応募し、事業費の確保に努

めなければならない。そして、おおやアート村旧IG

LABOJが観光ルートとなるように、兵庫県但馬地域

の観光地の旅館組合、旅行会社などへPRを行い、多

くの人が養父市を訪れ、アート体験、地域住民と都市

住民との交流を通じてまちが賑わうこと期待する。

展示場ワークショッブ

地元の加工品芯どを販売するブースなどが約40庖集

まり、またそこでは、子どもたち自身が作ったアクセ

サリーなどを販売する「子ども手づくり市」コーナー、

音楽ライブなどを行い、イベン卜を盛り上げ、多くの

来場者で地域に賑わいをもたらした。また、中学校の

生徒にアートへの関心をもってもらい、「ものづくりJ
の楽しさをわかってもらうため、学校の美術の時闘を

利用して作家と学校の先生が一緒になって生徒に指導

する授業をするなど、地域に密着した取り組みも行っ

ている。

平成24年度は、日兵庫県立八鹿高等学校大屋校の

RC校舎を貸アトリ工、まんが図書室、こども工作室、
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26.619人
422.78km2 

おおやアート村構想推進プラン

平成23年度
養父市

人口
面積

函事業名

事業開始年度

凪事業主体

連絡先

養父市大屋地域局

079・669-0120・Z圏 079・669-1682
lll!liI http・//www.biglabo.info 
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奈良・町家の芸術祭HANARART(はな5あと)

険奈良県の概要 | 
奈良県は世界に誇る多くの歴史文化遺産と、それら

と一体をなす歴史的風土と豊かな自然環境に恵まれた

地である。北西部に大和平野、北東部に大和高原、南

部に五僚・吉野の紀伊山地が広がり、特に、大和平野

には近世近代に発達した城下町や寺内町、商家町、宿

場町などの歴史的な町並み地域が多く残っている。

骨 型 炉 奈良に華を

奈良県内には歴史的価値の高い町家・町並みが多く

存在しているが、空き家の増加や老朽化が進み、地域

の衰退や安全性の阻害の一因となっている。また、空

き家の利活用は告地域で取り組みが進められている

が、所有者と買い手、借り手のコーディネィ卜の難し

さ、労力と費用などの面から思うように進んでいない。

このような問題に、各まちづくり団体や行政等が連

携し取り組んでいこうと、平成23年2月に「大和・町

一一寸

ART 

fハレ{祭}の空間=事やかな空間Jを創出して | 

地域の活性化につなげたい、という惣いを込めて.I 

元遊郭の旧川本邸 旧川本邸での原田要氏の作品

家パンクネットワーク協議会」を設立し、その横のつ

ながりを土台とし、平成23年10月に「奈良・町家の

芸術祭HANARARTJを開催した。
HANARARTでは、空き町家の現状を伝え、町家所
有者や住民の利活用に対する意識の変化を促すと同時

に、住民の町に対する誇りの醸成、地域内外の交流促

進等を目的にしている。また、斬新な発想をもった現

代アートは、近年、若者に人気があり、伝統的な町家

に現代アートを組み合わせることで、若い世代の町に

対する興昧を促し、まちづくりに参加する機運を醸成

していきたいと考えている。

平成23年は、重要伝統的建造物群保存地区である

今井町(橿原市)、五候新町(五傑市)、宇陀松山(宇陀市)

をはじめ、八木(橿原市)、三輪(桜井市)、郡山城下町(大

和郡山市)、ならまち(奈良市)の7つのメインエリア

と、初瀬(桜井市)、高取土佐(高取町)、田原本(田原

本町)の3つのサテライトエリアで開催した。その取

り組みの一例として郡山城下町エリアをあげる。当エ

リアは豊臣秀吉の弟・豊臣秀長が築いた城下町であり、

当時の町並みが今も残る。また、武土の副業として始

められた金魚の養殖が盛ん芯地域でもある。

HANARA円Tは開催地域それぞれでその地域を担
当するまちづくり団体がいる。当工リアは大和郡山市

でアートやデザインを生かしたまちづくりを進める任

意団体fK-PoolProjectJが担当している。
当エリアの会場は、奈良県で最も古い創業天正13

年(1585年)の和菓子屈や、木造3階建ての元遊郭、

西洋風の小児科医院、元酒蔵など、

個性的な会場が多い。これらの告

会場で現代アート作家がアート展

を開催した他、 K-PoolProjectが

独自で「金魚が集まるアート展」や

「地元の子供たちが色塗りした金魚

ねぶたのライトアップjなどを行っ

た。また、芸術大学の学生による金

魚オブ、ジ、工制作ワークショ ッブや、

地元ミュージシャンとコラボした
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HANARARTはイベントであるが、その効果は単発

的なものではなく、まちづくりの過程のひとつになる

と考えている。イベン卜を通して、人と人とがつなが

るきっかけを創出し、多種多様な人が町に関わること

で、持続可能なまちづくりを推進していきたい。

HANARARTでは告地域のまちづくり団体が連携

し、実行委員会が構成されている。この実行委員会設

立の牽引役となったのは「芯う・まちづくりコンシェ

ルジ、ュ」である。「なら まちづくりコンシェルジ、ユJ

とは、地域主体のまちづくりを進めるため、平成19

年に創設された奈良県の制度である。現在13人の奈

良県職員が、地域住民に対し、まちづくり活動に役立

つ情報の提供や他団体との仲立ちなどを行っている。

この制度の特徴は、知事から個人で任命を受け、人事

異動があってもこの役割を継続していくという点であ

り、継続的にまちづくり団体と関わることが可能であ

る。

県内でも同様の制度の導入を検討している市町村が

でてきている。魅力あるまちの創出を目指して、市町

村のまちづくり担当職員とも連携し、地域主体のまち

づくりの仕掛けや仕組みを考えていきたい。

サポーターの様子

金魚ねぶた展示

書道ライブパフォーマンス芯どを開催した。

会期中、計5大学が研究室やゼミ等の単位でスタッ

フやサポーターとして関わってくれた。町の中に若い

スタッフがいることで町に活気が出たとともに、地域

住民の町の変化に対する期待感を醸成することが出来

た。また、地域住民が地域の魅力に気付く機会となる

と同時に地域内外の人々の交流の場となった。

HANARARTは従来大和郡山市で行なわれてきた

イベントとは異なり、地域主体でイベントを運宮し

たとと、そのイベン卜が現代アートという今までに

なかったジャンルを取り入れたことかう、多種多様

な人々が関わり、地域に主体性を生むことができた。

HANARART開催後、自らの手でイベン卜企画やまち

づくりの提案をする地域住民が複数現れるという結果
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1.415.163人
3.691 .09km2 

まちなみ資産と芸術を活用したまちづくり推進事業

平成23年度
奈良・町家の芸術祭HANARART実行委員会

Eヨ~11匡畢圃圃・・

人口

面積

函事業名

事業開始年度

函事業主体

連絡先

奈良県土木部まちづくり推進局地域デザイン推進課

置富田0742・27-5433III置 0742・27・7685

http://hanarart.main.jp/index.html 
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和歌山県 田辺市
芸術文化交流事業

~毎日が街中文化祭を目指して~

田辺市は、紀伊半島の南西側に位置した人口約8万

人の県内第二の都市であり、穏やか芯気候で、世界遺

産に登録された「熊野参詣道」や多様な温泉郷や温暖

な気候と風土に恵まれた梅、蜜相、蒲鉾、紀州備長炭

芯どの特産物等数多くの地域資源を有しています。

田辺市では、国において認定された「田辺市中心市

街地活性化基本計画」に基づき、官民合わせて62の事

業を実施している。民間が実施する事業展開を積極的

に支援する市のスタンスのもと、駅前商居街の役員が

空き庖舗を活用した「アート」を切り口にした街歩き

への展開を計画した。背景として、商居街の役員が、

単発的な集客ではなく、恒常的にお客さんに街なかを

歩いてもらうためには何をすればいいのかっと考えた

結果「人に感動を与えられるイベント等の実施Jとい
う答えに辿り着いた。では、感動を与えられるものと

は何かと考えたところ「音も今もこれからも、人が感

動するものはスポーツ・芸術・文化である」という結

論に至った。商庖街内でスポーツの実施は難しいため、

芸術と文化に関わる内容の事業展開を定期的に実施す

る方向で、検討に入った。

本事業は、子供の作品展等を実施する一方で、本物

のアート展等を定期的に開催することにより、人が集

まり、告商屈の営業時聞が延長され、街芯かの賑わい

を創出し、そして中心市街地の活性化に繋がるという

計画とした。その計画が、平成23年度の和歌山県の

8月8日(月) 8月8日(月)

補助事業に採択されるに至った。

アートに関わる展示会等を開催することにより、商

居街に足を運13¥きっかけつ、くりと学生等が日頃の練習

の成果を発揮できる場所の提供を行い、芸術と文化に

触れる機会を増やすことを目的に、平成23年7月に

駅前商屈街の空き居舗を「ギ、ヤラリー駅前」として整

備。当初は、毎月 1回土日に開催することで始まった

が、商庖街、南紀みらい(株)(まちづくり会社)、田辺

市が一体となって取り組んだ結果、色々なジャンルの

アート作品展を開催することができた。

毎年8月8日に開催している商白街の一大イベン卜

「ヤーヤーまつり」で、地元の高校生のブラスパンド演

奏を路上で行うとともに、ギャラリー内で手作り雑貨

作品展の開催を皮切りに、幼稚園児の作品展、チエン

ソーアートの世界チャンピオンの作品展、写真やポス

ター展、ブリザーブドフラワーや切り絵展等の体験で

きるイベントも実施することにより、駅前商庖街では

毎月何か面白いことをしているというイメージ‘を持っ

てもらうことに成功した。また、他団体とのコラボレー

ション事業として取り組んだ、映画祭、ひなまつり作

品展も好評で、中心市街地活性化を目指して活動して

いるまちづくり関係団体との連携は今後も重要である

ことを再認識することができた。

一方で、 11月からは、ギャラリーが聞いている期間

に限り、作晶の展示を希望する一般の方への貸し出し

も行っており、気軽に利用できる「ギャラリー」として

定着している。平成23年度の実績としては、 21事業

10月22日 (土)
1 神島高校ブラスパンド部演奏 2 ハンドメイドフェスタ 3.やのともとイラスト作晶展
(路上ライブ‘ 約4目000人) (5人の作家による手作り作品展

約 300人来場)
(お絵かき教室も実施 94人来場)



田辺市和歌山県

えると抽選で景品が当たる取組を実施するなど、そう

いった取組に対し、一定の評価をいただいたと実感し

ている。
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で7.397人の来場があった。

商居街は「無料の駐車場が芯いから不便であるjと

言われるが、当該商居街も近辺に無料の駐車場がない

ため、一定のクレームを予測していたが、そのような

ことは皆無であった。行きたい展示会や居舗があれば、

駐車場の有無は関係芯いと思われる。

以上の取り組みの結果、月 1回の開催予定が月2回

以上の開催となった。また、目標数値(20事業で約

6.000人の来居)を掲げ、 1日100人の来場を目指し

た企画を関係者が真剣に考えるようになった。また、

来場してもううだけでなくお得な情報が入った缶百舗

のパンフレットの配布や商居街を歩いてクイズに答 関

東

東
海
・
北
陸

12月9日 (金)~ 11日(日)
5 紀南幼稚園こども絵画展作品展
(120人来場)

11月25日 (金)~27 日 (日 )
4 映画祭&昔なつかしのポスター展
(田辺・弁慶映画祭プレイベント(過去の作昂
を上映) 80人来場)

中
国
・
四
国

九
州
・
沖
縄

。
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3月20日 (火)~ 25日 (日)
7.切り絵展
(20日 (火)・24日 (土)・ 25日 (日)は、作
家の蓑虫さんの切り絵教室も実施 218人来場)

1月 12日 (木)~ 16日 (月)
6 チエンソーアート展
( 15日(日)は、作家の城所啓二さんの講演
あり 844人来場)写真は搬入の風景

99 

80.475人
1.026.77km2 

芸術文化交流事業

平成23年度

田辺市駅前商庖街振興組合

平成23年8月8日から取組を始めたが、マスコミ

に多数取り上げられたとともあり、今まで商白街に来

たことがない世代や地域の方の来屈があった。学生や

子供連れ、高齢者など、様々な客層が訪れる空間にな

るとともに、ギャラリーに展示し切れない場合は、作

品を缶百舗に展示する取組も実施しており、そのこと

が商居街の回遊に繋がった。しかしながら、例年同じ

展示会や発表内容にな

れば、飽きられるため、

毎年遣う内容のアート

を見てもらえるよう努

力することが大切であ

る。

また、商庖街におい

て、将来的には2箇所

で事業展開したい意向

があるが、平成25年

度以降も引き続き実施

していくためには、財

源不足が懸念される。

現在は、一般利用者の

利用も可能としている

ため、その場合には利

用料を徴収するなど、

今後の事業展開への積

み立てを図っていきた

人口

面積

事業名

事業開始年度

事業主体

連絡先

和歌山県田辺市産業部商工振興課

0739・26-9970C直通) .冨:.0739・22・9898
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広島県 大竹市

巨石アート(ストーンアート)の取り組み
~巨石アート(ストーンアート)で彩るまちづくり~

本市は、広島県の西端に位置し、人口は2万8干人

あまりで、日本で最初にできた石油化学コンビナー卜

のまちとして、瀬戸内地域で、有数の臨海工業地区に発

展しており、日本三景の一つ「安芸の宮島」を望む風光

明娼なまちである。

暴力監視追放協議会の目的は、「暴力のない、安全で、

住みよいまちの実現jであり、そのためには、単に暴

力団を排除するだけでなく、未来を担う子どもたちを

見守り、「いじめや暴力に染まらない、強くたくましい

心jを育てることが大切だと考えている。ストーンアー

ト事業に取り組むようになったきっかけは、前会長が

見た、絵が描かれた大きな石が街じゅうに置かれてあ

る夢だった。県立大竹高校に通学してくる高校生たち

に元気がない、何とかしたしいという思いの中で大竹

駅前から始めたあいさつ運動で知り合った生徒かう文

化祭の案内を受けた。そのとき見た、美術部の生徒た

ちによって鳥や動物の絵が描かれた握りこぶし大の石

がとてもユニークで、心に強く残っていた。石や岩を

キャンパス代わりにして、思い思いの絵を描く芸術一-。

子どもと大人が一緒になって、ストーンアートのよう

な芸術作品づくりに取り組むことで、楽しみながら地

域の心が一つに芯り、街じゅうがまるで、家族のよう

に団結できる。結果としてそうした街には暴力団は決

して近寄うないはす。大竹の街のいたるととろに、絵

団結の乙iiiし

の石が置かれである夢の話を聞いた瞬間、多くの人の

頭の中にそうした思いがひらめいたのである。

ストーンアートの制作作業は当初から予想以上に難

航した。ます、石をどこから手に入れるのか。次に、

大きな岩は 1トン以上もある。その大きくて重い岩を

いったいどうやって運ぶのか。また、描く方もたいへ

んで、立体のキャンパスは初めての体験であり、しか

も左右が非対称である。何がこの岩に描けるのか。筆

を入れる前から大きな壁にぶつかった。しかし、 不思

議なもので、ピンチに陥り、行き詰るたびに、地域の

中からボランティアでクレーン車をだしてくれる方が

現れたり、石を無償で提供してくれたり、絵を描くこ

とが大好きな方が手伝ってくれたりと、知恵や技術、

そして熱い八一卜を持つ助っ人が現れて救ってくれ

た。今も、趣旨に賛同する市内の小・中学生や県立大

竹高校の生徒、市役所職員、警察署員、消防署職員を

はじめ、様々な市民が自分たちの得意な分野で関わり

ながら、 uを一つにして巨石アート (ストーンアート)

づくりを推進している。大人と地域の子どもたちが一

つになって、制作作業に取り組むことで、各地域の青

少年の健全育成にも大きく貢献している。また、 多く

の市民が関わることで、地域の「紳Jを強くするととも
に、街のランドマークとして新たな観光資源となり、

市域活性化のきっかけになればと考えている。平成

16年に大竹駅前の緑地(市有地)に、 17体の動物を

モチーフにした巨石アートを制作したのをはじめ、 大

五色の鯉のぼり
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期待を寄せている。
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市内に点在している、小さな神社等8箇所にストー

ンアート，)¥福神J(大黒天・恵比寿-弁財天・毘沙門天・

布袋・寿老人・福禄寿・お多福)を設置し、1)¥福神巡

り」というテーマ性を設けて、日頃訪れることのない

小さな神社にスポットを当てるなど、テーマに沿った

ストーンアートの制作で、市内に拡げていく工夫をし

ている。現在は、市域の東西南北に青龍・白虎・朱雀・

玄武という「四神J(しじん)の巨石アートを設置し、
市民の安心 -安全を守る「四神ブロジ工ク卜Jに取り
組んでいる。今後は貴重な観光資源と位置づけ、テー

マ己、との散策ルートを開発して、マップやホームペー

ジを作成していく予定である。課題としては、ストー

ンアートの色あせをリメイクしていくメンテナンスを

行う仕組みづくりと、関わる人達の世代交代をどうし

ていくかの答えが見つがっていないことである。

竹の伝統文化である、手描き鯉のぼりや雛流しを題材

にした巨石アートを制作した。さらに、駅前商居街の

活性化の一助に芯ればと、中学生が制作したストーン

アートを居先に設置したり、 警察署員が一丸となって

「握りこぶし」のストーンアートを制作した。市役所

正面玄関前には、手描き鯉のぼりをモチーフにした「五

色の鯉のほ‘り」のストーンアートが設置され、市役所

を訪れる多くの市民に愛されている。設置場所につい

ても公共施設等の敷地内空地や道路残地等の空き地の

利活用を図っており、様々な巨石自体の形を巧みに活

かした、およそ 100体以上の芸術作品が、まちを歩く

多くの市民の目を楽しませてくれている。協議会の会

員自身が発想した取り組みであり、行政からの補助を

求めす、に、自主的に多くの市民に働きかけながら、活

動の裾野を広げている点で「市民協働」のまちづくり

を進めている市政の方針にマッチしており、 『大竹発

の地域文化の発信J
に市としても大きな

近

畿

九
州
・
沖
縄

カメレオン親子パンダ親子ザル
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天まで昇る鯉のぼり
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くp28.608人

78.57km2 

巨石アート(ストーンアート)の取り組み

平成16年度

大竹市暴力監視追放協議会

広島県大竹市目自治体名l

人口

凪面 積

凪事業名

凪事業開始年度

凪事業主体

E 

連絡先

広島県大竹市市民生活部市民課

III盟0827・59・2142 &園0827・59-0003
CJ圃 http://www.city.otake.hiroshima.jp/
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山口県 山口市

メディア芸術を活かした文化的価値創造発信事業
~メディアアートセンターかう広がる活気あるまちづくり~

い区間の糠J二.ι • 
山口県の県庁所在地である山口市は、面積1千|くm2

を超える県内最大の市である。海かう山林まで豊かな

自然とともに歴史、文化遺産に恵まれて、多様な地域

資源を有している。産業構造においても、地域ごとに

特色が見うれる。

山口市は、地方分権社会の中で個性を発揮し、元気

なまちであり続けるための施策を探る中で、 21世紀

の潮流を「情報」と「文化」と捉え、充実した教育機関

や情報通信機能といった独自の地域資源を生かした、

新しい価値創造と情報発信のための拠点が必要で、ある

と考えた。そして、平成5年「やまぐち情報文化都市

基本計画Jを策定し、中心市街地と温泉街を結13¥重点
地域に情報・文化機能の拠点施設を整備する方針を打

ち出した。

ソフト部分の方向性については、地元の識者や芸術

家によるソフ ト研究会において検討を重ね、「地域と

世界に聞かれたアートセンター」と位置づけた。検討

にあたり、全国的に活躍する専門家の協力を得たほか、

欧州のメディアセンターの事例も参考とした。さらに、

市民の意見を吸収しながら具体化を進めたが、費用や

活用方法を巡って活発芯論議が沸き起とったため、市

民による見直し委員会を発足し、そこでの検討、提言

を経て、平成15年11月、市立図書館を併設したアー

トセンターとして「山口情報芸術センター」の名称で

開館した。

平成24年8月までの入館者数は680万人を超え、

独創性に富んだ文化・芸術事業を通して、まちづくり

政策の一翼を担っている。

山口情報芸術センタ一 [YCAI\~] は、芸術作品の制

作機能を有することを大きな特徴としており、山口で

生み出され、世界へ向けて発信される斬新なオリジナ

ル作品は、国内外で高い評価を受けている。これは、

市民の誇りであり、まちの「ブランドづくりJに繋がる
ものであるとともに、作品制作を通して蓄積された技

術を応用することで、新たな「ものづくり」に繋がって

いくものとして、その可能性を模索している。

同時に、 YCAMでは、教育普及事業を通した「ひと
づくり」にも力を入れており、開館以降、数々のオリ

ジナルワークショ ッブを開発してきた。そして、平成

24年度には、このうちの4つがキッズデザイン貰の

リテラシ一部門において経済産業大臣賞を受賞した。

これらのワークショ ッ ブは、 YCAI\~職員が市内の小

学校へ出向く出張授業としても実施しており、山口に

住む子どもたちのメディアリテラシーの促進ととも

に、創造性や豊かな感性を育む礎と芯っている。

また、平成24年 5 月 ~ 8 月には、これまでの教育

普及事業を総括し、新しいステッブへ踏み出す一歩と

して、教育普及展IglitchGROUND-メディアアート

センターから提案する、新しい学び場環境」を開催し

た。その一環である「コロガル公園Jは、 YCAMのス
タジオ内にメディアテクノロジーを駆使した多様な仕

掛けを埋め込み、木製の不定形な床で覆った公園のよ

う芯空間であり、子どもたちは、ここで、自由に遊び、

体験することができる。開催3ヶ月間の来場者は、 延

パフォーミングアーツ
H21 IThe Rainy TableJ 

キッズデザイン賞受賞ワークショッブのlつ H24 Iコロガル公園Jのようす
IEye2EyeJのようす
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YCAM外観とH22rCLOUD FOREST J 

'-)7ートと環績の未来・山口、

LYCAM 10周年記念祭」

「アートと環境の未来・山口 YCAM10周年
記念祭」 ロゴマーク

当

が

'ト

Y 

、レ

戸

k 

べ4万人近くを数え、連日多くの子どもたちが駆け回

り、明るい歓声に包まれた。 YCAI\~ には、「メディア」

や「アート」を、気構えて学んだり鑑賞したりするので

はなく、そこにあるものとして経験できる環境が用意

されている。自然に YCAI\~ に親しむことにより、個

性豊かな人材の生まれる土壌が、山口のまちにはでき

つつある。

さらに、 YCAI\~ では、平成25年度に開館 10周年

を迎えることを機に、「アートと環境の未来・山口

YCAI\~1 0周年記念祭Jを開催することとし、準備を
進めている。記念祭は、これまでの10年間を総括し

つつ、次の 10年の在り方を描き出すものとして、ま

ち全体を巷きこみながら展開していく。併せて、山口

市が力を入れている東アジアからの誘客活動と連携す

るなど、観光コンテンツとしてもPRしていくことに

より、まちの「にぎわいづくりJへ繋げていく考えであ
る。

YCAI\~ の活動を、一層まちづくりへ生かしていく

ためには、教育普及機能のさらなる強化及びモデル化、

市域拡大による周辺地域への浸透、観光コンテンツと

してのPR強化などが課題として挙げられる。山口市

では、 YCAM10周年記念祭を通して、これうの課題

に対する今後10年間の道筋をしっかりと示していき

103 

く〉
〈ヂ194，023人

1023.31 km2 

メディア芸術を活かした文化的価値創造発信事業
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083-934-2670 

連絡先

山口県山口市総合政策部文化政策課

1mII083・934・2717/2718

ll11Il1I http://www.city.yamaguchi.lg.jp 
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徳島県 徳島市

LEDが魅せるまち・とくしま推進事業

徳島市は、徳島県の東部に位置し、吉野川とその支

流がっくり育てた三角州に発達した人口約26万人の

県都であり、温暖な気候と、豊か芯土壌に加えて、阿

波おどり、人形浄瑠璃、藍染めなど、徳島の風土と歴

史が育んだ個性的な文化を有している。

徳島市は、日本が誇る大河吉野川をはじめ、大小

138の河川が市内を縦横に流れ、緑のランドマークで

ある眉山、また、中心市街地には城山を中心として新

町川・助任川に固まれたひょうたん島があるなど、他

都市に類をみない、まさに「水」とともに発展してきた

「まちJである。そこで、本市では「ひょうたん島水と
緑のネットワーク構想」に基づき、ひょうたん島を中

心とする水を生かしたまちづくりを進めてきており、

これまで整備してきた水と緑の魅力に、地域資源であ

るLEOの「光jの要素を加えた、新たな魅力を持つ「水

都 ・とくしまJの創造を目指して、芸術文化の力を結
集し、 LEO技術とアートが出逢う「徳島LEOアート

フ工スティJ¥)レ2013Jを3年に1度の芸術祭として
開催する。

これにより、「徳島=LEOJというブランドイメー

ジを全国にPRをすることで、市内に事業所を有する

LEO関連企業数の増加及び地域経済の活性化を図る。

「ひかり場j高橋匡太

徳島市の中心部であるひょうたん島を舞台に、圏内

外で活躍中の作家や一般公募による作品展示に加え

て、ひょうたん島に架かる橋梁への景観整備を併せて

実施し、水と緑に恵まれた徳島の街|こLEOの光を加

えた、新しい魅力をもっ「水都・とくしま」を創造する

ための芸術文化と最新のLEO技術が出逢う芸術祭で

ある。

「徳島LEOアートフ工スティ)'¥)レ」を開催すること

は、徳島の水辺での新たな魅力づくりにつながり、に

ぎわいの創出、滞在型観光客の集客が図られるととも

に、 LEO関連企業の集積など地域経済の活性化につな
がるものと考えられる。

徳島LEOアートフェスティパルは2010年に開催

以降、トリ工ンナーレ形式(3年に 1度)で開催するこ

とが決定している。次回は2013年開催で、閏の2年

間はプレイベン卜として徳島LEOアートフ工スティ

)'¥)レ2013HOP及びSTEPを開催した。

iHOPJでは、アート作品の展示として、既に設置

しているひょうたん島に架かる橋梁へのアート作品に

加えて、国内外で活躍中の作家によるLEOアート作

品を新たに10作品展示した。iSTEPJでは、 iHOPJ

で展示した作品のイ也、新たなLEOアート作品も登場

して、 3日間国内外で活躍されている作家によるLEO
アート作品が徳島の夜を彩り、 2013への本番へ向け

て大きくJUMPする計画である。

LEOは省電力、低発熱、長寿命、かつ水銀・鉛を使

「虹のラクーンjたlまりつこ
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のブランドイメー

ジを全国に発信す

るための世界に例

を見ないイベン卜

であり、有効な手

段であるが、期間

が限定されている

ため現時点では一

過性の効果で終

わってしまう可能

性がある。今後は、

通年で参加できる

ワークショッブ等

を子どもや市民、

企業を対象に開催

し、作家等といつでも交流ができる拠点施設を設置す

るととにより、年聞を通して県外から訪れる観光客等

においても、「徳島=LEDJのイメージ、を発信する必

要がある。

そこで、「徳島LEDアートフ工スティj¥)レ2013

STEPJの参加作家である椿昇氏と協力を得て、氏が

提案するLEDの裾野を広げるためのLEDの拠点施設

ITOIくUSHIMALED TERAIくOYAJを開設する。

「虹の雲」木村崇人iSORSとMIZUJ逢坂卓郎

「光の航跡J高橋匡太

DによるオペレッタJミシャ・クパル

わない、環境の世紀にふさわしい第4世代の光源であ

り、今後巨大な市場が期待されている産業分野である。

徳島には、青色、白色LEDの商品化を世界で初めて

行い、 LEDの売り上げにおいて圧倒的なシェアを占め

ている世界最大のLEDメーカーの存在がある。

ILEDが魅せるまち・とくしま推進事業」の取り組

みの中で、徳島LEDアートフェスティパルとLED景

観整備は大きな要素を占めており、「徳島=LEDJの

ブランドイメージを全国に発信するためには非常に有

効な手段であり、徳島を世界に誇るLEDの先進県と

するためのイメージづくりに貢献している。
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徳島LEDアートフェスティパルは、「徳島=LEDJ

タ262.919人

191.62km2 

LEDが魅せるまち・とくしま推進事業
平成22年度

徳島LEDアートフェスティパル実行委員会

凪人 口
凪面 積

凪事業名

凪事業開始年度

凪事業主体

連絡先

徳島県徳島市経済部経済政策課

lm!IIII 088・621・5225 I醤酒088・621・5196

[lJ!Ii1J http://tok-led-8代fest.net
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香川県 小宣島町

小豆島石の魅力創造プロジ‘ェクト
~地味の恵み 海と大地と人々が創造した瀬戸内の石文化~

b市区町村の概要 二 [ 

小豆島町は、瀬戸内海国立公園に浮か13¥小豆島の中

央から東に位置する、海と山の美しい自然に恵まれた

町です。日本におけるオリーブ発祥の地として、また、

二十四の瞳映画村、寒霞渓、農村歌舞伎舞台など数多

くの観光スポットを有しています。産業では、醤油、

佃煮、素麺芯どの食品産業、大坂城築城からの歴史を

有する石材業、オリーブ製品の製造業も盛んです。

石垣石を競い合って大坂へ搬出するなど、瀬戸内の島

石は、貴重な歴史文化遺産にもなっています。中でも

小豆島にある「岩谷石垣石切丁場跡Jは、石切丁場跡と
して日本で、唯一の国指定史跡になっています。このほ

か、近年では、昭和43年に我が国で最初に「日本青年

彫刻家シンポジウム」が開催され、平成3年には、石

彫シンポジウムの父と称されるオーストリアの作家、

力一ル・プランテル氏等を招轄しての「小豆島国際石

彫シンポジウム」が開催されるなど、島石の素材と現

代アートが融合した芸術活動が展開されてきました。

今では、島の東海岸を中心|こ、 100基を超える「石彫

瀬戸内海の島々は、良質の花間岩に恵まれ古くから 作品」が町内各所に設置され、町中が石彫美術館になっ

石の産業が盛んな地域です。とりわけ、徳川大坂城修 ています。このように、小豆島には素晴らしい石の文

築の際には、戦国大名たちが瀬戸の島々から数多くの 化があるにも関わらす、これまではその魅力について

世界で初めて石彫シンポジウムを開催したカール プランテルさん 瀬戸内海を見渡すパラダイスゲート
の作品

瀬戸の燭磨灘を見とおす石彫 震災復興支援で東北に贈られた石彫



小豆島町香川県

北
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道
・
東
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関

東

東
海
・
北
援

十分な情報発信が出来ていませんでした。このため、

もう一度、島石の魅力を見つめ直し、地域住民はもち

ろんの事、世界にむけてその価値を発信する取り組み

が、石の魅力創造ブロジ、エク 卜であります。

墨田・・・圃
石のシンポジウム A4チラシ

大坂城の石垣普請と瀬戸内の石切丁場をテーマに、

「小豆島 石の歴史シンポジウムjを平成23年に開催。

シンポジウムでは、歴史文化遺産としての価値を検証

したほか、瀬戸内の石切丁場跡をめぐる「石の里クルー

ジング」を初めて開催し、日本経済新聞をはじめとす

るさまざまなメディアで特集されるなど、高い評価を

受けていました。本年度は、人々の生活と石の文化を

テーマに、「小豆島 石の文化シンポジウムJを今秋に
開催します。池田の桟敷、中山の棚田の石垣、名勝寒

霞渓等をめぐる「ジオサイト探訪」の開催や瀬戸内国

際芸術祭のプレイベン卜として、島と海の復権を目指

し、瀬戸内の石の文化に磨きをかけるものです。

近

畿

九
州
・
沖
縄

石切丁場跡地としては、我が国

唯一の国指定史跡でありながら、

これまで学術的に深堀りした研

究がなされていませんでした。特

に瀬戸内の島々から大坂城へ、い

かにして巨石が運ばれたのか謎

のベールに包まれており、その解

明に向けた取り組みが待望視さ

れています。

オフ、ジ‘工に見間違うほど美しい大坂城石垣の

残石 (豆腐石)

大坂城石垣の母岩である大天狗岩
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く〉
くよ15.783人

95.63km2 

小E島 石の魅力創造プロジ、工クト
平成23年度
小E島町

配人 口
正面 積

函事業 名

函事業開始年度

s事業 主体
連絡先

香川県小豆島町企画財政課

lImIIII 0879・75-1800 IIZ:園0879・75・1500

m国 http://www.town.shodoshima.lg.jp
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香川県 直島町

ベネッセアートサイト直畠による「家プロジ‘工クトj事業
-r民J主導による現代アート活動~

瀬戸内海に浮かぶ周囲約 16km、人口約3.200人の

小さな島で、瀬戸内特有の温暖芯気候である。金・銀・

銅の製錬業が島の主力産業であり、金については東洋

トップクラスの出荷額を誇る。また、漁業ではハマチ、

海苔などの養殖業が盛んである。

ベネッセアートサイト直島は、平成4年より約20

年間直島本島の南部工リアにおいて様々な現代アート

活動(1ベネッセハウスJ1地中美術館J1リ-ウファン

美術館」の建設や作品の恒久展示など)を展開してき

た。中でも活動の中心となるのが、他所からアーテイ

ストを招いて直島に滞在してもらい、そこで「直島に

しかない作品」を制作してもらうコミッションワーク

形式によるサイトスペシフィック ・ワーク(日本の原

風景ともいえる瀬戸内の自然や地域固有の生活文化の

中にアート作品や建築などを置くことによって特別な

空間・場所を創造していくもの)を主力に展開してき

た。その結果、ここでは島の風景・景観にマッチした

様々な現代アート作品が屋内外各所に恒久展示されて

おり、我々の目を楽しませてくれているエリアとなっ

ている。

そのサイト

スペシフィッ

ク-ワークの発

展形・集大成と

して、これまで

アート活動を展

開してきた南部工リアから、島の古くからの歴史ある

生活圏である集落=本村地区に場所を移し、そこに点

在していた空き家などを改修・復元し、建物丸ごとそ

のままをアート作品にしてしまう試み=1家プロジ、工

クト」を平成10年度より開始することとなった。

「アートJ1建築」そして「地域」の融合を目的に、直

島の古くから歴史のある集落「本村地区」に点在する

空き家などを改修-修復し、他所からアーテイス 卜

を招いてコミッションワーク形式による「サイトスペ

シフィック・ワーク(=直島でしか創ることのできな

い作品)Jをその建物に半永久的に展示させる「家プロ

ジェク卜」事業を展開。

その第1弾として平成10年に制作した作品「角屋J
を皮切りに年々作品を増やし、現在までに7作晶が直

島・本村地区の中に存在し、それぞれ鑑賞することが

できる。

作品の中には制作の過程で町民が参加したものも

あり、例えば、先の「角屋」は、改装された古民家の内

部にブールが広がり、その中にLEDカウンターがま

るで小宇宙のように散りばめられている。この力ウ

ンターのスピードは、一つ一つが町民の手によって設

定されたものであり「アート」と「地域jがうまく融合

された契機となっている。というのは、アート活動開

始当初は、地域住民に内容を理解してもらうのに時間

がかかったが、作晶制作に町民自らが参加することに

よってアートに対する理解がより深まり、次の作品制

作においても協力体制が得られることになったからで

ある。

家プロジェクト第1弾「角屋J(着手前)の 同「角屋J(完成後)の様子
様子

「家プロジェクト」事業

の効果として先す挙11られ

るのが、地域の活力低下の

元凶となってしまう空き家

の有効活用ができたことで

ある。これにより観光客は、

船で島を訪れ、アートのみ

でなく、集落を歩くことに

よって、ここでしか昧わえ



直島町香川県
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本村地区に「屋号表札」を整備「角屋Jの制作には町民が参加した同「角屋J(内部の様子)

関

東
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ており、自主的に路地の清掃を行ったり、玄関の軒先

に「のれんJを掲げるお宅も増えてきており、集落の景
観向上にも大いに貢献されている。

行政主導でなく民間主導である「家ブロジ、エク卜」

の展開を契機に、行政も本村地区を「景観重点地区Jに
指定したり、住民に親しまれている「屋号Jを整備する
など、新たに「開発」するのではなく古くから地域に在

るものを「活かす」まちづくりへと方向転換している。

ない非日常的な体験をすることができる。おかげで

度々作品 (=地域)を観に訪れるリピーターも多く、交

流人口が年々右肩上がりに増えることに繋がった。

観光客が増えることによって、その受け皿として新

たに民宿や力フ工、食事ができる庖舗などが増えてい

る。 また、地域住民(特に高齢者)と来島者(若者)な

どとの交流が生まれ、それが住民の活力になっている

ことや、外部から本村地区が評価されることによって

自分たちが住んでいる地域に対して誇りが生まれてき

近

畿

九
州
・
沖
縄

集落内に新たにできたカフェなどの庖舗の中には、

本村地区固有の景観に配慮していないものも増えてき

ており、まちなみの良さが失われつつあるので、何ら

かの規制が必要となっている。現在、地域内での新築・

改築などには町に届出をしてもらうような仕組み作り

を検討中である。また、マナーの悪い来島者による歩

きタバコやゴミ等のポイ捨てなども問題と芯ってお

り、その規制をする取り組みも必要となっており、「直

島町環境美化条例(仮称)Jの策定を検討中である。

この事業によって交流人口の増加にはなっている

が、定住化や人口増加には繋がっていないのが現状で

ある。「直島に住みたいのだが・ー」という問い合わせ

も多数あるのだが、島内には直ぐに住むことができる

住宅がなく、今後、定住化促進住宅の供給も検討する

必要がある。本村地区の住宅の軒先に掲げられた「のれんj

109 

く〉
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14.23km2 

ベネッセアートサイト直島による「家ブロジ‘ェクト」事業

平成10年度
ベネッセアートサイト直島

画面 人 口
凪面 積

凪事業名

園事業開始年度

函事業主体

連絡先

香川県直島町総務課企画電算室

lIim 087・892・2020.冨温087・892・3888

m国 http://www.benesse-artsite泊/
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愛媛県 西条市

r7Jくjと「芸術文化jのまちづくり

西条市は、西日本最高峰の石鎚山と瀬戸内海に固ま

れた、温暖で風光明娼芯ところである。四国ーを誇る

経営耕地を持ち、多品目の農産物を産出するとともに、

臨海部を中心に多くの製造企業が立地し、四国屈指の

工業地帯を形成している。

西条市では、河川の表流水が地下に伏流して、全国

的にもまれな被圧地下水の自噴地帯が広範囲にわたり

形成されており、その自噴水や自噴井は「うちぬきJと
呼ばれ、古くから市民に親しまれるとともに、多くの

農水産物を育んできた。乙うした豊かな水資源に恵ま

れた環境を背景に、昭和60年に環境庁(現環境省)か

ら「うちぬきjが「名水百選」に、また、平成7年には国

土庁(現国土交通省)から、当市は「水の郷」に認定さ

れている。特に市内中心部の新町川水系は、「アクア

トピア水系Jとして快適な親水空間が創出されている。
NPO法人うちぬき21プロジェク卜は、とれ5の地

域資源を活かし、自然と文化の高揚に関する事業を行

い、ふるさとづくりを行うことによって公益に寄与す

ることを目的として、平成12年に設立された(平成

15年lこNPO法人化)。市民が誇れる「水と芸術文化

のまちづくりJをテーマに、「西条のうちぬき保全と環

境美化J、「芸術文化の創造と環境づくりJ、「市民が誇

れる水景観づくり」を基本方針に活動を実施し、様々

なイベントを通じて、住民が一体となって地域の魅力

向上に努めている。

11.ーィベンヤ閲倦トー-ム三九|
「水」と「芸術文化」をメインテーマに掲げ、うちぬ

き21ブロジ、工ク卜は水景観づくりや環境美化活動を

行っているほか、数多くの魅力あるイベン卜を開催し

ている。幅広い世代の人々がこれらに参加することに

よって、少しでも多くの住民に対して、水景観や芸術

文化への意識を高めてもらうことを目指している。

毎年開催しているイベントで、多くの方が参加して

いるものとして、「うちぬきウオークラリーjと「アー

トフ工スティ}I.JレJの二つが挙げられる。一つ目の
「うちぬきウオークラリー」は、前述の「アクアトピア

水系jを中心に市内を徒歩で巡るものであり、 51くm、

10km、史跡めぐり、環境-建築などのコース設定をし、

参加者が選択できるようにするとともに、スタンプラ

リーも実施している。また、コース上に石彫作品があ

るほか、絵手紙・スケッチ教室などのイベントも同時

開催しており、芸術文化の香りを昧わうととができる。

毎年好評を得ており、市内のみならす市外からも数多

くの参加者が訪れる。

二つ目の「アートフ工スティj¥)レ」は、西条市丹原文

化会館を会場として、一日中様々なアートに触れなが

ら過ごすことのできるイベン卜である。ダンボール

アートやタオル生地アートを実際に制作したり、趣向

を凝らした各種ワークショ ッブに参加したり、多様な

作品展示を見たりすることができる。また、和太鼓演

奏やダンスのステージ発表なども行われる。子どもか

ら大人まで、アートを気軽に体験できるイベン卜とし

て、大勢の家族連れで賑わっている。

この「アートフ工スティ)¥Jレ」の開催日は、毎年「石

アートフェスティj(ル(布アート) アートフェスティJUレ(石彫教室) アクアトピア水系(うちぬきウオークラリー)
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うちぬきウオークラリー

(地元生徒さんも参加)
石彫公開制作うちぬき21講演会 (防災を学習)
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の維持のために「アクトピア水系」の清掃や、 rs8ク
Ijーンウオーク四国」などのボランティア活動にも積

極的に参加し、住民からも多くの感謝の言葉をもらっ

ている。

このような活動の結果、うちぬき21プロジェクト

は、平成23年度の「手づくり郷土貰J(国土交通大臣
表彰)に選ばれた。これまで多彩な事業活動に取り組

んできたことが評価され、受賞につながったと考えて

いる。

うちぬき美術館(田んぼにアート空間の創出)

近

畿

九
州
・
沖
縄

今後も引き続き「水と芸術文化のまちづくりjを目

指していく上で、取り組みの強化と組織の拡大を図っ

ていくことが重要である。例えば、通常総会時に、一

般の方も参加することができる講演会を開催している

が、その際に、外部講師を招き、身近な話題として興

昧を持ちやすい内容にすることで、組織拡大のきっか

けになるようにと考えている。

また、地域の魅力を発信するために、平成23年度

の「ふるさとCM大賞えひめ」に応募し、西条市の「う

ちぬき」の水をアピールした。参加賞ではあったが、

このCMは30秒間で5回テレビ放映された。今後も、

様々な機会を通じて魅力ある西条を発信していきた

い。

彫公開制作」の期間中に設定されている。 「石彫公開

制作Jとは何かというと、石彫作家を世界中かう公募
し、約1ヵ月にわたって西条市内にて「水と芸術文化」

をテーマに公開制作するというものである。「アート

フェスティJ¥)レjにおいても、 実際に制作している様

子を間近に見ることができる。完成した作品は告施設

に寄贈設置され、市民が日常的にアートに接する機会

を生み出している。さらに、告作品を自転車で巡るサ

イクりングマップの作成も行っている。

このほかにも、これまで「うちぬき美術館の造営j、

「水辺のコンサ一卜」、「親子石彫教室」など数多くのイ

ベントを通じて、多くの市民に感動と喜びを与え、市

民から活動が認められるに至っている。現在は、活動

を通じて築き上げた紳により、地域の魅力向上、環境
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~ 113，845人(平成24年3月31日現在)

509.07km2 

「水」と「芸術文化」のまちづくり
平成12年度

NPO法人うちぬき21プ口ジ‘ェクト

凪人 口
函面 積

凪事業名

凪事業開始年度

凪事業主体

連絡先

愛媛県西条市企画情報部戦略企画課

甑自彊0897-52-1 707 m置0897・52・1200
lll!l3 http://www.uchinuki21.jp/ 
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高知県 高知市

アール・ブリユツト美術館運営事業
~高知の歴史と刻む場所で、高知のこれかうを刻む文化を育む~

高知県の中央部に位置する高知市は、太平洋に聞か

れた自然豊かな地に土佐藩の城下町として発展した四

国太平洋側の中核都市である。「みんなで育む文化の

力」を基本理念として文化振興の考え方や進め方を示

した高知市文化振興ビ‘ジ、ヨンを策定している。

障がいのある方や、専門の美術教育を受けることな

く心のおもむくままに表現者として制作活動を行って

いる人々により制作された作品は「アール・ブリユツ卜

(生(き)の芸術)Jや「アウトサイダー-アート」と称され、

近年欧米で注目を集めていた。2010年にパリ市立アル・

サン・ピエール美術館にて「アール・ブリユツ卜・ジ、ヤ

ポネ」が開催され、日本のアール・ブリユツ卜作家63名

約800点の作品が紹介されると、好評を博すとともに

日本人のアール・ブ、リユツ卜作家・作品が脚光を浴びた。

乙れを受け、日本財団の支援によるアール-ブリユツ

ト美術館全国 10力所設置ブロジ、工ク卜がポー夕、レス

アート・ミユージアムNO-MAを中心に始動、藁工

ミユージアムの運営母体である特定非営利活動法人

ワークスみらい高知がプロジ、工クト入りし、開館の準

備が進められた。

「藁工ミユージ、アム」は、高知県内の美術館の中で唯

一、アール-ブリユツト/アウトサイダー・アートを

中心に調査、公開、保存する美術館であるとともに、

障がいのある方の就労する場ともなっている。また、

ミユージ、アムを中心に、高知の食材をふんだんに使っ

た飲食庖「土佐)¥)レ」と多目的ホール「蛸蔵(たこぐら)J

が隣接し、連携して運宮を行っている。

アートゾーン藁工倉庫 ショッブkiosk

[目的1
アール・ブリユツ卜/アウトサイダー・アートの作

品価値向上、調査、公開、作品散逸防止のため。また、

誰もが気軽にアートに触れあえる場となるとともに、

ジャンルに捉われす新たな文化情報を発信していくた

め。また、障がい者の就労の場所としても運宮する。

[内容]

ジャンルを越えた展覧会の開催、五感に訴えかける

体験型イベントや講演会、映画上映会、音楽・演劇な

どの公演の開催。アール・ブリユツト/アウトサイ

ター-アートの作品調査、収集保存。病院施設で行わ

れる絵画プログラムへの講師派遣やワークショッブの

開催。障がい者の就労支援も行う。

[実施状況1
2011 年 12月 23 日~12月 25 日

「オープニングイベン卜J(※音楽会、映画上映会-
トークライブ、講演会など多数開催)

2011 年 12月 23 日~2012年2 月 19 日

1)てリに渡ったニッポンのアール・ブりユツ卜」展

/ワークショッブ「影であそぼうピン・ポン・パンTJ
/映画「人生、ことにありj上映会

2012年 3 月 3 日~3月 25 日

「トマトアートフ工スタ」展/ワークショップ「デ

ハラユキノリとお野菜キャラクターを作ろう(粘土

編)J 1マンガ×トマトートマトを食べてその感想を

マンガで表現しよう!-J/イベン卜「おいしいト
マトを食べよう|トマト即売会J

2012年 4月 1 日~5月 20 日

「藁工倉庫 renovation project ~写真と映像でと

西側倉庫群



高知市

関

東

東
海
・
北
陸

高知県

みんなあつまれ!しゆっばっしんと

う」上映会

2012年9月22日-1 0月14日

「岡林美喜子個展~まなざしの先に

あるもの-J展/イベン卜「藁工花
火大会JI藁工倉庫のお月見会」
[成果及び今後期待される効果]

高知出身・在住のアール-ブリユツ

卜作家を発掘、紹介している。

公立の美術館ではできないような食を交えた展覧会

やイベン卜を開催することで、アートを身近に感じて

もらい、一般的な美術展には足を運ばないよう芯新た

な来館者層を創出し、年代やジャンルを超えた新た芯

コミュ二ケーションも創出している。新しい文化情報

発信の場として県外からも多くの方に来ていただいて

いる。また、あまり使われなく芯っていた高知特有の

建物を活用することにより、高知ならではの景観を遺

すとともに、再生について考える場ともなっている。

「スピリッ トアート展のあゆみ~見て、感じ
る。 ~J 展会場

「マンガ× トマトートマトを食べてその感想
をマンガで表現しよう1-Jワークショッブ

I}てリに渡ったニッポンの土佐パル
アールブリユツトj展会場

近

畿

九
州
・
沖
縄

{事業継続において苦心した点、打開策、解決方法]

運営資金が不足しているため支援金・助成による資

金の確保を試みているが、十分でない。また、地域の

方により広く理解してもらい、さうなる支援を地域の

方が自発的にしてくださるような仕組みを作ることが

必要である。

[今後の展望]

隣接飲食庖「土佐パル」と「蛸蔵」、西側倉庫群との

連携をさらに深めるとともに、西側にある一文橋公園

の活用や「地球33番地実行運営委員会」との連携を

取っていくことにより、周辺一帯の地域の活性化を図

り、まちづくり活動への展開を図っていく。

また、高知市文化振興プラザかるぽーとや高知県立

美術館とも連携し、高知の文化振興に寄与することを

期待している。

らえた美術館への 100 日間~J 展/ワークショッブ

「職人さんと漆喰ポールを作ろうJ1""古民家を自転車
で巡ろうJ1""映像パフォーマンスワークショッブin
藁工J1""わらわら工作教室 ゴールデンウィークの
特別おたのしみ工作教室j

2012年6月9日-7月16日

「スピリットアート展のあゆみ~プロローグ 見て、感

じる。 ~J 展/ワークショッブ「お父さんといっしょj

「かきかきチョキチョキべったべたJ/映画「まひるの
ほし」上映会、映画撮影監督田島征三氏トークショー

2012年7月21日-9月2日

I""GO!GO!描きテツ!!J展 / ワークショ ッブ

1"" paramodel joint factory :パラモテ、ルジ‘ヨイント

ファクトリーJ1""夕、ンテツ|ダンボールで作ってあそ

ほう~電車に線路にまちのいろいろ-J 1""街テツしよ

うP電車ジオラマ教室J/映画「きかんしゃ卜ーマス
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。。
凪人 口
凪面 積

凪事業名
s事業開始年度
嗣事業主体

連絡先
高知県高知市総務部総合政策課

EDl088-823・9407 臨調088-823-9382
1m週http://www.citY.kochi.kochi.jp/soshikil2/(高知市総合政策課HP)

http://warakoh.com/(アートゾーン藁工倉庫)

ワークスみらい高知

340.806人
309.22km2 

アール・ブリユット美術館運営事業
平成23年度
特定非営利活動法人
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福岡県 田川市

後藤寺街並み美術館
~商庖街かう地域文化の発信とふれあいの街並み創出を~

砂市区町村の概要 ! 
福岡県田川市は、人口50.040人、面積54.52km2

の市である(平成24年4月現在)。かつては石炭産業

が隆盛を極め、日本有数の「炭都」として知られていた。

現在、炭鉱は閉山したが、本市が発祥の地とされる炭

坑節をはじめ、二本煙突、伊田竪坑櫓、日本で始めて

世界記憶遺産に登録された「山本作兵衛氏炭坑記録画-

記録文書」など様々な炭坑遺産がある。

防商庖街活性化のためl号宅平均欄捕時開|

後藤寺商庖街アーケード内居舗で構成される「ごと

うじ銀天街」では、商庖街に賑わいを取り戻すことを

常日頃から考え、毎月二十日に各庖舗での特売や来客

者へのふるまいを行う、「二十日市Jを実施したり、後
藤寺の古くからの花である、藤の花をイメージした統

ーした景観をアーケード内で作るため、藤棚・提灯・

懸垂幕などを設置する事業を展開していた。

平成22年8月からさらなる取り組みとして、才能

のある地元芸術家らに光を当てようと、商庖街全体を

美術館とし、商屈街に回遊性を持たせる「後藤寺街並

み美術館j構想を練っていた。そのような中、田川市

と福岡県立大学が共同申請していた「山本作兵衛氏炭

坑記録画・記録文書」が日本初の世界記憶遺産に登録

(平成23年5月)され、作品を展示する田川市石炭・

歴史博物館には市外からの観光客が急増した。この観

光客を少しでも後藤寺商庖街に足を向けさせる乙とが

出来ないかというととを合わせて考慮した結果、第1

弾として平成23年12月に「山本作兵衛氏レプリ力展j

を開催することとなった。

第1弾として開催する運びとなった「山本作兵衛氏

レプリ力展」は、レプリ力を所有している田川市が「ご

とうじ銀天街」に貸し出すに当たって、世界記憶遺産

に登録されたこともあり、劣化などを考え、有識者か

らは慎重に検討するようにとの意見があった。一方で、

田川市としては「山本作兵衛氏炭坑記録画・記録文書」

を広く活用し、市政の発展を行うこととしていたこと

から、貸し出す際の要綱を整備した上で貸し出しを決

定した。なお、劣化を防ぐために、展示が可能な紫外

線を力ツ卜するガラスケースでの居舗に限定した。作

品を展示する乙ととなった自主は、ただ展示するだけ

ではなく、おもてなしの心を考え、居主自らが来客者

へ絵の説明が出来るよう、田川市石炭 ・歴史博物館の

学芸員を招いて学習会を開催し、万全の体制で開催当

日に臨んだ。その結果、日本初の世界記憶遺産登録も

相まって、期間中多数の来客者が訪れた。なお、来客

者からは「世界に認められた絵を気軽に観賞出来て嬉

しい。Jなどの声があり、順調な滑り出しとなった。
平成24年2月には第2弾として、元炭鉱員が自身

の炭鉱での体験を基に和紙を使った柔らかい風合いの

「炭鉱ちぎり絵展」を開催した。なお、作品を展示する

居舗も 1回目の18居舗から9庖舗増え、 27庖舗とな

り、商居街の中でも広がりを見せている。平成24年

4月には第3弾として端午の節句に合わせ、「見上げ

れば端午の街並みJと題し、アーケードの天井に武者

絵の描いたのほ‘り旗と、といのぼりを展示するととも

に、開催初日には、花の苗100個及びゆで卵とアイス

クリーム各50個を無料で振舞った。平成24年6月

第 1回オープニングセレモ二ーでの作晶を第1回レプリ力展での掲示風景
J¥ックにした会長あいさつ

第2回炭鉱ちぎり絵展での掲示風景



田川市福岡県

特

集

る。

今後の展望としては、地元地区に小 ・中・高校があ

るが、児童・生徒やその両親及び祖父母を含めて、日

頃から商庖街を利用しており、地域から愛される商居

街づくり及び日頃の利用の感謝を込めて、児童・生徒

の書道や美術の作品を展示することも検討している。
北
海
道
・
東
北

関

東

東
海
・
北
陸

近

畿

中
国
・
四
国

第3回での武者絵展示風景

第3回での鯉のぼりの説明文

には第4弾として、元炭鉱員が当時の炭鉱街での暮ら

しぶりを撮影した写真を展示する「筑豊田川思い出写

真展Jを開催するととともに、開催初日には、あめ玉
をハンカチでくるみ、てるてる坊主風に仕上げた「て

るてるハンカチ」や、うどん芯どを振舞った。

現在まで実施してきた成果としては、田川市が注目

を集めている炭坑文化に焦点を合わせた企画や、時期

にあわせた企画を実施することで、地域住民の関心を

引くことに成功している。また、 2ヵ月に 1回(偶数月)

と、定期的に開催していることもあり来客者かうは「次

はどのような企画で楽しませてくれますか。」などの

声が多くあがり、 徐々に「後藤寺街並み美術館」の取り

組みが浸透している。

阪重彦る発展を醤指じで

課題としては、現在回遊性を持たせるため、商居街

全体に作品を展示しているが、年配者の方が多く利用

される中、すべての作品を見るための移動が困難との

意見があると言う。そこで「ごとうじ銀天街」が現在

検討している案としては、商居街の空き居舗を活用し

て休憩スペースを設け、そこに作品を展示することで、

移動距離を少なくする方策である。関係者の一人は、

商居街は地域住民の憩いの場としての機能も持たせる

必要があり、実現に向け早急に実施したいと語ってい
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第3回での鯉のぼり展示風景

O~ 

50.040人
54.52km2 

後藤寺街並み美術館

平成23年度
ごとうじ銀天街

凪人 口
面面 積

嗣事業名

嗣事業開始年度

凪事業主体

連絡先

福岡県田川市産業振興部商工観光課

lm!I 0947-44・2000(内線311) 置置置0947・46・0124
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佐賀県鹿島市

まちなか博物館
~高居街に眠るお宝でまちと地域の魅力を再発見~

P市町村の概要 ながら、楽しんで買い物ができる雰囲気づくりの仕掛

けとして、商工会議所が主催し、商庖街の協力のもと

佐賀県西南部に位置する鹿島市は、豊かな自然に育 平成23年度から「まちなか博物館」事業に取り組んで

まれた人口約3万1千人の地方都市である。日本3大 いる。

稲荷の1つで年間300万人が訪れる祐徳稲荷神社や、

有明海の広大な干潟を活かしたガタリンピックなどで

知られ、近年では、世界も認める良質な日本酒の産地 「まちなか博物館Jの事業概要は、商白や事業所のー
としても、高い注目を集めている。 画を「ミ二博物館Jとし、これらのミ二博物館が集まっ

除街と入信一応ずりゃ 懇願開
た商居街全体を大きな博物館に見立ててPRし、来街

者に披露する企画である。これにより、買い物や食事

肥前鹿島駅前に広がる5つの商居街で構成される当 など様々な目的で商庖街を訪れる人が、商居街の新た

市の中心商庖街は、江戸時代の旧長崎街道沿いに発展 な一面や魅力に触れながら、楽しんで散策できる雰囲

した町並みで、昭和50年代まで近隣地域一帯の商業 気づくりを行い、賑わいの創出につなげる事が目的で

の中心として賑わいをみせていた。しかしその後、商 ある。

居街の核をなしていたショッピングセンターの撤退や 博物館として展示する品は、普段お目にかかれない

集客力の低下など、様々な要因で年々通行量は減少。 ような「お宝Jで、老舗の歴史や伝統を伝える資料、書
空き居舗も年々増加傾向にある。 画-骨董や、百主こだわりの趣昧のコレクションなど、

また、事業主の高齢化や、まちづくりの原動力とな ジャンルも問わす様々である。本事業の特徴は、展示

る後継者やリーダーの不足、さらには商庖街同士の連 スペースの大小や展示内容に関わらす、商屈にある既

携の希薄さが内在しているなど、商庖街がもっコミユ 存の素材を活用し、平常の居舗営業を行いながら気軽

二ティ機能も低調である。この点も、衰退が続く商屈 に参画できる点にある。

街にあって、活性化の機運がなかなか高まらない要因 今回はじめて本事業に取り組むに当たって、商居街

ともなっている。 や関係団体と事業内容や手法を共有する必要があった

このような中、地域に根ざした商居街として、ます ため、平成23年11月に小規模のプレイベン卜を試験

第 1に多くの人に知ってもらうため、来街のきっかけ 的に実施。翌3月には規模を拡大して3週間の期間を

づくり、入居の仕掛けづくりを模索した。 設け本格的に事業を展開した。プレイベントでは 10

そこで、群馬県前橋市や、愛知県豊田市の商白街に 箇所だったミ二博物館も、 3月には協力屈が大幅に増

おける取り組みを参考に、商庖や商居街が持つ隠れた え26箇所がミ二博物館として参画した。

魅力や素材を掘り起こし、来街者がそれらを再発見し とれらのミ二博物館の中には、商居街の空き白舗を

らくがん製造に使う古い木型や商盾街の古写昭和40年代に使用していた着物の染め見本昭和のフィルムカメラコレクション200台・
真(和菓子庖) の反物(呉服盾) 非売品 (カメラ庖)
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今年2年目を迎える本事業は、平成25年度までは

県・市の補助金を活用した運営を予定している。事業

の継続的な発展と商届街による自主運営のために、財

源確保はもとより、コーディネーターとなる人材育成

が課題である。

前述のように本事業自体は、あくまでも商居街への

来街と入居を促すきっかけづくりの一つの手法で、事

業単体では集客能力が決して十分とはいえないのも事

実である。

このため、商居街で実施されるさまざまな伝統行事

や、イベン卜とコラボレーションすることで、 PR.集

客面で、の相乗効果を図る必要がある。当然、売り出し

企画等とも連動する事で屈の売り上げにつなげなくて

はいけない。

さらに、展示内容のマンネリ化を防ぐためにも、新

たな魅力の発見と掘り起こしは不可欠であるし、外部

のサポーターと連携を深め、商庖街をお宝や作品発表

の舞台として活用してもらう事も今後の事業発展の鍵

になるものと思われる。

活用する形で、市内の芸術団体による美術展覧会や、

趣昧のサークルによる作品展を開催するとともに、商

庖街内にある病院の協力により、貴重な古い医学関連

の資料を特別に一般公開する企画も実現。さらに、教

育委員会や生涯学習センターとの共同事業として、小-

中学生対象のクイズラリー、ガイド付きのまち歩きツ

アーも実施した。なお、散策の利便性と回遊性を高め

るためにマップを作成しスタンプラリーにも取り組ん

だ。

事業成果としては、同時期に開催された商居街や市

内告地のイベントと連携しPRや集客の画で相乗効果

を図ったため、従来商居街に縁遠かった人への誘客に

つながった。アンケー卜調査によれば、 1人平均で約

8箇所を見学して回り、 7割を超える人がイベント内

容に「満足」と答えている。特に、普段馴染みの無い屈

に入居するきっかけとなり、「あうためて商庖街の魅

力の新発見・再発見ができた」、「展示品を通じて庖主

との対話に花が咲いた」、という意見も多く、好評を得

ている。また、マスコミにも特徴ある商居街活性化の

活動として幾度か取り上げられた。

これにより、商居街の新たな魅力発掘と発信による、

賑わい創出という面で、一定の成果を見ることができ

た。

中
国
・
四
国

古民家ギャラリーに展示された絵画や手芸作空き庖舗を活用した美術人協会による展覧会市内小中学生によるクイズラリー(文房具庖)
品に見入る人ひと(フラワーショップ) ギャラリートークも実施
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31.378人

112.1 km2 

まちなか博物館

平成23年度
鹿島商工会議所・鹿島市中心商庖街連合会・鹿島市

佐賀県鹿島市l日自治体名l

人口

面積

事業名

s事業開始年度
配事業主体 。d
連絡先

佐賀県鹿島市産業部商工観光課

ElII 0954-63・3412 m:II 0954-63・2313
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長崎県 対馬市

対馬アートファンタジア事業
~場を繋ぐ一物を繋ぐ一人を繋ぐ一時を繋ぐ~

P市区町村の概要 深い関わりがある。現在でも、学生同士のホームステ

イなどの交流や、市の3大イベントとして『厳原港ま

韓固まで、49.5kmに位置する対馬。面積の約9割 つり対馬アリラン祭.1r対馬ちんぐ音楽祭.1r国境マラ
は山林。複雑な入江が続く海岸線は915kmにも及13¥。 ソンin対馬Jを実施しており、韓国との交流の機会は
古来より大陸との文化の中継地点として重要な役割を 多い。中でも『対馬ちんぐ音楽祭Jは音楽、 『国境マラ

果たしてきた対馬は、日本文化のルーツが数多く残る ソンin対馬Jはスポーツを介した交流イベン卜として
国境の島である。 定着している。今回、芸術の分野でも賑わいをつくり

炉支化の十字路 対馬 u ぽ辻川崎

対馬市は、平成23年度に最後の朝鮮通信使が来日

( 1811年)して200周年となる節目の年を迎えた。『朝

だすことで、対馬市の一層の活性化と交流人口の拡大

を目指している。

鮮通信使』やf倭館jなど対馬の歴史は、今日の日韓交流 対馬アートファンタジアキックオフイベントは、平

の礎として注目されている。この節目の年に、文化交 成23年度、対馬市で行われた『最後の朝鮮通信使来日

流の十字路として歴史的地勢を有する対馬の役割を見 200周年記念イベン卜Jの時期にあわせてスター卜し
直す時期として、諸外国との文化交流を現代アートを た。“場を繋ぐ 物を繋ぐ一人を繋ぐ一時を繋ぐ"を

介してリパイパル。あわせて地域振興を図る取り組み コンセブトとし、新しく多様な文化交流を促進させる

として、対馬アートファンタジ、ア事業をスター卜した。 という 『対馬アートファンタジア構想』のもと、平成

対馬市は韓国まで地理的に非常に近く、歴史的にも 25年度までの3ヵ年事業として行われる。

JI包
|・ - r K2-一.....-圃酋ι ... 

朝鮮通信使易地鰐礼 200周年記念事業 対馬アートファンタジア 2012オ ブ二ングセレモニー

、民4志

圃--

?町 一三二j

iVL 
r 
J 

2012年に新た芯展示会場と芯った峰町木坂御前浜の藻小屋 対馬に自生する「かすら」を利用した作品



対馬市長崎県
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平成23年度は小学生、24年度は高校生を対象とし、

アートを介した交流ワークショップを行った。事業の

内容やイベントについて、対馬市ホームページや市内

CATVなどで周知はしているが、市民の認知度はまだ

低く、多くの市民の理解が得られているかといえば不

十分である。

事業の最終年度となる平成25年度は、関係団体へ

の早期の周知、市民とアーテイストの交流イベントの

実施、旅行会社とタイアップしたアート鑑賞ツアーの

造成などを通じて、市内外に関わらす、更なる認知度

の向上を図っていく。

また『対馬アートファンタジア構想jをもとに、対馬

特有の歴史、文化交流を現代アートで表現。これらを

通じて、街並みの賑わいや交流人口の拡大を目指し、

他には芯い対馬独自の地域振興を図っていきたい。

平成23年度の取組みとしては、朝鮮通信使が寄港し

たゆかりの地、広島県鞠ノ浦にある広島市立大学芸術

学科のアーテイス卜たちが参加し、対馬市役所周辺(対

馬市厳原町内)の数ヶ所に作品を展示。展示場所を掲

載した「街歩きマップ」を作成し、訪れる人が街歩きを

しながらアートを身近に感じられるようにした。ここ

数年、対馬には韓国人観光客等が多数訪れており、街

歩きをしている姿をよく見かける。これうの観光客等

も楽しめるよう、展示された作晶を鑑賞するコースを

対馬アートファンタジア街歩きマップ
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対馬高校国際文化交流コースの生徒と実施したワークショップ

34.367人

708.89km2 

対馬アートファンタジア事業

平成23年度

対馬市

設置したことにより、街中が賑わいをみ

せたのはこの事業の成果だと思われる。

対馬市ではアートに触れられる既存施

設等がなく、街中にアート作品を展示す

るという新たな取り組みの結果、この事

業の目的である“文化"と“観光"の連携

を図ることができた。

また、 24年度は、対馬市の中央部に位

置する峰町木坂地区の御前浜にも主とな

る展示会場を開設。景観と現代アートの

融合を試みた。さらに、韓国、メキシコ

のアーテイス卜も参加し、国際性の豊穣

を試みている。

その他、市内の高校生を対象とした交

流ワークショッブを行い、アーテイス卜

と市民の交流から生まれた作品も展示した。これによ

り現代アートを活用したまちづくりについて、興昧や

関心を持ってもらうよいきっかけに芯った。

。。

凪人 口
函面 積

凪事業名

副事業開始年度

同事業主体

連絡先

長崎県対馬市地域再生推進本部

EDl0920・53-6111 11m 0920・53-6112
Ill!!週http://www.citY.tsushima.nagasaki.jp/sightseeing/cat74/artfantasiajndex.html
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熊本県 津奈木田

住民参画型現代美術プロジ‘エクト/アートプロジ‘ェク卜
~アートをツールに地域資源を再評価~

砂市区町村の概要

熊本県南部に位置し八代海に面していることかう温

暖な気候を利用した柑橘栽培が盛んで特産品にはデコ

ポンなどがある。昭和59年から推進してきた「緑と

彫刻のある町づくり」の集大成として平成13年につ

なぎ美術館が開館した。

砂美術は資源発見のツール I 
つなぎ美術館の来館者にアンケー卜を実施したとこ

ろ町立であるにもかかわらす住民による利用が少芯

かったため何5かの改善策が必要となった。そもそも

津奈木町のような一次産業を中心とする地域では都市

部に比べて娯楽としての美術は馴染みが薄く、関心を

寄せる住民は限られている。地域の文化系町民講座や

子供たちの作品を展示すると住民の利用率は上がる

が、これを頻繁に行うことで美術館本来の機能が低下

し都市部から訪れる美術ファンの足が遠のく事態も避

けなければなう芯かった。そこで美術館本来の機能を

維持しながら住民の美術館に対する関心を高めるため

に、現代美術を地域社会における身近なツールのひと

つと位置づけ、住民が現代美術を通じて地域の日常や

見過ごされてきた資源と向き合う機会を提供できるプ

ロジ、工ク卜を立案することになった。美術に関心を寄

せる住民が圧倒的に少ない地域で美術を身近なツー

ルとして機能させるためには、従来のように美術館が

ワークショッブなどを企画し参加者を募るのでは芯

く、住民が目的を理解したうえで能動的に企画そのも

に携わることが必要であった。したがって住民による

地域の陶土を焼いて未来の町を制作 (H22)

利用率向上を目的に立案にとりかかったこのブロジ、工

ク卜であるが、ますは社会教育事業の原点に立ち戻り、

人材の育成に力を注ぐことになった。

普段は美術とほとんど縁のない地域活性化団体や婦

人会など町内を拠点に活動する諸団体のメンバーを中

心とした実行委員会を編成し、そこでブロジ、エクトで

実施するワークショ ッブの内容をアーテイストととも

に企画することにより住民の参画を図ってきた。平成

20年度から平成23年度までは「住民参画型現代美術

プロジェクト」の名称で年度毎に異なるアーテイスト

をファシリテーターとして招轄し、テーマに沿ったタ

イトルを付けて実施した。5年目となる平成24年度

は熊本県立劇場との協同事業による美術とダンスを組

み合わせたブロジ、工クトのため「住民参画型アートプ

ロジェクト」と名称を変更し、タイトルをiTSUNAGI
J¥ート!アート !J¥ラダイスリとして取り組んだ。

ファシリテーターには熊本市在住のグラフィックデザ

イナーでありアーテイストでもある松永壮と東京都在

住で舞踊家の森下真樹を起用した。4月には実行委員

会による企画会議を開催し両名と実行委員で8か月に

及13¥ワークショッブに関するアイデアを検討した。そ

の結果、森下真樹は今回のブロジ‘工クトのために津奈

木町の自称オヤジたちが結成したTSUNAGIオヤジ
ダンサーズを4期のワークショッブで指導し 12月の

舞台公演を目指すことになった。また、松永壮は一般

参加者とともに半年をかけて12月の舞台を飾る大漁

旗を制作することになった。TSUNAGIオヤジダン

閉校となった小学校を活用 (H23)
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松永壮展Parallel(H24) 

ぽ

4月の企画会議 (H24)

森下真樹と TSUNAGIオヤジダンサーズ (H24)

団体との連携により地域全体の活性化にも貢献してい

る。
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社会教育事業の一環として限られた人員と予算で実

施しているため広報活動が手薄に芯りがちで、メディ

アで頻繁に取り上げられる割には地域外への周知が行

き届かないなど課題は少芯くない。ブロジ、工ク卜は秋

の展覧会とも連動しており集客力を強化するため予算

の配分と人員の配置を再検討している際中である。ま

た、人材の育成といった当初の目的は達成しつつある

が、やはり都市部に比べると美術に関心を寄せる住民

の数は少ない。芸術文化による町づくりから地域アイ

デンティティが生じ、大きな活力をもたうす日が来る

ことは参加した多くの人々の共通の願いともいえるの

で、しばらくはつなぎ美術館が地域のアートプロジ工

ク卜を主導してゆく予定である。

サーズのメンバーを募集したととろ予想以上に早く定

員に達したためワークショッブを前倒しで実施した。

大漁旗制作ワークショッブはiJ¥-卜になびけ !大漁

旗」と題して「其ノ壱」から「其ノ伍」まで計5回実施し、

町内はもとより県外などから毎回30人前後の参加者

があった。 9月から 11月にかけては、つなぎ美術館

を会場に松永壮にとって5年ぶりの個展となる「松

永壮展ParallelJを開催し津奈木町での活動からモチ

ベーションが生じた作品など新作56点を展示した。

また、松永壮は津奈木中学校で公開授業を、森下真樹

は津奈木幼稚園と津奈木小学校でワークショッブを実

施した。さらに、両名と住民の参加により町内の名所

や特産品を紹介するプロモーションビデオ「津奈木う

すうす‘音頭」の制作を行った。乙の5年間で住民のアー

トブロジ、工クトに対する関心は確実に高まってきてお

り一般参加者はもとより実行委員やスタッフとしての

参加希望者も増加している。地域を拠点に活動する諸

完成した大漁旗の一部 (H24)
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5.062人

33.98km2 

住民参画型現代美術プロジェク卜/住民参画型アートプロジェクト

平成20年度

津奈木町

厄人 口
画面 面 積

瓦事業名

凪事業開始年度

函事業主体 do 

つなぎ美術館

E置酒0966・61・2223

連絡先

熊本県葦北郡津奈木町

lm!IIII 0966-61・2222
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大分県 別府市

別府現代芸術フェスティパル2012r混浴温泉世界J
~湯のまち別府なうではのアートフェスティパル~

砂市区町村の概要 | 
人口約12万人。豊後水道に面した温暖な気候と、

源泉数・湧出量ともに日本一の豊富な温泉に恵まれ、

圏内有数の温泉観光地として古くから栄えてきた。隣

接する県都大分市のベッドタウンとしての役割も担っ

ている。

院l七による観光再生 ハ | 
大分県全体の総宿泊者の約5割を収容する別府市

は、大分県観光の大きな鍵を握っており、その動向は

県全体の活力を大きく左右する。

しかし、圏内観光の晴好の変化とともに、別府市も

他の大型観光地と同様に観光客が減少している。かつ

て人であふれた別府のまちは、若者の定住離れや高齢

化が進み、活力を失いつつある。このような現状を打

開し、国内外からの集客や定住の促進を図るためにも、

別府市ならではの魅力や個性をいかに打ち出していく

かが大きな課題である。

これらの課題解決の切り口として、文化芸術をまち

づくりの柱に据え、文化芸術の創造性の力によって付

加される別府の新たな魅力を発信することで、他地域

からの交流人口の増加を図っている。また、文化芸術

に関わるイベント開催を、地域づくりのための若手人

材の育成の場とし、地域活力の再生につなげる。

このような2方向かうのアプローチが相乗効果を発

揮することを期待し、地域の抱える課題の解決に取り

組んでいる。

別府駅前のシンボル、駅前高等温泉
(C)旅手帖beppu t最影安藤幸代

混浴温泉世界2009展示作昂。2012年度
中学校美術科教科書に掲載されたマリケル・
リンの壁画撮影.久保貴史/ (C)別府現
代芸術フ工スティJI.Jレ2009実行委員会

「混浴温泉世界」と「アートマンスJの主要2事業を
実施。

3年に一度開催される国際芸術祭「混浴温泉世界」

では、ますコンセブトの設計と企画内容を決定する

チームを組成し、地方都市ではなかなか実現できない

質の高い大規模なアートブロジ‘工ク卜を実施する。3

年前に開催した「混浴温泉世界2009Jでは、世界的な

アーテイス卜が参加し、国内外の多数のアートファン

や関係者を別府に呼び込むことができた。結果的には、

のべ9万人の来場客数を記録し、約5千万円の経済波

及効果を生んだという実績もある。

また、 2012年より、笑顔でお客さんを迎える温泉

の「番台さん」のように芸術祭に関わってほしいとの

願いから、ボランティアスタッフを「ばんだいさんJと
名付け、芸術祭のことはもちろん、別府の観光情報や

宿泊施設、交通機関のことなども案内できるよう研修

を重ね、地域のコンシェルジ、工人材の育成も図ってい

る。

ボランティアスタッフ「ばんだいさんjの研
修風景



別府市大分県

や価値を、新生「観光地型・文化芸術創造都市別府」と

して形づくり、県内外、国内外に発信する。
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現在の課題は財政基盤・人的資源の充実と、事務局

機能の効率化の2点に集約される。特に混浴温泉世界

とベッブ・アート・マンスを同時開催する上で業務整

理と効率化をすすめる必要がある。同時に、新たな人

が関わりやすい受入体制を構築していく必要がある。

次回、混浴温泉世界とベッブ・アート・マンスが同

時開催される2015年は隣接する大分市に大分県立美

術館が開館する。また、現在国東や竹田など県内各所

で、その地域の特徴を活かした大小さまざまなアート

ブロジ、工クトが立ち上がってきている。別府は大分県

観光のハブとしての役割を担っていることを考える

と、県内各所で、そこでしか体験できないアートブロ

ジ、工クトが立ち上がることは非常に望ましいことであ

る。今後はそうした周辺地域との連携を深め、大分県

全体でアートブロジ、工クトを巡る新たな観光モデルの

創出に寄与していきたいと考えている。

j毘浴温泉世界2012展示作品。クリスチャン・マーク
レー作 I火と水j
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一方、2010年から毎年継続的に開催している「ベッ

ブ・アート・マンス」は、市民がプログラム実施者と

なり、自身の表現活動や日頃の活動を発信する場であ

る。年々、参加団体(個人)は増加傾向にあり、 2010

年は28団体(個人)であった参加団体は、 2012年に

は123団体(個人)と急増している。

従来の温泉観光地としてのイメージに加え、質の高

い芸術観賞の機会と、市民自らが主体となって活動で

きる場として別府の認知度が上がれば、住む人にも訪

れる人にも付加価値となり、別府にとって大きな魅力

につながることが期待される。

これら「混浴温泉世界」と「べッブ・アー

ト・マンス」の2事業は、日Ij府現代芸術フ工

スティ)¥)レ「混浴温泉世界」実行委員会が

主催する事業である。幅広く各界各層のメ

ンバーから構成されるこの実行委員会は、

これらの2つの事業を通じて、世界的に活

躍するアーテイストかう一般市民にいたる

まで、幅広し，I芸術家」たちに、別府で活動

する場や環境を提供している。

実行委員会は、アーテイス トを町に呼び

込み、新たな視点を地域にもたらしたり、

集客交流事業の実施を通じ、別府の持つ魅

力や価値を引き出す役割を担う。また、こ

の取組を通して創出した新たな別府の魅力

123 

混浴温泉世界2012展示作品。チウジー
ジ工作 Iローマの柱』

119.480人(平成24年3月31日現在)
125.382km2 

別府現代芸術フエスティJ(Jレ2012r混浴温泉世界」

平成21年度

別府現代芸術フェスティJ'i.Jレ「混浴温泉世界」実行委員会

凪人 口
面積

凪事業名

凪事業開始年度

凪事業主体 ~. ~ 
連絡先

大分県別府市ONSENツーリズム部文化国際課

1mI0977引・1131 16:国0977-22・1919
lll!lllI http・//www.city.beppu.oita.jp/ 
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宮崎県 西米良村

西米良芸術祭
~アーテイストと地域住民が協働する「西米良芸術祭J~

ル市区町村φ概要 | 
3回ベースで村外アーテイストも西米良に足を運んで

もらいながら、イベントの枠組みや内容、予算の配分

西米良村は宮崎県の中央部最西端の熊本県境に位置 などについて検討を行い、西米良の四季それぞれの特

し、村土の96%を森林が占め、豊かな自然に固まれた 徴を活かした芸術祭を開催しようということになり、

村だが、人口約1.270名、高齢化率約41%と過疎化・ 初年度は「西米良の夏」をテーマに「夏米良芸術祭jと

高齢化が進んでいる。主要産業であった林業が衰退し 命名し企画を進めた。

ているが、夏季冷涼な気候を活かしたゆす、カラーピー

マン、ほおすき芯どが主芯産業と定よっている。

隆昭局安予行、スヤと住民の出h会1¥1謀議機為、調|

2008年の冬、東京から地元西米良村に帰郷して活

動を続ける写真家から、県内在住のアーテイスト仲間

を中心に西米良村をフィールドとしながら地域の文

化・伝統・慣習・自然環境などをアート的に表現した

芸術祭は作れないかと相談があった。それまで村内の

イベントといえば、行政主導のものばかりで、住民側

からの具体的なイベントの発案はほとんどなく、また

西米良村は合併をせす自立の道を選んだばかりだった

ので、住民主導の地域づくりのきっかけになるのでは

との期待感から、 10名程度の地域の有志の方々に声

をかけ、とりあえす発案のアーテイストと地域住民と

が意見交換する場をセッテインクした。

アーテイス卜から集まった万々に対し、芸術祭の趣

旨や方向性などが説明されると、みなが賛同し、西米

良の資源や知恵を活かし、決して多額の予算をかけず

ともやれる芸術祭を宮崎県で最も人口の少ない村から

発信していこうと決まった。

その後、実行委員会を立ち上げ、西米良村観光協会

と協議し、予算100万円という芸術祭としては異例

とも言える小額予算での芸術祭実施が決定し、月 1~

ポスター展 古民家ギャラリー

準備を進めていく上で、使われていない古民家を

ギャラリーとして再生することや、子供の頃作ってい

た「秘密基地」をモチーフとしたインスタレーション

の共同制作、これまで村内であまり罰11染みのなかった

現代演劇の公演、アナウンサーによる語りの公演のほ

か、村民からも似顔絵書きの上手な方や、神楽面を制

作している方、趣昧でチエンソーアートや風景画をし

ている方芯ども積極的に参加してくれることとなり、

「芸術祭jをキーワードに村内外、様々な方々が見る見

るうちに繋がっていった。

「秘密基地」インスタレーション制作には、宮崎市内

からも制作ボランティアが集まり、林業を営む青年が

山から竹などを切り出し、林業の業を駆使しながら、

子供の頃作っていたものを思い出し、みんなでワイワ

イと楽しみながら、その時の秘密基地よりも少しレベ

ルの高い「秘密基地Jをアートとして再生していった。
劇団の公演に当たっては、劇団の合宿から芸術祭実

行委員会で受け入れ、合宿中に村内の保育園児や小学

生を対象とした演劇ワークショッブも開催した。

古民家再生には、約30名のボランティアが集まり、

不用芯壁を壊し、昔ならではの大きな梁をうまく見せ

る工夫など、作業をしながら一つ一つ確認して進めて

古民家作業



西米良村宮崎県
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2008年の夏米良芸術祭に始まり、 2009年の秋米

良芸術祭、 2010年の春米良芸術祭、 2011年の西米

良芸術祭と4回にわたって開催したが、その聞にも西

米良村の人口減少は進んでおり、年々、マンパワーが

不足していく状況は否め芯い。芸術祭を通じて築いた

ネットワークは以前として継続しているが、そこをしっ

かりつなぎとめる地域リーダーの育成も課題である。

村内に人材が不足している今こそ、外部の支援者の

手助けを借りながら、それを大き芯村の力として活用

していくことが今後重要になると思われる。

2012年度の芸術祭については、実行委員会の中で

そのような議論が行われ、再度足元から見直し新たな

方向性を見つける期間にしようということで、開催を

見送ったが、このイベン卜の実施で培ったノウハウや

ネットワークを活かした新たな展開を図ろうと考えて

いる。

いった。

予算は 100万円と決まっていたので、ポスターや

リーフレットの製作費、古民家再生やその他の制作材

料費に充てるとほとんど残うす、参加アーテイストも

含め、実行委員会のメンバーもほとんどボランティア

で半年がかりで芸術祭を作っていった。

出来上がった手作りの芸術祭は2008年7月下旬か

ら9月上旬までの約 1ヶ月開催したが、その期間中に

訪れた来場者は約3000名。また10数社のメディア

等で広く紹介された。宮崎一人口の少ない村かうアー

トを発信するという目的は十分達成したと思ったが、

何よりもこのイベン卜を通じ繋がった人たちとのネッ

トワークが重要であったし、アートフィールドとして

西米良村に新たな可能性が生まれた。

また、この芸術祭実行委員会で中心的に活動してく

れた村民の方々は、このあと各自治公民館が独自で開

催するイベント等で、も中心的な役割を果たしてくれる

ようになった。
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寝ころがって見る写真展似顔絵パス
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秘密墓地制作の様子

1，272人
271.56km2 

西米良芸術祭

平成20年度
西米良芸術祭実行委員会

インスタレーション「秘密基地J

~医師同園Ð.[lll諸居間~-

国人 口
面面 積

凪事業名

函事業開始年度

凪事業主体 do 
連絡先

宮崎県西米良村総務企画課交流推進グループ

置自彊0983-36・1111 U盟 0983-36・1207
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鹿児島県日霞市

欧上ワンダーマップ
~企業の誘致かう人の誘致ヘ。芸術がつなぐ地域の振興~

医市区町村の概要 | 「学校だった建物だから、文化的なものを」。地区の
回答に応えるべく、町では県や関係機関に打診。天井

日置市は薩摩半島のほぼ中央に位置し、南北47km 高の高いアトリ工を探していた日展会員(当時)の洋

に及13¥日本三大砂Eの一つ、吹上浜から東シナ海 画家、佳月優氏と偶然巡り合い、即座に話がまとまつ

を望む。平成17年5月に4町が合併して誕生、約 た。

51.000人が暮らしている。 氏は、傷んだ木造校舎に丹念に蜜蝋を塗り込み、建

海あり、山あり、田畑あり、団地あり・・・多様な資源 具を補修し芯がら、「芸術による地域情報の発信」とい

を生かしたまちづくりが進められている。 う町との約束を果たすために、絵画教室や地域開放型

降廃校と芸術の巡り合い | 
日置市野首地区(1日吹上町)は約400人が暮らす山

間の地域で、高齢化率は46%。ここには昭和60年ま

で野首小学校があった。廃校直後、校舎には町の方針

である企業誘致に基づいて電子部品の事業所が進出、

雇用や税収の確保に貢献していた。

しかし、バブル崩壊とともに業績は低迷、平成10

年には操業停止を余儀なくされ、残されたのは、工場

と化していた木造校舎。

吹上町では、廃校後の校区に「地区公民館」を設置、

引き続き地域の連携を支援していた。その後、町は主

のいなくなった校舎の活用について、初めて地区住民

に投げかけた。

ギャラリー、サロンなどを開設した。氏が地域と初め

て取り組んだ展覧会「吹上の廃校展Jがきっかけとな
り、旧野首小学校は平成15年、文部科学省の「廃校リ

ニューア)[;50選」に選ばれた。

「野月舎」と名付けられた地域開放型ギャラリーで

は、絵画、書道、イラスト、写真、間芸など多彩な作家

による個展が随時開催され、企業秘密の名のもとに立

ち寄るととすらできなかった校舎に、県内外から多く

の人が訪れるようになった。同時に、地区住民が気付

かない地域の価値が、芸術を通して、再認識されていっ

た。野首地区では漠然としながらも、地域づくりの柱

のひとつとして「芸術」を標梼、地道に活動すること

になった。

ギャラリー野月舎 おしゃれな郷土菓子っくりかうさらに

佳月氏のネットワークから、平

成19年、敷地の一角にアトリ工

を聞いたのが衣服創作芯どを手が

ける情熱家、博多和宏氏。舞台や

音楽など多彩な表現を追及する博

多氏も、地区の構想に大き芯関心

を示し、「芸術と地域の融合」を模

索。試験的に廃校体育館を美術館

に変える「体育館で芸術」を展開。

その発展型が、野首発で芸術とと

もに商庖街や温泉街を巡る「吹上

ワンダーマップJ(平成 21 年~)

インスタレーション「幸福の実」 ゴミもアートに 根付く活動

である。

第1回の開催に先立ち、地域と

の連携を模索していた博多氏は、

地区女性部に来訪者のおもてなし



日置市鹿児島県

既成概念を破った手法に地域も期待を寄せ、商届会

や温泉旅館組合も積極的に支援、吹上にこだわる芸術

家のイベン卜に、酒造会社等地元企業も応援を惜しま

ない。

野首地区にとって、遠い存在だった芸術。それがい

まや、地域を再生・再興する手段になりうる存在になっ

た。その機運は、 10年以上の歳月をかけてゆっくり

醸成されたものである。

「小学校跡を文化的に使いたい」という地区の願い

は、将来に大きな根を下ろしている。

関

東

東
海
・
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陸
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過疎・高齢化が進む野首地区に突然蒔かれた芸術の

種は、やせた土壌には簡単に根付か芯かった。「わか

らないもの」から「身近なものJへ、そして地域資源へ。
15年の歳月を経てやっと、地区はその糸口を見つけ

たと考えている。

それを支えているのは、内外からやってくる芸術家、

そして、意外なほど受容力と柔

軟性を持っていた地区の女性

部。不思議なほど惹かれあう両

者の連携と、地域全体の協力が

引き続き求められる。同時に、

吹上ワンダーマップを中心とし

た地域振興活動の継続には、一

定の経費の確保が不可欠。そと

には、イベントの価値を高める

展開を構築しなければ芯ら芯

し1。

企業の誘致から人の誘致へ。

人と人を芸術がつなぎ、地域に

元気が戻りつつある。「そこか

ら若手芸術家の振興も図りた

い」。芸術による地道な挑戦は、

これかう色付いていく。

を依頼。女性部は黒砂糖が原料の郷土菓子1/)¥くれ菓

子Jをいつものように準備した。ところが、氏の手に
かかると、田舎の茶請けが、生クリームにミントを添

えたおしゃれな洋菓子へと変身。その様に衝撃を受け

た女性部は「地元産品で野首の名産をJと特産品の開発
に着手、別チャンネルで芸術が地域に浸透し始める。

吹上ワンダーマップは回を重ねるごとに、メイン会

場の体育館を中心に、新進気鋭の芸術作品が所狭しと

地区の空間を埋める。これまで全国から延べ100人

余りの若手芸術家が参加。 10日間のイベント期間を

含むおよそ1力月、地域の空き家で共同生活をし芯が

う創作、展示、インスタレーションなどの活動が繰り

広げられる。商居街や温泉旅館とも協働して、芸術家

の個展が聞かれている。

毎回、ワンダーマップの開催に向けて、博多氏は旧

吹上町の9地区公民館を芸術家うと事前取材。独自の

視点でとらえた70頁の吹上ガイドブックを作成し、

芸術家目線で地域の魅力を発信する。

メイン会場の体育館サブ会場の農家レストランをデザイン
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住民も勝手に芸術(畑に立つ歓迎のマネキン)作品を使ったインスタレーション

50.701人

253.06km2 

吹上ワンダーマップ

平成21年度

吹上ワンダーマップ実行委員会

a・・・H裂吊三軍司:11;釘E圏直
人 口

面積

事業名

事業開始年度

事業主体

u:国099・273・3063

連絡先

鹿児島県日置市地域づくり課

lIiDI 099・273・2111(内線1271)

lII!::i:J http://wander-map.jp/ 
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沖縄県 うるま市

島アートプロジ‘エク卜事業
~伊計島がアートの島ヘ~

砂市区町村の概要 l 

沖縄本島の中部東海岸に位置するうるま市は、平成

17年4月1日に具志川市、石川市、勝連町及び与那城

町が合併した誕生した都市である。「うるま」とは、沖

縄の言葉で「サンゴの島Jという意昧を持ち、金武湾や
海中道路をはじめとする風光明娼な自然環境に恵ま

れ、多くの観光客や行楽客で賑わっている。また、世

界遺産の勝連城跡をはじめ、貴重な歴史遺産や文化財

が数多く保存され、工イサーや闘牛、獅子舞などの伝

統芸能・文化が盛んなまちである。

険伊計島‘;τ島お之bの挑戦叫長い勾*.

沖縄県は、全国の中で高い人口増加率を示す稀有な

県でありながらも、離島部においては過疎化、高齢化

による地域衰退の現実は極めて厳しい状況である。本

市与勝半島の北東に位置する伊計島は一番離れた島で

あることから「イチハナリJと呼ばれ、年々人口が減少
し高齢化が非常に高いほか、経宮悪化によりリゾート

ホテルが閉館するなど、島の活性化について多くの課

題を抱えている。その一方、地域開発の手がほとんど

加わらす、沖縄の音ながらのたたすまいを感じること

のできる町並みや自然風景は、観光客にとって大きな

魅力となっている。

そこで、懐かしい風景とゆったりと流れる島の時間と

いう伊計島ならではの島の魅力に着目し、島の原風景

や自然環境という島の魅力とアートを融合した島おこ

しを検討した。島とアートがコラポすることによって、

広告用チラシ(表) ヒンブン (樺島優子作)

アートのもつ情操教育と島が生み出す時間と空間とい

う魅力により、多くの人が島を訪れ、ひいては島の産業

や雇用を生み出す契機となり、経済的にも文化的にも潤

い、島の活性化を図ることができると考えている。

今回の取り組みでは、瀬戸内国際芸術祭(香川県直

島)の事例を参考に、アートに親しむ島づくりとして、

日本こうさく学研究会と壁画アーテイス卜による「イ

チハナリアートブロジ、工ク卜jを実施した。

イチハナリアートブロジ、工クトは、平成24年度に

創設された沖縄振興特別推進交付金を活用して伊計島

の旧伊計小中学校施設を主会場に、うるま市・うるま

市観光物産協会・伊計自治会・日本こうさく学研究会・

壁画アート作家員壁陸二氏(金沢市)が連携し、「伊計

島がアートに島へ。Jのキャッチフレーズのもと、「こ
うさくてんinイチハナリアートブロジ‘工クトjとして、

8月19日から9月2日(途中台風接近により 3日間

休館)までの期間、作品展を開催した。

主会場である旧伊計小中学校では、図書館や理科室を

はじめ各教室をギャラリーとして活用し、うるま市出身

の大学教授をはじめとする工芸家、絵画、造形、アニメ

芯ど様々なジャンルの作家の作品を展示したほか、市民

参加型のワークショッブを開催し、作品制作を実施した。

旧学校跡地を美術館化することを目玉に、島内に住

む実在の人物をモデルに制作された「おぱ-Jの像が
県内の各観光地を訪れ、写真撮影する「おばーキャラ

パン」も実施した。

ドネガルの沖 (中村真由美作) 子豚 (中村真由美作)



うるま市沖縄県
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布をつ芯ぎ合わせた作品(ライオン ・穫島優子作)

拡大、生産拡大に繋がる期待も出てきている。

本イベン卜に対しては、「静かな村の中に小さな美

術館。違う世界に来たようです。'l)が豊かになったよ

うな感じです。」、「散策しながら屋外展示を見て回り、

伊計島そのものがアートだと思いました。」、「伊計島

の大きな包容力の中にアート作品が生息している感」

などの声があり、島の新たな可能性を見いだすイベン

卜となった。

望作)壁画アート作成中の異壁陸二氏とおば一おぱーキャラパン(菜食堂にて 江藤

東
海
・
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今回のイチハナリアートプロジェクトは当初、宣伝

広告に時間がなく、来場者の見込みが読めないなか、

新聞をはじめ口コミで情報が広がり、当初目標であっ

た3.000人を超える乙とができた。次回は、テレビC

Mや新聞、ラジオなどを活用し宣伝広告を行い、より

多くの方に伊計島とアートの魅力を感じてもらえるよ

う取り組みたい。

また、作品のレパートリーを増やすとともに、ゲー

ム形式などで大人と子供が一緒に楽しめる企画を立

て、さらに県内在住の若手アーテイストの発掘を実施

し、継続的にアート展が開催できる仕組みを構築して

いきたい。

来場者や地元関係者などからは、今回の取り組みを

一過性のものにせす、毎年継続して実施してほしいと

いう声が多いことから、県内在住の若手アーテイス卜

との連携により美術作品の充実を図るとともに、島の

活性化と雇用創出の可能性についても探っていきたい。
理性の海に沈潜する潜水夫
(喜久山悟作)

〆
119.558人(平成24年3月31日)

86.08km2 

島アートプロジ、エクト事業(イチハナリアートプロジ‘ェクト)

平成24年度

うるま市(運営主体

凪人 口
面積

凪事業名

』事業開始年度

凪事業主体 一般社団法人うるま市観光物産協会)

連絡先

うるま市商工観光課

lImII 098・965-5634 ll.tII 098・965・5623

E酒 http://www.city.uruma.lg.jp/

また、集落のあち5こちらにも作品を展示し、メイ

ン会場から島の集落を散策する道案内を工夫し、伊計

島の集落風景にとけ込んだ作品と、ゆったり流れる島

の時聞を味わってもらった。その中でも、壁画作品を

制作する員壁陸二氏は、廃屋の壁を利用したアート作

品に作成したほか、うるま市の景観賞を受賞した「平

本家(たいうほんけ)Jの敷地内のフール(豚小屋兼便

所)に子豚や琉球犬の作品を配置し、音の沖縄の生活

風景を再現し、集落とアートを絶妙に融合させ、多く

の来場者を楽しませた。コJ¥.)レトブルーの海が眺めら

れる広場には、ベンチに庁む「おぱ-Jの像が置かれ、

来場者が「おぱ-Jと一緒にベンチに座って記念撮影
する芯ど、 楽しいひとときを過ごしていた。

わすか一週間足らすの宣伝広告にもかかわらす、

12日間で延べ3.000人余りの来場者があった。多く

の方が島に足を運んだ

こともあり、アートプロ

ジェク卜期間中、島の

唯一の売屈では売上が

伸びたほか、メイン会場

の中で販売した伊計島

の特産品も好評で、商

品(黄金いも鰻頭、パパ

イヤサンド)を買い求め

た来場者(県内企業関係

者)から商談もあり、今

後の調整次第では販路
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1.北海道函館市

2.北海道岩見沢市

3.青森県八戸市

4.青森県七戸町

5. 山形県鶴岡市

6. 山形県上山市

7. 山形県長井市

8. 山形県大蔵村

9.福島県喜多方市

10.福島県鏡石町

11.茨城県常総市

12.茨城県牛久市

13.茨城県守谷市

14.茨城県東海村

15.栃木県足利市

16.群馬県前橋市

17.群馬県渋川市

18.埼玉県さいたま市

19.埼玉県春日部市

20.埼玉県朝震市

21.埼玉県北本市

22.千葉県館山市

23.千葉県木更津市

24.千葉県柏市

25.東京都新宿区

26 東京都台東区・墨田区

27.東京都渋谷区

28.東京都町田市

29.神奈川県厚木市

30.神奈川県大和市

31.神奈川県湯河原町

32.新潟県燕市

33.新潟県上越市

34.富山県富山市

35.富山県高岡市

36.富山県立山町

37.福井県福井市

38.福井県大野市
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北海道函街日 |パブリックアート股置事業/パブリックアート推進事業

①函館市では、市民がうるおいとやすらぎ、豊かさを感じ

られる魅力ある都市空間の創出を図るため、 rJてブリッ
クアート設置計画(前期-後期)J (平成11年度~平成22
年度)を策定し、平成11年度から19年度までに、市内20
箇所 .34基のパブリックアートを設置した。その後、設
置したパブリックアートの市民啓発と適切な維持管理を

行うため、彫刻(アート)サポーター(市民ボランティ

ア)によるガイド、や清掃活動を行っている。

②市民がうるおいとやすらぎ、豊かさを感じられる魅力あ

る都市空間の創出を図り、文化の薫り高い、豊かな表情

のある都市の創出を目指す。作品を設置することによっ

て、街並みの魅力を高め、広く市民や観光客にも親しま

れるよう、まち全体のイメージアップや活性化に繋がる

地域を選定し、地域ごとに作品設置の趣旨(テーマ)や

作品イメージを決め、作家を選定し、作品を設置してい

る。

作品設置平成11年度~平成19年度 20箇所 34墓
推進活動平成20年度~平成21年度

彫刻(アート)サポーター養成講座実施

平成22年度~
彫刻(アート)サポーター活動開始

(現在登録22名)

①彫刻(アート)サポーターの活動も3年目と芯り、ガイ

ド活動や清掃などの維持管理活動に積極的に取り組み、

作品の維持管理や市民芭発に成果を上げている。また、

「函館まちあるきマップJのまち恕か美術館五稜郭編と
して活用されているほか、観光客がパブリックアートと

ともに写真を慮る光景が多く見られるなど、観光振興に

も貢献している。

④パブリックアートの設置にあたっては、「親しみやすさ」

「わかりやすさ」を主眼に作品イメージを決めたため、

小規模で親しみやすい作品が多く、市民 ・観光客が笑顔

で作昂に接している。また、市内のいたるところに作品

があるため、民間等から寄贈を受けた作品とともに、観

光客をガイド.する際の素材のひとつとなっている。

⑤彫刻(アート)サポーターの活動者が、転居・体調不良

芯どにより減少傾向にあるため、今後は新たな人材の確

保などを検討したい。
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本自治体名 北海道函館市

*人口 277.056人

*面 積 677.95Km2 

本 事業開始年度 平成11年度
本 事 業主体函館市

連絡先

函館市都市建設部都市デザイン課

回里.0138-21-3388日mt0138-27-2340 
園田http://VNNI.city.hakodate.hokkaido.jp/toshiken/design/index.htm 

北海道岩見沢市 |アーバンピレッジストリートギャラリー整備司E業

①当該敷地は、アーバンビレッジというマンシヨンの敷地

内だが、岩見沢市中心部の4条通り商居街の中に立地し

ている。マンシヨンの玄関は人の出入りが少芯く、商庖

街の中に建つと界隈性を損なうことが懸念された。また、

岩見沢市は豪雪地滑であり、マンション敷地内に堆雪場

の設置も必要であった。そこでその二つの問題を解決す

るために、マンシヨンの玄関は裏通りに設け、そして、

商居街に面してはポケットJ¥ークを設置し、そこにスト

リートギャラリーを併設した。ポケットJ¥ーク内の空地

は冬季聞はマンション駐車場の雪を一時的に置いておく

推雪場とし、夏季はポケットパークと一体で使えるス

ペースにした。

②商盾街に対する界隈性の提供。商盾街に面したストリー

トギャラリーと、ポケットJ¥ーク内部のミニギャラリー

スペース。ポケットパークとギャラリーの所有はマン

ション所有会社であり、マンシヨン所有会社からマン

ション管理組合に一括で賃貸されている。さらに管理組

合から地元のまちづくり会社(株)ZAWA. Comに一

括で転貸し一般利用者への貸し出しをしている。

③地元の書道サークルが継続的に利用して、作品の発表に

利用している。また、岩見沢で聞かれるコンサー卜の

PRに利用されたりしている。また、 日常的に休む高齢
者がいたり、商庖街のお祭りの時には一般市民の休憩、場

所となっている。

④中心市街地の真ん中にある、民設民営の公共空間である

事。建設時に事業費の40%(3.000千円)の市の補助を

受けて以降、管理運嘗費用(電気代、清掃代、植栽維持、

固定資産税、保険代)は全てマンションの管理費かう賄っ

ており市の補助を受けていない事。商届街の通りに面し

た側は継続的に申込があるが、ポケットJ¥ーク内のミニ

ギャラリーは利用申込が少ない。もっとPRが必要。地
元の大学や高校等との連携がとれす、美術系の学生たち

の作品展示などが少なし1。

⑤もっとPRに努めて利用度を高めたい。民間の敷地にあ
る民間の施設なので、行政からの補助金に頼うすに長く

運営しつづける事が大事。イベン卜などの派手な事業は

行なわず、日常的にさりげなくそこにあるような空間に

していきたい。そのために必要なしつらえを考えて行き

たい。
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*自治体名 北海道岩見沢市

*人口 89.023人

*面 積 481.1Km2

$ 事業開始年度 平成20年度
本 事 業主体 株式会社UV1 ・株式会社ZAWA.Com

連絡先

岩見沢市経済部中心市街地活性化推進室

園通0126-31-0101 1m 0126-24-20∞ 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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青森県八戸市 [南郷アートプロジェクト

みられた。更に、南郷アートブ口ジ‘工クトが市内外から

注目され、アート関係団体から連携事業等の提案を受け

るなど、新たな事業を呼び込む雰囲気ができつつある。

④人口流出と少子高齢化により活力を失いつつある地域に

おいて、新たな活動が創出され、地域コミュニティの再

構築につながっている。初年度の23年度は、地域住民の

中に戸惑いも見うれたが、2年目からは徐々に認知され、
好意的に受け止められるように芯ってきた。地域の中心

的人物に協力を依頼し、地域とのパイプ役になっていた

だき芯がう、アーテイス卜やスタッフとのコミュニケー

ションの場を丁寧にっくり出している。

⑤現在、市かう文化ホール指定管理者への委託業務として

実施しており、行政主導で取り組んでいるととろである

が、活動の担い手となる市民団体を育成し、市民主導の

ブロジ、工クトとして発展させる。

<>0<>0000<沢""'"κ>ooo<xκ×加。。。喝>0<知""'"κ>oooo<x討。00000o<ペ>00。

青森県八戸市

239，630人

305.4Km2 

平成23年度

八戸市・練式会社アート邑コミュニティ(八戸市南郷
文化ホール・八戸市公会堂・八戸市公民館指定管理者)

連絡先

八戸市まちづくり文化観光部まちづくり文化推進室

‘iD 0178-43-9156 日盟国0178-41-2302
sIiIJ httpJ/悶ng凶$'OJeCt旧/ httpJ/VI1州 city.ha仙l川官制酬がím伽112，51328，幻，242~削

①八戸市では、魅力ある地域資源が豊富芯南郷区を舞台に、

地域の方々とアーテイストとの交流による新しいまちづ

くりを進めている。

①アートブロジ、工ク卜での活動を通じて、たくさんの人が

多様な方法で関わりたくなるような、創造的・自律的芯

地域へと発展していくことを目指している。平成24年度

はテーマを「家Jと設定し、家の中に眠っているもの、
家と家をつなぐもの、家を楽しむものなど、南郷の魅力

を「家Jを通して発見し、見慣れているものがいつもと
は異なる光を放つプロジェク卜を展開する。南郷の地域

資源や住民を巻き込みながら展開するダンスコミュ二

ティプロジェク卜及びホールでのダンス公演等を実施。

アーテイス卜滞在用のレジデンスハウスや、商庖街の中

の空き届舗を活動場所として確保し、アーテイストがよ

り身近に感じられる活動を行っていく。また、アーテイ

ス卜定住実験プロジェクトとして、アーテイス卜に南郷

区内に移住してもらい、空き家の再生をはじめとする

様々なプロジェク卜を地域住民と一緒に展開する。

①平成23年度は種まきの年と位置づけ、地域の方々にアー

テイストに興昧を持ってもらったり、アートの力を実感

してもらう契機となるよう、南郷の地域資源である「ジャ

ズ」に「ダンスJを組み合わせた作品を創作する試みを
行ったところ、関わった若者が、自分の活躍の場を持て

ることを期待する様子がうかがえた。また、出演した地

元ジャズバンドと地域住民との交流が深まり、地域の催

しに招かれて演奏するなど、既存の催しに変化の兆しが

自 治体 名

人 口

面 積

事業開始年度

事業 主 体

*
*
*
本
*

[青森県七戸町 [ 「まちかど美術館jLOVE ・しちのへ

子どもたちとその親たちが来館する契機となった。

①アート活動は美術館でのみ行われるという先入観が取り

払われ、地元の空庖舗や居先芯どを活用したイベントが

新たに起こされた。事業を通して商庖への入居が僧える

芯ど今後も郷土愛を育みながらアートの力で町を活性化

する新たな事業の展開が期待される。

④幅広い世代を対象に、地元に密着しより親しみゃすい美

術活動とは何かを考え、アートを活かした町づくりの推

進に貢献。商庖と子どもたち、アートを結びつける仕劉

けづくりに注意と配慮が必要。企画構想に地域と美術、

子どもの発達段階に熟知する人材が不可欠。

⑤収益事業ではないため、来年度以降の費用の捻出方法が

決まっていない。また、事業を構想段階から主体的に実

施可能芯専門員の配置が可能かどうか。天王つつじ祭り

に隈らす、様々なイベン卜にあわせ開催するなどの柔軟

性をもてるかどうか。

青森県七戸町

17，452人

337.23Km2 

平成22年度

公益財団法人鷹山字一記念美術振興会

本自 治体 名

* 人 日

本面 積

本 事業開始年度

$ 事業 主体

連絡先

七戸町企画財政課

圃車10176-68-2940

①七戸町出身の洋画家-鷹山字ーの作品に対崎した時「子

どもの感性は風土の中で培われるjとの美学が成立する

ことが実感される。しかし、町では子どもたちに対する

アートな体験活動や作品発表の場は皆無であった。一方

で町内の商居街では空居舗が摺え集客力が低下する現状

であることかう、子どもたちによる町への愛情溢れる元

気芯作品で町を活性化し、アートに気軽に親しみ体験す

ることのできる環境を整え、子どもたちと商居街そして

美術館によるコラボレーション事業として実施に至る。

①子どもたちの純粋な視点で「七戸町」をアートに表現し

た作品により、子どもたちが生まれもった柔軟な感性を

育み、さらに磨きをかけること。そのうえで町の新た芯

魅力を掘り起こし、逆に大人の意表をつく魅力の再認識

をしながら、町の活性化に寄与する。天王つつじまつり

など、町内外からの集客を想定して開催される商居街で

の各種イベン 卜にあわせ、町内の5歳児を対象|こ「七戸

町の好きなととろ」をテーマに22年度は絵画で表現、

23・24年度はカメラで撮影し商盾街の協力盾舗に写真を

展示。来訪者は作品により町の魅力に触れ、制作者であ

る子どもたちは展示商屈を回避して自分の作品以外にも

接することで庖舗への来屈の契機とする。また、展示商

屈すべてを巡るととで「クイズ」の答えが導き出される

仕掛けにより美術館へつなげ、美術館の作品を鑑賞する

と答えが完成する仕組み。年を重ねる毎に協力庖舗が増

加。また、とれまで敷居が高かったイメージの美術館に 自国0176-68-2804

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|山形県鶴岡市 |富樫実彫刻作品
①かねてより本市では、国内外で活躍している本市出身の

彫刻家富樫実氏(本市名嘗市民/京都府在住)作のモ二ユ

メントやストリートフア一二チャ一、橋梁などを市内各

所に整備するなど、アートを活用したまちなかの景観づ

くりに取り組んでおり、市民の憩いの空間として親しま

れている。これらの縁で、氏制作の彫刻作品を数多く寄

贈を受け、その利活用を検討していたところ、氏より一

般市民に貸し出してみてはどうかとの提案があり、平成

21年度よりプログラムの運用をスター卜させた。
①ただ鑑賞に資するだけではなく、多くの市民にアートと

身近に触れ合える場-機会を創出する。「見て-触れて

感じてほしい」という制作者の思いから、市内の小中学

校や公共施設、民間企業芯どを対象に、彫刻作晶を1年

間すつ合計3点までを無料で貸し出すもの。また、それ
ら彫刻作品のWEBページも運宮しており、 WEB上か
らも、作品を選13iととも可能となっている。現在、市内

の小中学校などの公的施設をはじめ、老人福祉施設やホ

テルのロビーなどりの施設に34点の作品を貸し出し中で
ある。

③これまで本市では、主に屋外のパブリック芯空間に氏の

彫刻作品を整備し「アートを活用したまち芯かの景観づ

くり」に取り組んできたが、無料で市内の公的施設等に

貸し出すこの事業の展開により、屋外だけでなく屋内で

も芸術性の高いアートを活用した空聞を作り出すととが

できるようになった。貸出を受けている学校や施設では、

作品に直接触れることができるとあって、日頃から積極

的に作品に手を伸ばし、その感触を確かめながうアート

「空にかける階段j貸出事業

の世界を体感しているなど、芸術作晶が日常生活の中に

溶け込んだまちづくりの推進に寄与している。

@芸術的価値の高い彫刻作品を無料で貸し出している点。

芸術作品といえば、手を触れることはできずもっぱら鑑

賞のみというのが通常であるが、直援手で触れ感触を確

かめてみるなど、芸術作品を五感で感じることもできる

点。芸術的価値の高い彫刻作品を貸し出すにあたり、保

険の加入に関する問題に苦心した。寄贈者の強い要望に

より、保険はかけずに貸し出しを行っている。

⑤作品が貸し出しであることかう、作品の盗難や損傷など

日常の管理面で借りることをためらっている施設がある

ため、借りるためのハードルをやわうげられるような管

理運用マニュアル等を整備する必要がある。現在の貸出

先の多くは公的施設であるが、芸術作品が日常生活に溶

け込んだまちづくりをより推進するため、今後は民間の

借受先をさらに開拓していくことを検討している。

*自 治 体名 山形県鶴岡市

本人 口 136.146人
本面 積 1311.51Km2

*事業開始年度 平成21年度
判幹 事 業主体 鶴岡市

連絡先

櫛引庁舎総務企画課

‘iD 0235-57-2111 1m 0235-57-2117 
l!Ii1J http://www.city.tsuruoka.lg.jp/publicartl 

|山形県上山市 l長屋門ギャラリー アトリエsou
①中心市街地にある長屋門長屋の一角を、「まちづくりの

ために利用して欲しい。Jと所有者かう申し出があり、
平成21年8月、全3ブロックのうち1ブロックを学生等

の作晶展示場「長屋門ギャラリー」としてオーブンした。

平成22年9月、 1ブロックを東北芸術工科大学の卒業生

主宰による「アトリ工 SOUJとしてオーブン。平成22

年12月、ギャラリーの利用促進を図るため、市民と行政

の共同による委員会を組織し、企画運宮方針を協議する

ことにした。平成田年10月、展示者同士の活動の輸を拡

げるため、ギャラリー運営に参加するクルーの募集を開

始。クルー同士の交流や様々な企画の実行に至っている。

平成田年4月、残る 1ブロックをギャラリーの新スペー

スとして活用を開始した。

①設置目的は、中心市街地活性化及び空き居舗対策である。

ギャラリーは市民と行政が定期的に委員会を開催し芯が

ら共同して運営しており、いろいろなジャンルの作品展

示や体験教室が実施されている。アトリ工では、金属工

芸作品の展示、販売、体験が行われている。

①平成24年4月から8月までのギャラリー利用実績は、利

用件数は約100件、来場者数は約2.200人で中心市街地に

おける賑わいの創出、まち芯かにおける交流拠点として

の機能強化、芸術文化作品の発表の場の創出等を期待し

ている。

@まちのシンボルである上山城に近く、蔵や町屋等の歴史

的建造物群が点在するエリアに立地しているため、古風

な建物を活かしていくことが必要である。運営に関して

は、当初、学生による展示等を開催したが、閉館期聞が

多々見受けられたため、学生以外の一般利用者まで枠を

拡大した。それでも閉館日が目立ち、紹介、宣伝、利用

者に求める運営協力金の値下げ等を実施した結果、利用

者は、増加している。

⑤ギャラリーは、常駐の管理人等が不在であるため、近隣

にあるまちづくりセンターの職員(市非常勤職員)が対

応しているものの、管理体制が万全でない。また、大き

な事業収益が期待でき主主いため、市の予算を投入して、

事業を継続しているという課題がある。今後は、収益が

上がるような施設にする工夫や立地条件を活かした事業

展開を行い、まちあるき拠点のひとつとして磨きをかけ、

再度来訪したく芯るよう芯魅力ある展示や観光との連

携、施設の充実等を行う必要がある。

。Cば>oooooooooooo<x討:>00000OO<κ>00000o

本自治体名 山形県上山市

本人 口 33.370人
*面 積 2411くm2

* 事業開始年度 平成21年度
* 事業 主 体 長屋門ギャラリー企画運営委員会、 アトリ工sou

連絡先

商工課

liD 023-672-1111 (183) 1m 023-672-1112 
園田http://nagayamon.jp/ 
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山形県長井市 |横7アートセッション

①平成16年に改修工事を行い、一般開放された旧西置賜郡

役所小桜館。現存郡役所として全国で2番目に古く、県

内では最古のものであり、明治建築としても貴重なこの

建物の活性化を目的に、横丁アートセッションが始まっ

た。時を同じくして、小桜館周辺環境整備が市の事業と

して設定され、地域住民の意見集約やワークショッブの

とりまとめも当法人が担うこととなり、総合的な観点か

ら小桜館界隈の活性化に取り組むことと忽った。

②旧西置賜郡役所小桜館が一般利用出来るようになったこ

とを市民に周知し、将来にわたる活用を促進する。併せ

て、長い年月、旧西置賜郡役所と共にあった周辺町内の

賑わいを創出する。アートを「非日常」の創出と広く捉

え、小桜館周辺の商居街、横丁、文化施設、空き居舗な

どを舞台に様々なセッション=r交流」を生み出す。有
名アーテイストありきでは芯く、町内会、地域団体、大

学など様々芯組織、個人の協力を得芯がら協働で事業を

構築することに意義を見いだしている。平成16年より毎

年開催(途中、改修工事により 1年のみ中止)。毎回、テー

マを設定し、趣向を凝らしながら企画実施している。

①平成20年lこ130歳を迎えた旧西置賜郡役所を祝うため、

ζの年は「明治時代jをテーマに、映画、食など様々な

切り口から企画を行い、旧西置賜郡役所の周知に大いに

成果を挙げた。この過程で全国のアート系 NPOや大学

の映像研究室との交流も深められた。また、初年度に交

流を持った児童絵画の指導者との繋がりが発展し、他国

体主催としたが市内に子ども達による大壁画の作成が実

現した。中学生とのコラボレーションも行うなど、地域

からは市民主体で賑わいを生み出す機会として期待され

ている。

④様々な組織、個人がすべてフラットな状態で企画に参画

し、協働して取り組んでいる。事業費の確保は常に課題

であり、様々な補助金制度を活用している。

⑤旧西置賜郡役所小桜館の周知には一定の役割を果たせ

た。今後は、別事業として行っている「まちづくり学校」

(市民が歴史的建造物の活用を学，3i講座)と結びつける

のも一案であり、その場合、場所は必すしも小桜館に拘

る必要はないと考えている。実働メンバーがやや固定化

しつつあり、「まちづくり学校Jを通して、新たに活動
できる人材を育てる必要がある。

*自治 体名 山形県長井市

本人 口 29，016人

*面 積 214.69Km2

* 事業開始年度 平成16年度
本 事業主体 特定非営利活動法人長井まちづくり NPOセンター

連絡先

長井市企画調護課地域戦略室

‘iD 0238-87-0817 1m 0238-83-1070 
(!JilJ http://samidare.jp/ayakka/ 

|山形県大蔵村 |アートによる地媛活性化プロジェクト fひじおりの灯2012J
①大蔵村肘折温泉では、開湯1200年の歴史ある肘折温泉の

特色として脈々と伝えてきた湯治文化の魅力を次世代に

継承することや新たな魅力の発掘により、観光誘客を図

る一環として「ひじおりの灯」事業を行っている。東北

芸術工科大学の学生が、肘折温泉で感じたことを表現し

灯篭に表装。地区内の旅館や商屈の軒先に展示し、観光

客の回遊を促すとともにまち全体を若い作家の作品によ

り活性化させる取り組みを実施している。

@灯篭絵を中心とした芸術作品を、長い時聞をかけて蓄積

することにより、肘折温泉の「美術館化Jとともに、開
湯1200年以降の新たな伝統として定着を図り、温泉街に

安らぎの空聞を創出する。肘折温泉開湯1200年を機に始

まった湯治文化を100年後に継承するための事業で、本

年6回目の点灯となる。東北芸術工科大学の学生が、肘

折温泉に逗留し、地域の方々との交流や地域内の散策に

よって感じた肘折絵巻を灯篭に表装し展示している。湯

治場風情の温泉街にマッチし、散策する方々にくつろぎ

の空間を提供している。肘折温泉の新たな夏の風物詩と

して定着し、温泉街を散策する来訪者が多くなっている。

さらに作品を描く作家は若者のため、湯治場としての雰

囲気を色濃く残しながらも、若者の来訪者が多くなり賑

わいを見せている。

①毎年、新たな灯篭絵を作成し展示することにより次の世

代に継承する夏の風物詩として、そして新しい伝統とし

定着している。回を重ねるごとに、住民と作家、鑑賞に

訪れる観光客の交流が生まれ賑わいにつながっている。

地元若者の組織も作品の説明、案内役に主体的芯参画も

見られ成果を上げ始めている。今後、さらなる地域活性

化のため、地域と美術系大学の結びつきを強めていきた

。
1
 

1
U
 
(1)6回継続している産学連鋳型のアート・ブロジ、工クトで

あり、肘折温泉の方々がホストファミリーとして学生を

受け入れ創作活動を支えている。事業開始当初、湯治場

としての風情にマッチするのか。アートが誘客に結びつ

くのかと言った意見が多く地区住民の理解に時間がか

かった。

⑤事業費の捻出が大きな課題となっており、広告料の徴収

やスポンサー企業の協力を求める方向で検討している。

。-00000000<:::::::::::討。00000OO<:κ×初:>000<討。。屯>0<知><>0<κ×知:>00時:::::::::::加。。。母>0<決:>00喝>0<>。

*自 治体名 山形県大蔵村

*人口 3，744人

$面 積 211.59Km2

* 事業開始年度 平成19年度
* 事業主体 肘折温泉地域協議会

連絡先

大蔵村産業娠興課商工観光係

‘iD 0233-75-2111 1m 0233-75-2231 
(!JilJ http://hijiorinohi.com/ 

138 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



[福島県喜多方市)ふるさとの風景展in喜多方
①全国公募のため、喜多方市の知名度アップに貢献してい
る。喜多方市美術館の目的である地域の作家や若手作家

の育成にも合致させ、今後活躍していく作家を応援する

という意義ももっ。近年、アートへの関心も高まり、市
内に小さなギャラリーも増え、関係者がギャラリーを巡

る企画を立案し、市外から観光客が訪れる機会が摺加す

るなど発展をみせている。
④実行委員会が作品の公募及び審査を担当し、美術館が企
画展を開催しており、官民協働の運営形態をとっている。

また、美術館の開館以来継続されていることや、入賞・

入選作品が企画展として展示され、図録として残る点は

特徴的である。
⑤一般の部には100以上の作晶の応募があるが、青少年の
部に対する応募が少ない。市の補助金と作晶の応募料に

より運宮されているため、財源の確保が課題となってい
るが、限うれた財源を十分に活用し、喜多方市美術館の

企画展のひとつとして継続に努めたい。

*自治体名

*人口

*面 積

* 事業開始年度

* 事業主体

連絡先

喜多方市美術館

園調0241-23-04山田園0241-23-0406

四i1Ihttp://www.city.kitakata.fukushima.jp/bijyutsukan/ 

福島県喜多方市

51.374人

554. 67Km2 

平成7年度

ふるさとの風鎮展実行委員会

①喜多方市美術館の開館(平成ア年度)に伴い開催された。

当初かう全国公募を行い、「美しい自然に恵まれた耶麻

地方、この美しい四季折々の風景を描いた作品を出身、
在住、国籍を問わず広く募集し、優れた作品を結集する

ことにより、更なる芸術文化の向上を図るJものとして、
17回継続して開催されている。現在では、耶麻地方の風
景画だけでなく、作家それぞれの「ふるさとの風景Jを
描いた作品を全国から募集している。

①自分が生まれ育ったところ、かつて住んだことがあるま
ち、芯じみ深い土地、見なれた町並や自然の景観、なつ

かしい人たち、伝統的芯行事、産物、大切な思い出の場

所など、作家それぞれの思いのなかにある「ふるさとの
風景Jを作品として広く募集し、芸術文化の向上を図る。
・応募資格 16歳以上 ( 16~19歳までは青少年の部)
-応募作品 公募の趣旨にそって表現した絵画の未発表

作品。(大きさ30号以下)
一般の部大賞1点、50万円。準大賞数点、
5万円。奨励賞数点、 2万円。
青少年の部優秀賞1点、 2万円。奨励賞
数点、1万円。

応募料 :一般の部5.000円。青少年の部1.000円。(左
記の応募料で2点まで応募が可能)
査 12月初旬まで募集され、大学教授等の専門
家による審査の後、入賞・ 入選作品は翌年

3月に喜多方市美術館の企画展として約一
力月間展示される。

その他毎回、受賞作品や選考の結果を掲載した図

録が作られている。

-賞

審

福島県鏡石町 |田んぼでアートだ!復興受流事業

福島県鏡石町

12.680人

31.25Km2 

平成24年度

かがみいし田んぼアート実行委員会
(構成団体・鏡石問、鏡石町教育委員会、福島県立岩瀬
震業高等学絞、鏡石町膿業掻興縫進委員会、鏡石町庫業
青年会議所、鏡石米づくり部会、すかがわ岩瀬農業協同
組合鏡石支后、すかがわ岩瀬良業協同組合膏年部鏡石支
部、鏡石町商工会、鏡石町老人クラブ連合会、福島県県
中腹林事務所須賀川.業普及所、鏡石町観光協会)

@本町にある福島県立岩瀬農業高等学校の協力の下実施し

ており、授業の実習の中で、生徒達が絵柄の測量や育苗、

田植え等を行っている。東日本大震災による被害で、昨

年度は作付できなかった水田であるため、原発事故の影

響による除染対策も含めた水田の整備に時間と労力を要

した。

⑤田んぼアートを観覧した観光客に、町内で周遊してもら

う仕組みづくりが課題である。また、事業を継続してい

くためには、見学者からの募金やスポンサーの確保等の

財源対策も必要となる。

cκ>0000::::::::::::::::: :加。00000o。

自治体名

人口

面 積

事業開始年度

事業主体

*
*
*
*
本

連絡先

福島県鏡石町産業課

田富.0248-62-2118 tm 0248-62-6553 
0Ii1I http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

①鏡石町は、農業所得が県内トップクラスの町で、鉄道、

高速道路や国道等主要幹線も整備されており、中心部で

ある鏡石駅周辺は、市街地と水田地帯が調和・共存して

いる。平成24年度は、町制施行50周年の節目の年でもあ

ることから、この恵まれた環境を活かして、駅の東側に

広がる水田に「田んぼアートjを描き、広く PRするこ

とで、首長の政策方針である「駅に降りてみたい、歩い

てみたい、住んでみたい町づくりJの推進を図る。
②震業と観光が連携した新たな観光スポットをつくり、農

業の普及啓発と鏡石駅を中心とした街忽かの活性化を図

る。JR鏡石駅の東側に広がる約508の水田をキャンパ
スとして、先進地である青森県田舎館村や山形県米沢市

の関係者の支援も受けながう実施。平成24年度の絵柄は、

唱歌「牧場の朝」にちなんだ、乳牛や牛舎、鐘など町ゆ

かりの図柄とし、緑色のコシヒカリの他に、紫色、白色、

黄色といった鑑賞用の稲を用いて色彩豊かなアートと

なっている。また、一般観覧用に、水田に隣接する町図

書館4階展望室を無料で開放し、事業の PRを図ってい

る。

③見頃となる 7月~ 8月は、町外からの観光客の増加によ

る地元商庖街への経済波及効果が期待できる。また、田

植えや稲刈り体験イベン卜の開催、収穫した米の学校給

食への提供等の取り組みを通じて、農業への関心喚起や

地産地消の推進、町の主要作物である米の PRも期待で

きる。
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l茨城県常総市 |常総市まちなか震覧会

①常総市水海道中心市街地は、幕末から明治期にかけて鬼

怒川水運の中継地として栄え、河岸の名残の蔵や洋風建

築などの歴史的建物が点在している。近隣の取手市に住

む東京整術大学出身の若手芸術家から市に、それら建物

に作品の展示をしたいとの申し出があった。市では国の

まちづくり交付金事業として、市街地内に点在する歴史

的資源を回遊して楽しめるような歩道の段差解消やポ

ケットJi..ークなどの整備を進めていたことから、同交付

金の提案事業として平成19年度から本事業を実施するこ

ととした。

①歴史的建物等の地域資源を活用したまちづくりと若手芸

術作家の育成を目的とし、歴史的建物や公固などへの若

手作家の作品展示と、市民に芸術を身近に感じてもらう

ための一般向けの図工・美術ワークショッブである「こ

どもとおと芯の図工天国美術館Jを大きな2つの柱とし
ている。展覧会期は約2週間で、会期前から会期中にか

けてワークショッブを行うほか，作家の作品の手作り市，

ミニコンサー卜芯ども開催する。

①回数を重ね市民ボランティアなどの協力も増え徐々に市

民に浸透し、初年度は参加作家14名、 6会場であったが、

23年度は33名、 10会場と倍以上の規模になった。作家も

21年度からは筑波大学の芸術学系出身者も加わり、東京

整術大学の他、筑波大学との結びつきも強くなってきて

いる。 20年度は、地域資源を活用したまちづくりと地域

芸術振興への寄与が認められ、茨城県のまちづくりグ

リーンリボン賞を受賞。21年度にはまちづくり月間まち

づくり功労者として国土交通大臣表彰を受賞した。

④歴史的建物への作品の展示だけでなく、芸術を身近に感

じてもらうためのワークショ ッブを実施している点。一

般に限らす、地区の子供会、特別支援学校の子供達や市

内に多く住むブラジル入学校の子供達なども対象に実施

している。開始当初、事業が認知されていないことから、

ワークショ ッブの参加者集めに苦心した。

⑤平成19年度から23年度までの5年聞は、国の補助事業と

して実施したが、 24年度からは市の単独事業となり、事

務局も都市整備課から商工観光課に変わり、更に中心商

居街との連携等を図りながら事業を進めていく必要があ

る。

*自 治体名 茨城県常総市

*人口 64.305人
*面 積 123.52Km2

本 事業開始年度 平成19年度
判幹 事業主体 常総市まちなか展覧会実行委員会

連絡先

常総市産業労働部商工観光課市街地活性化推進室

‘iaI 0297-23-9088目mt0297-23-1501 
lmIJ http://www.matinaka.com 

|茨城県牛久市 |ビエンナーレうしく全国公募総画展
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①平成13年に施行された「文化芸術振興基本法Jをうけて、
牛久市では平成15年に「牛久市文化芸術振興条例Jを制
定し、芸術文化を振興することにより心豊かな市民生活

の形成を街づくりの一環としている。その中の文化芸術

に接する機会の拡充する具体的な施策のーっとして2年
に一度の公募展を企画した。

②ビエンナーレうしくは、日本全国から作品を集める全国

公募美術展として隔年で開催し、多くの市民に優れた芸

術鑑賞の機会を提供するとともに、市民の文化芸術への

意識を高めていくことを目的とする。1固から4固まで

の絵画展においては、全国よりジャンルを問わず平面作

品を公募し、応募された全作品の中から大賞(買上賞

300万円)・優秀賞(買上賞100万円)・佳作2作品(賞金
ア万円)と入選作品約100作晶を決定する2日間におよ
ぶ審査を一般に公開した。入選・入賞作品決定後、図録

を作成し、市内外の人々に鑑賞の機会を提供のため入館

料無料で約2週間展覧会を行っている。さうに、展覧会

期間中の入場者による投票を行い、市民賞(賞金5万円)
決定するなど、個人が芸術に対して親しみを持てるよう

工夫している。 1回展の応募総数が984点、 2回展が867
点、 3回展が1036点、4回展が1369点と数ある公募展の
中でも人気が高く、全国的に見てもハイレベルな公募展

となっている。

③主催は公募によるボランティアで構成される実行委員会

で、そとに牛久市と牛久市教育委員会が共催となり共働

で運営している。事業を進めていくなか、ビ工ンナーレ

うしくを媒体にまちづくりに自主的に貢献し参加してい

るという意識が深まった。また、来場者においては、 2
年に一度開催される市の美術展として定着しつつあり、

回を重ねるごとに、継続を望む声がアンケートに多く寄

せられている。また、県外からの来場者も多く、美術愛

好家によるの牛久市への観光としての集客も期待でき

る。

(1)2日間に亘り全作品を審査し、入賞 ・入選作品を決定す
る過程を一般に公開する点。準備に 1年半、申し込み受
付から展覧会終了まで約半年かかり、搬入搬出管理、審

査会、展覧会準備ともに実働する実行委員の負担が大き

い。市の職員が補助をすると同時に、できるところは外

注して負担の軽減を図っている。

⑤応募に対しての広報は美術雑誌、 HP、募集要項の送付

等でかなり浸透しているようだが、展覧会の入場者が芯

かなか伸びない。今後さら芯る広報手段の開拓が必要。

::::::::::::::加。。。喝00<加ooo<x加。::::::::::::)()(対ooo<x対>00000o

本自治体名 茨城県牛久市

*人口 81.698人
*面 積 5.888Km2

*事業開始年度 平成18年度
判幹事業主体 ビエンナーレうしく実行委員会・牛久市

連絡先

牛久市教育委員会生涯学習課

‘iaI 029-871-2301 巴盟国029-871-1334
四iIJhttp://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/chuuou/biennial/main.htm 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|茨城黒守谷市 |アーカスプロジェクト
①東京芸大の取手キャンパスの開設等を踏まえ、県南地域

において国際性と芸術をキーワードとした新た芯施策の

展開が求められたことを受け、平成3年度に東京芸大学
長の平山郁夫氏を委員長とする検討委員会を設け、「国

際芸術文化交流拠点整備構想(アー力ス構想)Jを策定。
このアーカス構想の策定を受け、アーカスブロジ‘工ク卜

として事業展開を図ってきており、本年度で19年目を迎
える。

②芸術家が一定期間守谷市に滞在し、創作活動を行うアー

テイストインレジデンスを実施するとともに、地域の

方々が身近に芸術家と交流し、楽しみながら芸術を体験

する機会を提供することにより、県のイメージアップと

魅力ある地域づくりを推進する。海外かう現代アートの

若手芸術家を3名招へいし、 3ヶ月間創作活動を支援す
るとともに、アートと地域を繋ぐ交流ブロク、ラムとして、

国内外のアーテイストによる地域住民を対象としたワー

クショッブ等を実施し、芸術を活かした地域づくりに努

めている。招へいアーテイストの滞在期間中、「もりや

学びの里フエスティj¥)レJなどへ参加や、オープンスタ
ジオを実施し、地域の方々との交流の場を設け、芸術家

と地域をつなぐ企画を実施している。また、東京芸大教

授の日比野克彦氏によるワークショッブや、学校の余裕

教室を利用した、ワークショッブを通じ、ア テイスト

と児童が交流を深めるアーテイストインスクールを実施

している。

①アーテイストが地域に滞在し、地域と交流を図りながら

創作活動を行うことにより、アーテイストの育成につ芯

|茨城県東海村 |アートロード展

①水戸市と目立市のほぼ中央に位置する本村には、在住

在勤の美術作成愛好家が、アートロード会員として集

まった。昭和62年度の事業開始時には、村に美術館を建

設することに繋げるという目標があった。平成6年度か

らは、東海ステーシヨンギャラリーが開館し、村に展示

施設が出来た。現在は、暮らしの中で芸術に触れる機会

を増やすことを目標に積極的に活動している。

② 「暮らしの中の美術館jをテーマに、芸術の街「アート

ロードJづくりを目指している。芸術作品を展示会場へ
観に行くという従来の考えにとうわれず、街並みを展示

館に見立ることで、憩いのひとときを昧わってもううと

ともに、芸術への理解を深める。村民が日頃利用してい

る繁華街の道路に沿った商屈なと‘の協賛庖舗金融機関

事業所や役場庁舎のロビー-壁画に、会員が創作した美

術作品を約3ヶ月にわたり展示する。その他、東海ステー

シヨンギャラリーでの展示を行っている。展示活動を行

うのみではなく、過去の展示作品等は「アルバム」とし

て後援をもらっている東海村文化協会ホームページ‘上に

掲載してもらうなど、ウェブ上での広報活動も広く行っ

ている。また、役場庁舎や文化センターに設置する「アー

トロード展」と記載した大きな看板は、来訪者への強い

PRとなっている。

③身近な場所で美術に触れるととができるようになり、東

海村の文化のまちづくりに寄与している。平成24年度事

業で、 25周年記念事業として、子ども達に創造の楽しみ

がるとともに、アートと地域を繋ぐ交流プログラムを通

じ、地域の方々が芸術に関心を持ち、芸術を活かした地

域づくりにつながっている。

④当ブ口ジ‘工クトは、自治体関与のレジデンス事業の先駆

けとして定着しており、国内外から一定の評価を得てい

る。また、アーテイストの公募数についても年々指加し

ており (2011年は震災等の影響により一時的に減少し
た)、アート関係者からは、日本の代表的なレジデンス

といわれるまでに成長した。 自治体が関与しているレジ

デンス事業であることから、芸術に身近に親しめる環境

づくりや地域活性化に 層資するものにする必要があ

る。

⑤自治体関与のレジデンス事業として、事業の長期化に対

する説明責任や運営主体のあり方を含め、レジデンス事

業の再構築、芸術・文化を活用した新たな地域活性化方

策について検討中。

*自 治 体名 茨媛県守谷市

本人 口 62.817人
*面 積 35.63Km2

*事業開始年度 平成6年度

本事業主体 アー力スプロジェクト実行委員会

連絡先

守谷市総務部企画課

園D0297-45-1111 (333) mt3 0279-45-6529 
lm1) http://www目arcus-project.com/jp/

を体験してもらい展示することで、アートロードの取組

みが広がる、体験型の展示事業のキッズアートロー ド

フェスティパルを開催予定である。

④ 「絵画Jr写真Jというよう芯一分野にとらわれるので
は芯く、約3ヶ月間にわたり「書Jr写真Jr華道J等さ
まざまな芸術分野の展示を行っていること、また、村に

は文化協会という大き芯文化団体があるが、本会は事業

の趣旨に賛同した個人会員、事業者の協力により成り

立っている。事業の趣旨を理解してもらい、協賛庖舗の

確保や、事業経費の助成を得ることに苦労した。現在は、

公益財団法人東海村文化・スポーツ振興財団より文化振

興費の助成を受けている。

⑤会員の高齢化が進んでいるので、若手会員の確保と協賛

居舗数を増やすことによる展示スペースの確保の取組み

が課題である。

*自治体名 茨城県東海村

*人口 37.837人
*面 積 37.48Km2

*事業開始年度 昭和62年度
* 事 業 主 体 アートロード実行委員会(東海村文化悩会、東海村教育委員会世援)
連絡先
東海村政策推進課 (生涯学習課)

‘iD 029-287-0854 (0851) mt3 029-287-0317 
lm1) http://league目bunka-tokai.org/pdf/a円road/a代road_top.pdf

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
@特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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[栃木県足利市 [まちじゅう美術館
効果に加え、小学生らしい元気溢れる作品が町に広がる
ことによる景観向上や賑わいにつながっており、展示居

舗としても多くの方が訪れることによる経済効果も生ま

れている。
また、小学生と商庖主のふれあいが生まれることで、ま

ちに明るい雰囲気が生まれることとなり、市民が主役の
花火大会としてより身近な形で郷土愛の霞成に繋がる。
④本事業には小学生の約80%が応募し、花火大会の運営等
も含め、商工会議所が主体となった実行委員会によって

実施されるなど、市民が主役の事業として広く親しまれ、

認知されているものの、作品展示庖舗の新規開拓に苦心
しており、意義やメリットを説明し、協力いただいてい
る。

⑤小学校からは、事業の趣旨を理解した上で参加している
ため、作晶展示庖舗の新規開拓に今後も注力していくと

とで、より多くの市民に親しまれる取組みとなるよう取

組みたい。

。<><><加。0<:κ対xx>o<加。。。喝ペ×加。~。

栃木県足利市

152.451人
177.82Km2 

昭和52年度
わたらせ・サマー・フェスタ実行委員会
(足利商工会議所)

連絡先

足利市政策推進部企画政策課

‘iD 0284-20-2110 1m 0284-21-1384 
l!liIJ http://www.ashikaga.info/ 

① 「足利花火大会」は明治に創始され、北関東で最も伝統

があると言われる大会であり、現在も市民が主体となっ

て実施されている点も含め、夏の風物詩として広く親し
まれている。この大会の実施にあたり、まちの雰囲気を
盛り上げ、 PRする一環として本事業を実施した。
②花火大会 PRを目的として、花火をテーマとした小学生
の絵画コンクールを行う。
本事業は市民が主役となって実施されており、応募作品

は市内居舗のショーウインドウに展示することで花火大

会の期待感が高まるとともに、作品展示居舗に親子が訪
れることで町の賑わい創出や、郷土愛醸成といった効果

も見込まれている。
事業実施体制として、足利市教育委員会の後援のもと、
全小学校に応募依頼を行うとともに、作晶畏示居舗を募

集する。その後、作晶を庖舗に届け、自分の作晶の展示
場所を記載した葉書を送付する。花火大会前後の約1ヶ
月間展示した後、市内小学校の教諭による審査会を開催
し、特選や金賞、佳作などの232点を選定する。特選作
晶は花火ポスターに採用するほか、特選・準特選の4作
晶を絵葉書にすることで、来年度の花火大会 PRにつな
げる。
平成23年度実施内容応募点数・ 6，370点(市内全小学校、
足利特別支援学校から応募)応募率:78% 
展示期間:平成23年ア月23日~8月 21 日 (30日間)
展示箇所 ・318箇所(市内商居、大型居、金融機関、公

共施設等)
入賞点数特選1点、準特選3点、金賞、銀賞、佳作(合

計232点)
③多くの居舗のショーウインドウに飾うれた作品が、花火

大会への期待感を高めることで、イベントの PRという

自治体名

人口

面積

事業開始年度

事業主体

*
*
*
本
*

|群馬県前橋市 | の木馬駅家〈うまや〉

とともにお祭りを楽しむ姿を幾つも見かけることができ

た。また、木馬まつり開催中に地域の商白から差し入れ

をいただく芯ど、少しずつではあるが、地域住民の理解

を得うれてきている。参加者から翌年度も継続的に実施

してほしいという声も多く、今後、地域に根付く活動と

して広がりを見せる可能性は高い。

④ 「駅家の木馬J物語と市内の名所やお庖めぐりのマップ
を掲載した冊子を無料で配布し、地域の情報を見やすく、

わかりやすい形で提示できた。今年度はまだ、継続的な

事業を実施するための資金繰りが出来てい芯い。補助金・

助成金以外での運営予算の獲得方法を検討中である。

⑤運営予算にしてもそうだが、運営スタッフ側の人材育成

もあわせて行なっていく必要がある。地域で活動する文

化団体や NPO法人、商居街の人たちとともに、協働で

企画運宮ができる体制を整えたい。

。:::::::::::。喝>0<加。0<:>0<知xx>

群馬県前橋市

338，365人
311.64Km2 

平成23年度
駅家(うまや)の木馬まつり実行委員会・
まえばしフェスタ実行委員会

連絡先

前橋市政策部文化国際課芸術文化推進室

‘iD 027-898-5825 1m 027-22ト5717
園iIJhttp://artsmaebashi.jp/ 

①前橋市では平成19年度から美術館構想をスター卜させ、
平成25年度中の開館に向けて芸術文化施設の開設準備を
進めている。また、平成23年度に行われた群馬DCに
際して、市街地での幅広い世代聞や、地域内外の人々の

交流の機会をつくるため、前橋在住の美術家・白川昌生

が書いた「駅家(うまや)の木罵J物語をもとに、地域
の商居街や教育機関と連携したアートプロジェク卜を実

施した。

①前橋の史実をもとに中心市街地を機軸にして文化人や地

場産業、観光資源を結び付けてひとつの歴史小説をつく

り、群馬DC時に実施することで、前橋の観光産業を
盛り上げること。また、前橋市民に対する芸術文化活動

の啓蒙、芸術文化施設の開館に向けた機運の醸成などを

目的とした。平成田年8月、中央公民館で開催された子
ども向けイベントと、中心市街地に位置する中央小学校・

桃井小学校で、子どもたちが小さな木馬に色を塗るワー

クショッブを実施。平成23年9月には、商白街を中心と
した中心市街地において、ワークショッブで制作された

小さな木馬4体と物語で登場する弁天様とお付に扮した
子どもが乗るための大きな木馬1体を引きまわすお祭り
を実施した。中央公民館で開催された子ども向けイベン

ト、中央小学校・桃井小学校のいすれのワークショップ

にも、約40名の子どもたちが参加した。木馬まつり当日
は音楽隊とチンドンの演奏もあり、賑やかな雰囲気の中、

観客とスタッフを含めて延べ約800名の市民が参加した。
①木馬まつり当日は、木馬に乗ることを楽しみにしていた

ワークショッブ参加者も数多く訪れ、同伴していた家族

自治体名

人口

面積

事業開始年度

事業主体

*
*
*
本
本

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開

142 



群馬県渋川市 [芸術文化プロデューサ一事業

①芸術文化プロデューサーは、専門的見地かう見た本市の

文化振興への提言、文化関連事業への協力、その他文化

行政全般に係る指導助言を行う、本市にゆかりのある

文化・芸術に関する専門家である。平成21年度に任命し、

陶芸教室、セラミックアート教室を単年度事業で行って

きた。平成23年度、区画整理事業で四ツ角まんなか公園

を整備するにあたり、渋川市文化行政基本構想、の基本方

針の一つ「愛着とほこりのもてるまちづくりを進めるJ
の一環として、渋川市芸術文化プロデューサーを活用し

た公園整備に取り組む事となった。

②公園づくりに文化的視点を取り入れ、市民参加型の公園

づくりに取り組むことを目的とし、実施にあたっては、

小学生の親子連れを中心に市民100人の参加を募り、親

子のふれあいの場を提供した。芸術文化ブロテ、ユーサー

を講師に迎え、市の花、紫陽花をデザインした陶板を作

成し、焼き上げ、当該公園の日本のまん芯かモ二ユメン

トの周囲に設置した。焼き上げた陶板は、 市のイベント

に併せて展示会を行いイベン卜との相乗効果を図った。

平成23年度は、陶板教室を計4回開催し、陶板の作成か

ら、公園設置までを行った。子供には、花びらを重ねる

作業が難しく苦労している様が見られたが、親子で協力

して作晶を作り上げるなど随所でほほえましい光景を見

る事ができた。

①現役の一流芸術家から指導を受ける事で、文化芸術を身

近に体験する事ができ、感受性豊かで文化的視野を身に

つけるきっかけ作りをする事ができた。日本のまんなか

モ二ユメン卜とのコラボレーションを行う事で、日本の

まんなか、へそのまち芯どを市民に根付かせる事ができ

た。市の花をモチーフにする事で紫陽花に愛着を持たせ

る事ができた。

④参加者の感想やメッセージを QRコー ド化し、作品に

焼き付けを行った。公園を訪れた人が携得でコードを読

み取ると、それらを読む事ができる。地元や関係課との

調整や公園の活用方法についての検討に時間を費やした

が、単年度事業で参加者固定のため、継続についての問

題点は特にない。

⑤導入段階から3年間の事業として実施し完了した。今後、

市内の施設整備等の機会を捉え、芸術文化プロデユー

サーを活用した事業を計画したい。現在は、陶芸関係者

2名であるため、他分野の文化人を入れるなど委嘱者の

増員も検討していく。

*自 治体名 群馬県渋川市

本人 口 83，485人

本面 積 240.42Km2

本 事業開始年度 平成21年度

* 事業主体 渋川市企画部企画課

連絡先

渋川市企画部企画課

‘iD 0279-22-2396 自彊10279-24-6541

埼玉県さいたま市|アートストリート整備事業
①さいたま市中央区の地域資源の一つである「彩の固さい

たま芸術劇場J(以下「芸術劇場」という。)を、 市民に
より身近にするため、第3期中央区区民会議から、 JR

与野本町駅から芸術劇場までのアクセスであるたつみ通

りに芸術劇場出演者の手形・サインを設置し、賑わいを

創出しようとする「アートストリート事業」の提言が平

成20年度に提出され、その後、アートス トリー卜整備事

業が開始される。

①JR与野本町駅から芸術劇場までの主要なアクセスルー

卜を、劇場への誘導や芸術的雰囲気を演出する「アート

ストリー卜jとして整備する。 JR与野本町駅から芸術

劇場までの主要なアクセスルートのへ入口である、与野

本町駅前公園にはさいたま市中央区の区の花である iJ¥
ラ」や芸術劇場をイメージするパナーを設置し、たつみ

通りには芸術劇場で上演する「彩の国シェークスピアシ

リーズjの出演者の手形とサインをレリーフとして作成

設置するなど、アートストリー卜として芸術的雰囲気が

演出できるような整備を行う。

平成23年度

O与野本町駅前公圏内
パナー及び掲揚ポール設置

Oたつみ通り沿い
芸術劇場出演者サイン手形レリーフ、「彩の国シ工イ

クスピアシリーズJ解説板設置
①パナーを設置した駅前公園では、芸術劇場へのアクセス

を印象付け、レリーフを設置したたつみ通りでは、それ

まで素通りした芸術劇場への来訪者を、レリーフ設置場

所で見学させることで、周辺ににぎわいを創出する一助

になっている。

④手形レリーフの対象者は、芸術劇場で上演される「彩の

国シェークスピアシリーズJ各作晶の主役を演じた俳優
をはじめ、芸術監督の鰭川幸雄氏など、著名な方が多い。

芸術劇場出演者の手形採取にあたり、対象者の範囲を絞

込むことや、芸術劇場担当者との調整協議、俳優及びマ

ネージャーとの日程調整芯ど。

⑤与野本町駅前公鼠・たつみ通りのアートに浸れる空間を

創出するための整備を検討。平成23年度以前に芸術劇場

で上演された「彩の国シェークスピアシリーズJ各作品
の主役を演じた俳優の手形レリーフの作成。

。:::::::::::::x決x>ooo<>o<>ooooo。

*自 治体名 筒玉県さいたま市

*人口 1，241，010人

*面 積 217.49Km2

* 事業開始年度 平成23年度

* 事業主体 さいたま市

連絡先

さいたま市中央区役所区民生活部コミュニティ課

‘iD 048-840-6020巴mt048-840-6161 

※①事業、活動の背景 ・経緯 ①目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|崎玉県春日部市 |f粕蟹宿j景観再生事業

を期待する。

④この事業をきっかけに関係者同士での勉強会が開催さ

れ、シャッターアートの活用方法や今後の展開を検討し

始めるなど、商庖街活性化に向けて動き出す芯どの活力

が生まれ始めている。当初は、自己負担が生じるととも

あり、各商屈に事業の趣旨を理解してもらう点について

苦心したが、実施した居舗が増えるにつれ、希望する居

舗が増えてきている。

⑤より多くの人にシャッターアートを実際に目にしてもら

うことが課題といえる。そのためには、シャッターアー

トを活用したまち歩きツアーを定期的に開催するなど、

PR事業を展開していきたい。

*自治体名

*人口

*面積

*事業開始年度

*事業主体

連絡先

春日部市総合政策部政策課

liD 048-736-1111 ..  048-734-3846 
回iIJhttp://www.kasukabe・cci.or.jp/image_top/catalog.html

埼玉県春日部市

240.233人
65.98Km2 

平成23年度
春日部駅東口高庖会連合会

①春日部市は、かつて日光街道第四の宿場町として栄えて

きたが、当時を思わせる蔵造りの建造物の数も少なく

なってきており、市民や来街者にもそのイメージは薄れ

つつある。しかしながら、粕壁宿は、本市のルーツでも

あり、貴重な地域資源でもあるととから、改めて粕壁宿

に光をあてるととで、まちのにぎわいの創出につながる

ことを期待した。

②春日部駅東口地区の歴史的な建造物や風景など、宿場町

情緒を生かした景観を創出することにより、景観力を向

上させ、市民及び来街者に市の歴史的資源 fl日宿場町J
の魅力を視覚的にアピールする。春日部駅東口商届街連

合会の商屈の中から、希望する商居等を募り、その商庖

のシャッターや壁画に粕壁宿をイメージさせる絵を描

く。なお、施工費用については、約3分の 1;を自己負担、

3分の2については、補助金を活用している。平成23年

度には、市補助金、県補助金を活用し、現在30125舗の

シャッターや壁画にシャッターアートが描かれている。

③この事業により、各庖舗のモチベーションが上がってき

ている。シャッターアートを利用して商売につなげる工

夫を始めた庖舗や、シャッターアートにより、 Eの利用
者だけでなく、通りがかりの人からも声をかけられるな

ど、市民との触れ合いの機会を創出している。また、新

聞や NHKの情報番組にも放送される芯ど、マスコミを

通じて、「相壁宿」が効果的に PRされた。今後も様々

なメディアに取り上げうれ、まちの PRにつながること

|埼玉県朝霞市 |朝霞アートマルシエ

flO月は朝霞でアートマルシェ」として定着しつつあり、
開催を心待ちにしているとの声があるなど好評である。

このイベン卜を続けることで「アートのまち朝霞」のイ

メージが広がることを期待している。

④イベント会場と商庖会を巡るスタンプラリーを実施して

いる。参加者には、朝霞ブランド晶などの景品をプレゼ

ン卜しており、商居会と朝寝ブランドを 度に PRでき

る絶好の機会と捉えている。現在、市の補助金を支出し

ているが、今後は協賛スポンサーを募集するなど自主財

源の確保が必要である。

⑤イベン卜も4年目を迎え、市民に定着してきているとと
か5、今後は市の補助金に頼らす、運蛍できるよう、参加
者の意見等を積極的に取り入れて、お金のかからないイ

ベントにしていきたい。

埼玉県朝霞市

131.203人
18.38Km2 

平成21年度
朝霞TMO(朝霞市商工会)、朝霞駅前商庖会、朝
霞本町商盾会、仲町商工振興会ASAKAアートス
クール、朝霞市文化協会、アトマンモス、朝霞市

自治体名

人口

面積

事業開始年度

事業主体

*
本
*
*
*

連絡先

朝霞市産業振興課

匝週間8-463-1903..  048-467-0770 
園田http://www.asaka叩 or.jp/

①朝霞市では、東武東上線朝震駅周辺のにぎわいをつくる

ため、「アートのあるまち朝霞」を目指した運動に取り

組んでいる。平成21年度からは、朝震TMOが事業主体
と芯り、商庖会等の活性化を目的とした「朝霞アートマ

ルシェ」を開催している。これは、朝霞駅周辺中心市街

地活性化の取組の一環として、朝霞駅周辺地区のまちづ

くりや商業等の活性化のために、中心市街地の3つの商
届会が中心となり取り組む事業をまとめた朝霞TMO構
想の事業の一つである。朝霞駅前広場(南口・東口)に

おいて、市内外の若手アーテイストや芸術サークル芯ど

の文化活動を支援するイベン卜を開催することで、中心

市街地のイメージアップや魅力づくり、市民相互の交流

促進をはかつている。

①アート作品の展示や販売の場を提供することにより、市

内外の若手アーテイス卜などの文化活動を支援するとと

もに、「アートのあるまち朝霞」の実現を目指した朝霞

駅周辺地区のイメージアップや魅力づくりの一助とし、

朝震駅周辺地区の活性化-集客力の向上につ芯げる。毎

年10月に朝霞駅前広場を会場に、出居者自己が製作した
手づくりアート作品を展示し販売する「市J(いち)を
開催している。そのほか、工作教室や絵の展示、子ども

向けイベン卜(道路にお絵搭き他)や音楽コンサー卜、

路上パフォーマンスなども企画している。高校生ジャズ

バンドによるコンサー卜など様々な催し物が企画実施

され、朝霞駅のホームからもにぎわう声が聞とえるなど

芸術の秋を楽しむととができるイベン卜である。

③道路にチヨークで絵を描くことができるブースを設ける

など、大人も子どもも楽しめるアートなイベントであり、

※①事業、活動の背景・経緯 ②巴的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|錆玉県北本市 |地減資源を活用したまちづくり事業
上げられ、北本市の知名度が向上した。さらに、現代アー

ト関係者からも注目され、活動場所やアトリ工を求めて

新進アーテイスト数名が市内に移住した。

④本事業は、北本市や周辺出身の若者が中心となって組織

された NPO法人キタミン ラボ舎によって運宮されて

いる。キタミン -ラボ舎は、アートプロジェクトの中心

的なメンバーとして、また、まちづくりへの参加を希望

する市民とのつなぎ手としての役割を担っている。地域

住民、市議会議員、関係団体に事業を理解しても5うと
とに苦心している。

⑤主に市からの委託料で事業を実施しており、事業経費の

確保に苦慮している。また、運営しているキタミン ラ

ボ舎のメンバーも人数が少なく、活動実施に苦慮してい

ることから、財源や運営の協力者確保が必須であり、活

動実績を積み上げ、協力者を増やしていく。

。。喝ば::::::::::::::::::::::加。::::::::::::::κ×討。

情玉県北本市

69.656人

19.84Km2 

平成20年度

NPO 法人キタミン ・ラポ舎

*自 治体 名

本人 口

*薗 積

判幹 事業開始年度

本 事 業主体

連絡先

北本市市民経済部産業観光課

因調048-594-5530 自国048-59ト1244

四週間tp:l/kitaminlabo.com/ 

①北本市では、平成20年度かう、日比野克彦氏による「明

後日朝顔ブロジ‘工ク卜Jへの参加を契機として、ソフト
型のアートプロジェクトを実施している。平成23年度よ

り、所管を生涯学習課かう産業観光課に移し、文化振興

としての取組みから、市の知名度向上や観光客の集客等

を目的に市内の地域資源を活用した、地域活性化の取組

みとして事業を実施している。

②地域活性化に繋げていくため、現代アートを通じて、地

域資源を活用した、市民と行政の協働によるまちづくり

を推進し、北本市の知名度向上、魅力アップを進める。

北本市の特徴である雑木林や、地域に点在する空き地 -

空き家や、地域で活躍する住民等を「地域資源」と捉え、

これらの地域資源にアーテイス卜が関わるととで新たな

活用方法を提示し、地域の活性化に繋げていくための取

組「おもしろ不動産j事業を実施している。平成23年度

の取組として、雑木林の中に 1日限りのレストランとい

うコンセブトでカフェの出庖や音楽イベン卜等を開催す

る 「森のレストランJや、駐車場をアトリ工として、全
長50mの腕時計を制作・展示する rWorldRecord 

WatchJなどを開催した。平成24年2月に開催した「お
もしろ不動産お披露目会Jでは、 5.000人以上の参加者

を集めたほか、平成23年度全体を通して1万人以上の参

加者があった。

③おもしろ不動産事業を市内各地で通年実施することで、

住民が地域の魅力を再発見することができた。また、目

新しい取組みであることから、数多くのメディアに取り

千葉県館山市 | を活かしたまちづくり青木繁「海の幸J
ワークの輸を広げることができた。さらに、青木繁「海

の幸jを活かした地域活性化を探る、さまざまなアイデ

アが地域住民から提案された。

④地域住民、 NPO法人、行政とのコミュ二ケーションが

活発化し、協働によるまちづくりの推進に貢献している。

事業立ち上げの前段階で、地域住民に事業の主旨を理解

してもらうことに時間がかかった。そのことは、事業取

り組みの実質的な初年度となる平成23年度に、実際に事

業を推進していく芯かで、理解を図ることができた。

⑤取り組みは、文化庁の文化遺産を活かした観光振興 地

域活性化事業を活用して実施されているが、平成25年度

で補助が終了する。また、文化財保存活動のための基金

は、現在の景気状況等により、計画通り進拶していない。

さらに、官民の連携を強め、目標の実現のために、取り

組みを進めていく。
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千葉県館山市

48.刀5人

110.22Km2 

平成23年度

NPO法人青木繁「海の幸」会、青木繁{海
の幸}誕生の家と記念碑を保存する会

連絡先

館山市教育委員会生涯学習課

liDω70-22-3968 ~0470-22-65印

l!IilJ http://uminos8c目web允2.com/http://白oki-shigerU.8W8.jp/

①青木繁の代表作「海の幸J(重要文化財)は、 1904(明

治37)年、館山市布良の小谷家で制作された。乙の小谷

家住宅(館山市指定文化財)を、当時の姿に復元し保存

することと、その公聞を計画する NPO法人青木繁「海

の幸j会(東京)が、地元の青木繁 〈海の幸〉誕生の家

と記念碑を保存する会と連携し、文化財保存活動を展開

している。

②青木繁「海の幸Jに関係する文化遺産を活用したまちづ
くりを目指し、市民や来訪者がくつろぎ、楽しめる空聞

を創出する。青木繁が「海の幸Jを描いた館山市富崎地
区を中心に、歴史 ・文化遺産を案内するガイド養成や、

生活文化や日常の課題などを語り合える機会を設け、市

民が生きがいをもって活躍できる場づ‘くりを推進する。

また、青木繁「海の幸Jを顕彰し、「海の幸」が制作さ
れた小谷家を当時の姿に復元し保存することと、その公

聞を確かなものにする機運を醸成する。地域の文化遺産

に対する認識が深まり、それらの保存等を通して、地域

の活性化を目指そうという住民の意識向上を図ることが

できた。また、積極的に情報発信をしたことにより、来

訪者数が大きく培えた。

③昨年2011年は、青木繁没後100年にあたり、福岡県久留

米市の石橋美術館 ・京都国立近代美術館 東京のブリヂ

ストン美術館で「青木繁展Jが開催された。それにあわ
せて、当事業の情報発信を行ったところ、遠方か5の来
訪者が大幅に増えた。また、青木繁生誕の地、福岡県久

留米市との市民レベルの都市間交流が深まり、ネット

自治体名

人口

面 積

事業開始年度

事 業主 体

*
本
*
*
*
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|千葉県木更澗 [まちごと浮世絵ミュージアム

機会を提供していく予定である。

④地域の商底、学校教育機聞を巻き込んで、埋もれている

地域の宝物を歴史ある景観としてまちなかに表出させて

いる。鳥敵国と昔の写真を組み合わせた「鳥敵国パネル」

を作成するにあたっては、地元の商庖等を回り、取材を

重ね、写真提供を受けている。このことにより、地域の

本事業に対する理解も向上しつつある。平成24年度は、

地区内にある金融機関の協力により、新た芯作品が展示

される予定である。

⑤郷土博物館が所蔵する、木更津を舞台に搭かれた浮世絵

の数に限りがあるため、 今後は他市の博物館等かう借り

るなど、事業継続に向けて検討を行っている。また、 浮

世絵壁画の展示場所に限りがあることから、設置に協力

してもうえるよう、近隣の届舗に依頼する予定である。
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千葉県木更津市

130.119人

138.73Km2 

平成19年度

み1J.と木更津再生構想推進協議会(事務局 :
木更津市)、千葉県立木更津高等学校美術部

自治体 名

人 口

面積

事業開始年度

事業主体

*
*
本
*
*

連絡先

木更津市企画部みなと再生推進課

圃D0438-23-8078日B0438-23-9338 
OliIJ http://www.city.kisarazu.lg.jp/14.750.40.267.html 

①みなと木更津再生構想推進協議会では、平成19年度から、

歴史を活かしたまちづくりとして「まちごと浮世絵

ミユージアムJ事業を実施している。駅前の大型庖舗や
駅西口地区に点在する古い庖舗に、みなとまちの情緒あ

ふれる鳥敵図や、本市の郷土博物館に残る「浮世絵Jを
モチーフとした壁画 パネル等を作成・展示し、新た主主

観光スポットとすることにより、まちなかの回遊性を向

上させ、地域の賑わいを取り戻すことを目的とした取組

みを実施している。

②地域の歴史を活用した景観の形成、観光スポットの創出

によるまち歩き促進、回遊性の向上を目指すものである。

市内の博物館「金のすす」が所蔵する「切られ与三郎J
芯ど、地域にゆかりある人物の浮世絵をモチーフとした

壁画等を地元高校生に依頼して作成する他、市内に現存

するレト口広建物に、約80年前の鳥敵国と近隣の音の写

真を組み合わせたパネルを作成・展示することで、当時
しの

の雰囲気を偲ばせる空間を創出する。少しずつではある

が、設置場所に観光客が立ち止まって眺める様子を見ら

れるように芯り、地元住民と観光客の交流する機会がで

きている。

①本事業に積極的に協力をしている庖舗が、国の登録有形

文化財として登録されたこともあり、「歴史のまちJと
して少しす、つ知名度が上がっている。また、地元小学校

などと連携し、地域教育に活用した例もあるので、今後

は地域住民に対しても、自分たちのまちを知ってもらう

| 千葉県柏市 | JOBANアートラインかしわ
れる。

④平成22年から江戸川大学社会学部ライフデザイン学科と

連携して、アートラインブロジ‘ヱクトを通じたまちづく

りに関する活動を共に行っている。また、 Jリーグ柏レ
イソルのゲートデザイン、ホテルやデパート、居舗など

柏ならではの地域資源を積極的に活用している。運営資

金について、全体運営及び自主事業に係る費用が膨らま

ないよう留意し広がら、コンパクトな安定運営となるよ

う心がけている。

⑤安定的な活動資金の調達及び組織作りが課題。今後は、

訪れた人が他の地区も回避できるような仕組みづくりの

ために、 ①常磐線沿線のアートラインブ口ジ工クトとの

連携①つくばエクスプレス沿線地域を含めたアー トによ

る地域活性ブロジ‘工クト["ARE (Art Round Eastの
略)Jの参画・運営を展開していきたいと考えている。
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千葉県柏市

初4.252人

114.9Km2 

平成18年度

JOBANアートラインかしわ実行委員会

*自 治体 名

* 人 口

*面 積

* 事業開始年度

判幹 事業主体

連絡先

柏市企画部企画調整課

園通04-7167-1117自国04-7167-6644

盟国Jh口p:l/WNW.city.hakodate.hokkaido.jp/toshiken/design/index.htm 

①アー トをキーワードとして相:9:1こ関わりあい、常磐線と

沿線地域のイメージアップと活'性化を図ることを目的と

する JOBANアー トライン協議会(台東区・荒川区 ・

足立区 ・葛飾区松戸市-柏市 -我孫子市 ・取手市 ・東

京葱術大学 ・JR東日本支社)の設立を契機に、柏駅周

辺商業関係者及び市民有志で ["JOBANアートラインか

しわ実行委員会jが組織された。

②常磐線沿線のイメージアップと、柏市がより一層、文化

的で創造的な街として再構築され、「住んでみたい街JI住
むことを誇れる街Jとしてシビ、ツクブライドを高めるこ
とを目指している。 1O~1l月をアートライン月間として、

各種展示、ライブペイン卜、ワークショ ッブ、演劇、シ

ンポジウムなどを開催。他、 5月に開催される柏市民活
動フエスタへの参加や、摘水軒記念文化振興財団助成事

業の募集、対象選定、実施を行っている。活動開始から

6年を経て、秋のライブペインテイングなどは、もはや
風物詩として定着している。そして、委員会の参加希望

者や会に賛同する団体が年々増えており、また、学校教

育と連携した取り組みゃ、イベントでは商業施設やホテ

ル、証券会社から展示場所を提供されるなど活動の輸が

広がっている。

③これまで柏駅周辺の中心市街地は、主に百貨屈を中心と

する商業庖舗の集客により活性化されてきたが、新たに

クIj工イティブな創作活動という別なアプローチが加わ

ることで、街なかにアートの拠点が生まれ文化的な街と

しての認識が高まると共に、幅広い年代 ・ジャンルの市

民がまちづくりの主体としての自覚を持つものと期待さ

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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東京都新宿区 | フェスタ2012新宿クリエイターズ・

に拡大したことから、より大きな効果を得ることができ
た。また、協力する主体が摺えており、今後、イベント
規模の拡大や集客の増大が期待できる。
④区、地元商居街、民間企業、大学・専修学校、芸術家等
が強く連携して開催する一大アートイベン トである。ま
た、イベン卜会場は、公共の空間 ・施設、協力可能な民
間施設を有効活用している。昨年、延24万5千人の観覧
者を得たが、知名度が依然低く、協賛金集めに苦心した
が、本年は、著名芸術家等の協力を得て内容をより充実
させたことで、昨年以上の協賛企業を得るととができた。
⑤[課題]多くの企業が協賛しているが、予算確保は将来
的に不透明である。企業広告を多数掲出するなど、協賛
メリッ卜を用意するととで協賛企業を確保していく必要
がある。全国各地でアートイベン トが多数開催され、ま
た、大量の情報が溢れる中、いかに本事業の知名度を上
げ、多くの人に来場してもううかが課題である。
[今後の展開]①、①を克服し、イベント内容を毎年充
実させ芯がう、都内有数のアートイベントとしていく。

本自治 体 名

*人口

*面 積

本 事業開始年度

本事業主体

連絡先

同フ工スタ実行委員会事務局(新宿区区長室特命プロジェク卜推進諜内)

圃軍!I03-5273-4220 日冨.03-5273-3931
回iIJhttp://www.sccf.jp/ 

東京都新宿区

318.936人
18.23Km2 

平成23年度
新宿クリ工イターズ・フェスタ2012実行委員会、新宿区

①新宿区は、新宿駅周辺及ひ、歌舞伎町を中心に多くの人で
賑わっており、訪日外国人にも大変人気がある。また、
新宿は多くの文化人や芸術家を輩出してきた文化・芸術・
芸能のまちでもある。昨年、こうした特性を活かし、こ
のまちに新た芯賑わいと活力を創出することを目指した
アートイベン卜「学生クリ工イターズ・フェスタ in新
宿2011Jを開催した。本年は、イベント内容をより充実
させ、会場を駅周辺に拡大した「新宿クリ工イターズ・
フェスタ20l2Jを開催し、昨年以上の効果を上げる。
②(1)まちの魅力づくり、イメージアップを図り、新た
な賑わいと活力づくりに取り組む。

(2)区民及び来街者が文化芸術に触れる機会を提供す
るとともに、若手芸術家等の発表の場を創出する。
[平成23年度]
期間平成23年10月 1 5日 ~23日
会場.新宿駅東口・モア4番街、歌舞住町
内容等 ;学生アート コンペティションを中心に実施
集客等延24万5干名の観覧者
[平成24年度]
期間.平成24年8月 24日~9月 2 日
会場新宿駅周辺全域
内容等 学生アートに加え、著名芸術家の特別展や映
像制作関係者によるセミナー、親子で楽しめ
るアートイベント、学生のアートフ工スタ等
を実施

集客等延29万6干名の観覧者
①昨年は、駅東口から歌舞伎町までの通りや広場を活用し
て実施した。これにより、人の動線を作り、回遊性を向
上させることで、まちに新たな賑わいと活力を創ること
ができた。本年は、事業内容を充実させ、会場を駅周辺

|東京都台東区、墨田区| 墨田区)観光アートプロジェクト台東区、GTS (東京華街大学、
③本事業によって設置したアート作品はその斬新なデザイ

ンと実施主体の特有性かう新たな観光拠点創出の一翼を

担っている。また、複合的に実施しているアートイベン

卜により、地域の文化的土壌が醸成され、 芸術文化発信

の拠点ともなっている。今後、東京スカイツリーの観光

客が隅田川両岸工リアを回避する仕掛けとして大き忽可

能性を有している。

④隅田川|両岸工リアにおいて、東京墓術大学が制作する

アート作品や各種イベントにより観光のアートラインが

作られていること。作品のデザインと安全性を両立させ

ることに苦心した。

⑤本事業が終了する平成25年度以降に、 両区に設置した
アート作品を効果的に観光や地域振興に結び付けていく

ことが課題であり、そのための体制等について3者で協
議を進めていく。

東京都台東区、墨田区

台東区170.539人、墨田区250.676人
台東区10.081くm2、墨田区13.75Km2

平成22年度
東京釜術大学、台東区、墨田区 (3者でGTS
観光アートプロジェクト実行委員会を組織)

自治体名

人口

面 積

事業開始年度

事業主体

*
*
*
本
*

連絡先

台東区文化産業観光部文化振興課 墨田区産業観光部観光課

‘iaJ 03-5246-114603-5608-6500 1m 03-5246-1515 03-5608-6934 
四百http://gts-sap.jp/

①東京整術大学から台東墨田両区(昭和52年姉妹都市提
携)に対し、東京スカイツリーと浅草を結i)¥隅田川両岸

エリアに、新たな観光アートラインの形成を目指すブロ

ジ‘工クトの提案があった。東京スカイツリーの建設に伴

い、墨田区では「国際観光都市すみだJにふさわしい新
しい観光ネットワークの構築を進めており、また、従来

より東京整術大学と連携して事業を実施している台東区

でも、「国際観光都市」として、東京ス力イツリーの開

業を絶好の機会と捉えた観光施策を推進していたため、

3者連携により、本アートブロジ工クトを平成22年度か
ら3か年計画で実施することとなった。
①東京スカイツリーと浅草を結13¥地域において、観光の視

点を採り入れたアートブロジ‘工ク卜を実施することで、

地域の芸術環境を充実し、新た芯賑わいを創出する。ま

た、東京スカイツリーを訪れる観光客の回遊性を高め、

まち歩き観光を推進する。(1)東京スカイツリーの

ビ‘ユーポイントにアート作品を設置し、新たな回遊ルー

トを造成する。[アート環境プロジェクト](2)東京霊
術大学生や国内外のアーテイストによるアートイベント

や、コンサー卜、地元小学生等が参加するワークショッ

ブなどのイベントを実施した。[隅田川ArtBridge]。
実施状況については、(1)平成22年度から始まり、本
年が最終年。毎年、アート作品2基を各区に設置し、現
在、両区で9基設置されており、平成24年度末には両

区で12基となる。(2)開田川IArtBridgeでは、地域の
歴史や文化をアートによって捉え直す質の高いブ口ク‘ラ

ムを数多く展開している。
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※①事業、活動の背景 ・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|東京都渋谷区 [代宮山インスタレーション

148 

①ヒルサイドテラスの完成を機に、翌1999年、ヒルサイド

テラスにギャラリーを構えるアートフロントギャラリー

代表北川フラム及びヒルサイドテラスオーナー兼住民

の朝倉氏が将来の代富山を見据え、点では主主く代宮山全

体をつ芯ぐソフトプログラムとして企画、 11月に第1回

展を開催。代宮山のまちのさらなる価値向上とともに、

都市における諸問題をも視野に入れて、次世代のまちづ

くりの在り方を代宮山かう発信する試みであった。

②まちの景観を材料に仮設アート作晶を点在展示し、まち

を回遊し主主がら作品を楽しむことを通して、人々の景観

に対する意識の喚起街並みの美化推進等を含めたまち

づくりを実施。また、展覧会の運営により住民や来街者

などのネットワークを構築する。世界レベルの審査員を

立て、作品フランを国内外に公募。応募プランの中かう

審査で8~1O点(予定)を選び、地域住民の協力を得て
制作、展示する。会期中はワークショッブや関連イベン

卜を開催し、アートと街を媒介に多くの人を巻き込む機

会を企画。行事名:代官山インスタレーション2011 行

事期間'平成23年10月 9日~10月 30日実施場所.代宮

山の街並み実施状況.作品プラン応募数154点期間

中の各種イベン卜参加人数合計約60人展覧会の作品

鑑賞者数は街並み (屋外)展示のため不明。

③2年に一度、 12年間でア回の展覧会を開催し、代官山の
文化的なまちの印象づくりに寄与。また公募展として、

特に若い作家には、建築、アートの枠を超えて、認知度

の高いものとなっている。周辺地域との関係では、理解

と信頼が深まり、プライベー卜広場所はもとより代富山

駅や公園、庖舗など、公共性の高い場所での実施へと広

東京都町田市 |アートで彩る街

①町田市玉川学園は、「学校法人玉川学園」開設とともに

文教地区として発展してきた街であり、文化、芸術、教

育等の分野で著名人が住む街として知られ、ギャラリー

も点在し地域住民の文化活動も活発である。商庖街も文

化的なイベン卜を開催しその一端を担ってきたが、商庖

街の設えは統一感が芯く、地域住民が街づくりの中で求

めているアートな街のイメージがそれほどない。そ乙で、

商居街の設えを地域のまちづくりに添った形で演出し街

全体に統一感を与えるとともに、アートで「楽しむ・楽

しませる商庖街」として高居街への集客力をアップさせ

ようと事業が計画された。

②・ 商居街の設えを地域のまちづくりに添った形で演出し

街全体に統一感を与える。

-商庖街の景観と関連したグッズを製作し様々な形で利

用することで「玉川学園」のイメージを内外にアピール

し商庖街への集客を図る。・ 「芝生の風 (fiと緑と水)J
をコンセブトとした街並み景観整備(既存街路灯をフ

ラックや学生製作作品で装飾/歩道にフラワーポットを

設置/各庖舗に統一的芯看板を設置/学生によるお屈の

シャッターアート/グッズで製作した絵本に登場するオ

ブジ、工やベンチを居舗前に設置/商庖会管理の広場を整

備)・整備した街並み景観と関連したグッズ(絵本、タ

オル、クυアファイル、地域小冊子)の製作。平成田年
度に東京都(東京都新-元気を出せ 1商居街事業補助金)

と町田市(町田市新・元気を出せ商!苫街事業補助金)の

がり、2005年には未利用だった都市計画道路の中央分離

帯に作晶が設置されたのを契機に、その後「ひまわりガー

デンJとして有効利用されるなど、他のコミュニティ活
動につながる。

④都市におけるまちを舞台にしたアートの展覧会としての

先駆的な活動であり、 10年以上続いている点。ここ数年

の経済状況により新たな企業協賛が困難であり、 2009年

からは個人寄附も呼びかけているが十分とはいえない。

また、作品の設置においては都市の規範と様々ぶつかり

合うため、粘り強い話し合いと十二分な安全対策を講じ

ている。過去に事政を起さ芯かったことが実績と芯り地

元の協力と信頼につながっていると考えている。

⑤活動の継続により知名度も上がり、若手作家の登竜門と

してレベルの高いアーテイストの参加が増えている一方

で、質の高い作品実現のため資金面でのサポートの充実

を図ることが課題である。

*自治体名 東京都渋谷区

本人 口 200，595人

*面 積 15.111くm2

本 事業開始年度 平成11年度

* 事業主体 代宮山インスタレーション実行委員会

連絡先

渋谷区都市整備部都市計画課都市計画係

圃耳03-3463-26191m 03-5458-4915 
園週 http・//d-insta.com/ 

玉川学園

補助金を初期投資的に利用し事業を開始した。整備され

た商庖街の街並みを見るために、訪れる人が出てきた。

③商居街だけでなく地域の各種団体や学生との協働により

事業を実施したことで、地元商庖街への理解が深まり、

商!苫街をより利用してくれるようになった。庖舗看板や

オブジェを見に来る人が摺えた。今後も継続的に活動す

ることで、より多くの人を玉川学園に呼び込み、商居街

の活性化を図る。

④商居街だけでなく、地域の色種団体や学生との協働によ

り事業を実施している。最初のコンセブトが砿か主主か決

まらなかったが、何回も地域の人も交え話し合いを重ね

解決していった。

⑤補助金は初年度しか出ないので今後の事業資金をどのよ

うに確保するか。また、居舗看板やオフ、ジ、エを見に来る

人をいかに居舗内へ呼び込むかが重要課題である。

*自治体名 東京都町田市

*人口 420，243人

*面 積 71.64Km2

本 事業開始年度 平成23年度

* 事業主体 玉川学園商后会、玉川学園南口商盾会

連絡先

町田市経済観光部産業観光課

回週間2-724-2129 包囲050-3101-9615

※①事業、活動の背景・経線 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|神奈川県厚木市 |アート楽市

①平成20年から行っている「にぎわい爆発!あつぎ国際大

道芸」にアクセサリ一作家が知恵と技を振り絞り小物な

どを展示 ・販売する手作りアートマーケットを開設して

いる。個庖を持たなくとも、作る楽しさ、販売する楽し

さを市民みんなでわかち合い、街のにぎわいを創出する

ことを目的に始めた。

②中心市街地の活性化における起爆剤として始まったあっ

ぎ国際大道芸、さらに市民参加型のイベン卜を盛り込む

乙とによって、市内外かう中心市街地へ集客を図り、街

のにぎわい創出と市内経済の活性化を目的とする。厚木

に大道芸者E見に来るだけでは芯く、市民参加型の手作り

のアクセサリーや小物などを販売する 『手作りアート

マーケットを平成21年から実施しており、平成田年で4

回目の開催となる。J1回目印ブース弱の出居者が現在
では85ブースを超えている。

①趣昧で作ったアート作品をみなさんに買ってもううこと

で、販売意欲が増し、出居舗も年々増加し、地域として

も活性化に繋がっている。最初は市外からの出屈が多く

厚木市民は興昧本位でしか芯かったものが、見て感じて

できる手作りアートの輸が広がり現在は3分の1が厚木

市民の出居者である。

@フリーマーケットとは違い、自分で創意工夫した作品を

作り、販売すること。庖舗数が増え、来客者も増加して

いるので時聞を延長してほしいとの要望がある。(冬場

のため夕暮れが早く時間を延ばすことで電気代が別途必

要に主主る。)出庖料等増やすことで、夕暮れの暗い時間

でも、公園内を明るくし、転倒防止及び片づけを早くで

きる照明器具のレンタルを考えている。

⑤アート楽市は、庖舗数の増加による場所の確保が難しく、

雨天時の対応に苦慮する。今後は、 市民協働による開催

を展開して、年1回だけの開催ではなく、長期的に展示

をした作晶がアート楽市で集大成となるよう、さらには、

アート楽市だけの単独開催が長期的に行えるように、 手

作りの芸術性を市内幅広く市民全体に広げ、芸術の街厚

木と怠るように PRしていきたい。芸術が認められた際

には、手作りのお庖がオープンでき、街の活性化として

も期待したい。

*自治体名 神奈川県厚木市

*人口 224，038人
*面 積 93.83Km2

*事業開始年度 平成21年度
*事業主体 厚木市産業振興部商業にぎわい課

連絡先

厚木市産業振興部商業にぎわい課

圃週046-225-2840自国046-221-刀90

l神奈川県大和市 |YAMATOイラストレーションデザインコンペ

①大和市では、文化芸術の素晴らしさや感動を伝えるため

の活動が、市民の手によって日常的に展開されているが、

現在の大和市には、文化芸術の拠点となるホール、劇場、

ミユージアムといった施設がない。このため、本市では、

市民の文化芸術活動を内外に発信することが十分にでき

ない状況にあった。

①アーテイストとして活動したい、新たな挑戦をしたいと

考える若い世代の発表活動を支援し、創造の担い手を発

掘するとともに、これらの人材が持つ優れた才能を活用

して、大和をイラストあふれる魅力的なまちに変えてい

くととを目的に実施する。このコンべでは、オリジナリ

ティ溢れたイラスト作品を募集し、市内在住のイラスト

レーター・及川正通氏を中心とした3名の審査員による

選考を経て、入賞作晶を決定し、表彰を行う。入賞者に

ついては、翌年度の大和市のイベントのポスターなどを

制作するイラストレーターとして起用し、市内外にその

存在をアピールするとともに、イラストを取り入れた魅

力的は生活空間の創出につ芯げていく。YAMATOイラ
ストレーションデザインコンペ作品募集・出晶数358点

(うち入賞作品4点、一次審査通過作品43点)YAMATO 
イラストレーションデザインコンペ入選作品展-展示数

47点 (入賞作品4点、一次審査通過作品43点)、来場者

数650人。

③若者の創造活動の意欲が喚起され、本市の文化芸術の活

性化につなげるととができる。

市政とのかかわりが薄い若い世代のまちづくりに対する

関心を高めるζとができる。

入賞者が描いた作品を日常の生活空間の中に取り入れる

取り組みを進めることにより、良質な文化芸術に触れる

機会を創出することができる。

入賞者が、その後有名なイラストレーターになっていく

ことになれば、大和の文化的なイメージアップを図るこ

とができる。

④コンペ入賞者を市の刊行物等のイラス トレーターとして

起用したり、「ぴあ」の表紙イラストで知うれる市内在

住のイラストレーター及川氏を審査員長に据えたりする

など、コンペへの期待感を高める取り組みを行っている。

⑤事業開始から2年目となる今年度は、初年度の入賞者た

ちに市のイベントなどで活躍の場を提供し芯がう、併せ

てコンペ自体の知名度、認知度を高めていく。

本自 治 体名 神奈川県大和市

*人口 230，439人
*面 積 27.06Km2

本事業開始年度 平成23年度
本事業主体大和市

連絡先

大和市文化スポーツ部文化振興課

回里I046-260-5222 1m 046-263-2080 
回iIJhttp://w州 .city.yamato.lg.jp/web/shakai/illustcompe.html

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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l神奈川県湯河原町 |中学校前歓迎港建備事業〈平成23・24年度継続事業〉

①国道135号沿いに設置されている歓迎繕について、作成

後30年が経過し老朽化が著しい為撤去するという意向は

以前からあったが、撤去後どのようにするのか具体的な

方策が決定していなかった。平成23年度に、湯河原口ー

タリークラブから陶板を寄贈するので歓迎培を整備した

らどうかという話をもらい、事業に着手したもの。

②湯河原ヘ来町してくれた方を歓迎し、また湯河原町へ足

を運んでもらうよう、新た主主湯河原町のシンボルとして

設置。高さ3.8m及び2.5mの2画のコンクリー卜壁に、

湯河原梅林の紅梅・白梅、湯河原名産のみかん、千歳川・

新崎川の清流をモチーフとしてデザインされた陶板が取

り付けられている。歓迎塔の周囲には芝を張。、樹木を

植栽して、隣接するポケット}¥ークには幕山の稜線をイ

メージしたベンチ等を設置し、くつろぎの空聞を創出。

熱海側の歓迎塔については、 4件の広告が掲出できる形

状に芯っている。 2ヵ所の歓迎塔が整備され、見通しも

良くなり、湯河原町への入口として観光客等を迎える形

になっている。

③国道135号沿いに歓迎塔が整備され、来町者を迎え入れ

l 新潟県燕市 | 田んぼアート
①近年の農業情勢は担い手の減少、高齢化の進行や米価の

引き下げ等により農村地域の活力の低下が懸念されてい

る。一方、農業震村は食料を安定的に供する食糧基地で

あるとともに多面的機能を有する資源であると位置づけ

られている。このことから地域の方々に少しでも農業を

理解し、農業農村の素晴らしさを認識していただく場を

提供し、アートを利用した田んぼの多面的機能を広く

PRする取り組みを実施している。

②燕市の地域における「安全・安心な米作り」の推進を図

る一環として、農地を景観的に活用することによって地

域住民が農業にふれあう場を提供し、農業や農村が有す

る多面的な機能を広く PRするとともに農業の素晴ら

しさを普及することを目的とする。参加者に昔ながらの

稲作(手植え ・手刈り)を体験していただき、田んぼを

キャンパスに見立て、古代米など色の異なる4種類の苗

を使用し、絵や文字を表現する。毎年テーマを考えデザ

インを変え開催しており、見学会を実施することにより、

年を重ねるごとに参加者並びに見学者が増えている。

①活動6年目を迎え、地域住民が音ながらの農業を体験で

きることや、田んぼに絵や文字を表現することができ、

アートで田んぼの多面的機能を PRする取り組みは好

るシンボ、ルが出来たことで、一つの玄関口が形成された。

熱海側の歓迎塔は広告掲載により、観光客等が町内へ流

入することが期待される。

④陶製のレリーフを取り付けた歓迎密であることと、広告

看板の掲出できる歓迎密であること。歓迎揺を設置する

土地の隣接地の管理者との折衝に時聞がかかったが町側

の要望に沿うような形で工事を進めた。

⑤歓迎搭周囲の清掃及び芝や樹木の管理を定期的に実施す

る。熱海側の歓迎塔の広告について、継続的に広告が掲

出されるよう管理する。

本自治体名 神奈川県湯河原町

本人 口 26.488人
*面 積 40.99Km2

* 事業開始年度 平成23年度
本 事業主体湯河原町

連絡先

湯河原町まちづくり部観光課

回里ITEL 0465-63-2111 (712) 1m 0465-64-0300 
園田www.town.yugawara.kanagawa.jp

評で、 8月に開催された見学会や秋の稲刈りについても

参加者が摺加している。今後は、さらなる PRに取り組

み、震家 -地域住民-学校等との交流を発展させて行き

たい。

@アートのテーマやデザインは、合併した3市町の地域に

ちなんだものや、時代背景を考えたデザインとしており、

毎年新しいデザインやテーマとなっている。事業開始当

初は、地域住民の参加が少なかったが、広報誌やマスコ

ミに取り上げられ、 PRも順調に進み年々参加者の増加

が見うれる。

⑤活動6年目を迎え、マンネリ化を招か芯いようにテーマ

や実施方法を関係機関と協議し実施する方向でいる。

*自治体名 新潟県燕市

*人口 82.763人
*面 積 110.94Km2

* 事業開始年度 平成19年度
*事業主体 燕市景観作物推進協議会

連絡先

燕市農林部生産振興課

‘iD 0256-97-2111 1m 0256-97-2115 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



(新潟県上越市 |アート看板プロジェクト事業

①上越市浦川原区の月影地区にある横住集落 (41戸)では、

地域のシンボルである小学校の開校が決まり、過疎と高

齢化、少子化の進む地域を元気にと、ワークショッブを

重ねアートイベン卜を選び、平成12年ア月に有志で会(サ

インズ ・オブ -メモυ一実行委員会)を立ち上げ活動し
ている。

②花いっぱい活動や芸術を通じた環境整備から、地域づく

りを推進し、地域の活性化のため、集落全体が参加する

アートイベン卜を実施している。最初の年は、「住民の

顔が見えるJr元気」をコンセブ卜に屋号を絵で表し、
看板を集落全戸の入口に配置した。次年度は集落全戸の

窓にパネル絵をはめ込み、三年目は集落を一冊の絵本に

見立て、各戸を絵物語に位置付け、千五百枚に着色した。

その後も「村の小さな道しるべ」と題してメッセージの

れんを各戸に掲げ、平成22、23年は、案内サインやシン

ボルタワーを集落内に設置している。平成24年度は、案

内サインやシンボルタワーの修復とアート看板を設置し

た。設置後、道行く人が足を止めることが多くなったこ

とから、環境保全活動に関連する新規看板を今年度設置

する。

①アートを通じた活動の輸が広がり、賑わいづくりが進み、

年長者の仲間づくりの場「おーい元気会jも生まれ、き

づなと活気が深まっている。

④小さな集落が元気を発信したこのアートイベントは、活

動を開始してか:310年以上、徐々に活動の輸が広がり、

人の縁が生まれ、他地域の人たちとの交流が進み、今も

着実に歩み続けている。運営は、サインズ・オブ ・メモ

リ一実行委員会で行い、活動は多くの地域住民の協力を

得て実施している。

⑤芸術家や大学生の協力を得ながら制作及び設置している

アート看板を、地域住民自ら修復や維持の方法を理解し

てもううよう研修の場を設ける。また宿泊体験交流施設

「月影の郷」と連携し、地域住民と利用客の交流の場と

してアート看板制作を活用することも検討している。
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*自 治 体名 新潟県上越市

*人 口 203.9旧人
*面 積 973.611くm2

* 事業開始年度 平成12年度
* 事 業主 体 サインズ・オブ ・メモリ一実行委員会

連絡先

上越市自治・市民環境部浦川原区総合事務所総務・地域鍍興グループ

自菖.025-599-2301 1m 025-599-2225 

|富山県富町Iガラス美術館・ストリートミュージアム構想事業
①新たな地域文化の創造を目指す本市では、昭和印年の市

民大学ガラス工芸コースの設置以来、 「ガラスの街とや

まjをキャッチフレーズに掲げ、ガラス芸術を活用した

まちづくりを推進してきた。そうした取り組みの 環と

して、平成16年度より市内の歩道や公共施設内にガラス

作昂を展示するためのショーケースを設置し、街全体を

美術館に見立てた「ガラス美術館・ストリートミユージ

アム構想事業Jを実施している。

②まちなかの各所にガラス作品を展示し、市民や観光客が

気軽にガラス芸術に触れられる空間を提供するととで、

「ガラスの街とやま」の魅力を街全体を通してアピール

する。まちなかの歩道や公共・民間施設に「工キシビショ

ン-ショーケースJを設置し、市の収蔵作品や地元ガラ

ス作家の作昂などを展示している。

①ガラス作晶を鑑賞する機会が僧えたことで、市民のガラ

ス芸術に関する関心が年々高まっている。ガラス作品の

制作体験が可能な富山ガラス工房では、制作体験者数が

年々増加しており、「ガラスの街とやま」の裾野は確実

に広がりつつある。また、美しいガラス作品をまち芯か

に浸透させることで、都市景観の向上にも貢献している。

④通常は美術館等の閉鎖的な空間の中に展示されるガラス

作品を、ショーケースごと屋外に出すことで、普段は芸

術に関心のない人々に対してもガラス芸術の魅力を伝え

ることができている点。ガラスは屋外に野ざらしにでき

芯い繊細芯素材であるため、それを保護するための

ショーケースの設計・設置に苦心した。

⑤ショーケースのメンテナンスや作品の入れ替えなど、設

置後の維持管理に経費がかさんでいる。また、市では現

在、中心市街地にガラス美術館の建設を計画中であり、

今後は新美術館とストリートミユージアムの関係性や、

収蔵作品の活用方法などを検討する必要がある。
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*自 治 体名 富山県富山市

本人 口 416.223人
*面 積 1.241.85Km2

* 事業開始年度 平成16年度
* 事 業主体 富山市

連絡先

富山市企画管理部企画調整課

因調076-443-2018自国076-443-2170
0Ii1J http://www.citY.toyama.toyama.jp/etc/glasscity / 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|富山県高岡市 |まちなかアートに関する事業
①高岡市では、憩いやうるおいのある都市景観の創出を目

的として、昭和53年より段階的にアート作品を市内各所
に設置してきた。アートは、「ものづくりのまち高岡」

をアピールするために、高岡の伝統たる鋳物技術等に

よって製作されている。平成22年度には、市内外の人た

ちに実際に市内を歩いてアート鑑賞してもらうために

「まちなかアート散策マップJを作成した。
②憩いやうるおいある都市景観の創出、及び高岡の伝統技

術を活かしたアート作品を通して「ものづくりのまち高

岡Jをアピールすることを目的としている。昭和53年よ
り、高岡市の伝統産業の代表である銅像作品等を、順次

市内各所に設置してきた。設置は、民間によるものもあ

る。また、設置場所については、作品との関連性を踏ま

えて選定しているものもあり、作品にまつわる高岡市の

歴史等を伝える工夫もしている。平成22年度に作成した

「まちなかアート散策マップ」については、各公共施設

等で配布しているが、現在までのところ好評を得ている。

③市内各所で配布している「まち芯かアート散策マップJ
は、初回5，000部を印刷したところであるが、追加印刷

が必要なほと、好評を得ている。また、全国各地に設置さ

れている人気キャラクター等のブロンズ像が、高岡市で

製作されていることを紹介するマスコミ報道が増えた感

じを受ける。今後は、市内外の人たちにマップに従って

まちなかアートの鑑賞を楽しんでもらうことで、歩いて

楽しいまちづくりに繋がっていくことが期待されてい

る。

④これまで設置されてきたアート作品の中には、民間によ

るものや市民会議の活動の一環として設置されたものも

あり、市民参加によるまちづくりに繋がっている。一方

で、アート作品の保守管理及び周辺環境の整備が徹底さ

れていない等の問題点もある。

⑤まちなかアート作品の保守管理及び周辺環境の整備を徹

底し、作品の良好な状態を維持し続けていくことが課題

として挙げられる。今後の展開については、引き続き「ま

ちなかアート散策マップ」の配布を通して、市内外の人

たちにアピールしていく予定である。

本自治体名 富山県高岡市

*人口 175，944人
本面 積 209.42Km2

*事業開始年度 昭和53年度
*事業主体 高岡市、その他市民会議等

連絡先

高岡市都市整備部都市計画課

‘iD 0766-20-1407 1m 0766-20-1414 
園田http://州 .city.takaoka.toyama.jp/toshi/l00 1 /html/keikan/public% 20art.html 

|富山県立山町 |越中陶の皇「陶農館j研修事業
① 「越中瀬戸焼」は、 400年前の桃山時代に加賀藩主 ・前
田利長が尾張・瀬戸村から陶工を招いたのが始まりとさ

れる。江戸時代には藩の御用窯として栄えたが、明治時

代には陶工達は一時瓦業に転業したものの、昭和に入り

復興、現在は5人の陶工が活動している。ここの焼き物
は、良質な粘土、紬薬、薪、窯の全てがこの地域の産物

という優れた特徴があり、海外からも高い評価を得てい

る。近年は担い手の育成や陶工が集まる「新瀬戸地域」

の高齢化が課題となっていた。

②越中瀬戸焼を振興するため、越中瀬戸焼の妓術を学/3¥研

修制度。また、研修後の陶工として独立を支援し、将来

的な定住と地域活性化につなげる乙とを目的としてい

る。研修期間は3年間。株式会社たてやまの社員として
「越中陶の里 閤農館jでのイベント開催の企画・運営、

陶芸体験の講師やホームページの更新などを実施する。

その空き時聞を利用し、陶農館で陶芸の作業をしたり、

地元の陶工を回り、教えてもらったりするといった研修

を行う。4月から新瀬戸地域に移住し、陶震館の研修生

兼従業員として活動中である。日々の業務としては、陶

農館のホームページの更新や陶芸教室の募集・講師等を

行っている。陶芸教室については、現在は初級者向けの

コースしかないが、今後は通年で陶芸が学べるしくみを

検討中である。また、研修生としては、陶工との師弟関

係を構築中である。

①従来、地域のコミュニティ活動と越中瀬戸焼としての陶

工の活動は接点、があまりなかったが、昨年より研修生の

受入の話を進める中で、陶工達が越中瀬戸焼を起爆剤と

して地域を活性化していこうという機運が高まってき

た。研修生の受入開始にあわせ、初めての試みとなる陶

工全員が集まった陶芸展を4月1日から陶農館で開催
し、地域の住民はもとより、町外からも多くの来場があっ

た。今後も定期的に開催し、地域の代表的なイベン卜と

していく予定である。

④地域として、陶芸を中心とした村おこしに活路を見出そ

うと検討しており、来年度以降に2人目、 3人目の研修
生を募集し、陶芸村にしようといった声も聞かれる。研

修後、陶工として独立した際、生活していける収入がえ

うれるか芯どの課題がある。

⑤陶農館は新瀬戸地域を陶芸と農業を中心に活性化させよ

うという目的で建設されたが、陶芸の活用面が弱かった。

今後は研修生を中心に地域住民と間工とが一体となり、

新瀬戸地域を盛り上げていく活動が期待されている。

本自治体名 富山県立山町

*人口 27，410人
*面積 308.79Km2

*事業開始年度 平成24年度
判幹事業主体 株式会社たてやま(陶農館の指定管理者)

連絡先

立山町企画政策課

‘iD 076-462-9968目mt076-463-1254 
園田http://州 w.yoshimine.or.jp/play/02.html

※①事業、活動の背景・経線 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
G:特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|福井県福井市 |フクイ夢アート

①市民ギャラリー (えきまえ|くOOCAN)やNPOが運営

する E&Cギャラリー等、まちなかにアートの下地はあ

るものの、それぞれの活動が市民に認知されるには至っ

ていなかった。アートによって、人と人、人とまちを結

び、継続的な賑わいにつなげるとともに、まちなかが文

化の拠点であるという認知度を高めるため、フクイ夢

アートを開催するにいたった。

②アートを通して、人と人、人とまちを結びつけ、継続的

な賑わい創出につ芯げる。開放された公共空間で、市民

団体、アーテイス卜、地元、大学、行政等が様々主主アー

ト企画を持ち寄り、「まち」という場で表現する。複数

のアートプログラムが集まり相互に連携しながう、まち

の魅力を創造、発信する。写真、映像、音楽、屋外イン

スタレーション等、多彩な作品が「まちJを飾った。地
元商居街や行政だけではなく、福井大学や福井工業大学、

仁愛女子短期大学等、多くの学生がスタッフとして関わ

り、若者がまちなかに目を向けるきっかけと芯った。

③フクイ夢アートは平成24年度で3年目となる。2年目か

らは実行委員会形式をとり、マスコミを含む様々な分野

の人々に委員を委嘱、事業全体の深まりと広がりを生み

出してきた。会場の一つであった市民ギャラリーの利用

者も飛躍的に増え、回遊性の向上につながっている。盾

主がアーテイストに依頼して居舗の外壁に絵を描く等、

波及効果も生まれている。今後は、商居街を含むまちな

か全体を巻き込むような仕組みづくりを目指し、回を重

|福井県大野市 |文化発信事業

①地域のリーダー育成を目的に実施した越前大野平成塾事

業に参加した2期生が、まちづくりの一環として企画立
案したイベントで、 1998年から2期生のメンバーを中心
とした越前大野感性はがき展実行委員会を組織し、大野

市の委託を受けて実施している。大野市が、水環境保全

を目的に平成8年に自然林(ブナ林)196haを購入した
のをきっかけに、ブナ林のようにたった一枚の葉がたく

さん集まれば、木となり林となり、大地を造り生命の源

となる水の恵みを与えてくれることから、一枚の葉を葉

書に置き換え、一人ひとりの小さなメッセージを集め大

き芯メッセージ1こしようとの思いを基に開催している事
業である。

②自然をテーマに葉書サイズの様々な作品を募集し、応募

作品の中から審査によって入選作品500点を決定し表彰
式を開催し、作品募集の翌年には、入賞作品をまちなか

の観光スポット等に高札にて展示するとともに作品集を

発刊している。今までのテーマは、水、森、空、川、山、

星で、あったが、平成23年度の第ア回展では、「花Jをテー
マに作品を募集したところ、日本の全国各地をはじめ海

外から過去2番目に多し~7 ， 530点の応募があった。平成

24年度は、入賞作品500点の通常展示だけでなく、ひま
わり畑で開花にあわせ、ひまわりの作品だけを集めた特

別展を開催した。現在、作晶集の発刊に向け編集作業に

取り組んでいる。

①表彰式や作品集発刊、作晶展示等は、受賞者の方々をは

じめ、応募者の創作意欲を高めるとともに、大野市を訪

れる良い機会となっている。また、まちなか全体を美術

ねるごとに認知度を高めつつ、地元との連携を深めてい

きたい。

④地元商后街、 NPO、企業、大学、行政といった横のつ

ながりが生まれ、コミュ二ケーションを図り広がら 「ま

ちJの賑わいづくりに努めている。開始当初は、地元商
庖街の関わりが弱かった。そ乙で、 2年目の平成23年度

には、商盾街からも委員を招き、商庖街を舞台とした企

画を開催した。3年目の平成24年度は、事前の「まち歩

きjを予定しており、作家同士あるいは作家と地元との

連携強化を図っている。

⑤現在は、市からの負担金のみで運宮している。今後は、

企業からの協賛や広告等も募集し、民間に協力いただく

部分を僧やしていきたい。そのためには、フクイ夢アー

ト事業のより一層の認知度向上が求められる。

*自 治体 名 福井県福井市

*人口 268，106人
本面 積 536.19Km2 

* 事業開始年度 平成22年度

判幹 事 業主体 フクイ夢アート実行委員会

連絡先

福井市都市戦略部中心市街地振興課

田昌on6-20-56n1m On6叩 -5133
哩国Jh悦P://www.city.fukui.lg目jp/d360/sigaichi/yume-artJindex.html

越前大野感性はがき展

館に見立て、観光の名所等に展示することにより、 市民

はもとより観光客にも作品を通じて大野市をPRする

ことができる。まちなかを歩いて作品を鑑賞しても5う
ととで、ゆっくりと自然に恵まれた美しい大野を感じて

もらうことができ、まちなかの賑わいにもつながってい

る。

④大野市の委託事業であるが、行政主体でなく、市民が企

画立案し、実行委員会形式にて環境保護や文化芸術の振

興の観点から実施しており、地域への愛着を高めるとと

もに市民自らまちづくりを考える事業と芯っている。

⑤今までのテーマの作品が、全部で42，000点余りあり、作
品の整理や保存場所の確保が難しくなっている。今後は、

事業を継続しながら作品の整理等を実施し、各種イベン

卜での過去の作品展示等、新たな活用方法を考えていき

たい。

。<x由。。制帰国制持。。制陣。。射神持制帰。00<制持制制抑制崩沖<x<x剛同制坤000<対>000<陣。00<対陣。。制時

*自治体名 福井県大野市

*人口 36，392人
*面 積 872.3Km2

* 事業開始年度 平成10年度

*事業主体 大野市・越前大野感性はがき展実行委員会

連絡先

大野市教育委員会事務局文化課

IID on9-66-541O包囲on9-66-5418
l!mJ http://www7.ocn.ne.jprk-topgun/index.html 

※①事業、活動の背景 ・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|福井県あわら市 |金津創作の森事業

①合併前の旧金津町で、「自然や歴史があり、農工商も発

展しているが、町の活気が足りないJといった現状から、
アートによる地域活性化をめざしたのが始まりである。

その実現方法として、里山に居住し工房を持って活動す

る作家を公募し、芸術活動の場を提供することにより作

家活動を支援することとした。その他、教室・体験がで

きる陶芸工房、ガラス工房の整備、現代アートの展覧会

開催。また、屋外に現代アート作家が制作した作品を展

示し、散策を兼ね芸術作品の鑑賞ができるよう整備し、

市民の創作感性を高めるとともに、ここで生まれた文化

を全国に発信する事業を展開している。

② 「文化や芸術に親しむ心を育む」、「分かりゃすい展覧会

等の開催jを柱に、市民の文化意識の向上を図る。金津

創作の森入居作家の公開制作が見学できる機会を年2回

設け、市民と触れ合う機会を提供している。また、児童

生徒を対象にした陶芸-ガラスの物作り体験を実施する

とともに、展覧会を通してアートに触れる機会を設けて

いる。その他、分かりやすい展覧会の開催を心がけ、広

報誌やケーブルテレビ等を利用し啓発活動に努めてい

る。市内小中学生及び高校生を対象に物作り体験を行い、

体験後は、森の散策及び展覧会の鑑賞を行っている。ま

た、秋には体験制作した陶芸等の作品展を行っている。

広報誌では、創作の森の展覧会紹介や教室案内等の紙面

を設け、毎月市民に情報提供している。ケーブルテレビ

では、2ヶ月に 1回展覧会の見と、ころ解説を行っている。

①金津創作の森入居作家と触れ合う機会や入居作家作品展

を開催することにより、芸術文化が徐々に市民に浸透し

ている。また、金津創作の森で講座体験をした児童生徒

に芸術や文化に親しむ、心を育むことができた。その他、

敷居の低い、分かりやすい展覧会を開催することで、観

覧者数が増えた。

④金津創作の森は、あわら市の芸術文化の発信拠点として、

市民はもとより他市の方にも影響を与えている。現代

アートを分かりやすく理解してもらうことに苦心してい

る。展覧会の企画段階で企画委員等多方面の方から意見

を聞き反映している。

⑤金津創作の森入居作家の高齢化により、将来的に創作活

動ができなくなる可能性がある。今後は、若手作家の育

成の場としての活用を考えていきたい。

*自治体名 福井県あわら市

*人口 30.212人

*面積 116.99Km2

*事業開始年度 平成16年度
担幹事業主体 あわら市、財団法人金津創作の森財団

連絡先
あわら市文化学習課

liD 0776-73-8041 1m 0776-73-1350 
l!IilJ http://sosaku.jp/ 

|長野県塩尻市 |ShioHring (シオジリング〉アートフェスタ

①塩尻市では平成22年度かう、高校生が自分たちの地域を
もっと知り、目を向けるための活動として、首都圏の美

大生とアートを通して地域を再発見する「学生交流ワー

クショッブ(通称 アラジオワークショッブ)Jを行っ
てきた。乙の「地域をアートでアラわす」という活動を

きっかけに、平成23年度には「シオジリングアートフ工
スタ」という、市民が「アート」に気軽に触れ、楽しめ

るアートイベン卜を開催している。

①本市には美術館が芯く、県内には美術大学も芯いため、

学校の授業以外には美術に触れる機会がないのが現状で

ある。「アラジオワークショッブJでは、地域の特色を
取り入れたワークショッブの実施により、授業に関係な

く美術に触れる場を作り、アートを通して多世代交流を

図る目的がある。塩尻市市民交流センタ (愛称 えん

ぱーく)を会場に、地域の特徴を活かした 113¥と、うJ1ワ
インJ1漆器jを使い市民参加のアートワークショッブ
を実施し、それぞれ50名~100名の参加があった。 113\と、

う」のワークショ ッブでは、ぶどう色の風船に、塩尻市

の花「桔梗Jの種を入れて、一斉に空に放した。また、
13¥と、うの皮を染料にして、布製のバッグに絞り染めを
行った。「漆Jのワークショッブでは、木製のうちわに「色
漆」を使って絵付けを行い、市民と楢川地域の職人との

交流や、展示機会の提供に繋がった。その他には「ワイ

ンコルクJをスタンプとして使い、絵葉書を作るワーク
ショッブや、絵本の読み聞かせを交えたワークショッブ

を実施した。

③アートワークショッブを定期的に開催することで、参加

者のUビート率も高くなるとともに、アートワーク

ショッブの認知、活動の周知に繋がっている。地域の特

徴をアートを通して表現するこの事業は、市民にも「地

域の新しい魅力jとして捉えられており、若者による地

域に根ざした活動になってきている。

④事業の主体は高校生であり、その中で大学生のリーダー

スタッフを中心にワークショ ッブの企画を行っている。

高校生は学校聞を越えて活動しており、大学生の参加に

よって世代を越えた交流の場となっている。しかし、進

路に伴い学生メンバ が変化するため、集約に苦労して

いる。学校や地域住民との連携で事業を継続的に実施す

るための工夫が必要である。

⑤えんぱーくのみな5す、周辺の地域を会場として巻き込
める事業にする必要がある。また、事業の主体である高

校生や大学生の年代が変化しても継続的な参加が出来る

ように、学校聞の連携を深めていきたい。

*自治体名 長野県塩尻市

*人口 67.482人
本面 積 290.18Km2 

*事業開始年度 平成22年度

本事業主体塩尻市

連絡先

塩尻市市民交流センター総務課

‘iaJ 0263-53-3350 1m 0263-53-3362 
園田http://www.city.shiojiri.nagano.jp/

※①事業、活動の背景-経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



長野県池田町 |てるてる坊主アート展

④見事な景観立地にある 『あづみ野池田クラフト)¥ークj

の広大悲芝生広場に、てるてる坊主を屋外展示し、老若

男女の皆さんにのんびり過ごしてもらえる展覧会。年々

応募される作晶のクオリティーが上がるにつれ、応募を

鷹靖う参加者が発生。また、新規の一般参加者からの応

募数の減少など、展示作品の確保に苦心。昨年より、 『工

作は苦手でも書き物だったらjという皆さんをターゲツ

卜に“造書部門"を新設。作品数の娼加・注目度向上な

ど効果は大きかった。

⑤入選作品を活用したグッズ開発-商品化や 『てるてる坊

主jをモチーフにしたと当地土産品の商品化など商業と

の連携を基にした町内の活性化を推進していく。

長野県池田町

10，492人 (H24.4月現在)

40.18Km2 

平成19年度
てるてる坊主アート展実行委員会[町 ・
観光協会・ 議会等で構成する組織]

自治体名

人口

面 積

事業開始年度

事業主体

*

骨

申

*

也

帯

也

帯

連絡先

池田町観光協会

‘iaI 0261-62-9197日mt0261-62-5688 
l!IilI http://www.ikeda-kanko.jp 

①童謡てるてる坊主の作者-浅原六聞が当町出身であるこ

とから、 『てるてる坊主のふるさとjとして作者の功績

を讃え、町の啓発活動につなげるため開催。当町は、国

道・鉄道が存在しておらす、知名度の低さが課題となっ

ていた。しかし、来訪者からは、「こんな素敵芯景色の

場所があるなんて知らなかったJr安昼野の田園風景と
北アルプスの眺望を楽しむならこの町が一番jなどの声

が多く寄せ5れている。当町を"知ってもらう¥“一度
訪れていただく"ことも開催の目的となっている。

① fてるてる坊主』のふるさとをキャッチフレーズに、町

の観光推進-知名度向上を目指して開催 全国公募によ

る手作り「てるてる坊主」を屋外展示するコンテスト(芸

術・一般・子供 ファミリ-.造書の5部門)形式の展

覧会。パーク内の施設では、池田町の一年を紹介する「映

像祭Jも同時開催。併せて芙蓉が咲き誇る他会場にて、
擬人かかしを展示した「かかし芙蓉祭り」を開催。町を

横断してアート一色になる夏休み最後の週末を演出。毎

年8月の最終週の週末に開催。作品はここ2年600点超

の応募があり、北は東北から南は沖縄まで全国各地から

ユニークな応募がある。土日は、 1日3千人ほどの来場

者。

①当初念頭においていた、展覧会開催による知名度アップ

来訪者の動機付けとしては、大き芯成果が認められてい

る。町内在住の児童・生徒からの関心も年々高まりを見

せ、町内の意識向上にも成果として出てきている。

長野県高山村 |産学官連携地域文化創生事業

初は主主ぜ女子美術大学なのか、何をやるのか尋ねられる

事も多く手探りでの事業展開であったが、来村を重ねる

毎に顔なじみの学生も増え、交流を通じ深く村民に受け

入れられてきている。

④学生たちの慣れた感性で制作されたパスストップギャラ

リ一等は、住民の日常生活に親しまれているが、観光土

産の試作品については、多くの素晴うしい提案があるが、

現在成果晶は日本手ぬぐい1作品のみとなっており、制

作原資の問題があり試作晶を最大に活用できるよう解決

したい。

⑤高山村は一昨年「日本で最も美しい村」連合に加盟し、

景観条例の制定とともに村の豊かな原風景をいつまでも

大切に守り育てる努力をしている。今後も産学官連携事

業により女子美術大学と交流を深め、学生の素晴らしい

感性により「信州高山村Jのブランドづくりを進めたい。

。00<>0<加。000<決>oooooooo<x><x刻。oo<xx>。

長野県高山村

7，573人

98.5Km2 

平成18年度
長野県高山村、須高ケーブルテレビ(株)、女子美術大学

*自治体名

本人 口

*面 積

本事業開始年度

* 事業 主体

連絡先

高山村産業振興課商工観光係

圃耳I026-245-1100固mt026-248-0066 
園田http://w州 vill.takayama.nagano.Ip/lif昨日peration/improvement%20.html 

。00<封。00<メ)<)。喝>0<加。00<κ>0000。

①地元にいては気づか芯い村の良さについて外部かう提言

を得て、村づくりにつなげたい。須高ケーブルテレビ(株)

の紹介により、村と大学の思惑が一致し実現に至ってい

る。平成18年度から長野県高山村、須高ケーブルテレビ
(株)、女子美術大学による産学官連携事業に着手。その

後、感性豊かな女子美術大学の学生と村民との交流が始

まり、地元のテレビ局である須高ケーブルテレビ(株)が、

その活動の様子を村内外に発信している。

②アートやデザインを活かした地域づくりを考える女子美

術大学の学生が、授業の一環で高山村を訪問し、村内の

自然や環境、農業、観光をテーマにフィールドワークと

制作活動を実践し、学生の視点かう新たな村づくりへの

提言や、村民や村の子どもたちとの交流を通じた様々な

取り組みを行う。毎年、 2泊3日で3回程度高山村に来

村し、住民や子どもたちとの交流や作昂制作に取り組ん

でいる。

③村の特産品であるリンゴ、ブドウ、ワインブドウ等をテー

マにした「高級林檎箱、葡萄化粧箱Hワインラベル(シャ
ルドネ)HりんごジャムラベルシールH工コバッグHて
ぬぐいJなどの制作、「りんごアートコンテストム rH
スストップギャラリー(元々あった果樹の形のバス停を

装飾)J等の各種デザイン。作業体験として「ワインぶ

どう収穫Jrワインぶどう踏みJrそぱ猪口製作、そば打
ち体験」等、その他、「小学校児童とのワークショッブj

「アイスクリームラベルJr温泉郷土産和雑貨試作j等。
平成18年度に着手した本事業も今年でア年目となり、当
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※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|岐阜県岐車市 |まちなかお月見アート、まちなか七夕アート

156 

①正法寺(岐阜大仏)等の寺社仏閣や町家等の歴史的建造

物など、地域に残る歴史や文化の保全・継承と、良好な

景観形成を図るため、まちづくり会を設立した。その活

動のーっとして、アートによるまちづくりを実施する。

①井の口に残る城下町の風情と静かで趣のあるまちなみを

活かして、賑わいとまちの一体感、そして美しさを創出

する。まちなかお月見アートについて、まちの建物の軒

先や玄関先にススキを飾り、お月見の風情を演出し、金

華山に映える秋の名月を鑑賞する。エリア内の3か所の

スポットを回るスタンブラリーを実施し、参加者には、

湯茶等(ぜんざい)を振る舞う。期間中、正法寺の大仏

殿では、月をイメージしたアート作晶を展示し、ライト

アップにより幻想的な雰囲気を創出する。

まちなか七夕アートについて、笹と七夕飾りのセットを

配布して、軒先や玄関先に飾り、町家のまちなみを演出

する。町家を活用して、岐阜市ゆかりの音楽家によるコ

ンサー卜を実施する。この事業に賛同する住民が僧加し、

地域コミュ二ティが強まった。又、口コミや雑誌、新聞

等の宣伝により来訪者が「井の口」を回避し、賑わいが

生まれている。

③七夕コンサー卜、お月見アート、寄席など日本古来の行

事やアートで仕掛けたイベン卜を実施し、県内外から人

を集めている。特に、近隣で開催している長良川おんぱ

く(長良川温泉泊覧会)と協賛したことで、県内外の観

光客の誘致に貢献した。又、歴史・自然と調和したまち

づくり活動が評価され、平成23年度岐阜市景観賞まちづ
くり活動部門を受賞した。今後は、若手アーテイストの

活動の場の提供や、この美しいまちなみを守る活動を次

世代ヘ繋げていく活動を展開する。

④道三公・信長公が築いた城下町の中心であることや、金

華山のふもとという立地を生かして、地区の貴重な歴史

的、文化的資産を活用している。天候に左右されるので、

常設できる展示物や演奏会を実施する。

⑤現在、市からの助成金とまちづくり会の会費等で運営し

ており、助成金交付終了後の持続可能な事業活動が課題

である。

<><討。00000<加。00<κ>0000喝~。喝<><加。00<<><討。00<κ〉

* 自治体名 岐阜県岐阜市

* 人 口 418.498人
本 面 積 202.89Km2

* 事業開始年度 平成22年度
* 事業主体 井の口まちづくり会

連絡先

岐阜市まちづくり推進部まちづくり景観諜

liD 058-265-4141 (2680) 1m 058-264-1760 
miIJ http://州 w.gifu叩.CO.jp/tokusyu/shoutengai/201 00911_1.shtml 

岐阜県美濃市 [美滋・紙の芸術村寧業

①観光資源の目玉としていた中心市街地の空洞化が著し

かったため、その活性化が望まれていた。そのひとつと

して、国際交流と文化芸術の面からの活性化を促進する

ため、平成9年度に文化庁の「アーテイス卜・イン・レ
ジデンス事業Jの補助を受け、事業がスター卜した。文
化庁の補助期聞が経過した後も、市単独経費と各種機関

の助成金等を活用して事業を継続してきた。平成23年度
からは、再び文化庁の補助を受け事業を進めている。

②国内外のアーテイス卜が創作活動を通じて、芸術家相互

並びに地域との交流を深め、高度で独創'性にあふれた芸

術文化の創造を図るととを促進するとともに、地域から

の紙芸術・紙文化の発信を促し地域文化と地場産業の振

興に資する。市の中心部は、江戸時代初期に町割が完成

し、重要伝統的建造物群保存地区に指定された「うだつJ
の町並みが残っている。この町並みに国内外からアー

テイス卜を招へいし、空家を創作活動の拠点となる工房

として利用し、和紙を使った創作活動を行なっている。

招へいアーテストは29ヶ園、 81人に及/3¥03ヶ月間滞在
し、期間中に制作した作品は、市の施設において展示会

を開催し市民等に披露する。また、工房の公開、プレゼ

ンテーション、ワークショッブ等を行ない、芸術家相互、

地域住民、児童生徒との交流を行なっている。

①他の観光施策等との相乗効果で観光人口が増加し、市民

も中心市街地の価値を再認識している。市民が再認識す

ることが中心市街地活性化の大きな原動力となる。最初

は、外国人に対して尻込みをしていた市民が多かったが、

日常の中に外国人を自然に迎えるようになってきた。田

舎町の国際化ということでマスコミ等の取材も繕えてき

た。

④アーテイストの滞在期間中のサポートは、市民を中心と

したボランティアで対応している。住居はホームステイ

方式で対応し、日本の文化、風俗習慣についてもより深

い関わりを持ち、帰国後も交流ができるようにしている。

また、地場産業である和紙を使用した作品作りを行なっ

ている。ホストファミリーには大きな負担をかけている

が、ボランティアの協力を得て対応している。また、厳

しい財政の中で、各種機関の助成金等を活用して財政負

担を軽くするよう努めている。

⑤この事業は、ボランティアが中心となって運宮されてい

るが、最近は新規の応募者が少なくなっている。今後、

更にこの事業を広く周知し、まちの活性化と国際交流の

推進につなげたい。

本 自治体名 岐阜県美濃市

本人 口 22.846人

本 菌 積 117.05Km2

本 事業開始年度 平成9年度

* 事業主体 美濃・紙の芸術村実行委員会

連絡先

美濃市教育委員会(美濃市文化会館)

因調0575-35-05221m 0575-35-0144 
四ilIhttp://www9.ocn.ne.jprmino-bnk/ 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|岐阜県東白川村 |森の美術展

①総面積の9割が山林である東白川村では、平成22年度よ
り村の誇るべき大切な自然資源である母樹林(特産東濃

ヒノキの採種林)を公園化した「母樹林公園」を会場に

都市の皆さんとの交流づくりの場として、東白川の森林

の魅力と、自然と芸術が融合して生まれる癒しの空間を

多くの人に提供するため、「森の美術展Jを実施している。
このイベン卜は、村の自然を活用し、さまざまな活動を

展開している NPO法人青空見聞塾の企画によるもので

ある。

②母樹林公園は、森林づくりの目標林型として東白川が誇

る自然資源であり、この森林公園を利用してアートイベ

ン卜を開催することは、森林の重要性の理解を深めると

ともに都市住民との交流の場を提供するものである。美

術展は、母樹林公圏内の遊歩道に絵画、写真等の芸術作

品を展示するもので、作品については、屋外展示のため、

原画は展示せず、絵画及び写真の複製をラミネート加工

して展示を行っている。平成23年度については、期間を
4月 29日~8月 31 日までの4カ月間としたため、ゴール

デンウィーク中に来場者が多くみられた。また、夏休み

期間中には、青空見聞塾の「自然体験プログラム」のコー

スとして親子参加等5団体の受け入れを行ったほか、ス
タッフへのコース案内依頼が300人弱あり、 3年目を迎
え、とのイベン 卜が根付いてきたことが伺える。

①開始3年目を迎え、すっかり定着した感があり、出展者
である芸術家の皆さんからも好評を得ている。また、東

白川村は平成田年 NPO法人「日本で最も美しい村」連

合に加盟した。この連合は、全国で49地域が加盟してお

り、東白川村と同じような条件下にある過疎に悩む山里

が、いかにしたらこの美しい自然を守っていくことがで

きるか、を試行錯誤しながら取り組んでいる。小さな取

り組みではあるが、村が持つ森林を生かしたこうした取

り組みは、今後村の自然環境を守っていくための一つの

方策となることを期待している。

④地域住民や NPO法人がホス ト役として都会から訪れる

皆さんを迎え、おもてなしの心が育まれている反面、展

示会場づくり等は、 NPOで独自に行っており、スタッ

フ不足は否めない。今後は地域住民をもっと巻き込んだ

方法をとることが必要と考え5れる。
⑤現在は村からの補助金により運営しているが、今後は出

展者や出品数も増えることが考えられるので、出品者か

ら僅かでも参加費等の協力も考えていくべきではない

か。

。0<;κ×加。0000<例。0<;κ×討。。母>0<加。ooooooooooooooo

*自治 体 名 岐阜県東白川村

* 人 口 2.656人
本面 積 87.llKm2 

* 事業開始年度 平成22年度
* 事業 主体 NPO法人青空見聞盤

連絡先

東白川村総務課企画財政課

圃D0574-78-3111 (240) (JD 0574-78-3099 
lmIJ http://www.aozora-kenbun.com/ 

|静岡県静岡市 |清水港・みなと色彩計画

①清水港は、日本三大美港として霊峰富士山を借景にし、

三保の松原などの自然景観を有しながらも、国際拠点港

湾として発展し物流、製造や工業等に特化した殺伐とし

て騒々しい空間であり、市民が立ち寄りにくい港であっ

た。美しい自然と調和した景観により活気、うるおいあ

る清水港を目標に、色彩を重点とする「清水港 ・みなと

色彩計画Jを策定し、清水港みなと色彩計画推進協議
会、アドバイザ一会議を発足させ、平成4年から美しく

快適な港づくり活動がスター卜した。

①豊かな自然景観と調和した人工景観による「美しい港づ

くりJの本計画は、住む人、働く人、訪れる人にとって
快適活力-魅力ある港づくりを目指し、清水港の臨港

地区周辺(約500ヘクタール)の施設・工作物を対象と
したカラーコーディネートによる港の景観計画である。

シンボルカラー等の配色構成、 5年~ア年の塗り替え時
期に合わせた無理の芯い取組み、アドバイザーによる

CGシミュレーションによる配色デザインの提示等取組

体制に工夫を凝らしている。その成果により毎年、 50件
ほどの事業実施により20年間美しい港づくりが行なわれ
ている。また、ホームページや企業セミナーでの情報発

信を行い、本計画の普及に努めている。

①本計画による港湾関連企業の施設-工作物の塗替えによ

る美しい港づくりへの取り組みは「見られる-魅せられ

る風景づくり」を創出し、美しさ、快適性という港湾空

間の付加価値を高めた。この港を活かした空間では、み

なと祭りをはじめ、マグロまつり、大道芸など様々なイ

ベントが開催され、賑わいのある港として成功している。

市民・企業のアンケー卜調査結果から約ア割の回答者か

う港が美しくなったと評価されている。

④本計画は、補助金や、条例等の法的制度がなく企業の参

画意識によって進められている。計画当初は費用面、CI

カラーがある等から、 3割程度の賛同しか得うれ広かっ
た。通常航空法の安全基準では紅白塗装であるガント

リークレーンが立地条件等により日本で初めて、規制が

解除され清水港のシンボルカラーであるホワイ卜とアク

アブルーの洗練された配色でデザインされている。煙突、

ガントリークレーンのシンボル的施設が美しくリニュー

アルされ、港湾関連企業の協力の輸が年々高まっている。

⑤清水港は、物流 -生産機能の充実に加え、企業・市民の

観光、交流、賑わい、環境・景観形成等の快適な港空間

の充実への期待が高い。今後は「みなとまちづくりJと
して市街地と連携のとれた景観形成が課題である。

oocκ×加。::::::::::::::時。oooooooooooooo。

*自治体名 静岡県静岡市

本人 口 721.967人
*面 積 1.411.85Km2

* 事業開始年度 平成4年度

本 事業 主体 清水港 ・みなと色彩計画推進協議会

連絡先

静岡市経済局商工部清水港振興課

園通054-354-2044(JD054-353-1022 
lmIJ http://www.shimizukou-shikisai.net 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|静岡県三島市 [まちなかギャラリー事業

①三島市内には、中心市街地を中心に27のギャラリーがあ
るものの、個人で運営しているものも多く、総合的に紹

介する媒体がなかった。また、近隣の商屈に寄る客から

もギャラIjーの場所を聞かれたりもするが口頭以外に案

内する方法がなかった。そこで、市内の商臣会長かうの

提案をきっかけに各ギャラリーを総合的に紹介するホー

ムページの作成が始まった。

①市内各所ギャラリーの企画や展示内容を総合的に案内す

ることで、ギャラIjーや商自の利用者の利便性を向上さ

せるとともに「水と線とアートの街三島」として、市内

回遊者やファンを増やす。さらに、まちなかの回遊性を

高めることで商庖街への来客を増やす。現在は、ホーム

ページを作成し、三島市内中心市街地に立地している

ギャラリーを中心に、場所や内容等を紹介している。ホー

ムページでは、各ギャラリーあたり 12~14枚の写真を掲
載して、作品やギャラリーの雰囲気のイメージを深めや

すくするとともに、 2名の女性レポーターと盾主との会
話形式で各ギャラリーの楽しみ方を紹介することで、閲

覧者が気軽にギャラリーに訪問できるように内容を工夫

している。現在三島市内19ギャラリーをレポートし、ホー
ムページで紹介している。各ギャラリーで企画している

展示情報については、毎日のカレンダーで表示するとと

で閲覧者が必要な情報が得やすくなっている。

①ギャラリーや商庖街の利用者は女性が多いことから、女

性をターゲットとしたホームページを作成したととろ、

女性かうの問合せが多く芯り、ギャラリーへの来場者も

摺加した。商居街においても、ギャラリー来場者の増加

静岡県富士市I富士芸術村
①富士芸術村は、市に遺贈された旧家を、富士地域で活動

する芸術家達を中心とした「富士芸術村」に無償貸与を

行い、地域の文化・芸術を愛する市民や芸術活動に開放

された空間として、平成16年9月12日開村した。(現在は、
施設は専用ではなく、広く市民に開放しており、申請に

より施設使用許可を出している。)村の運営は、同運営

委員会や市民ボランティアスタッフによって支えられて

おり、運営に係る経費は、市の補助金のほか、賛同者か

らの村民登録費、年間2.000円(一口)等によって賄わ
れている。村長は、彫刻家で美術研究所主宰の漆畑勇司

氏。

①富士芸術村は、若手芸術家の育成、個人アーテイス卜の

育成を主眼にしながら、さらには、市民との連携を図り、

創作活動力、ら啓蒙活動まで幅広い事業展開をすることに

よって、富士市の文化芸術振興のすそ野を広げる役割を

担っている。具体的な活動としては、開村日である金、土、

日曜日を中心に子と、もから、大人までを対象としたワー

クショ ッブ等を主催しているほか、施設使用に係る、市

との調整を行い、新進の芸術家への展示場所やアトリ工

の提供などをサポー卜している。富士芸術村の活動が

年々認知されてきており、市内外より、来場者や展示希

望者が来ている。また、 2009年より市教委主催、富士芸
術村協力により開催している「紙のアートフェスティパ

ル」では、作品の募集、展示を通じて、全国に「紙のま

ち富士市」を発信している。

①これまでの8年間の活動により、「富士芸術村Jは、市外、
県外へもその名を知られることと芯り、富士山のふもと

に伴い、商白街や居舗に立ち寄る客が増え、ギャラリー

を核にしてまちなかの回避者が増加するという好影響が

生まれた。

④小さいギャラリーが点在しているので、ギャラリーを巡

る中心市街地回遊が可能となる。企画展芯どの情報が常

に更新が可能となっている。ギャラリー聞のつながりが

弱く(各々が独立した感性を持つため)、マップ作成な

どの調整が難しい。

①三島市のホームページ上のみでの運営になっているた

め、今後はギャラリー関係者や商庖街と協力し、紙媒体

芯どのマップ作成やワークショッブの開催等を通じて、

より多くの人にアートやギャラリーを身近に感じてもら

えるよう取り組んでいきたい。特に子供に対しては、親

子向けのワークショ ッブなどの内容の充実に協力し、子

供がアートに触れる機会を増やしていきたい。
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本自治体名 静岡県三島市

*人口 113.119人
本面 積 62.13Km2

本 事業開始年度 平成21年度
* 事業主体 市内ギャラリー関係者、三島市の各商庖街、三島市

連絡先

三島市産業振興部商工観光課

園調055-983-26551m 055-983-2754 
lmIJ http://service.city.mishima.shizuoka.jp/mportal/mgallery/ 

を目指し、多くの芸術家が集まってくるように芯ってい

ることに加え、主催、企画展等事業のほか、村を会場と

した祭り等イベン トを通じ、地元住民が芸術を身近なも

のと感じるようになってきている。殊に子ども達にとっ

ては、体験を重視したブロク、ラムによって、総合的な学

習の場ともなっている。

④もともと、数人のボランティアを中心に事業をスター卜

させているが、地域住民との交流を積極的に行うことに

よって、スタッフと住民との協働が行われてきており、

年1回の祭りなどは、地域のイベントとして定着してき
ている。芸術村単独での大規模芯事業を行うのは、容易

でないため、地域団体や行政との連携を継続して行って

いく。

⑤将来的には、子どもから大人まで気軽に集まれる場所と

して定着させていきたい。
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*自治体名 静岡県富士市

*人口 260.559人
$面 積 245.02Km2

判幹 事業開始年度 平成16年度
判幹 事業主体 富士芸術村遷宮委員会

連絡先

富士市総務部企画課

回車10545-55-27181m 0545-53-6669 
lmIJ http://fujiyama-art.main.jp/toppage/ 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|静岡県掛川市 |遠州横須賀街道ちっちゃな文化展

①遠州横須賀倶楽部は掛川市横須賀地区を中心とした市民

団体で、昭和田年より50人前後で地域を元気にする事を

目指し活動を続けている。文化展は、県の街道文化振興

事業を契機に活動の集大成にしようと取り組み始めた。

郊外型大型庖進出による商居街衰退防止のための実践部

隊として、フリーマーケットや観光案内、イベントを数

多く実施してきたが、その中で城下町の文化を軸にした

まちづくりに重点をおく結果、文化展にたどりついたた

め、まちなみ保存運動の意味あいもある。

①目的は、まち主主みの中に非日常である「美術品」を配置

するととで、音ながらの横須賀街道の持つ魅力を、何よ

り地元のひとに気づいてもううこと。万単位の集客が可

能になった現在は、地域からの情報発信も目的に加わっ

た。横須賀街道内およそ70力、所以上の民家の玄関や軒先

を展示場にして、約100人の芸術家の作品を毎年10月第

4金土日に飾る。その際、地域に根付いた職人の仕事ぶ

りも併せて紹介。出展する作家に、住民や来訪者との交

流をお願いしている。平成24年で14回目を向かえ、地域

の秋の風物詩として定着。来客もコンスタントに3日間

集まる。

③文化展での注目により、地元に誇りを感じる人が増えた。

口コミにより3回目以降はコンスタントに集客、マスコ

ミ発信ができるようになり、地域の知名度は確実にアッ

プした。横須賀地区は三熊野神社大祭が有名だったが、

文化展の集客が大祭にも足を運んだり、逆もあったりと

|静岡県川根本町 |和紙のあかり展

①奥大井地域の観光交流の拠点である寸又峡温泉は「日本

一清楚な保養地づくりjを目指して様々な魅力づくりや

誘客対策を行っているが、地域の歴史-文化等、新たな

視点での資源を活かした地域づくりを目指そうと考え

た。そ乙で以前から町内各地で作うれていた和紙に着目

し、首を顧みながらアートとして和紙と天然素材を盛り

込んだ「あかり造形作品Jを広く募集する「和紙のあか
り展Jを平成18年度から実施している。この和紙のあか
りは「日本一清楚芯保護地」をめざす寸又峡温泉の情緒

に相応しく、アートを利活用することによって当地区の

魅力を更に高めるものとなっている。

②漆黒の闇の中に停む寸又峡温泉街の風情を更に高め、来

客を幻想的な世界に導く「あかりと和紙」をキーワード

に、作品を募集するという形式をとるととによって、多

くの人が作品を応募するとともに参加できる誘客対策事

業としている。アートを取り入れた事業展開によって、

興味ある人々を強くひきつけるだけでははく、関係者の

輸が確実に広がりつつあり、この事業の実施をとおして

地減の一体感が醸成されてきている。和紙と天然素材を

使った「あかりjづくり体験等を実施、応募作品を展示

するとともに、優秀作昂を表彰する。事業開始以来、延

べ900人から1，000作品が寄せられており、紅葉前のイベ
ントとして定着している。

③当イベントを目的として宿泊客、日帰り客が摺加してき

た。また、公募を通して多くの人に関心が高まり、新た

な地域資源として定着している。

交流人口摺加の効果がみられた。

④特徴は、生活空闘を提供する会場主が70以上存在すると

とと、作品展示場のほとんどで作家と来客の間で交流す

ることは全国的にも珍しい。運嘗の多くを学生ボラン

ティアが支える点も誇れるポイント。

⑤来客数の増大に伴う車と会場の調和(駐車場確保や事故

防止)と、増大する自主出展者による文化展の質的変化

(地域経済の自発的活性化含む)が喫緊の課題。両者解

決のため、地域自治会や出展者との協議を深め、また、

各種発行物等で情報発信や問題提起を行っている。

その他、目前の課題は来客の安全確保と自主出展者のマ

ナー向上、短期的には運蛍資金の地域浄財の割合向上、

中・長期的にはまちなみ保存機運の摺大による遠州横須

賀街道独自文化の保護・育成がある。
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*自治体名 静岡県船川市

*人口ll5，168人

$面積 265.63Km2

* 事業開始年度 平成11年度

権事業主体 遺州横須賀倶楽部・婚川観光協会大須賀支部

連絡先

m川市企画政策部企画調整課経営戦略係
圃D0537-21-1127 ..  0537-2ト1167
四i1Jhttp://WNN.cif:.J.kakegawa.shizuoka.jp/kankou/eventlchittyanabunkaten.html 

④ 「和紙とあかりJという日本古来の文化とアートが融合
するとともに、それを展示するに相応しい環境の中で行

われる「和紙のあかり展jは、日本一清澄な保養地を目

指す寸又峡温泉にとって最適なイベントである。当初は

作品の確保に苦心したが、マスコミ等の報道により次第

に関心も高まりつつある。その他、問題点として、作品

の管理運営に当たる旅館等の対応が難しく芯っている。

⑤応募者が固定化してきた傾向もあるが、「あかりJづく
り体験イベントの実施等により今後も多くの応募者を確

保していきたい。また展示に関しては、風雨への対応な

ど管理運営面で課題がある。いずれにしても、奥大井の

メジャーなイベントとして定着してきているが、今後も

アートを積極的に盛り込んだブロジ工クトを展開し、地

域活性化を図っていくために、この事業を目的としたツ

アー等も積極的に誘致していきたい。

$自治体名 静岡県川根本町

本人 口 8，112人

本面 積 496.72Km2

*事業開始年度 平成18年度

*事業主体 寸又峡美女づくりの湯観光事業協同組合

連絡先

川根本町企画課まちづくり室‘iD 0547-56-2221 目mt0547-56-2235 
OJi1J http://www.town.kawanehon.shizuoka.jp/news/newsview.asp?cd= 1 O&id= 1683 

※①事業、活動の背景・経緯 ①目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|愛知県豊田市 |小渡〈おど〉夢づくり・まちづくり事業

①平成15年に清流や川風といった自然の特徴を活力、した娠
わいのあるまちづくりを目指して、商居や民家の軒先に

6，000個の風鈴を飾りつけ、住民を巻き込む地域ぐるみ
の「夢かけ風鈴事業」をフ月中旬から8月末まで実施し

てきたが、観光客の関心を引く事業へのステッブアップ

が課題であった。

②小渡町の自然や歴史を地域資源として捉え、「夢かけ風

鈴Jや「小渡霊場巡り」を通して訪れる人々にやすらぎ
を与え、観光事業によって地域に活気をもたらす。 7月
中旬から8月末まで、ふたつの通り沿いの商居や民家の
軒先に風鈴を展示する「夢かけ風鈴まつりJを開催して
いる。地域の寺院では風鈴の短冊に願いをかける「夢か

け風鈴の奉納J["風鈴行手IJJ、24年度からは「小渡霊場巡
りスタンプラυ-JtJ.ど、年間を通して観光客誘致での
賑わい創出を行っている。風鈴短冊のデザインや展示を

アーテイストが行うことで事業全体が洗練され、都市部

からの観光客が増加している。観光ガイドも兼ねた散策

マップもアーテイストにより個性的な地図が制作され、

観光客がゆったりと充実した時間を過ごせると好評であ

る。

①地道に続けていた「夢かけ風鈴事業Jにアートの視点が
加わることで、他の観光地との差別化が明確になりメ

ディアに取り上げられる機会が増え、平成23年度は事業
開始以来、最高の観光客数を記録した。交流人口が増え

ることで、地域住民の意識も高まり、積極的に新しいア

イデアを出し、それを具体化している。観光地として魅

力的な要素、環境が整ってきており、今後は地道な広報

活動でより魅力を培して更なる観光客を誘致したい。

④全国的にも珍しい風鈴による地域活性化を、住民主体で

展開している。行政や民間のアートテ、ィレクターとの協

働による地道な活動が交流人口の増加に結びついてい

る。住民主体でスター卜した事業も数年後には住民のモ

チベーションが下がり、新展開が望まれた。観光アド)¥

イザーでもあるアートディレクターの参加により、アー

トを活用した効果的で具体的なプランが提案され、その

成果が出たことで、地域住民のモチベーションも再び上

昇した。

⑤活動は助成金で運営されているが、助成期限があるため

早急な経済的自立が望まれている。24年度からは、運営
資金を確保するため、オリジナルの土産物や飲食を開発

し、風鈴の展示期間に観光客向けに提供する準備をして

いる。

*自治体名 愛知県豊田市

*人口 422，830人
*面積 918.47Km2

*事業開始年度 平成22年度
*事業主体 小渡の夢をかなえる会

連絡先

豊田市社会部旭支所

圃亘I0565-68-2211 1m 0565-68-3476 
園調http://州 w.kankou-asahi.toyota.aichi.jp/

|愛知県西尾市 |三河・佐久島アートプラン21
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①佐久島では、昭和22年に1，634人であった人口が、減少

の一途を辿り、平成ア年の国勢調査では400人を割り、

週疎 高齢化に悩んでいた。その頃、旧国土庁の離島振

興調査委員会である「よい風が吹く島が好き女性委員会J
が佐久島を視察し、豊かな自然や景観こそが佐久島の貴

重な資源であるととを提唱した。これを機に佐久島の自

然をアートと融合した「アートによる島おこしJの取り
組みがスター卜した。

① 「アートによる島おこしjを基軸として、佐久島固有の

自然、風土、歴史、産業といった資源を発掘・研磨し、

交流人口の増大など島の活性化を図る。佐久島固有の資

源と融合したアート作品を設置することで佐久島にしか

芯い魅力を発信することや、ア トイベン卜・展覧会等

を展開することで、さまざまな出会いの場や交流機会を

創出している。 島内各所に常設展示されている19点の

アート作品を巡るスタンプラリーや、アートと融合した

佐久島弘法八十八ヶ所巡りは通年楽しむことができる。

また、期間限定展示やアートイベン卜などを行うなど、

変化をつけることで、マンネリ化しないよう心がけてい

る。

③これまでの地道芯活動により、「アートの島・佐久島J
として、テレビ-新聞 雑誌等に取り上げられる機会が

多くなり、佐久島の知名度が上がった。知名度が上がっ

たことで交流人口は摺加している。交流人口の増加に伴

い、レンタルサイクル業や力フ工、土産屋が新規開業す

る芯ど少しずつではあるが、佐久島は着実に活性化して

いる。

④佐久島の資源をアートと融合することで、他にはないオ

ンIjーワンのアートによる島おこしを行政と島民の協働

により行っている。当初、前衛的なアートを展開したが、

佐久島の資源を活用したアートではなく、また感性の違

いなどから島民に受け入れられず、佐久島の資源を活用

する取り組みに方向転換した。

⑤常設展示しているアート作晶のメンテナンスはこれから

避けることのできない課題。また、今後は島内でもアー

トがほぼ手付かすのハイキングコースや海岸沿いにも

アート作晶の設置などにより、新たな散策ルートの設定

を展開する予定。

本自治体名 愛知県西尾市

*人口 169，573人
本面 積 160.34Km2

割幹事業開始年度 平成8年度

*事業主体 西尾市、島を美しくつくる会

連絡先

西尾市地域振興部佐久島振興課

liD 0563-72-9607 1m 0563-72-3731 
巴liIJhttp・//www.japan-net.ne.jp/もenten/

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|愛知県北名古屋市l18加醸邸アートプロジェクト<記憶の庭で遊ぶ>
ちの感性を刺激し、そこで生み出されたアートを媒介と

して、学生や高齢者を始めとする地域市民の交流を図る

ことができた。また、 事業を継続することによって 「記

憶J1アー トJをキーワー ドに地域アイデンティティを
醸成していくことが可能となった。

④名古屋芸術大学とその学生が、歴史民俗資料館や回想法

センタ一等と協働することによって、既存の施設やス

タッフを有効に活用し費用対効果の高い事業を実施して

いる点。文化財の保存と活用という相反する目的を調整

し、旧加藤家住宅を展示の舞台として最大限活用する点。

展示技術の考案、新たな空間利用の提案によって解決を

図り、様々な作品の展示に対応している。

⑤現在、市域の中で点として旧加藤邸で実施しているが、

今後、様々な場所を活用することで面的芯展開を図って

いきたい。

*自治体名

本人 口

*面 積

*事業開始年度

判幹 事 業主体

連絡先

北名古屋市総務部経営企画課

‘iD 0568-22-1111 1m 0568-25-0611 
回iIJhttp://www.nua.ac.jp/prog07 /details.php?key=2582 

愛知県北名古屋市

82.260人

18.37Km2 

平成21年度

名古屋芸術大学北名古屋市

①北名古屋市と名古屋芸術大学とは、モ二ユメン卜の制作・

設置、演奏会の開催等さまざまな分野で協働してまちづ

くりを進めてきたが、平成20年10月、「北名古屋市と名

古屋芸術大学との連携に関する協定」を締結し、お互い

が持つ知的・物的資源を有効に活用し、教育、文化、ま

ちづくり芯ど幅広い分野でより活発に協力しあう乙とで

合意した。これを契機とし「名古屋芸術大学J、「北名古
屋市歴史民俗資料館j、11日加藤家住宅J及び「回想法セ
ンター」が連携を図り、『旧加藤邸アートプロジェクトI
が実現した。

②芸術を探求する学生たちが 11日加藤邸Jという場から触
発されて生まれた発想やイメージを、美術造形物やパ

フォーマンスとして形にすることで、観客である市民と

一体と忽って、この「場jの記憶を新たに作り出すこと

を目的とする。明治時代に建てられた国登録有形文化財

11日加藤家住宅Jには「回想法センターJが併設され、「懐
かしさ」や「記憶」を喚起することで高齢者の介護予防

や認知症予防につなげる様々な活動が行われている。こ

の旧加藤邸を会場として 『言己憶の庭で遊/3iJ:をテーマに、
名古屋芸術大学の学生等を対象として公募し、選考され

た作晶の展示等を行っている。継続したイベントの開催

により、コンセブトの理解が進みひとつひとつの作品に

込められた意味合いが深まりを見せている。また、演奏

会が加わったことにより、アート空間に新た芯趣が加わ

り、より多くの市民参加を得た。

①本市と大学が協働して歴史ある日本家屋を舞台とした

アートブ口ジ‘エク卜を開催することにより、若い学生た

[愛知県東栄町 |チェンソーアートによるまちづくり

り、現在もチエンソーアートのブ口 ・愛好家のグループ

であるチ工ンソーアートクラブ「マスターズ・オブ ザ

チ工ンソー東栄jが活動している。大会を運宮していく

ための予算を確保するため、スポンサーを募っているが、

その数が徐々に減少していった。しかし、継続すること

により知名度が上がり、 また多くの事業者に働きかける

ことによって、現在では再び多くのスポンサーに支持さ

れている。

⑤大会の参加者、来場者が増えているが、スタッフ不足、

町内協力者の高齢化により運営に支障をきたしている。

今後、さらに町外も含め、協力者、後継者を増やしてい

くことが課題である。

。。時>ooooocκ×知>0<ば>00<><κ>00<><κ×加。

愛知県東栄町

3.866人

123.4Km2 

平成12年度

東栄町、チエンソーアートクラブ 「マスターズ・オブ・ザ・
チ工ンソー東栄J‘とうえい宝の山づくり新7委員会

自治体名

人口

面 積

事業開始年度

事業主体

*
本
本
*
*

連絡先

東栄町企画課

‘iD 0536-76-0502 匝mt0536-79-3554 
盟国Ihttp://w州 .town.toei.aichi.jp/basic/tourism/02_chainsaw/chainsaw.html

①2000年度、東栄町において山林資源を生かすべく、テー

マを「木」とした 12000年記念イベントJを企画した。
その際、ゲストに「チエンソーアート世界チャンピオン-

BRIAN RUTH 氏」を招きデモンス トレーションと
技術講習会を開催したことがきっかけである。

②地域資源を活かした「まちづくり」の構想から、その山

林資源を活かした様々な活動を通して、未来を担う子供

たちへ「木の素晴うしさや楽しさJ1森林の持つ豊かな
可能性JI自然環境循環の大切さ」を伝える。チェンソー
アート競技大会を毎年開催している。また、町内の国道

沿い、庖舗の入り口等にアーテイストがっくり出した

チ工ンソーアート作晶が置かれ、地域資源である木によ

る芸術空聞を提供している。チヱンソーアート競妓大会

は毎年多くの人が訪れ、平成24年度の大会では2日間で

1万2千人が来場した。また、町内に置かれたチ工ンソー

アート作品は来町する観光客等の目を楽しませている。

①大会も12回目を迎え、毎年マスコミに取り上げられてい

る。チ工ンソーアート作晶は多くの方に認められるよう

に芯り、高速道路のサービスエリアにも置かれている。

また、東栄町は日本のチエンソーアートの発祥の地とし

て認識されるようになった。今後はさらに、町内へのチ工

ンソーアート作品を増やすべく取組を行い、丸太から削

り出した彫刻だけでなく、ランプシェードも作晶として

作られているので、町内各地へ設置していく予定である。

④2000年度のイベント開催時から、住民参加で行われてお
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※①事業、活動の背景 ・経総 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



| 三重県津市 | 榊原温泉田んぼアート
①三重県津市の代表的な観光資源である榊原温泉において

は、近年、入込客の減少が続き、地域においても、少子

高齢化、耕作放棄地の指加、森林・里山の荒廃等、地域

力が低下傾向にある。

とのような状況の打聞を目指し、地域に芽生えたまちお

こしの気運に乗り、中山間地農業地域の特色を生かした

「田んぼアート」の実践に至った。

①農地 ・水・環境保全向上対策事業の景観形成、生活環境

保全の実践活動として「田んぼアート事業」を行い、農

地の遊休地化の防止、食の安全・安心の普及、地産地j肖

の啓発を行うとともに、田植え等で参加者を募り「都市

と農村の交流Jを図り、榊原温泉観光客の誘致にも繋げ
ている。地元の小学生からデザイン画を公募し、三重県

立久居震林高等学校の生徒たちが設計・測量を行い、市

内及び近郊かう応募のあった親子うで田植えを行ってい

る。平成24年度は約220人が参加し、地域の農業者の指
導により、古代米主主どの3色の稲苗をデザイン画のとお

り手植えを行っている。田んぼアートの見頃は例年7月
中旬から。平成22年度かう実施し、今年で3年目を迎え
た。デザインは 1年目は津市榊原町にある「風力発電施

設の風車J、2年目はアニメのキャラクタ一「ちびまる
子ちゃん」、 3年目は「力工ルとホタル」を約17アール

の田んぼいっぱいに表現している。榊原温泉郷かうほど

近い距離にあり、宿泊客などの目を楽しませている。

①ポスター・チラシなどの宣伝に加え、新聞-テレビ等に

も取り上げられ、榊原温泉郷のイメージアップにつ芯

がっている。田植え等のイベントを開催するととにより

都市部の子ども達にも農業に興昧をもってもらうきっか

けとなるととを期待している。また、地域の子ども達に

は地元に対する誇りの気持ちが芽生え、地域の鮮が強化

されている。

④中山間部の農地を利用しているため、約8メートルの高
低差がある道路から容易に全景が見下ろせる位置にあ

る。 平成22~23年度と二年連続で、黄色の稲苗が原因不

明の稲病にかかり枯れてしまったため、平成24年度は黄
色の稲色を止め、白色の稲苗を用いている。

⑤榊原温泉郷周辺には豊かな農業地が多くあることかう、

周辺の集落へも田んぼアートの企画を呼び働け、田んぼ

アートの周遊コースのよう芯ものが出来ればより大きな

観光スポットへと広がっていくのではないかと期待して

いる。

本自治体名三重県津市

$人口 287.376人
*面積 710.81Km2

*事業開始年度 平成22年度
*事業主体 榊原みすすまし会

連絡先

三重黒津市

圃軍.059-255-8803 1m 059-256-7666 
l!Ii1J http://hisaichan.mie 1 .net/e406253.html 
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堤防ぺインティング

①NPO 法人神社みなとまち再生グループでは、江戸時代

よりお伊勢参りに、伊勢湾を船で渡った、船参宮で栄え

たみなとまちの再興を目指し、まちづくり活動を行って

いる。特に伊勢神宮の干鯛の奉納で有名な御幣鯛船の入

港行事が70年振りに平成10年に復活した。その後現在ま

で15年間に亘り行われているが、華やかな入港行事の会

場となるみなとは、高潮対策用のコンクリ一卜の堤防で

黒す、んで殺風景なため、この景観を何とかしたいとの必

要性があった。

①み芯とが堤防でさえぎられ川も見えない為、地域住民で

さえ寄り付かない場所であった。まちづくりの上では、

人々が気軽で楽しめる海岸を目指している。親が足を運

13¥為には、まザ子供達による、景観用のアートを仕上げ

る方法が有効と考え、指導者として当地出身の知名度の

ある画家に栢談をした。一度に仕上げる数は少なくても

毎年の卒業記念と銘うち、地元小学校、中学校の卒業生

を対象に学校側の理解を得て、画材もみなとまちにふさ

わしい内容としている。平成18年度より7年間継続して

実施している為、海岸通り全体がアート会場となりつつ

ある。

①活動ア年目となり、みなとに集まる地域住民も序々に増

え、人々が集うまつり、月 l回の地産地消市場、カヌー

大会等のイベントも通常化している。さらにお願いした

画家の理解もあり、地域の老人会では、図面教室が平成

24年度から、月2回開催され、生涯教育への効果が発揮

されている。今後は子供教室も計画されている。

④堤防アートの為、本来の堤防は黒すみ時には落書きも

あったが、色彩豊なペイントは現在まで全く損傷を受け

ることなく、フ年前のものも修正する必要がない。事業

継続において苦心した点は、ブロの画家に依頼する為数

日かかること、準備作業と本番において、謝金が必要な

ととである。すべて NPOの自己資金の為、今後は助成

金を得る方法を研究したい。

⑤堤防は、港湾施設であり、管理者の理解を得て、同じ堤

防を持つ隣町に広がるまちづくりとなってほしい。近年

は津波の問題もあり、高潮対策から津波対策に堤防の改

修が懸念される。

*自治体名 三重県伊勢市

*人口 131.906人
*蘭積 208.53Km2 

*事業開始年度 平成18年度
*事業主体 NPO 法人神社みなとまち再生グループ

連絡先

伊勢市都市整備部監理課

‘i3I 0596-21-5582 1m 0596-21-5585 
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※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
G:特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



l三重県鳥羽市 |鳥羽まちなみ水族館

①鳥羽市を訪れた観光客に「数ある観光地の中から鳥羽を

選んでいただきありがとうございます」という気持ちを

おもてなしという形で表したい、また流木等の海のゴミ

などを活用することで環境問題を考えていきたいという

思いから、平成17年度より活動を開始した。

②手作りの海の生き物の作品を展示することにより、鳥羽

を訪れた観光客をおもてなしする空間づくりをするとと

もに、地元の子どもたちに海ゴミを拾う事により環境問

題について興味を持つ機会を提供する。 j毎に漂流した流

木やペットボトルなどの海ゴミを回収し、それうを用い

たアート作品展の開催や、市内の小中学生等に紙粘土を

無料配布し、海の生き物に関する作晶づくりを行ってい

る。また、それうの作品を市内台所で展示し、地域の活

性化や観光客にも喜ばれる空間づくりに貢献している。

市内各小、中、高校の他、支援施設などで紙粘土や流木

を用いた体験教室を実施している。また、作製した作品

を市内各所(鳥羽駅、佐田浜マυンターミナル、協賛
協力施設など)に展示している。

③海の生き物をモチーフとした作品を市内に展示すること

によって、まちなかを水族館のように賑わせており、地

元や観光客の人達を楽しませている。また、子どもたち

と作品作りの材料集めをしながら、身近芯海辺の環境を

学13¥機会を与え、さらに多くの人の海ゴミに対する意識

改善の啓発にもつながっている。

④鳥羽市は三重県内で海岸漂着ゴミの漂着量が最も多いま

ちである。その漂着ゴミをアートという形に生まれ変え、

賑やかな空間づくりに取り組んでいるだけでなく、作品

づくりを通じ子どもたちにおもて芯しの心を育て、環境

問題を学習する機会を与えている。毎年子どもたちに配

布する紙粘土や広報周知のためのチラシ ポスター等の

経費に係る資金繰りが課題である。しかし、ます自分た

ちが元気に芯る。そして地域も元気にしていくという思

いを基本とし、自分たちができるととをできる範囲で行

う無理のない活動によって8年という継続的芯取り組み

に育っている。

⑤引き続き市内の旅館や団体、企業、行政等と連携し、周

知 ・活動の鉱大・充実を図り、地域の活性化に努める。

また、より多くの子どもたちが参加でき、楽しみながら

おもて芯しや環境について学13¥機会を提供していく。

本自治体名 三重県鳥羽市

*人口 21.429人
*面 積 108.03Km2

本 事業開始年度 平成17年度
* 事 業主体 鳥羽まちなみ水族館実行委員会

連絡先

鳥羽市企画財政課

‘iD 0599-25-1101 1m 0599-25-3111 
tmIJ http://www.geocities.jp/tobakirari/ 

l滋賀県栗駒 |アートを活かした景観づくり圃ヒカリトオトノセカイー

①平成21年度、国土交通省の「新た芯公Jによるコミユ二
ティ創生支援モデル事業の採択を受け、観音寺天水木族

と栗東市街道百年ファンクラブが主体となり、実施ブロ

ジ‘エクトの一環としてヒカリトオトノセカイを開催し

た。この企画を通じて、観音寺集落の魅力を発信すると

ともに、集落住民に地域の魅力を再発見・再評価するた

め実施した。

①観音寺天水木族では少子化や高齢化が進むなか「定住促

進」に向け、一方、栗東市街道百年ファンクラブ、では観

音寺の素晴らしさを、I[)に響く形で伝えるととを目的に

開催した。との企画では、観音寺の美しい風景や家並み

を背景にヒ力リのイルミネーシヨンで、幻想的な世界を演

出した。また、これらを背景に善徳院でのコンサー卜(オ

トゲシキ)では水、風、やまびこなどの自然の音とアー

テイス卜が奏でる音色のコラボ、そしてこれらを地元住

民のナレーシヨンでつなぎ1つの物語として構成した。

企画にあたったメンバーやコンサー卜の演者自身が、こ

の自然風景に固まれた舞台に夢中になり、まさに自然と

アートの融合を体感する企画と芯った。来客や集落住民

からも非常に好評であり、定期的芯開催を求める声があ

がっている。

①観音寺での景観まちづくり活動では、利便性や合理性よ

りも、真の暮らし良さや心の充足感を意識した取り組み

を進めており、アートの力をいかして観音寺集落の魅力

を発信するという意昧で大きな成果があった。しかし、

助成事業やボランティアによる活動を前提に進めている

ため、 一定の安定収入を確保し芯がう継続的に開催でき

る仕組みを構築することが望まれる。

また、こうした活動は、平成22年度美の里づくり表彰(農

業企画委員会)の審査会特別賞の受賞に繋がった。

④観音寺天水木族と街道百年ファンクラブ、が中心として企

画を進め、実践に向けて他地域との交流が生まれ幅広い

ネットワークが構築された。約20戸の小さ芯集落である

ため、どん主主活動でも人手不足が課題であるが、家族的

芯コミュニティによる協力体制や、ヨソモノを受け入れ

る寛容さを強みにし、人と人のネットワークが弧大して

いる。

⑤定住促進にという目標を掲げるなか、定住希望者への住

まう場所の提供や、観音寺ファンのヨソモノを受け入れ、

ともに活動を展開する仕組みづくりが課題であり、現在、

様々な角度から検討している。

*自 治体 名 滋賀県栗東市

*人口 65.913人
*面 積 52.75Km2

* 事業開始年度 平成21年度
*事 業 主 体 栗東市街道百年ファンクラブおよび観音寺天水木族

連絡先

栗東市建設部都市計画課

田富.077-551-0116 1m 077-552-7000 
包囲Jhttp://www.kkr.mlit.go.jp/atarashiikoukyou/kannonji/index.html 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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滋賀県日野町 [桟敷〈さじき〉窓アート

①桟敷窓のある音ながらの街並が、しだいに空地になった

り、今風の家になったりし、街並が壊れていく。何とか、

乙の町の素晴らしい伝統文化、そして街並も人の暮しも

(落ち着いた景観良い風習を)、次の世代に伝えたい。

そう思い、地元の工芸作家の協力を得て、昔ながらの街

並の中でアート展を始めた。

②町に活力を取り戻したい。ととlこ住む皆が活き活き暮ら

せるようにしたい。日野の古い歴史と文化を大切に守り

たい。町の歴史と文化の紹介、並びに地元等の工芸作家

の作品の展示販売。 10月中旬の土 ・ 日および5月 2~3

日の年2目。秋10月は、「日野まちなか歴史散策と秋の

桟敷窓アート」、春5月は、「日野祭の桟敷窓アートJ。

①ほとんど日野の街の中を観光で訪れる人などいなかった

が、桟敷窓アートを2001年より実施して以来、日野の歴

史を知ろうと訪れる観光客が見うれるようになった。町

内の人も、改めて日野の古い歴史と高い伝統文化を認識

されたようである。

④主に、全く私的なボランティアグループや町内会や各ご

家庭のご好意によって運営している。公の資金援助は無

い。(1)アート展の会場として、借用できる家が不足

していること。(2)休憩所、昼食会場の設営と協力者

が不足していること。(3)広範囲に PRする為の手段

や資金が不足していること。

⑤より幅広い分野のアーテイスの参加協力を得て、アート

展としての魅力を高めていかねばならない。観光資源と

しては十分と思われるが、休憩所や食事処の不足につい

て不満の声があり、この解決が難しい点となっている。

*自治体名 滋賀県日野町

本人 口 22.763人

*面積 117Km2

判幹事業開始年度 平成13年度
判幹事業主体 地主主住民(世話人.中田穣)

連絡先

日野町企画振興課

圃亘I0748-52-6552 日9 0748-52-2043 
0IilJ http://sajikimado.gozaru.jp/ 

|京都府城陽市 |光のページェント-TWINKLE JOYO-
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①平成13年3月に城陽市観光協会が設立された際に、大き

な観光資源のない城陽市に新しい観光資源をつくりだす

ことを目的としてイルミネーションイベントを企画し、

将来的には城陽市全体を光うせることを目指して取組み

が始まった。

①市民参加型のイルミネーシヨンイベントによる、総数約

55万球を用いた市民・市民団体などの手づくりによる装
飾作品が、会場である城陽市総合運動公園一帯に広がる

壮大な光のページ工ント。また、「きらめくサウンド広場J
と銘打ったイベント会場を設け、音楽やダンス等により

イベン卜を盛り上げている。回を重ねるごとに、出展作

品の質が向上しており、見応えのある作品が増えている。

提供できる球数に余裕が生じてきたこともあり、出展者

が作晶づくりを楽しめる環境が整ってきている。

③城陽市における観光資源はこれまで市の木でもある「梅」

に限うれていたが、「光のページエン卜~TWINKLE

JOYO~J は、京都府内でも最大級の規模を誇るイルミ

ネーションイベントに成長し、府内外を問わず多くの来

場者を獲得していることから、近隣の商庖街などでも関

連したイベントの開催芯ど、地域の賑わいづくりを生み

だすきっかけとなっている。また、市内コミセンにも装

飾がなされており、市民がイルミネーションに親しむ素

地を整えている。

④ [特徴的芯点]市民や市民団体の手づくりによる装飾作

品が出展されること。出展者は毎年違った作品を出展し、

来場者を飽きさせ芯いよう努力している。[苦心してい

る点]装飾作品出展団体が固定化し、参加数が伸び悩ん

でおり、球数の溜加や全体としての装飾のノウハウの共

有など、作品出展を楽しめる環境づくりに取り組んでい

る。

⑤ [①交通渋滞の緩和]伸び続けている来場者数に対応で

きる駐車場の確保と、公共交通機関利用の呼びかけ[①

装飾参加団体の固定化]新しい観点からの作品を展開す

るため、市民団体や大学等への参加呼びかけ[③作品の

質的向上]年度ごとに作品の統一テーマを決めるなど作

品を洗練させる仕組みづくり

本自治体名 京都府城陽市

本人 口 79.159人
本面 積 32.74Km2

*事業開始年度 平成13年度
*事業主体 城陽市観光協会

連絡先

減陽市市民経済環境部商工観光諜

liD 0774-56-4019回国0774-56-3999
0IilJ http・//WWW.joyo・kankou.jp/

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|大阪府岸和田市|紀州街道にぎわい市夢灯路

①城下町の風情を残す岸和田本町地区において、平成2年
度かう道路修景や家屋修景などのまちなみ整備が進む一

方で、当該地区の認知度が低い状況であった。そとで、

市内をはじめ広く知ってもらおうと、平成10年lこ、地域
による手作りイベン卜「紀州街道にぎわい市」を開催、

平成15年から、その前夜祭として「夢灯路」が実施され
ている。夢灯路で使用する灯箆には、地元小学校の協力

のもと、子ども達が絵を描き、イベン卜を盛り上げてい

る。

①本町地区の歴史的まち芯みの魅力に触れてもらい、歴史

的まちなみ保全の大切さを広めるとともに、交流の活性

化を目指している。「夢灯路」では、子ども達が絵を描

いた200張の灯穫が、歴史的まちなみを幻想的に照らし

出し、本地区ならではの魅力を創出している。「紀州街

道にぎわい市Jでは、工芸品やアートの出展もあり、アー
テイストと地域住民との交流の場としての広がりを見せ

ている。また、本地区内に位置する「岸和田市まちづく

りの館Jにおいて、写真展や絵画展などを実施し、アー
トを通して地域の歴史や魅力を発信している。歴史的ま

ち芯みとアートと組み合わせたり、アートを通すことに

より、新たな視点で地域の歴史や魅力を発信することが

でき、毎回、多くの人が訪れている。

③継続的に地域の子ども達に絵を描いてもらうことによ

り、地域内の活動の輸が広がり、またイベン卜として認

知度が高まり、毎年多くの人が訪れている。また、当該

地区がマスコミに取り上げられる機会も増えるなど、地

区としての認知度も高まりつつある。

@紀州街道にぎわい市実行委員会は、本町地区の歴史的ま

ちなみの保全に取組む地元まちづくり団体「本町のまち

づくりを考える会jが中心となり、地域団体芯どと連携

し芯がら組織されている。実行委員会によって、事業費

の確保、運営体制、催し物の工夫などが行われている。

また、「本町のまちづくりを考える会jは、平成21年4
月から指定管理者として、「岸和田市まちづくりの館」

の管理・運営を実施している。

⑤活動の担い手確保、次世代への継承が今後の課題。との

ため、歴史的まちなみの魅力や、まちなみ保全活動に関

する情報を積極的に発信するなど、歴史的まちなみ保全

の大切さ広めるとともに、活動に参加しやすい環境づく

り、また次の世代への参加呼びかけなどが地域で行われ

ている。

*自治体名 大阪府岸和田市

本人 口 202.226人
*面 積 72.32Km2

*事業開始年度 平成15年度
本 事 業主体 紀州街道にぎわい市実行委員会

連絡先

岸和田市まちづくり推進部市街地整備課

圃盟.072-423-2121(3310) ..  072-437-9171 
DJ http://kishiwadahonmachi.com/ 

|大阪府豊中市 |豊中まちなかクラシック

①今後とも都市の活力を維持、発展させていくためには、

都市のブランドイメージの向上をはじめ、さまざま芯手

法により、交流人口、定住人口等の増加を図り、地域経

済活動の活性化や地域への愛着、誇りの醸成につなげて

いく必要がある。その方策の っとして、日本センチユ

リー交響楽団が本拠地を市内に置くなど、音楽資源に恵

まれた本市の特長を生かし、都市のブランドイメージ向

上のために、それうの音楽資源が内包する創造的な可能

性の発現を促進し、改めて創り出す本市ならではの魅力

を、市内外に発信していくものである。

②市内の音楽資源等を活かしながら、本市ならではの魅力

を創りだし、それうを市内外に発信し、"音楽あふれる

まち とよ芯か"として、都市イメージの向上をめざす。

日本センチュリー交響楽団とタイアップし、教会、寺院

その他歴史的建造物等をはじめ豊中の歴史や文化を象徴

するさまざまな場所を演奏会場とし、身近でありながら

も質の高いクラシックコンサートを同楽団員によるさま

ざまなアンサンプル編成で開催する。

<平成24年度は以下の日程により合計10か所の会場で開催>
O平成田年11月3日(土)(1)原因しろあと館(原田

城跡(市指定史跡)・旧羽室家住宅(国登録文化財))、(2) 
力トリック豊中教会(昭和14年築。豊中市都市デザイン
賞受賞)、 (3)市立伝統芸能館(はにわ等展示併設)

011月4日(日)(4)本家土手嘉(江戸時代創業のう

どん庖。現庖舗は昭和元年築)、 (5)桜の庄兵衛ギャラ

リー(江戸時代に遡る庄屋屋敷。国登録文化財)、 (6) 

センチユリー・オーケストラハウス(同楽団練習場)

011月10日(土)(ア)東光院萩の寺 (8世紀開創。萩
の名所)、 (8)ノワ-アコルデ音楽アートサロン、 (9)

日本キリスト教団豊中教会(パイプオルガン附設)

011月14日(水)(10)市立アクア文化ホ ル(大阪都
市景観建築賞受賞)

①周辺地域かう際立つ“音楽あふれるまち とよなか"と

いう都市イメージの向上につながるとともに、クラシッ

ク音楽と組み合わせるととにより、会場となる教会、寺

院やその他歴史的建造物等の地域資源の新たな魅力の創

造にもつながっていくものと考えている。

④歴史的建造物などを会場とし、クラシック音楽と組み合

わせることにより、それらの地域資源の新たな魅力を生

み出すことをめざしている点。

⑤今後は、より多くの主体に関わってもらい、規模の拡大

も視野に、毎年度継続して実施していくことができるよ

うな体制づくりが必要。

*自治体名 大阪府豊中市

本人 口 390.294人
本面 積 36.6Km2

本事業開始年度 平成24年度
* 事 業主体 豊中市、日本センチユリー交響楽団

連絡先

豊中市政策企画部都市活力創造室

‘iaJ 06-6858-2863 ..  06-6858-2667 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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大阪府摂津市[チューリップアート in摂津

①平成16年、景観まちづくりワークショ ッブのメンバーで

チューリップの花を富山県入善町の震家まで摘みに行

き、景観まちづくりのテーマのーっとしてその花でアー

トを描いたことから始まり、平成17年度に市民参加によ

るチューリップアート in摂津実行委員会が組織された。

②チューリップの花で指かれた巨大なアート作品を観賞し

てもらうことで、市民の景観意識の向上と、より良い都

市景観まちづくりの推進に貢献することを目的とする。

毎月の例会で、干支をヒントにしたアートの絵柄を決め

ていく。実施の際は、花摘班と下絵班に分かれ、花摘班

は入善町でチューリップの花約10万個分を摘み、下絵班

は絵柄の縁取りを会場に箔く。持ち帰った花によるアー

トの作成は、実行委員会メンバーや市民、協力団体等の

有志によって行芯われる。例年、 4月下旬から約5日間
開催する。回を重ねるごとに市内外への認知度が高まり、

イベン卜情報誌等でも取り上げられるようになった。そ

れに伴い、来場者数も矯加傾向にある。毎年、実施年の

干支をヒントにした絵柄とコンセブ卜を掲出している。

平成24年度は絵柄を「龍J、コンセブ卜を「協働」とした。
①平成24年度で9回目を迎えた本事業は、摂津市の風物詩
と言えるほど、地域住民による手づくりイベン卜として

定着している。平成21年1月には大阪ミユージアム登録

物として認定された。また、実行委員で市内の花壇に

チューIjッブやコスモス等を植え、花とみどりによる景

観向上に取り組むほか、入善町の農家かう購入した球根

を市内小学校等に無償配布する等、摂津市と入善町との

交流だけでなく、チューリップを通じ市内関係機関との

交流も図られている。

④景観まちづくりワークショ ッブを出発点とした市民主体

の実行委員会により運営され、活動資金も行政からの支

援だけに頼らす、メンバーによる会費負担や賛同者から

の寄付・協賛等で賄われる。過去に、チューリップの開

花時期が当初予定より前後することで、開催期聞を直前

になって変更したことが4回あった。自然相手の事業で
あるので、実施直前には現地との連絡を密に取り、実施

に向けて判断する必要がある。

⑤メンバーの高齢化、また女性会員がメインであり、花摘

みや開会式当日の設営等、力仕事の部分を市職員が担う

等、人的な負担が問題と芯りつつある。また、富山県で

もチューリップ震家が減ってきており、現地に摘み取り

に行って必要数量を確保するととが難しくなってきてい

る。
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*自治体名 大阪府妓津市

*人口 84，414人

*面 積 14.881くm2

本事業開始年度 平成16年度

*事業主体 チューリップアート in摂津実行委員会

連結先

摂津市都市整備部都市計画諜

回耳106-6383-1111(2613) 圏直:106-6319-5225 

lmIJ http://www.city.s巴ttsu.osaka.jp/soshiki/1-65-2-Q-Q_6.htm 

大阪府岬町 [ ウオールベインテイング事業

①大阪府内に唯一残された自然海岸である岬町内の長松自

然海岸は、年々町外の来訪者も増え、岬町の観光スポッ

トとしての魅力を備えていた。この魅力ある自然資源を

活かす手法のーっとして、岬ライオンズクラブで 『海と

緑!やっぱり岬jと目標を定め、“であいのまちR の創

造に向けたイベントが検討され、防潮堤を絵画で飾る

「ウオールペインテイング事業」が企画された。

②防潮堤の有効活用や美しい自然資源を活かした景観づく

りに役立てるため、町内部に限うす、広く地域から参加

者を募り、交流の推進を図ることを目的とする。作画テー

マを「自然J. r夕陽J. r夢Jとし、地域の人々が壁画を
キャンパスとして、自らの手で自由にペインテイングす

る。参加者は公募により募集し、耐久性と環境に配慮し、

事業者が準備した塗料を使用する。平成11年より継続事

業として実施し、平成田年には約550mのシーサイドギャ

ラリーが完成した。テーマに沿って描かれたほのぼのと

した絵画は、一つ一つの作品に描き手の個性が溢れてい

る。

①との事業が開始されてから、防潮堤への落書きやゴミの

放置が芯く主主り、環境美化対策としての成果も上げてい

る。また、長松自然海岸は「日本の夕陽百選jに選ばれ

て以降、多くの観光客が訪れるようになったが、夕陽の

美しさに加え、防潮堤の心温まる絵画により訪れる方々

に楽しい時間を提供している。このように、ウォーペイ

ンテインク事業は、アート鑑賞としてだけではなく、自

然保護と環境美化への貢献など、さまざまな相乗効果を

生み出している。

@他のボランティアの人による花壇も設置され、見違うば

かりの環境となり、地域のまちづくりの推進に貢献され

ている。絵画の修正及び水洗いコーテイング作業を行っ

ていたが、経年劣化に伴い、平成21年から絵画のリニュー

アルが実施されている。

⑤ペインテイングされてい芯い防潮堤があと約250m残つ

ており、この区間の実施が検討されている。

*自 治体名 大阪府岬町

*人口 17，544人

*面 積 49.11くm2

*事業開始年度 平成11年度

*事 業主体 岬ライオンズクラブ

連絡先

岬町まちづくり戦略室企画地域再生担当

‘iD 072-492-2775 1m 072-492-5814 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|兵庫県西宮市 |苦楽園・夙川キャンドルナイト

①苦楽園-夙川地域では、有志のお屈が中心と芯って、地

域の魅力あるお屈を広く、多くの方に知ってもらうため、

2009年かうキャンドルを使った話題'性がある事業を展開

することで、集客につながる街の魅力作りに取り組んで

いる。

②こころ豊か主主暮らしにつながるきっかけづくり、集客に

つながる街の魅力づくり。キャンドルナイトとは、夏至

と冬至の日を中心とした期間に夜8時から10時までの2

時間、電気を消してキャンドルのあかりで過ごすという

もの。苦楽園・夙川キャンドルナイト“2012年夏至"の

イベントではキャンドルナイトインスタレーシヨン(空

間演出)など様々なイベン卜を開催し街のにぎわいを創

出した。毎年、夏至と冬至の日を中心とした期間に様々

なイベン卜を行っている。2009年から開始された当該事

業は2012年で4年目を迎え、夏至のキャンドルナイトイ

ンスタレーションでは、過去震も多くの来訪者があった。

③開始当初は参加協力屈が24r.5舗だったものが、 2012年で
は97居舗となり、街全体で街の魅力創出に取り組むきっ

かけになると考えている。また、イベント実施日は盛況

で、他地域からの参加者も多く、街のにぎわい創出に成

功している。今後はこの取り組みが参加協力屈だけでな

く、家庭にも広がり、地域住民を巻き込んだ地域活性化

策に芯ることを目指している。

④他のキャンドルナイ トイベントと異芯る点として、 キャ

ンド‘ルを使った催し物だけでなく、イベントン卜期間中、

参加協力屈の入り口・ファザード・庖内などにキャンド

ルを灯し、街全体で本事業に取り組んでいる。また、学

童児童たちに願い事を描いてもらい、それを子ども灯ろ

うとして名参加協力屈に配置している。これは、子ども

灯ろうを本人又はその両親等が確認するために、実際に

居内に入ってもらおうという、顧客獲得のための仕組み

である。地域の各居への新規参加協力の呼びかけに一番

労力を要している。担当者が各屈に足を運んで本事業の

主旨説明 -協力依頼を直接行うことにより、参加協力屈

を摺やしてきた。

⑤参加協力屈は年々増えているが未参加の屈もあり、これ

らの盾に参加して頂くことが課題である。地域に本事業

及びその主旨が浸透し、自然発生的に地域全体で本事業

に取り組んでいけるよう、今後も根気良く活動していき

たいと考えている。

*自治体名 兵庫県西宮市

*人口 482.858人
*面 積 100.18Km2

* 事業開始年度 平成21年度

* 事業 主体 苦楽園ストアーズミーテイング

連絡先

西宮市産業文化局産業文化総括室商業振興課

‘iD 0798-35-3387 lD3 0798-35-4045 
amJ http://event.candle-night.org/detail.php?id=51 58 

|兵庫県高町l高砂町空き家・空き庖舗活用プロジェクト
①高砂町には風情のある美しい町並みや歴史的な建物など

多くの観光資源があるが、あまり知うれておらず、空き

家・空き庖舗が増えている状況である。空き家 ・空き白

舗対策、また、個性的で魅力的な町づくりによる地域活

性化を図るため、平成23年度より高砂商工会議所・高砂

市観光協会が中心となり高砂町にある空き家・空き庖舗

を活用し、事業者(カフ工、ショッブ等)や、アーテイ

スト(アトIj工、作業場等)を誘致する「高砂町空き家・

空き庖舗活用プロジェクトj活動を実施している。

②高砂町の建物や固有の景観を活かしながう、高砂町にあ

る空き家 空き居舗を活用し、アート活動等を行う方を

誘致することにより、個性的で魅力的な町づくりを目指

す。高砂町空き家・空き庖舗活用プロジェクトの趣旨に

賛同した空き家-空きj苫舗の所有者と入居希望者をマッ

チングさせ、空き家・空き庖舗を低家賃でカフェやショッ

ブ、芸術家のアトリ工等の活動場所として貸出し、町を

活性化する活動を行う。原則週1回プロジェクト会議を

開催し、登録物件及び入居状況の報告、今後の取組み内

容芯どを協議している。平成24年6月現在、空き家・空

き居舗に4件が入居し、アート活動及び事業活動を実施

している。(革道具屋、アトリ工、工ステなど)

①昨年から開始した活動であるため、活動内容が市内でも

あまり知られてい芯いが、空き家 空き居舗に入居した

事業者や芸術家が4名と芯り、点が線に繋がっていく活

動も行われている状況である。今後は、空き家・空き庖

舗を活用したイベン 卜等を実施し、アーテイストと地元

住民が協働して、個性的で魅力的な町づくりを行い、地

域の活性化を図っていく。

④高砂商工会議所、高砂市観光協会、行政、各種団体等が

協力してブ口ジ、エク卜に取組み、アートに特化したまち

づくりを目指している。空き家・空き庖舗の所有者や地

元商届街や地元自治会にプロジェク卜内容を理解しても

らい、協力を得るのが難しし1。現在、地元自治会等に事

業内容の説明及び事業報告をする方向で検討中である。

⑤空き家・空き盾舗の荷物整理・処分や改修等について、

ボランティアを募集し、ゴミの整理 -処分、改修の手伝

い等を実施し、空き家・空き白舗物件の確保を行う方向

である。また、空き家・空き庖舗を活用したイベン 卜を

実施し、多くの方にこの事業を PRし、高砂町に人を呼

び込んでいく。

常自治体名 兵庫県高砂市

*人口 95.259人

*面 積 34.40Km2

本 事業開始年度 平成23年度
* 事業主 体 高砂商工会議所、高砂市観光協会

連絡先

高砂市生活環境部産業娠興課

田富079噌 3-9030lD3 079-443-0009 
園田http://tks-akiyataisaku.seesaa.net/ 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|兵庫県朝来市 |あさごアートフェスティバル
①1999年の美術館開館以降、入館者数の伸び悩みゃ、広域

での PR不足などの問題があり、美術館の存在を広く

PRし、入館者の増加をはかり、地域住民や子供たちが

気軽に訪れることのできる事業が必要であった。

①親子-家族づれなどで美術館を訪れ、気軽に芸術に触れ、

また自ら体験することができる事業、また普段、美術館

等に足を運ばない方が、美術館に足を運i~\きっかけと芯

ることを目的に開催している。美術館敷地内彫刻公園で

野外仮設ステージを組み、フォーク・ポピュラーミュー

ジックのコンサート、美術館ゆかりの若手作家を講師と

した主に子供向けの半日.1日単位で参加できる工作

ワークショ ッブ、小学生対象の1泊2日でさまざまな講

座を体験するチャイルドアートキャンブ、開催中の企画

展関連の各種体験型ワークショッブ、芸術の森ウオーク

ラリーなど野外コンサー卜には例年、 2.000人規模の観

覧者がある。またチャイルドアートキャンブは例年、定

員を超える申し込みがあり、キャンセル待ちとなるほか、

日帰りのワークショ ッブも週末はのべ100人ほどの参加

があり、たいへん人気の高いイベントに成長している。

③野外コンサー卜には例年、 2.000人規模の観覧者がある。

またチャイルドアートキャンブは例年、定員を超える申

し込みがあり、キャンセル待ちとなるほか、日帰りのワー

クショッブも週末はのべ100人ほどの参加があり、たい

へん人気の高いイベン卜に成長している。

④美術館ゆかりの若手および地元の芸術家がワークシヨ ツ

ブの講師をしている。もともとある石積みのダム(ロッ

クフィルダム)を背景にした、世界でもここにしかない

風景の中での野外コンサー卜や彫刻公園内でのワーク

ショッブを行っている。講師をお願いしている芸術家の

皆さんもだんだんと年齢を重ねてきておられ、新しい若

手の講師の発掘を続けている。何人かは当市が全国公募

している公募展で優秀芯成績を収められた方や、個展を

開催した方芯どに講師として就任いただいた。

⑤経済情勢の悪化や市の財政状況やが厳しい中、毎年の予

算の削減や、また館の前まで来ていても子供だけを入館

させ、親は入館しないなど、財源の確保に苦労している。

特に PR経費を削減されるので、お金のかからない PR

方法を模索中。

*自治体名 兵庫県朝来市

*人口 33.252人
*面積 402.98Km2

*事業開始年度 平成17年度
*事業主体 朝来市・あさご芸術の森美術館

連絡先

朝来市市民文化部芸術文化諜

‘iD 079-672-6114 1m 079-672-0500 
tmlJ http://www.city.asago.hyogo.jp/ 

同歌山県和歌山市|わぁーと!手づくり市場〈マーケット〉
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①和歌山市では 『中心市街地活性化法jに基づき、平成19

年8月27日に 『和歌山市中心市街地活性化基本計画jの

内閣総理大臣認定を受け、纂本計画事業等に基づき市民

の方々と協力しなが5活性化に向け平成24年3月31日ま
で取り組んできました。その一つの事業として、アート

で街づくりをということで、わかやまの玄関口である

JR和歌山駅前のけやき大通りにおいて、地元商庖街、

自治会、行政が一体となって実行委員会を組織し事業を

スタートしました。計画終了後もまちの活性化に資する

事業として継続しています。

①人々がアートに触れながらまちなかを楽しく歩くことで

回避性や滞留を高めるとともに、文化交流することによ

り新たな fまち』の賑わい創出に寄与するととを目的と
しています。オリジナル雑貨やこだわり手づくり晶、写

真や絵、自主制作CD等ジャンルを超えたアート作品

のフリーマーケットになっています。また、手づくりアー

ト作品の製作実演、体験、さらには、歌や楽器演奏、似

顔絵芯どのアートパフォーマンスを通し、歩いて楽しい

空間作りをしています。毎月第3土曜日午前10時~午後

4時(荒天時翌日順延)。最大出届区画数110区画、出展

料1区画1.500円/目。平成21年度から延べ32回実施。
平均出展区画数、平成21年度50.5区画、平成22年度65区

画、平成23年度70.4区画。
①当事業実施前の歩行者-自転車の通行量875人に対し、

開催日当日の通行量は平均約2.400人と定着しています。

また、地元商白街の方々も定着していくことで地域コ

ミュ二ティが構築されつつありますし、自分たちの事業

という自覚も芽生えてきており今後の展開に期待してお

ります。

④他都市の手づくり雑貨系のイベン卜に対し、出展料が安

いことと、交通の利便性が良い。和歌山市中心市街地活

性化法基本計画の期間中は、社会資本総合整備交付金を

活用していたが資金繰りが厳しくなっている。

⑤定着はしてきているが、更主主る集客に向けた取組が必要

である。また、出展料の値上げ等の事業費の捻出が課題

である。

。〈バ>000<κxx>o<xκ×加。000<以~

本自治体名 和歌山県和歌山市

*人口 367.591人
*面積 21O.25Km2

*事業開始年度 平成21年度
*事業主体 野外アートプロジェクト実行委員会

連絡先

和歌山市まちづくり局まちおこし部商工まちおこし課

固D073-435-1233 1m 073-435-1256 
tmlJ http://VNNI.citt.wakayama.wakayama.jp/machiokoshi/wartt凶ukunma的t!syutten.html

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|鳥取県米子市 |米子彫刻シンポジウム

①米子市在住の若手芸術文化愛好家により「彫刻のあるま

ちづくり」の希求という形で、企業、団体、個人のボラ

ンティアを中心とした募金活動と、民間主導による実行

委員会により、彫刻シンポジウムが開催された。その後

主体が行政に移り、一般市民や団体のボランティアによ

る参加、協力を得ながら事業が推し進められた。

②米子市は、近 現代彫刻の偉大な先駆者と早くから深い

関わりをもっている土地柄であり、そうした先駆者の偉

大な精神と遺産を讃え継承するとともに、彫刻のあるう

るおいに満ちたまち、文化芸術都市づくりを目指す。圏

内外から彫刻家を招集し、制作にあたっては市民ボラン

ティアの参加を募り、市内各地において公開で実施。ま

た、シンポジウム関連事業の一環として、「夏休みとど

も彫刻教室j、まちづくりと彫刻をテーマにしたパネル

討論会、彫刻シンポジウム写真展などを開催。昭和63年

から平成18年にかけて隔年で10回のシンポジウムが開催

された。また、制作された作品については、米子市が実

施主体となって計画的に彫刻ロードに設置された。

①制作過程を公開することで、彫刻に対する理解や関心を

深めるととができ、また、制作に参加するととにより、

市民としてのアイデンティティが自覚され、まちづくり

への参加意欲が育てられた。さらに、優れた彫刻作晶を

計画的に設置することで、文化の香り高いまちづくりと、

自然と調和した都市景観を創造することができた。設置

場所となった彫刻ロードは市民の憩いの場となってい

l岡山県瀬戸内市 |2次元刀立体贋

①世界中で、日本万はよく知られているが、日本万につい

てきちんと説明できる日本人は少なし1。また、愛刀家が

減少する中、現存する日本万をより良い状態で次代に残

していくためにも、今の若者に日本万の手入れの仕方な

どを広く知らせる必要がある。若者に影響力のあるサブ

カルチャー(アニメや漫画、ゲーム)を通じて日本万に

興昧を持っきっかけ作りを行う。

①日本万世界ーの生産量を誇り、日本刀の聖地ともいわれ

る備前園長船にて、日本力に興味を持っきっかけ作りを

行う。また、日本刀のものづくりを見ることを通じて、

将来の日本万職人の卵を育てる。古いもの(万剣、甲胃、

火縄銃などの武器・武具)と新しいもの(アニメや漫画、

ゲーム作品)を同時に展示し、伝統の技の伝承や、刀剣

文化に対する理解を深める。夏休み時期の開催及び、展

示品撮影ができることから、ネット上での評論、小-中

学生たちの自由研究の素材ともなるなど、多角的な見方

や展開が行われている。

③特別展開催に伴い、周辺飲食庖等にて売り上げが向上し

た。通常の展示では、地元の方の入館者比率が少ないが、

とうしたサブカルチャーとのコラボ展では地元の方の入

館が多くなり、博物館運営に理解が得られた。平常では

50代以上の方の比率が多いが、 20~30代の比率が逆転し、

若者に浸透している。さらに、男女比率もア・ 3で通常

は男性が多いのに対し、 6:4若しくは完全に男女比率

が逆転するとともあり、通常最も入館者が少ない20代の

る。

④市民と行政が一体となり、彫刻のあるまちづくりが官民

協働で進められた。まちづくり計画の中にマッチし、環

境に調和していくよう芯作品をつくり設置していくこと

が重要であるため、作家の意見や主張を聞き主主がら、彫

刻設置場所の選定、「景観Jとの調整などについて、関
係者間で意見交換芯どを活発に行った。

⑤彫刻ロードは「美しい日本の歩きたくなるみち500選」

に選ばれているが、彫刻ロードに対する市民の認知度が

低いため、彫刻作品をもっとたくさんの人に見て楽しん

でもらえるよう、さらなる周知徹底を図っていく必要が

ある。

*自治 体 名 鳥取県米子市

*人口 148.866人
*面 積 132.21Km2

本 事業開始年度 昭和62年度

* 事業 主 体 米子彫刻シンポジウム実行委員会

連絡先

米子市教育委員会事務局文化課

圃冨.0859-23-5437 1m 0859-23-5414 
l!ID http://www.city.yonago.lg.jp/10674.htm 

女性の入館者が増え、若者への万剣文化の伝承が図れた。

④サブカルチャーと日本万並びに古いものとのコラボレー

ションが初めてであるところ。 一過性の興昧で終わらな

いよう、また来たいと思えるような余韻が残る展示を心

がけている。

⑤第1回目は古い名品を、現代のキャラクターを通して見

てみる。第2回目は日本刀を作る職人が新しいデザイン

で日本万のものづくりに挑戦し、今後は日本万を題材に

アニメや漫画家たちによる新たな日本刀文化のクリ工イ

トを目指す。

*自 治体 名 岡山県瀬戸内市

*人口 38.861人
*面 積 125.53Km2

* 事業開始年度 平成23年度

常 事 業主 体瀬戸内市

連結先

瀬戸内市教育委員会備前長船刀剣博物館

副車.0869-66-7767 1m 0869-66-7971 
l!ID http://www.city.setouchi.lg.jprosa-token/ 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
G:特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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岡山県真庭市 |勝山のお雛まつり事業

①とある土雛作家が勝山で展示会を開催した際に、地元の

関係者に「町並みが雛まつりにとても適しているjとの

提案から始まった。当初、有志による実行委員会が立ち

上がり、各実行委員の人的ネットワークにより協力者を

募り、その後、しだいに行政や商工会の全面的な協力を

得て軌道に乗っていった。

①ロマンと歴史を語るお雛様を展示し、多くの観光客に勝

山の人のぬくもりと良さを PRし、地域観光振興に寄与

するとともに、地域の活性化を図ることを目的としてい

る。桃の節句を祝って町並み保存地区から新町商庖街の

約1キ口の区間で、民家や商家の軒先や沿道にお雛様を

飾って、観光客を楽しませるイベントである。現在、約

100軒の参加がある。素材、形態、ディスプレイなどそ

れぞれの家で工夫をこうしているところが見所である。

回を重ねるごとに参加する個人や団体が増え、町並み保

存地区を中心に様々な場所でお雛様がみられるように

なった。来訪者も年々増加している。

①活動15年を迎え、地域に欠かせないイベントに成長した。

マスコミ等にもしばしば取り上げられ勝山=雛祭りのイ

メージが定着している。また、民家の玄関を装う「のれ

ん」も見所で、お雛まつりを盛り上げている。

④地域住民、 NPO法人、企業や商屈街とのコミュ二ケー

ションが活発化し、協働によるまちづくりの推進に貢献

している。当初から14年が経過し、マンネリ化の進行と、

中心となる実行委員会の世代交代の時期になっている。

若い層の積極的な参加を進め、みんなで応援できる体制

づくり

⑤現在、市と真庭市商工会の助成金及び有志の協賛金で運

営しており、市の財政状況が厳しさを摺す芯か、運嘗費

の圧縮が必要となっている。また、近隣で同種のイベン

トが行われるようになり、勝山らしさを創出していくこ

とが重要となっている。

。:c:::::::::::::::::κ:::::::::::ば>00000OO<以><x>

*自 治体名 岡山県真庭市

本人 口 49，987人

*面 積 828.43Km2

*事業開始年度 平成11年度

*事 業主体 勝山のお雛まつり実行委員会

連絡先

真庭市勝山支局総務娠興課

園通0867噌 -2607(101) 回国0667-44-4569

広島県尾道市 |総のまち尾道四季展開催事業

①オイルショック以降の造船業の低迷芯どによるまち全体

の活力低下という状況の中で、地域、特に商居街の活性

化を図る必要を感じた行政、経済界双方の協力のもと、

「絵のまち尾道」という特性を生かした美術公募展を開

催することとなった。

①風光明娼主主景観と情緒豊かな風情かう有名画家らに描か

れ、絵のまちとして知られる尾道を描いていただくとと

もに、これら作品の鑑賞機会の提供に努め、市民の文化

意識の高揚に資する。絵のまちとして知られる尾道の風

景 ・風俗を題材にした、全国絵画公募展。隔年開催で、

全国の絵画愛好家の支持を受けている。著名な審査員ら

の選考により、尾道賞グランプリ(賞金200万円)を筆

頭に入賞作晶は市立美術館に、入選作品は商庖街の居先

に展示公開する。会期中はまちととギャラリーの様相と

なり、町の散策と絵画鑑賞を同時に楽しむことができる。

地方開催にも関わうす、出品数は1，000点を越え、美術

振興を基盤に広くまちづくりに貢献する事業として定着

している。また、多くの美術愛好家をはじめ一般観光客

うの交流促進にも繋がっている。

①30年近くの開催実績を持ち、全国的にも知られた絵画公

募展である。事業を継続実施する芯か、近年なお作晶出

品数が増加傾向にあることには、本事業が定着し、一定

の成果が得うれている様子が伺える。全国から訪れる絵

画愛好家が市街地でスケッチを行う様子は、絵のまち尾

道を象徴づける風景として、芸術文化活動を通じた交流

の促進となっている。継続開催!こより出晶希望者や鑑賞

者の意に沿う事が見込まれ、芸術文化都市を標携する尾

道市の広報面でのイメージ効果も期待できる。

④市内商居街の協力により、商居街居舗のショウウィン

ドゥなどに作品を展示する。期間中は街ごと美術館の様

相と芯り、美術愛好家をはじめ多くの人々が尾道を訪れ

る。展示期間中、販売可能砿作品を、購入希望者に斡旋

も行う。多様化する絵画技法や、絵画愛好家の要望に応

えていくため、募集要項の見直しを繰り返すなど、出品

者の目線に立った運嘗に取り組んできた。

⑤当該事業が本市の活性化に繋がるまちづくり事業として

一層有効に機能していくために、関係機関等との緊密な

調整を図りつつ事業を推進していく。また、本市の財政

状況や美術館の収蔵スペースを考慮に入れ、賞金額など

賞の設定等を今後検討する必要がある。
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* 自治体名 広島県尾道市

*人口 145，937人
本面 積 284.85Km2 

*事業開始年度 昭和58年度
*事業主体 絵のまち尾道四季展運営委員会

連絡先

尾道市教育総務部美術館

liD 0848-23-2281 1m 0848-20-1682 
tmlJ http://www.city.onomichi.hiroshima.jp/www/info/detail.jsp?id=2430 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



広島県三原市 |小鷺島ピオアイル計画

① 「製品を通じてより良い環境づくりに貢献したいjと考

えて活動してきたポ工ックが平成20年1月に出会ったの
が、小佐木島である。その島が環境破壊の危機に瀕して

いると聞き、約3万坪を購入して乱開発かう守ることに
したことがきっかけである。そして、平成21年1月、プ
ロジェクトを発足し「小賢官島ビオアイル計画」と名付け

奮闘している。

②私たちを育む自然環境、歴史、文化の保護に貢献すると

ともに、広く一般的に瀬戸内海の里海文化への理解と関

心を、アートを活用した観点かう醸成し、社会に貢献す

るととを目的とする。小佐木島(人口12人;H24.4.1現
在)を舞台とし、島の古来の名称である「小鷺島Jが表
すような自然と共生する誇りある文化と歴史を、アート

の力を借りて島を一個の生命体と捉えて自然環境保護と

里海文化の再生を行う。また、瀬戸内海里海文化を芸術

としてとらえ、表現し普及していく。平成田年1月、芸
術的視点を取り入れたホームページを開設。平成23年4
月、島の古民家を借りて芸術家-建築家のチームによる

セルフピルドの古民家再生が完成し、活動拠点とし活用

している。平成田年ア、 8月、島にある大型廃棄物の撤
去作業では、三原市とも協力して小佐木島のクリーン化

を実現した。

①活動4年目を迎え、毎年4月の恒例行事と芯った島の
方々との緋を深めるためのお花見会はポ工ックと島の

方々の友好な交流の場となっており、人口減少の続く離

島の住民に活力を与えている。

④芸術家のテψイレクションとポ工ック里海財団、ポ工ック

の協働で、後世に美しい里海を残すため長期に継続して

行われる事業である。美しい里海文化を発信することに

より、地域貢献を通して日本全国・世界へとメッセージ

を発信することを考えている。現在、活動資金の関係か

ら運営母体がポ工ックとポ工ック里海財団となっている

が、今後はポ工ック里海財団を公益財団法人化し、運宮

の一本化を図るととを考えている。
⑤現在、活動は島民の方々やポ工ック及びブロジ、エクト関

係者中心の活動となっている。今後、公益財団法人での

運営をすることにより、公益性及び社会貢献の度合いを

増やす方向でいる。廃屋化しつつある空き家を芸術家

建築家のチームによって創造的に再生し、滞在型農園な

どの拠点として活用することで、耕作放棄地と集落の再

生を継続的に行う。自然に負荷を与え芯い自活型のアー

トサイトや芸術と建築と環境が一体と芯ったクラブハウ

スを建設し、島民に活用してもらうとともに、島外との

交流と情報発信の起点とする。

本自治 体 名 広島県三原市

本人 口 99.543人
*面 積 471Km2

判幹 事業開始年度 平成20年度

* 事 業主体 ポエック株式会社・一般財団法人ポエック里海財団
連絡先

三原市生活環境部生活環境課

‘iaI 0848-67-6168巴D0848-67-6199 
巴mJhttp://www.puequ.co.jp/kosagilindex.html 

|山口県宇部市 |UBeビエンナーレまちなかアート・フェスタ
①宇部市では、大規模な野外彫刻の公募展 rUBEピ工ン
ナーレ(現代日本彫刻展)Jを開催しており、平成田年

に50周年を迎え、日本屈指の野外彫刻の国際コンクール

となっている。このUBEピ工ンナーレ50周年の開催に
合わせ、市民が気軽に参加できるアートイベントを中心

市街地で開催し、まち全体をアートで活性化させる取組

みを実施するに至った。

②商庖街を中心とした会場で各種芸術イベント等を実施す

ることにより、中心市街地を市民の芸術の表現の場、芸

術とのふれあいの場とし回避性の向上や、賑わいの創出

を図ること。アーケードを利用した巨大絵画展、空き庖

舗などを展示スペースとした芸術ジャンルを間わない自

由芯美術展、アートワークショッブ、アートライブパ

フォーマンス、まち芯か彫刻ウォッチンク‘の開催。アー

トフェスタのシンボルである巨大絵画をアーケードに常

時展示し、空き届舗にも常時アート作品を展示すること

で、ワークショ ッブ芯どのイベン卜を開催しない平日で

も来街者の培加を図った。

①空き庖舗を利用したことにより、商居街にどのような空

き届舗があるのか多くの人の目に触れ、アートフェスタ

終了後、空き盾舗の利用が促進した。巨大絵画展につい

ては毎年、まちなかアート-フェスタについては隔年で

継続的に開催する予定である。今後、地元のイベン卜と

して定着し、にぎわいの創出につながると期待される。

④商庖街が事務局と芯り、運芭協議会を設置。協議会メン

J¥一 (ボランティア)の一般募集などを行い、 市民、 市

内芸術団体、地元商庖街等が協働で運営を行った。協議

会メンバーを一般公募したが、平成23年に初めて開催し

たイベン卜ということもあり、十分主主人数が集まらず、

メンバ-1人1人の負担が多く砿ってしまった。今後よ

り充実したイベン卜を開催するためにはさらなるメン

}¥ーの確保が必要である。

⑤イベント開催にかかる費用は市からの委託費で、まかなっ

ているが、市の財政状況が厳しさを増す中、地域企業か

らスポンサー協力を得ることが必要である。今後、音楽

や舞台などの様々な芸術活動についても表現の場を提供

し、地域の人々が芸術に触れる機会を増やしていきたい。

$自治 体 名 山口県字部市

本人 口 173.327人
*面 積 287.711くm2

* 事業開始年度 平成23年度
$ 事 業主体 まちなかアート ・フェスタ運宮協議会

連絡先

宇部市土木建築部都市政策推進課

田富10836-34-8468田富.0836-22-6050 

※①事業、活動の背景 -経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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，..iiza琴平町 [ 瀬戸内四都アーキツーリズム
①本協議会は、瀬戸中央自動車道及び高松自動車道並びに

神戸淡路鳴門自動車道によって結ばれた瀬戸内海東部の

個性ある観光資源を持つ四都市が、それぞれ個性ある観

光資源を活かしながら、連携協力により、より魅力的

で広域的な周遊観光の振興を目指すため設立した。「瀬

戸内四都アーキツーリズムJは、都市の歴史・文化・アー
トの要素を総合的に体現する街並み-建築物に焦点を当

て、この機会lこ4つの都市をもっと深く楽しんでもらう

企画であり、新しい感動と発見の旅を創造する。

①本事業では、「建築と芸術Jをテーマとして各都市の特
色のある建築物を巡る旅のガイドブ、ツクを作成し、建築・

デザインを学i~Î学生や建築関係者の旅行客の増大を図る

ことを目的とした。さらに、 2013年3月に開催予定の第
2回瀬戸内国際芸術祭との相乗効果も視野に文化的意識
の高い観光客の獲得を目指すとともに、瀬戸内四都市共

通のテーマを掲げた PR事業を推進することで、四都市

の認知度を高めるととを目的としている。「建築と芸術J
として、各都市のイメージを形成するテーマをつくり建

築等の選出を行い、これまで、知られてい芯かった歴史的

建築を掲載することで、新たな観光資源とする。各市町

で主題を変え、紹介内容にバリ工ーションを持たせてい

る。神戸市は、居留地時代の洋風建築、鳴門市は、公共

施設のモダニズム建築、琴平町は、伝統的な家並み、倉

敷市は、生活の中で活気づく古民家と町並みを主に紹介

している。

①観光の視点をもって、アートとして建築をとうえること

で、建築雑誌などで取り上げられるだけでなく、地域の

人にも地元の魅力の再発見につながる一助となってい

る。アートを手法として観光 PRを行うことで、これま

でにない視点で各都市の魅力を発信する。

④本協議会は、県を超えた広域的な周遊観光の振興を目指

しており、アーキツーリズムは、建築という芸術に特化

した事業を展開している。この事業を通じて、観光客と

して単に名所を観光するのでは芯く、暮らしの中に息づ

いている建築を通じて、生活者の視線で街を歩き、その

場所ならではの生活を経験できるツールとして活用でき

る。アーキツーリズムという内容なので、 PR対象がコ

アになり、一般向けに PRするのに苦慮したが、第2回

瀬戸内国際芸術祭とのタイアップやインバウンド事業に

おいて、他の市町にない魅力発信に活用していく。

⑤予算化できれば、パンフレットを多言語化し、訪日誘客

の手法として使用したい。そして、 HPに掲載し情報発

信していきたい。

* 自 治体名 鶴購門市、兵庫県神戸市、岡山県倉敷市、香川県怖開軒町
*人 口 暗門市岡，問、神戸市1.514，摘、倉敷市初，胸、事平i]9，729人

*面 積 鳴門市1お輔、神戸市限缶、倉敷市3日花、琴平町8.4以Km2

* 事業開始年度 平成23年度

本 事業主体 瀬戸内四都市広域観光推進協会

連絡先

鳴門市経済建設部経済局観光仮興課

liD 088-684-1453 1m 088・684-1339

[徳島県神山町 [神山アーテイスト・イン・レジデンス

①神山町には人形浄瑠璃の文化が残っており、町内には江

戸後期から明治、大正時代にかけて制作された1，459枚

(日本最多)の、舞台の背景画「襖絵(扉風絵)Jが現存
している。これうは、招待作家として招かれた絵師たち

が、庄屋や富豪の屋敷に滞在しながら、地域住民の協力

のもと制作したものである。つまり19世紀半ばにはすで

にこの地で、アーテイスト イン-レジデンスが盛んに

行われていたわけである。これを現代に復活させ、地域

おこしにしようと始まったのがきっかけである。

②新しい発見、新しい価値観、新しい交流を享受する 毎

年9月から2ヶ月間、日本国内および海外から3名の

アーテイストが神山町に滞在。作品を制作し、 11月初旬

に展覧会を聞いている。展覧会には、約500名の人々が

訪れている。 1999年から始まった本事業で招耳号された作

家は16カ国かS42名。自然に恵まれ、人情昧にあふれる

日本の田舎町・神山での滞在から生まれるインスピレー

ションと、住民との出会いから生まれるカルチャー

ショックで紡ぎだされる創意あふれる作品を制作してい

る。

①小中学校での課外授業をプログラムに取り入れている

が、子ども達への英語教育や人権教育、国際理解、グロー

パルな広い視野など教育面で好影響を与えている。町外

に対しては、神山町のイメージアップや宣伝効果があり、

大きな注目を集めており、観光客の増大につながってい

る。町内の住民についても、国際交流により新たな刺激

と生きがいを見つける方もいる。また、使われてい芯かっ

た施設を再利用するなど、様々な面で活性化が見うれる

④地元住民による手作りのプログラムであること。制作期

間を通じた住民とアーテイストの交流の質に自信あり。

作った作品を展示する場所に苦心している。ランドアー

トは朽ちるが、写真でしか紹介できないことが惜しし'0
⑤NPOが中心と芯って活動しているが、メンバーが限ら
れているためもう少し多くの地域住民に理解を求め、活

動を展開する必要がある。

*自治体名 徳島県神山町

*人口 6，350人

*面 積 173.31Km2

* 事業開始年度 平成11年度

。:::::::::::::::::::κ×加。00<;κ>0000

*事業主体 神山アーテイスト・イン・レジデンス実行委員会

連絡先

神山町総務課‘ID 088-676-1111 1m 088-676-1100 
OliIJ http://www.in-kamiyama.jp/art/ 

※①事業、活動の背景・経繕 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成巣や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|香川県丸亀市 |MIMOCAゲートプラザ活用事業

①丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 (MIMOCA)は、谷口吉

生の設計と現代美術中心の展示構成という特徴ゆえ、開

館以来20年を経た現在も大勢の美術・建築愛好家が訪れ
ているが、その大半は市外・県外かうの来館者が占めて
おり、市民の美術館としての認識は希薄である。とのた

め、 MIMOCAを中心とした本市の文化振興の推進や中
心市街地活性化施策はあまり効果があがっていないとい
う現状があった。

②JR丸亀駅前広場の一部でもある MIMOCA正面壁画前

のゲートプラザを、高松市の丸亀町壱番街前ドーム広場
のように定期的に鑑賞型 参加型等の文化事業の場とし

て活用することで、美術館のオリジナリティを保ちなが
ら市民に美術館に対して愛着を持っても5うほか、本市
の文化振興を推進するものである。また、この事業を行

うことにより、中心市街地への人の入りこみを促進する
とともに、市民主体の文化によるまちづくりや観光娠興

にも寄与するものである。県内を中心に活動するブ口・

セミプロ芸術家の発表の場、市民等による文化活動発表
の場、クラフト(手工芸作品)のフリーマーケット等を
実施し市民が気軽に美術館を訪れることができるよう芯
機会を提供している。年間 3~5回程度事業を行い、ジャ
ズコンサー卜をはじめ、夏にはフラダンス、春は県内外
作家によるアートの要素を取り入れたクラフト(手工芸

作品)のフリーマーケット等さまざまな趣向を凝らした
ものを実施している。

③事業を開始して4年目を迎えたが、市民にも MIMOCA

ゲートプラザで行っている文化事業として広く知れわた
り、報道に取り上げられるととも多くなった。市民が

MIMOCAに対して少しでも親しみや愛着を持ってもら

うことができたためか、近年の一日あたりの入館者数も
増加傾向にある。今後も MIMOCAを市民の美術館とし

て認知していただくために活動を継続していくととも
に、入館者数を糟やしていき本市の文化振興をさうに推

進してまいりたい。

④地域住民や市民文化団体との協働事業としても行ってお
り、 MIMOCAを中心とした一つのまちづくりとしての
側面も持っている。事業開始当初は、 MIMOCAで芸術

鑑賞以外の事業をすることについて、入館者をはじめ

様々な人々から戸惑いや不安の声が上がっていたが、ま
ちづくりの一環として実施していることや MIMOCAに

愛着を持ってもらうために行っていることを認識してい
ただくことにより理解が深まった。
⑤現在は市から委託料を受け実施しているが、財政状況も
厳しいため実施回数が減少傾向にある。将来、市民文化

団体が独自で実施できるような状況が整ったならば、市

は場所の提供のみで携わっていきたい。

* 自治体 名 香川県丸亀市

* 人 口 110.568人
*面 積1ll.8Km2

訓幹 事業開始年度 平成21年度
* 事業主体 丸亀市文化振興事業協議会

連絡先

丸亀市産業文化部文化観光課

園調08刀-24-8822..  08刀-24-8863
包囲Jhttp://www.city.marugame.lg.jp/ 

香川県観音寺市 |かんおんじまるごと美術館

①予てより新たな施設を建設する際や中心市街地における

街路の改築に合わせ、彫刻家の和泉正敏氏の作品やイサ

ム-ノグチ遊具彫刻を整備し、市民の文化・芸術への関

心を高めるとともに賑わいの創出に努めてきた。しかし

情報発信が十分で広かったため、市民の認知度が低く、

来訪者も少ない状況であった。本市一の宮公園に西日本

最大規模となる22基のイサムノグチ遊具彫刻を整備(平

成22年)したことを機に、市内各所に整備したアート作

品と地域資源等を巡るモデルコースを構築することとし

た。

①本市に点在するアート作品と地域資源等を巡るモデル

コースを構築することにより、交流人口の増加による地

域の活性化を図る。自動車、自転車及び歩いて巡るルー

トを紹介するため、パンフレット「かんおんじまるごと

美術館Jを作成し、市内外で配布した。来訪者及び市民
がまち歩きを実施し芯がら本市の魅力(文化・観光・食)

やアートに触れられる機会を提供した。

①市民自身がアート作品と地域資源等を理解するととに

よって、本市の文化、自然環境、食芯ど、魅力ある地域

情報等の新たな発信者となる。モデルコースの構築によ

りリピーターを増加させ、定住へ繋げたいと考えている。

また、瀬戸内国際芸術祭2013の一部会場として伊吹島が

選ばれているため、伊吹島の文化 ・習慣及び新たに設置

されるアート作晶等と既存アート作品を連携させること

により、本市の知名度を上げ、地域の活性化を図る。

④市民が今まで気づいていなかった地域資源に触れる機会

を提供するととにより、本市に対する愛着が増加する。

新たなまち歩き等の体験型観光に協力してもうえる市民

ボランティア等の確保に苦慮した。まち歩きに関わる市

民を娼加させることにより、新た芯ニーズが生まれ、そ

れに応えるために事業等を始める市民の出現を期待す

る。

⑤観光ガイド‘ブックと併せてパンフレット「かんおんじま

るごと美術館Jを作成したが、来訪者の増加等に寄与し
たことの検証ができていない。観光入込客調査を行い、

現状を把握することにより新た芯施策の方向性を探る。

また、市民が自発的に運営を行うことができる体制づく

りが必要であるため、プラットフォームを行政が提供し、

そこに市民の自発的な提案によるルート情報等を掲載す

ることにより連携を図る。

。。。喝K沢>000<例。::::::::::::::沢>00000o。

* 自治体名 香川県観音寺市

*人口 63.349人
* 面積 117.47Km2

* 事業開始年度 平成23年度
* 事業 主 体 観音寺市 (経済部商工観光課・観音寺市観光協会)

連絡先

観音寺市政策部企画課‘iD 0875-23-3917 ..  0875-23-3920 
OlilJ http://kanonji-kankou.jp/guide_book.html#art 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|香川県東かがわ市 |ジャンボ緯馬般置による地域活性化事業

174 

①地域の青年団の08会として、昭和56年に結成された。

旧白鳥町が主催するイベン卜の手伝いやコンサートの舞

台作り、白砂青松で有名な白鳥の松原へのマツの植樹な

ど、旧町内のさまざまなイベン卜の企画や運営のサポー

ト、環境整備活動に取り組んでいた。その後、当時はま

だ馴染みの薄かったフリーマーケットスタイルの「おた

び市」を主催したことを転機として、日本一低い山の開

山や神社境内へのジャンボ絵馬設置などにより、地域の

にぎわい創出に欠かせ芯い活動を主体となって取り組ん

でいる。

①ジャンボ絵馬の活用などをとおして地域のにぎわい、ま

た観光資源として地域活性化に寄与することを目的とし

ている。初詣客が新年の抱負や合格祈願などを自由に書

き込めるジャンボ絵馬の作成を平成8年の年末かう行っ

ている。ベニヤ板が使われた絵馬の大きさは高さ約5.5

メートル、幅約7.5メートルで干支の絵が描かれている。

地域のお正月の名物にしようと企画されたこの取組は来

年で17回目を迎える。毎年、絵馬に猫かれた「神様お願

いJというキャッチコピーが見え芯く芯るほどの書込み
とともに元.e.1こ奉納されている。

③12月中旬、何十枚ものベニヤ板を張り合わせて会員が絵

馬を作成しているが、この様子や完成時には、新聞各社

やテレビ、各局がこぞって取材に訪れる。このようにマス

メテ、ィアの注目を集めて止まないジャンボ絵馬は、地域

はもとより県内の師走の風物詩となって、新年を迎える

人々に夢や希望をもたらしている。

④ジャンポ絵馬を地域資源とし、地域活性化に寄与する一

つの手段としている。また、日本一低い「御山Jの PR
や関連イベント、「おたび市Jや「コマ回し大会Jなど
の各種イベントをとおして、総合的に地域活性化に寄与

している。会が結成されて31年。その聞に地域にもたら

したにぎわいは枚挙にいとまがない。ジャンポ絵馬も含

めて、身近な資源をこれほどの長きに渡って活用してい

る例は県内でも非常にまれである。継続性だけで芯く実

績を上げていくことに苦心しながらも進めている。

⑤マスコミ報道などにより相乗効果が生まれ、「次は何を

やってくれるのか芯」といった地域の期待や注目度は会

の活動年数に比例して高くなっている。こうしたうねり

は、地域内にとどまらす、交流人口の増加といった地域

活性化をもたらしている。

。。時::::::::::::::::::討。0<κ×加。o<><><x>ooo喝>0<>000<討。()()()(初。。。喝>0000。匂::::::::::::::::κ×決。

*自治体名 香川県東かがわ市

*人口 34.210人

*面 積 153.35Km2

* 事業開始年度 昭和56年度

本 事業主体こま犬会

連絡先

東かがわ市総務部政策課‘ID 0879-26-1215 ..  0879-26-1334 

愛媛県今治市 |歴史ある瓦の文化が活きるまち

①伝統産業である菊間瓦を生かした「瓦からのまちづくり」
をテーマに、地域住民の様々な出会いの場、憩いの場を
提供すると共に、屋根材としての需要が停滞している菊
間互の新たな取り組みを、他の市町村の人々に広く紹介
して、観光誘客と伝統産業の活性化を目指し実施した。
②瓦のモ二ユメン卜の紹介や瓦にまつわるイベン卜等を開
催することで、菊間瓦の新た芯取り組みを周知すると共
に、人々がくつろぎ、楽しめる賑わいのあるまちづくり
を目指し実施する。菊間瓦は、約750年の歴史を持つ地
域の地場産業である。いi:Siし色の瓦は、屋根材をはじめ
鬼瓦など、瀬戸内の風土にはぐくまれ独自の進化を遂げ
てきた。市内外には、瓦灯簡、五製の狛犬、鬼瓦のモ二ユ
メン卜、壁画などアート的要素の高い作品が数多く展示
されている。また、窯業の振興-発展などをテーマに実
施されているイベン卜「ゆめロードJは、約2000本の瓦
の灯縫を来場者うがレイアウトや点灯を行うもので、幻
想的でアートな空聞を作り上げるイベントとして定着し
てきている。市内の各所に様々な瓦製のモ二ユメント芯
どが設置されおり、アートとしての評価が見直されてい
る。「ゆめロードJでは、回数を重ねるごとに、瓦の灯
寵製作の参加者が増え、愛媛県を代表する陶磁器「砥部
焼」とのコラボレーション作品も誕生して、アート作品
が多数生まれることとなり、作品鑑賞と幻想的でアート
な空間を楽しむ来場者で賑わっている。
①愛媛県武道館の屋根五、鬼瓦のモニュメントの展示など
をはじめ、菊間瓦の新たな取り組みが認知されるように
なった。このようなことから、若い担い手うは、瓦を屋
根瓦のみとしてとらえることだけでは芯く、様々な作品
を通じて、新たなデザインや色、防災互主主ど窯業の可能
性や二一ズに合った商品開発などで大きな刺激を受けて

いる。瓦のふるさと公園かわら館の「ゆめロードJ1cJ::3 
年目を迎え、アートな空聞を楽しめるイベントとして、
マスコミに取り上げられる機会が増え、来場者も年々増
加し賑わっている。また、地域住民からは互の灯龍の製
作の申し込みやイベン卜参加の申し込みが多数寄せられ
ており、菊間瓦の新たな取り組みが認知されるように
芯った。今後はアーテイス卜と地域住民、学校等の交流
の場として様々な広がりにつなげたい。
④地域住民、各種団体、企業との連携が活発になり、協働
によるまちづくりの推進に貢献している。高齢化や担い
手不足芯どで、窯業が低迷している中で、新たな取り組
みに賛同する事業者が少なかったが、地元企業や一般の
方、学生などのボランティアの参加から、逆に新たな作
品やアイデアのヒントを学ぶことになった。
⑤今治市の指定管理を受けての運営であるため予算も限ら
れており、今後は地元企業、団体との協力体制を築くこ
とで、より事業を拡充させ、新たな取り組みも実施した
い。
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$ 自治体名 愛媛県今治市

本人 口 168.496人
*面 積 419.90Km2

訓幹事業開始年度 平成21年度
割幹事業主体 菊間町窯業協同組合

連絡先

今治市菊間支所産業建設課

liD 0898-54-3450 ..  0898-54-5254 
l!liIJ http://www.city.imabari.ehime.jp/kouen/kawara/ 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



(愛媛県鬼北町 |予土線田んぼアート寧業

④田んぼアートは東北地方を中心に全国各地で実施されて

いるが、愛媛県では今回が初めての取組みであり、遠近

j去を用いた田んぼアートは四国で初めての取組みであ

る。また、列車の車窓かう見ることを前提とした事例は、

全国的にも珍しし1。古代米の入手経路や遠近法を用いた

田んぼアートの手法についての知識や経験が全く芯かっ

たため、情報収集に苦慮した。古代米については農協や

学校等に問い合わせ、古代米を栽培している震家を紹介

してもらい種籾を入手し、遠近法を用いた田んぼアート

の手法については先進地に問い合わせ、ノウハウを教

わった。

⑤台風などの自然災害の影響を受けやすいことや、鳥獣被

害などが課題として挙げ5れる。今後の展開としては、
今年度一定の成果が得5れれば、面積を拡大してよりス
ケールの大きな図柄に挑戦したい。

愛媛県鬼北町

11.582人
241.87Km2 

平成24年度
愛媛県予土線利用促進対策協議会 (愛媛
県宇和島市、松野町及び鬼北町で組織)

自治体名

人口

面 積

事業開始年度

事業主体

*
*
*
本
*

連絡先

鬼北町企画財政諜 (愛媛県予土線利用促進対策協議会事務局)‘ID 0895-45-1111 (2232) (D3 0895-45-1119 

①愛媛県宇和島市と高知県四万十市を結i)1JR予土線は、

沿線地域の住民にとって通学-通院等のための重要な公

共交通機関であるが、沿線市町の人口減少に伴い、 年々

利用者が減少している。また、交通事業者としてのJR
四国は高速道路料金の大幅値下げや、愛媛県松山市以南

の高速道路無料化社会実験等の影響を受けて経蛍状況が

悪化しており、他路線と比べ極端な不採算路線である予

土線については、路線の存続が危ぶまれている。そこで、

予土線の運行存続のための利用促進を図り、もって産業、

経済、観光、教育、文化等地域の発展を図るための活動

を推進する、「愛媛県予土線利用促進対策協議会jを平

成22年に設立し、様々な事業を展開しており、「予土線
田んぼアート事業」もその一環として実施している。

①田んぼアートを予土線の車窓か5見ることを前提とした
絵にするととにより、予土線の利用を促進し、ひいては

沿線地域の活性化を図る。減反による休耕田(約

1.700m2)を利用し、一般の稲とは色の異なる6種類の
古代米等の稲を植えて、田んぼにトロッコ列車の絵を描

く。 5 月 8 日~6月 7 日に育苗、 6月 4 、 5 日に現地測

量、 6月9日に田植え、 6月18日に捕植及び除草を実施
し、稲は順調に成長している。アートの見ごろは9月下
旬の予定である。

③予土線の愛媛県側の田んぼアートと、高知県倶IJの四万十

川とを抱き合わせて、予土線を観光路線として広く PR

することにより、予土線の乗客が増え、それに伴う沿線

地域の活性化も期待できる。

高知県佐川町 | 酒蔵ロード劇場佐川

また、街並み観光ガイドを行っている特定非営利活動法

人佐川くろがねの会がイベン 卜を主催することで、組織

の活性化に効果があった。

④切り絵を白壁に投影し、街並み全体を演出することが可

能のため、切り絵の趣向を変化させることで毎年違った

色彩を醸し出すことが出来る。平成24年は、牧野富太郎
博士(同地区出身)生誕150年にあたることから、植物
画などをモチーフに博士の顕彰を実施する。特定非営利

活動法人佐川くろがねの会の高齢化及び自主財源不足か

ら行政の補助が必要である。

⑤高知県内では、同種のイベントとしては先駆的取組で

あったが、類似イベントが県内各地で実施されるように

芯り、それら事業との差別化が必要である。平成24年に
ついては、武蔵野美術大学と連携し、イベン ト会場への

インスタレーション設置など新たな取り組みを模索中で

ある。

佐川くろがねの会

本自治体名

本人 口

*面 積

本 事業開始年度

判幹 事 業主体

連絡先

佐川町産業建設課商工観光係

圃車I0889-22-7708 (D3 0889-22-4950 
園iJ)ht附lt巾t世tp:泊//泊/危58依k自側W8“主初拙u町叩rog伊脚自釘加n問1砲eno羽ok刷a副i.o町rg帥j均川加s凱剖u山J血b/創E創ver剛e町m削nt一i川n問Qui叩ry/2011120 11 唱制V叩糊B印m削n川lt.加nl 

高知県佐川町

13.996人

100.84Km2 

平成20年度
特定非営利活動法人

①佐川町上町地区は、藩政時代の酒蔵や町人まちの停まい

を今に残す地域で、町の総合計画である HOPE計固な

どにより街並み保全活動が行われてきた。平成19年、同
地区内の竹村家住宅が重要文化財(国)に指定されたこ

とを契機とし、住民による街並み保存活動が組織化され

活動が盛んになり、平成21年3月には歴史まちづくり法
による歴史的風致維持向上計画が認定され、同地区を含

む地域が計画地域となった。また、上町地区には書道家

の方が古い商家を活用し、自身の作晶を展示するギャラ

リーにするなど、古い街並みとアートの融合も図られて

いる。(今年度からではあるが、酒蔵に植物画のシャッ

ターペイントを実施。好評を得ている。)そうした中、

見せるだけの文化財かう体験する文化財活用を推進する

ため、また、街並み保全の啓発を図るため、街並み全体

をPRできる事業として、酒蔵や商家の白壁をスクリー

ンに見立て、切り絵を映し出す催しを開催するにいたっ

た。

①地域住民及び町外観光客等に同地区の街並みを PRす

るとともに、体験する文化財活用を目指し、街並み保存

活動の理解を深める。酒蔵や商家主主ど伝統的建造物の白

壁等に切り絵作家酒井敦美氏作成の切り絵を映し出す。

イベント会場では、ギター、琵琶などの演奏やダンス披

露も併せて開催。来訪者は、切り絵の中を回遊しながら、

歴史的街並みを歩く。平成20年より毎年フ月末に開催。
平成田年は1.000人を超える来訪者があった。
③来訪者数の摺による同地区の街並みの認知度及びプラン

ド力の向上、イベン卜実施による発信力の向上により地

域及び町全体での街並み保存活動への理解が深まった。
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※①事業、活動の背景 ・経緯 ①目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



福岡県筑紫野市 |二日市ものづくりアート市及びイルミネーション事業

①ものづくりアート市は商庖街の空き届舗対策と、地元の

アーテイスト達の活躍 発表の場を中心市街地に作れな

いかというこつの課題を解決するための事業である。当

時から様々な地域で一会場に集約した同様のアート・イ

ベン卜はあったが、会場をあえて商庖街内の空き盾舗に

分散することで来場者がイベント参加と同時に商居街内

を回避させることで商白街の賑わいも生み出す効果を

狙った。イルミネーシヨンは商工会青年部のイルミ・イ

ベントを引継いでこの部材を利用して商庖街全体をイル

ミで彩り、夜も歩いて楽しい商居街づくりを目指して始

めた。

①中心市街地の活性化を目的に、商届街に来るきっかけを

作り、新たな魅力を再発見してもらう。二日市ものづく

りアート市は、年に 1回、中心市街地の16居舗前後の空

き庖舗を利用して、アーテイストによる手作りアート作

品の展示即売会を実施。また、大賀酒造の蔵開き、中央

通り商庖街のスプリングフエスタも同時開催する。また

イルミネーションは、商居街内の広場をメイン会場とし

て、商庖街の各百舗やJR二日市駅前にイルミネーシヨ

ンの飾り付けを実施。二日市ものづくりアート市は、回

を重ねるごとに参加アーテイス卜が増え、賑わいを見せ

ている。イルミネーションは、回を重ねるごとに、イル

ミネーションの充実を図り、来場者も年々増加していき、

評判となっている。

①二日市ものづくりアート市、イルミネーションは、共に

来場者も多く、非常に賑わいを見せている。そのため商

庖街の魅力を再発見する機会は増えていると考えられ

る。今後は、各商屈がこの賑わいを個庖繁盛へ結び付け

るきっかけつ‘くりに活かせるよう期待している。

④地域住民や商白街j古主で NPO法人を設立しているた

め、連携がとりやすく、協働によるまちづくりの推進に

貢献できている。地区により空き居舗の流動化に差があ

り、また賃貸できる空き居舗も毎年違うため、その都度

全体の配置計画かう練り直し、賃貸交渉も個別にせねば

ならないので作業の効率化が難しく、手聞がかかる。

⑤平成22年かう子どもとものづくり・アートといったキー

ワードで他の事業者、団体等と協働して事業の充実を図

ることを模索している。現在は酒蔵開き、スプリングフ工

スタ芯ど他のイベン卜と共同開催しているが、スタッフ

が分散してしまう、各商Eがイベントに参加できない等
のデメリッ卜もあるため、次回は同時開催の成否も含め

て検討中である。

本自治体名 福岡県筑紫野市

*人口 101.072人

本面 積 87.78Km2

*事業開始年度 平成20年度

*事業主体 NPO 法人ほっと二日市

連絡先

筑紫野市建設経済部商工農観光課

固E・092-923-1111 園理I092-923-9634 
lm1J http://hot-futsukaichi.com/ 

|福岡県春日市 |春日市弥生の襲児童画大賞展 まちかどギャラリー
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①春日市における文化振興事業の1つとして、平成4年度

から福岡県の児童を対象とした「弥生の里児童画大賞展」

を実施している。事業を行うにあたり、児童画を市民や

市外の方に発信していく必要があると感じていたとこ

ろ、市のサイン(地図等)計画と方向性がマッチし、サ

イン計画の 部に「まちかどギャラリー」を組み込むこ

とができた。

②市民をはじめ本市を訪れた多くの人々が、子ども達の絵

を通して心に潤いをおぼえ、ひいては本市が文化の薫る

まちとなることを目的として行っている。上位に入賞し

た作品を陶板あるいは表示板化し、御影石のモ二ュメン

トに組み込む。とれを小学校や公園、道路や駅芯ど市内

各地に設置している。この「まちかどギャラリーJは春
日市のお宝文化百選に登録されているほか、マップをパ

ネル化し屋外に設置することで市民への周知を図ってい

る。第1回かう第10固までは上位5作晶を陶板化した。

(第6回のみ6作品)第11固から第14固までは上位3作

品、第四回以降は大賞1作品を悶板あるいは表示板化し

設置した。第四回から御影石は用いす、 表示板化したパ

ネルを壁画に設置している。工事による一時撤去分を含

め、現在68基の「まちかどギャラリー」が点在している。

①市内児童の受賞作晶を、通学する校区内(小学校や公園

等)に設置したととで、他の児童や地域の方の目に触れ、

より身近に児童画を感じてもらうことができた。他にも

展示日や時間を気にすることなく、市内を散策すること

でいつでも児童画を見ることができる。

④児童画を陶板、表示板化することで半永久的に形に残す

ことができる。市内の児童画だけで芯く、福岡県各地の

児童画についても制作し設置している。予算削減に伴い、

事業1回分における設置数の減少、陶板から表示板への

材質移行、御影石を使用しない設計検討など、財政状況

に応じた形態をとりながら本事業を継続している。

⑤ひび、えぐれ等による陶板損壊が一部見受けられ、改修

が追いついていなし1。また、設置候補地の不足が課題と

して挙げられる。今後は陶板の改修を重視するとともに、

点在型かう集約型へ移行し、市文化センターに隣接する

公園壁画に集中して設置していき、より市民の認知度を

上げていきたい。

本自治体名 福岡県春日市

本人 口 110.283人

*面積 14.15Km2

*事業開始年度 平成4年度

判幹事業主体 春日市 ・春日市教育委員会

連結先

春日市社会教育部社会教育課社会教育担当

圃D092-575-4121 OD 092-593-7380 
巴Ii1Jhttp川

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



福岡県系島市 |いとしま応援プラザ般置事業
①本市では、陶芸や木工、ガラス工房など、多彩な創作活

動が行われている。また、福岡中心部から30分ほどの位

置にありながら、新鮮で豊富な農水産物を提供できる地、

山や海芯どを中心としたリゾー卜地として注目されてお

り、産業面でも、九州大学の移転に伴う研究施設や関連

企業の進出芯ど、大きな可能性を秘めている。こうした

環境を生かして活躍する芸術文化活動者・コミュ二ティ

ビジネスの起業家の支援を行うことで、積極的な地域資

源の活用や地域の魅力向上芯どを促進し、糸島全体の活

性化を目指すため「いとしま応援プラザJを設置した。
②地域資源活用や地域の魅力向上などを促進し、糸島全体

の活性化を目指す。指定管理者による施設の管理、事業

の実施を行う。施設内には、作晶の展示スペースを設け、

市内の工房等の作品を展示 販売する。定期的に体験教

室やイベントを実施し、芸術文化活動者と来訪者の交流

を促す。市内の芸術文化活動者に関する情報の収集と整

理を行い、作品のPRなどの情報発信を行う。平成田年

10月の施設オープンに先立ち、市内の工房等が実行委員

会を立ち上げ実施するイベン卜「糸島クラフトフ工ス」

内で、ブレオーブンイベントを実施した。オーブン後は、

作晶の展示販売のほか、体験教室や企画展などを定期的

に開催している。

①市内に点在する工房等の作品を一堂に展示し、紹介する

ことで、より効果的に情報発信を行うことができるよう

になった。また、市内を巡回する無料観光パス「糸島周

遊パスJの乗降ポイントとし、より多くの観光客に工房
等を紹介することができた。施設を介して、地域で活動

する作家の紹介や、交流機会の創出が行われるように

なった。今後、芸術文化活動の力を活用し、市全体の活

性化につ広がるような事業展開が期待される。

④合併前に庁舎として使用していた施設を活用し、本施設

の整備を行った。また、本施設を介して、作家と来訪者

だけで主主く作家同士のネットワークづくりを行い、芸術

文化の力を活用した新たな連携事業へ発展することを目

的とした。応援プラザ利用者、訪問者艦大のための方策

に苦心している。地域の特産品を使ったカフェの設置な

ど、人が訪れたく芯る仕組みづくりを検討中。

⑤利用者、訪問者の恒常的な維持、増加が課題となってい

る。今後、前述の力フ工設置を検討する芯ど、集客力向

上のための事業展開を検討する。

。C刷持00<制沖伺制悼伺劇>>。剖剛持。。制加。oo<x均

$ 自治体名 福岡県糸島市

*人口 99.919人
*面 積 216.15Km2

* 事業開始年度 平成23年度

本 事 業主体 糸島市及び指定管理者(特定非営利活動法人いとひとねっと)

連絡先

糸島市企画部経営企画課

‘固J092-332-2061 &l3 092-324-0239 
巴li1Jhttp://itopla.com/ 

|佐賀県有田町 |有国ウインドウディスプレイ甲子園
①焼き物の町である有田町では、春の「陶器市Jや「秋の
陶磁器まつり」、冬の「雛のやきものまつり」といった

イベントが季節毎に開催されている。しかし、近年夏場

の観光に関する取組み不足が課題となっており、暑さも

あって客足が鈍る傾向にあった。そこで、夏の誘客を狙っ

たイベントとして、有田町に古くから残る内山地区商庖

街のショーウインドウを地元の高校生をはじめとする若

い世代の感性を取り入れてディスプレイを行うコンテス

トを企画した。

②夏場の誘客対策として、内山地区商白街のショーウィン

ドウを高校生たちの斬新なアイデアで飾り付け、若い感

覚のアートで有田の夏を彩り、新たな客層の取込みを狙

う。高校生たちが商居街のショーウインドウを借りて、

お屈がこの夏売り出したい商品を使いテーマに沿って飾

り付けを行い、その作品を競う。ディスプレイ後は作晶

のコンセブ卜などを発表し、ディスプレイとプレゼン

テーションの総合点で評価を行う。平成17年度にスター

卜し開催8回目を迎え、有国の夏のイベントとして定着
している。平成24年度は前年度より6チーム増え、県内
外の12校かう計18チームが参加した。平成25年度は高校
生の総合文化祭九州大会が有田で行われ、九州各地より

約30チームがとのディスプレイ甲子園に参加する予定で
ある。

①商屈の顔であるショーウインドウをディスプレイすると

とは重要な要素であり、高校生たちのアイデアで夏場の

暑い通りが華やかに演出されるととにより、商屈にとっ

ても有意義芯イベントとなっている。また、ディスブレ

イしたショーウインドウを夜間にライ トアップし、 ウイ

ンドウ ナイ トツアーを開催して夜の有田の町を楽しん

でもらうといった取組みも生まれるなど、新た芯展開を

見せている。

④若い世代が地域住民との触れ合いを通して有田を知り、

町の魅力を再発見しながら協働でまちづくりに取り組ん

でいる。当初、イベン 卜の主催は任意のまちづくり団体

で毎年補助金制度を活用していたが補助金申請の回数に

も限度があり財源確保に苦慮していた。平成24年度から
は有田観光協会に事業提案をして取り上げられるととに

なり事業継続できるようになった。

⑤町外からの参加者が少芯いため開催の周知と他県への呼

びかけを行うなど運営方法の見直しを図っている。また、

参加屈に負担金が生じることもあり、参加屈の弧大を難

しくしている事かう、今後はイベン 卜趣旨の理解を深め

てもらい、参加l苫を増やして開催区域の拡大を目指す。

。<x初>0<κ×討><>00000OO。必KX>。

本自 治 体名 佐賀県有田町

本人 口 21.353人
*面 積 65.8Km2

判幹 事業開始年度 平成17年度

本 事 業主体 一般社団法人有国観光協会

連絡先

有田町企画課

圃E・0955-46-2990&l3 0955-46-2100 
巴li1Jhttp://www.arita.jp/news/001034.html 

※①事業、活動の背景 -経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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長崎県長崎市 |ハマスカ活動〈※〉

①浜んまちは長崎市の中心商庖街であるが、近年は周辺部

の大型商業施設の影響を受けており、その打開策として

様々な企画が実施されてきた。このような中、この地域

に残った唯一の映画館と商居街が連携し、映画を活用し

てまちの賑わいを創出することを図った「浜んまち映画

祭」を市民グループが提案・実施し、 2004年に成功させ

た。この映画祭を重ねる中で、浜んまちに文化によって

まちなかの賑わいを創出する素地が出来上がり、 2008年

に商庖街と NPOが連携して、映画祭だけでなくアート

や音楽などの広範芯文化の発信事業を行う団体として

「八マスカ実行委員会jを組織化し、以後積極的芯活動

を展開している。

①浜んまち工リアは商業地域であるだけでは芯く、そこは

人々のコミュニティが生まれる場でもある。文化発信墓

地として一味違った個性あふれる地域として、長崎市の

まちなかの核となることをめざす。(1)フリーペーパー

「ハマス力」発行(毎月)(2)参加型アートイベントの
開催 (3)路上ライヴコンサー卜(毎月)(4)大型E
舗建替え工事に伴う仮囲い壁の活用 (5)詩のボクシン
グ長崎大会 (年1回)(6)浜んまち映画祭(本年度は

毎月 l作品)継続的活動により市民の中に定着し、様々

主主団体等とのコラポレーションの機会も矯えている。

①ハマス力の活動が、市内の各種団体が浜んまちエリアで

文化活動を行うにあたっての受け皿となり、まちなかの

新たな賑わいづくりに寄与していること。

④浜んまちの商居街、 NPO等が一体となった活動である

こと。成果としてまちの賑わいにつながること。ジャン

ルに拘5ない良質な先進的活動であり、浜んまちのイ
メージアップと長崎市の文化向上に寄与できること。収

益性を高めなが5これらを維持しつつ、活動の継続性を
実現していくこと。

⑤ (1)収益性と継続性のしくみの実現

(2 )まちなかの賑わい創出の担い手としての体制づく
り

(3 )浜んまち以外の他エリア芯どでの活動によるその

地域との連携と来街者の増加

(※)浜んまちのストリー卜から文化の発信を行う活動。fJ¥

マス力Jとは「浜んまちストリートカルチャー」の
略称

*自治体名 長崎県長崎市

本人 口 438.746人
*面積 406.40Km2

$事業開始年度 平成20年度

* 事 業 主 体 1¥マス力新委員会(商断、NPOにより制、行政|まオブザーバー)
連絡先

長崎市経済局商工部商業復興課

‘iD 095-829-11印 "095白 829-ll51
盟国Ihttp://www.hamasuka.jp/ 

|長崎県五島市 |モンパルナス構想事業
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①五島出身の画家である笠松宏有さんの遺族と NPO法人

現代美術普及協会から笠松宏有さんの絵画を島に展示

し、島民の芸術性を高め、芸術の都フランスのパリにあ

るモンパルナス地区のような芸術村を五島市に実現する

構想の提案があったため。

②多くの芸術家や芸術家志望者が定住、又は長期滞在して

創作活動をするとともに、美術教室を開催するなど、交

流人口を拡大してにぎわいを劃出し、地域の活性化を目

的とする。廃校を利用して設置された笠松宏有記念館に

笠松宏有さんの絵画を展示するとともに、館内にモンパ

ルナスの仲間たちコーナーを設置して数多くのアーテイ

ストに呼びかけ絵画展を行っている。さらに、賛同して

いただいたアーテイストを先生に絵画教室を行ってい

る。また、他の会場に絵画を移動しての移動展や他の美

術館と連携した共同展を開催している。1人の芸術家が

島に滞在し、美術教室を開催しており、市民が日常的に

芸術活動に参加できる環境ができている。記念館では、

モンパルナスの仲間たちコーナ に賛問いただいたア

テイス卜や協力していただくミユージアムがあり、色々

な絵画にふれることができ、島民の芸術性を高めること

ができている。

③l人の芸術家が島に滞在していることにより、市民が日

常的に芸術活動に参加できるように芯った。また、ミュー

ジアム同士の連携が図うれ、他のミユージアムの展示晶

を島で鑑賞することができ島民の感性を高めることがで

きた。今後は、モンパルナスの仲間たちコーナーを軌道

にのせ、さらに質の高い芸術作品を展示することで島内

外からの交流人口の拡大を図り、賑わいのあるまちづく

りにつ芯げていきたい。

④NPO法人、地域住民、他のミユージ‘アムとの連携が活

性化し協働による、賑わいのあるまちづくりの推進に貢

献している。事業開始当初、地域住民、 NPO法人に事

業を理解してもらうのに時間がかかった。現代美術普及

協会かう構想や具体的花王手法を説明してもらうことで理

解をいただき事業が進んだ。

⑤長期滞在するアーテイストの確保。空いている教員住宅

等を芸術家に確保し、希望する芸術家には働く場を提供

する。仕事と芸術活動を両立できる島として、あらゆる

メディアやルートを通じて幅広く広報していく。

本自治体名 長崎県五島市

*人口 41.079人

本面 積 420.87Km2

*事業開始年度 平成19年度

判幹事業主体 五島市

連絡先

五島市文化推進室

。000<加"'"κx><>oo屯>0<加。0<:κ×加。o<xxx対x>oooo

‘iD 0959-72-6782 固D 0959-74-1994 
tmII http://navi.gotoshi目net!contents/detail/index.php?id=281

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



l長崎県川棚町 |シャッターアート

①本町の中心街に位置する栄町商居街アーケードが、郊外

型大型庖の影響による客足の減少や経営者の高齢化等の

要因で閉居する居舗が目立つようになり、いわゆる

「シャッター街j化してしまった。新たな出屈があるこ

とが一番ではあるが、低迷する地方経済の中、なかなか

困難なことであるため、即効性があり、なにかできる事

業はないかと思案した結果、取り組むに至る。

②終日シャッターが閉じている箇所が増えてしまい殺風景

になったアーケードの景観に彩りを与える。併せて商居

主との信頼関係を築く。自分の住んでいる町のことをよ

く知ってもらい、郷土に愛着を持ってもううため、作画

のテーマは郷土に関するものとした。[21年度] 風景画

2点、生物画1点 [22年度] 風景画1点、生物画1点 [24

年度] ご当地戦隊キャラクタ一画 1点、静物画 1点、

商庖関連イメージ画1点、人物画1点

③商庖街を行き交う人の目を楽しませるととで明るい気分

になってもらい、引いては町の活力を醸成するきっかけ

につながると考えている。また商庖主の反応も概ね好評

であり、商届主との信頼関係を構築することができた。

④無制約に展開してしまうと「落書き風Jに陥ってしまう

危険性があったため、郷土に関するテーマを持たせた。

新たな出屈があることが一番であり、あくまで過渡的な

事業と考えている。本事業が話題づくりのきっかけとな

り商居主うによる自発的な活力創出の起爆剤になればと

希望する。

⑤ 「まちなかJに人を呼び戻し、交流人口を矯加させるこ

とで再びにぎわいを創出することが最終的な目的である

ため、上記事業はその一助とはなるものの、やはり過渡

的な事業であるとの位置づけは否めない。

000<例。::::::::::::::::::::::::::::0000000000000<>対x>。

*自治体名 長崎県川棚町

本人 口 14.848人

*面積 37.25Km2

本 事業開始年度 平成21年度

$ 事業 主体 川棚町楽しく笑ってまちづくりの会

連絡先

川棚町企画財政諜

‘iD 0956-82-6116 ..  0956-82-3134 

|熊本県荒尾市 |荒尾眼前広場聾健工事

①荒尾市は、万田坑の世界遺産本登録申請に向けた準備や、

辛亥革命100周年を契機とした国内外との交流促進に向
けた各種記念事業の取組みを進めているところである。

本市の地域の浮揚を図るため、更に荒尾市の知名度を高

めて交流を促進する必要がある。このことから、地域の

シンボルである万四坑をモニュメントとして設置するた
め、学生に設計依頼して制作が始まった。

②荒尾市 (熊本県)の玄関口として相応しい姿に整備する

ものである。公共交通の機能向上を目的とした整備だけ

ではなく、駅前広場全体に「万田坑Jの雰囲気が出る様
にモ二ュメン卜やレンガを使用した各施設等を整備する
ことで、観光振興及び、地域の交流拠点とする目的である。

平成23年度で荒尾駅前広場整備工事を実施し、広場の意
匠については万田坑の雰囲気がでるようにレンガ等を多

様に用いたデザインにしており、そのシンボルである万

田坑第二竪坑櫓のモ二ユメン卜作成については、地元の

有明工業高等専門学校や地元鉄工所等との産学官連携を

行い製作した。荒尾駅前広場については、整備前は雑然

としたものであったが、整備後は交通連結点としての機

能だけで芯く、市民が集い、話をできる場 (地域コミュ

ニティー)の中心的役割を果たしている。中でもモ二ユ

メン卜は、駅前の待ち合わせの場や、通勤通学時にモニュ

メン卜を観て万田坑に関心を高める役目も果たしてい

る。

①モ二ュメン卜を見ることにより、万田坑を知り、荒尾市

の産炭地域としての歴史にふれ、その地域のシンボルで

ある万田坑を、市民一丸となって世界遺産本登録を目指

すための機運を盛り上げるものとしての効果がある。ま

た、荒尾市への観光客等が駅を出て最初に目に入ってく

るのが万田坑モ二ユメントとなることから、観光PRと
しても効果がある。

④高度経済成長を成し遂げた日本のエネルギー(石炭)を

供給してきた我が町のシンボルを、駅前広場に設置でき、

それを市民協働で作り上げているところと、石炭産業が

最盛期だった荒尾市の力強さが、モ二ユメントのディ

テールに表現されているところが特徴的である。万田坑

の力強さをモニュメン卜でどのように表現するかが苦労

した点であり、Ijベット止めをボルト止めにしたりなど、

規模が縮小する部分でどの部材をデフォルメし力強さを

表現するか苦心したところである。

⑤駅前広場整備により、万田坑を内外に PRする土台はで
きたものの、今後は如何に活用し、 PRしていくかが課
題となる。モ二ユメン卜も万田坑が世界遺産本登録して

こそ、より輝くものになるので、この広場から万田坑を

如何に多種多様芯業種に PRしていくかが課題である。

。00000o喝>0<加。oocκ×加。ooc>o<沢x>o<>oooo<xxx>o加。00000oo。喝κ>00000<加。ooo<x>。

$自治体名 熊本県荒尾市

*人口 54.708人
本面 積 57.15Km2

*事業開始年度 平成23年度

本事業主体荒尾市

連絡先

荒尾市建設経済部土木課

田昌0968-63-1487包囲0968-64-0940

※①事業、活動の背景-経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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l熊本県玉名市 |アート in 高瀬彫刻展

①菊池川の水運に恵まれた高瀬地区は、物資の集積地とし

て商人のまちとして江戸時代には肥後藩の五ケ町に数え

うれ、戦後も玉名地域の中心として多くの人で、賑わって

いたが、社会構造の変化等から、今では人通りが激減し

多くの商!苫が閉居した。これに危機感を持った商盾会や

地元有志が中心となり町屋建築や路地が残る町並みを整

備する機運が生まれ、平成19年に「高瀬まちづくり協議
会」を発足し「高瀬のまちなみ修景計画Jを作成、平成
24年3月末までに7件の町屋を改修した。また、町並み
整備に並行し商臣会や NPO法人高瀬蔵が中心となり、

当地にサテライト研究室を置く崇城大学との協働で路地

等の古い町並みや建築物を活用、そして様々なイベン卜

を実施し地域の活性化を図ってきた。

①高瀬地区独特の古い町屋建築や迷路のような路地、石垣

と石橋が調和した裏川沿いに崇城大学芸術学部のアート

作品を展示、また、地域住民のおもてなしで非日常的空

間と時聞を創出し地域の活性化を図る。

名 称アートin高瀬彫刻展

開催期間平成24年11居申日二l?ft，e月こうμ
会 場・高瀬蔵及び高瀬裏川水際緑地公園

内 容古い町屋や緑地空間等に彫刻作品を展示

協 力:崇城大学芸術学部勝野研究室

高瀬蔵や商臣、路地、高瀬裏川水際緑地公園に、崇城大

学芸術学部勝野研究室協力のもと先生・学生の彫刻作晶

を展示する。週去には、臨時カフェや伝統芸能披露等も

実施した。

① 「くまもとアートポリス推進賞Jや「くまもと景観賞」
を受賞した町並みとアートとの競演の演出で、高瀬地区

への集客を促し、生活者も来訪者も楽しめる潤いのある

景観と暮らしの創出ができる。

④彫刻作品を、建物内だけでは芯く緑地公園に点在させて

展示する。また、これらの作品に夜間照明を当て幻想的

空間を創造する。

NPO 法人高瀬蔵は、彫刻展が一過性のイベン卜であり、

街の活性化には地道な継続した活動が大切であると考

え、「高瀬まちづくり協議会Jが主体と芯り、地域の活
性化に向け情報収集・発信はもとより、空き家・空き庖

舗の管理や活用の取り組みを進めていく。

⑤ボランティア会員の減少や中核メンバーの固定化、高齢

化等による組織の活力やダイナミズムの低下は、今後の

イベン卜事業及び NPOの運営に影響を及ぼす。これを

踏まえ、これまで積み上げてきたものを基礎として高瀬

蔵の原点である “まちをマネジメン卜する"段階へとス

テッブアップしていく。

本自 治体 名 熊本県玉名市

* 人 口 69，587人
*面 積 152.55Km2

本 事業開始年度 平成20年度
たかぜぐら

本 事業 主 体 NPO法人高瀬蔵

連絡先

玉名市企画経営部地域振興課

直iD0968-75-1421 巴mt0968-75-1166 
四ilJhttp://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html 

|熊本県菊池市 |菊池市街地ポケットパーク
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①菊池市の観光入込者数は、夢美術館や観光物産館の整備

により増加傾向にあるが、宿泊者数は年々減少し、通過

型の観光地としての特性が強くなっている。特に、商庖

街と温泉街や市民広場などに点在する拠点施設聞の連携

が乏しく、とれらの回避を促す仕組みが課題となってい

る。また、施設聞のネットワークづくりには、ハード整

備だけではなく、地域住民が一緒になったソフト事業が

重要であることから、一つの出会いの場となり、滞留で

きる空間として各施設をつなぐことを目指して、ハード・

ソフト事業を一体的に進める必要があった。

①菊池市の隈府地区を訪ねる人が、地域の文化や歴史、温

泉と触れ会うことのできる交流-滞留の場として、また

地域住民の憩いの場となることを期待するものである。

また、案内板やサインを設置することで、街中の観光空

間を創り出し、ポケットJ¥ークをポイン卜として歴史 ・

文化財や商盾街等との回遊性を持った歩行者ネットワー

クを形成し、一つの出会いの空間となることを目的とし

て整備を行った。

熊本県アートポリス事業として取組み、地域住民とワー

クショッブを重ねてトイレと足湯を組合わせた菊池市街

地ポケットJ¥ークをオーブンした。

切明地区、横町地区2つのポケットJ¥ーク〔公衆トイレ、

足湯〕が、完成し、今後更に、来訪者が回避し賑わいが

生まれることを期待している。

③軽トラ朝市と併せて県主催で「くまもんJも登場して、

フォトコンテストが実施された。隈府中央地区の賑わい

につ芯げたい。

④管理について地元の参加を呼びかけており、 1つのポ

ケットjてークでは、すでに清掃作業(区で実施)の約束

ができている。

ポケットJ¥ークの必要性については、理解を待っていた

が、その管理については、さまざまな意見があり、今後

も慎重な対策が必要である。

⑤市民 ・観光客の利用を促しているが、十分とは言えす、

今後の活用方法について、さらなる検討が必要である。

、，、~~、，、oo<xxx初診。00000<>o<:κ×対)()。崎将>000喝>000<κ>000<κ×加。。。

*自 治体 名 熊本県菊池市

本人 口 51.173人
本面 積 276.66Km2

本 事業開始年度 平成24年度
本 事業主体 菊池市都市整備課

連絡先

菊池市都市整備課

‘自J0968-25-7242 1m 0968-25-5398 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



|熊本県天草市 |アーテイスト・イン・レジデンス inAmakusa 

①天草市天草町並びに天草郡苓北町一帯は陶石の採掘量は

日本一であるが、その陶石を利用した窯業は、有田、唐

津等の窯業が盛ん芯地域と比べると知名度が低いのが実

情であった。

平成12年に天草で開催された熊本県民文化祭がきっかけ

として、「陶石の島から閤磁器の島へJのスローガンの
もと、窯業従事者数の増加、窯元数の増加を目指し、地

域をあげて問芸のまちづくりを行うこととなった。

①若手陶芸家、芸術家の育成や増加。更に、感性と技術を

高めることを目的に国内外から、著名芯陶芸家や、新進

気鋭の芸術家を招聴。

地元(天草)の若手陶芸家・芸術家等と交流の場を持ち

ながう創作活動に取り組んでもらう。

内容は公開制作、共同制作や講演会などを実施している

が、今後はその成果を確認する意味でも招轄作家からの

紹介等を通じ、全国的な展覧会やコンテストにも参加す

るよう芯方策が必要。

①感性的な面もあるため、陶芸家-芸術家等の育成は長期

聞に渡って取り組む必要があるが、毎年11月に天草市で

開催される陶磁器展での陶芸展の大賞は地元の若手陶芸

家が受賞するなど、徐々に成果があらわれている。

また、県内外の個展やグループで出展するなどの動きも

出てきており、販路拡大に結びつく事例も見受けられる。

④感性的な面もあるため、陶芸家・芸術家等の育成は長期

聞に渡って取り組む必要があるが、毎年11月に天草市で

開催される陶磁器展での陶芸展の大賞は地元の若手陶芸

家が受賞するなど、徐々に成果があらわれている。

また、県内外の個展やグループで出展する芯どの動きも

出てきており、販路拡大に結びつく事例も見受けられる。

⑤窯元数は培えてきており、天草市を代表する産業のひと

っとして更に妓術面と芸術面の向上を因。、併せて地元

の陶芸家、芸術家の所得向上に繋げること。また、事業

を実施したことで対外的な評価を向上させる必要があ

る。

自治体と地元の陶芸家、芸術家がともに同じ目的意識を

持って事業を推進するため、天草市で毎年開催する天草

大陶磁器展に併せて、レジデンス事業を実施する主主ど効

果的に行う。
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$自 治体 名 熊本県天草市

$ 人 口 90.343人

本面 積 683.26Km2

本 事業開始年度 平成11年度

* 事業 主 体 天草市

連絡先

天草市経済部商工観光課物産振興課

‘自J0969-23-1111 巴mt0969-32-1999 

|大分県国東市]園見町工房・ギャラリーめぐり
①国見町内に作家が友を呼び、作家たちが次第に移住し、

工房ギャラリー等が増え始めた。このことにより、一定

期聞を決めて国見町工房、ギャラリーめぐりを開催し、

アートの町として県内外の一般の方々にアピールできる

ようになった。

① 「アートの町」として国見町の魅力を県内外にアピール

し、以前にも訪れたととのある再訪問者や多くの観光客

を誘致するために「国見町工房・ギャラリーめぐり」を

開催し、地域の活性化に寄与することを目的とする。年

2回(春・秋)10日間程度の「国見工房・ギャラリーめ

ぐり」を開催する。との期間中、各作家が自身の工房や

ギャラIjーに常駐し、各工房ギャラリーのほか、寺院

や空き家、公共施設などに展示し、見学場所の増加を図

る。また、自ら訪問者に作品を解説.PRを行芯うことで、

イメージアップによる集客や再訪問者の場加、販売の促

進をはかる。事業では、「工房・ギャラリーめぐりJの
広報・ PRのためチラシの作成や DMによる開催案内を

行い、福岡アクロス等でチラシを配布する。また、招待

作家30名において、より一層アートの町としての印象を

県内外の人に PRし、期間中のみオープンする古民家

ギャラリーの増加を図る。

③ 「アートの町くにみJを宣伝するとともに、各メディア
に取り上げられることにより、在住作家の作品を知り触

れてもらう機会を提供する。また、招待作家の作品展示・

販売、実演やワークショッブなどを行い、在住作家との

コラボレーシヨン展示を試みるととにより、今後の誘客

に向けて新たな展開が期待される。また、古民家をギャ

ラリーにすることにより、多くの空き家に作家の移住や

工房の摺加につながる期待がもてる。

④招待作家が町内各所に宿泊することにより、国見町に移

住希望者が増える。事業に対して市かう「まちづくり補

助金Jをもらっているが、事業を展開発展させるには額
は足己主主い。

⑤国東半島には鉄道が走っていないため、 JR宇佐駅や杵

築駅からの交通手段を考慮しなくてはなら芯い。また、

各工房やギャラリーの場所がわかるような案内板や看板

の設置、県外での宣伝活動費などの費用の捻出等。

~‘'‘λ)oooooooo(以>ooooooooo喝00000o<バ~。

*自 治体 名 大分県国東市

* 人 口 31.743人

本面 積 317.81くm2

判幹 事業開始年度 平成22年度

判幹 事業主 体 国見アートの会

連絡先

国東市政策企画課

圃謂0978-72-5161 1m 0978-72刊 22(代表)

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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[宮崎県宮崎市 EBlue. Land 渚のPremiumCandle night ブルーアイランドナギサノプレミアムキャンドルナイト〉

①青島地区は、宮崎県を代表する観光地の一つであるが、

昭和40年代の観光地としての繁栄をピークに衰退の一途

を辿り、廃業するホテル-商居等が相次ぎ、活力を失っ

た。平成18年度に、地元、観光関連団体、学識経験者、

行政で「青島地域活性化検討会」を組織し、地元住民自

らが誇れるまちづくりを目指す取り組みを実施するな

ど、地域をあげて活性化の機運が高まっていた。その後、

平成19年5月より、この検討会を発展的に解消し、「青

島再勢プロジェクト」が組織され、キャンドルライトアッ

プなどの事業を実施してきている。

①青島ピーチセンター(渚の交番)周辺において冬季の魅

力を創出し、青島地域の再勢を図るとともに、イベン卜

が少ない冬にイベン卜を実施することで、年聞を通して

青島でイベン卜を実施し、地域の活性化を図る。キャン

ドルライトアップやワシン卜二アパームツリーへのライ

トアップ、イルミネーシヨンで装飾し、「トマト鍋Jrホッ
トワインJのふるまいの他「音楽の演奏やダンスパフォー
マンスJなどのイベントを実施した。平成19年度にキャ
ンドルライトアップのみの事業として実施し、パームツ

リーライトアップなどを加え、開催時期も模索し芯がう

継続して実施してきている。年を重ねるごとに、参加者

が増加しており、更なる集客を図りたい。

①当イベントの開催により、冬季の青島の魅力を創出する

ことができ、新たな青島の魅力を発信することができた。

県内外からの多くの来場者があり、青島の活性化に繋

がった。また、青島で活動する団体だけでなく、他地域

の団体からの参加協力を得る事ができ、交流を図るとと

もに、事業の拡大に繋がった。多くの来場者や参加団体

により、活性化事業に対する取り組みが活発になり、当

プロジェクトの活動が定着してきた。

④青島再勢プロジェク卜は、地元住民、自治会、企業、団

体、 NPO法人等で構成されており、それらのメンバー

が協働して、青島の再生、地域活性化を図ることを目的

に実施している。プロジェクトメンバーが、ボランティ

アで活動している現状においては、活動範囲や資金確保

にも限界があるのが実状である。

⑤現在、事業のほとんどが市の補助金で運宮されている。

市の財政状況が厳しさを増す中、補助金の増額が望める

状況に芯い。規模を維持、艦大していくには自主事業を

行うなど、資金確保を行っていくことが必要となる。

。<><><加。0000<決>>000<加。。。

*自 治体名 宮崎県宮崎市

*人口 401.239人
*面 積 664.61Km2

*事業開始年度 平成23年度
本 事業主体宮崎市

連絡先

宮崎市観光商工部観光課

圃aJ0985-21-1791 (D3 0985-20-2132 

鹿児島県枕崎市 |文化の風まくらざきアートストリート整備事業

①枕崎のまち全体を青空美術館として捉え、本市が平成元

年度から開催してきた風の芸術展ゆかりの立体作晶を市

街地の主要な通りに設置することで、まちなかに魅力的

な空聞を創造し、九州新幹線全線開通による本県への流

入人口の増加を踏まえ、その流れを南薩地域へも呼び込

むために特徴と魅力ある街並み整備を図る。

②「風の芸術展Jゆかりの立体作品を通りに設置し、主要
観光施設聞を繋ぐことで、来訪者がアート作品にふれ芯

がう本市の観光や買い物を楽しめる魅力的な空間を創造

し、交流人口の増加を図る。主要芯通りに立体作品やベ

ンチを設置した。また、作品を紹介する案内看板やパン

フレットを作成・活用し、観光案内所等とも連携を図り

ながら、既存イベントと連携したソフト事業や、新規ソ

フト事業を実施した。平成23・24年度で新たに32基の作

品や案内板等を設置されるととになる。これまで市や通

り会が独自に設置した公園等への設置分も合わせて72基
となる。

①平成23.24年度設置の32基を含め72基の立体作品が集積
されるととかう、市民や来訪者に「アートストリー卜~

青空美術館」として定着しつつある。設置した立体作品

を描く親子スケッチ教室や市内の音楽グループが歌を作

るなど、様々な広報媒体を利用して周知に努めている。

アートストリートの問合せ等が増えていることから、

アートストリー卜作品鑑賞を含めた観光客は娼加傾向に

あると予想され、本市経済への波及効果も含め、徐々に

ではあるが確実に来訪者確保に繋がっている。

④乙れまで公園等に設置されていた立体作品や主要な観光

施設の聞を、立体作品を設置したアートストリー卜で繋

ぐことで、市民や来訪者がまち中を歩きながら立体作品

に触れつつ観光を楽しみ、食事や買い物ができるように

なる。また、通りへ設置した作品は、磁損時の維持補修

以外の管理は全て通り会にお願いしている。本市の厳し

い財政状況から、作家に対して当該補助事業採択時のみ

の購入を条件としたり、安価主主価格での提供をお願いす

るなど、作品購入に際しては大変芯苦労がある。

⑤当該補助事業により、アートストリー卜への立体作品の

設置は飛躍的に進みつつある。今後アートストリー卜を

印象付けるために、通りの要所に大型の立体作品を設置

したいとの要望もあるが、本市の財政状況同様大変厳し

い状況にある。また、今後はこれまで以上に、まちの活

性化に繋げられるような関連するソフト事業を展開して

いきたい。
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*自 治体名 鹿児島県枕崎市

本人 口 23.502人
*面 積 74.881くm2

*事業開始年度 平成23年度
*事業主体枕崎市

連絡先

枕崎市教育委員会文化課(文化係)

‘iD 0993-72-9998 (D3 0993-72-9998 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開



鹿児島県長島町 |ながしま造形美術展

①町内の集落や各学校単位で、地元にある身近な素材を活

用して造形作品を作成し展示することで、観光の振興や

産業発展を図る。各作品を一会場に展示して、町内外か

らの観光客を集客し、共生・協働、地域の活性化を目指

して本町を PRするものである。

①地元にある素材を活用し、町内の地域住民、各学校の児

童.PTAうが総力で迫力ある造形物を作成、展示し観
光客の集客を図るイベント。町民の創造性を育むととも

に、豊かな地域文化を確立し、広域的な交流を積極的に

進め地域全体の活性化に努める。回を重ねるごとに、作

品のスケールが大きく芯り細部にまでこだわった作品が

多く見られるようになった。また開催前に流行したモノ

や人物等を作成することも多くなった。

①地域や参加団体の鮮が深まり、まとまりが良く芯り、住

民参加型のイベン卜として定着し始めた。また、町外か

らの流入人口が増加し、会場周辺において農産物-海産

物を中心lこ地元特産昂を試飲 ・販売することで町の PR

に繋がっており、地元小売盾や道の駅等の販売額も伸び、

経済効果も図うれてきている。

④材料に既製品ではなく地元にある身近な素材 (ススキ、

竹、杉の葉、貝殻等)や廃材(空缶、ベットボトル等)、

更には町内の海岸に漂着した漂流物等を利用している点

等から工ゴや環境について考える機会にも繋がってい

る。 2年に一度の開催であり、住民は地域の活性化策と

認識してはいるものの、製作過程に日数を有する上、高

齢化等により人材-素材の収集等が大変になり、参加自

体に難色を示し始めている団体もある。

⑤回数を重ねるたび、作品の質の向上と大型化している。

運搬 -設置に支障をきたす場合もあるが、これまで以上

に地域の活性化と、共生 ・協働社会になることを目指し

継続していきたい。

*自治体名 鹿児島県長島町

本人 口 11.408人
本面 積 116.23Km2

*事業開始年度 昭和60年度
判幹 事 業主体 長島町

連絡先

長島町企画財政課

圃車10996-86-1111 ..  0996-86-0950 
l!Ii1J http://www.town.nagashima.lg.jp 

|鹿児島県湧水町 |f芸術がある町jまちづくり事業
①日本で最初の国立公園に指定された豊かな自然-景観等

の地域資源がある霧島地域では、平成2年6月に策定さ
れた鹿児島県総合基本計画において、伝統文化と新しい

文化、高いレベルの芸術活動と県民の手作りの文化活動

芯どの様々芯文化が共鳴しあう文化圏域を築くことを目

的とした「かごしま文化シンフォ二一」が戦略プロジェ

クトとして掲げられた。この一環として霧島国際音楽

ホールの建設をはじめ、霧島地域の豊かな自然を生かし

た文化ゾーンの整備を目指す「霧島国際芸術の森」が位

置づけられ、平成12年10月「創造の森」として旧粟野町
(現湧水町)に「霧島彫刻ふれあいの森 (現霧島アート

の森)Jが整備された。これらの計画・整備を受け、旧

栗野町 (現湧水町)でも、地域にある素材を使用して住

民が制作した造形作品の展示を行う彫刻造形展や丸太を

チ工ンソーで削って作品を制作するチ工ンソーアート大

会を開催し、地域一体となった取組を行った。平成17年
3月22日に旧粟野町と旧吉松町が合併し、「湧水町Jが
誕生した。湧水町は、「人と自然が織りなす芸術のま

ち 心豊かで伸びゆく美しいまち」をまちの将来像とし

て掲げ、更芯る芸術のまちづくりに取り組んでいる。

①住民の芸術に対する認識を高めることと芸術によるまち

の活性化を図ることを目的としている。 民間企業と湧

水町が協働により、芸術大学校学生等が制作した作品を

町内主要場所 (公共施設 ・道路の空き地等)に展示して

いる。 平成18~23年度で芸術大学校を訪れ、作品提供の

依頼等を行い、現在、 68作昂を展示 (屋内22作晶、屋外
46作品)している。
①町内主要場所に芸術大学校学生等の作品や住民が制作し

た「彫刻造形展J["チ工ンソーアート大会」の作品を設
置することにより、住民や町外から訪れた人々が芸術に

触れ親しむ環境づくりが図られた。また、「鹿児島県霧

島ア トの森jや「彫刻造形展J、「チ工ンソーアート大
会jが行わる場所は、町の中心部から離れているととか

ら、その場所ヘ向かう沿線沿いにも作品を設置したこと

により、町内全体での雰囲気づくりを行い、 一体感を高

めた。

④有名作家の作品ではなく、学生の課題作品や練習作晶等

の芸術作晶を無償提供してもらい、展示の場となってい

る。

⑤若手芸術家が、湧水町で作品の制作に携わり、工房がで

きるなど、湧水町が創作活動の拠点と芯り、より多くの

人々が芸術に触れ親しむ「まちjとして、また、イベン

ト等により町内外からの交流 滞在人口の増加により経

済効果に発展するような更なる取組みが必要となる。

本自 治 体名 鹿児島県湧水町

*人口 10.845人
*面 積 144.33Km2

* 事業開始年度 平成18年度
* 事業 主体湧水町

連絡先

湧水町企画課

‘iD 0995-74-3111 (2261) 巴mt0995-74-4249 
l!Ii1J http://www.town.yusui.kagoshima.jp/ 

※①事業、活動の背景-経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ③成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続において苦心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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|沖縄県沖縄市 |国際児霊・青少年演劇フェスティパルおきなわ推進事業〈遁棒:キジムナーフzスタ〉

184 

①沖縄は、古より東アジア諸国との交易を図り芯がら文化

交流をすすめ、独自の文化風土を括ってきた。しかし、

先の沖縄戦では、住民の4人に一人の尊い生命が失われ
多くのこどもたちも犠牲に芯った。沖縄市は、戦争のな

い平和な世界と、世界中のすべてのこどもたちが人類の

大切芯宝物として、すくすく元気に成長することを願い、

優れた世界中の劇団が沖縄市に集う、こどものための演

劇祭ーキジムナーフ工スタが生まれた。

①国際児童・青少年演劇フ工スティパルおき芯わ(キジム

ナーフ工スタ)は、次代を担うこどもたちが、世界の優

れた舞台芸術の鑑賞やワークショッブ芯どを通した仲間

たちとの共通体験を持つことにより、 Eいに理解し尊重
し合う心を育み、友情を深め、豊かな感性-創造力-人

間性を育てていくことを目的に平成17年度から開催され
ている。世界の優れた演劇作品を集め、 9日間の日程で

フェスティパルを開催。期間中は公演だけでなくワーク

ショッブやセミナー、シンポジウムを開催し、演劇が果

たす平和や教育、福祉の役割等、演劇の可能性を考える

場を提供している。平成23年度は、 14ヶ国、 51作品、
170ステージ等を開催。(観客動員数31.120人)平成20年
には、これまでの実績が評価され文化庁長官表彰を受け

る芯ど、こどもたちの豊か芯感性や人間性を育む場の創

出及び文化の振興に寄与している。

①本事業は、街定よかに広く会場を設置した演劇フェスティ

パルであり、文化施設のみ芯らす、空き届舗の活用やクー

ポン券の発行等、地域活性化にも寄与する仕組みづくり

に取り組んでいる。

@オープニングやク口一ジングパーティーを街なかで開催

しており、世界中かう集まったパフォーマーを舞台で観

るだけでなく、誰でも気軽に交流することができる。行

政のみ芯5す主催団体がそれぞれ助成金を活用した作品
を持ち寄ることで、多彩なプログラムが提供できるフエ

スティJ¥Jレとなっている。また、市民の参加を高めるた

め、招H号した劇団によるアウトリーチワークショ ッブを
地域の学童を対象に実施している。

⑤本事業の持つ文化的価値は、これまでの開催実績から内

外の評価も高く、平成20年には、文化庁長官表彰を受賞
している。本事業の持続的発展には社会的、経済的価値

を高める取り組みが不可欠である。今後地域との連携や

経済波及効果を見込んだ地域活性化への具体的な取り組

みを強化し定着させていく必要がある。

*自治体名 沖縄県沖縄市

*人口 136.330人
*面 積 49Km2

* 事業開始年度 平成17年度

* 事業主体沖縄市

連絡先

沖縄市経済文化部文化観光課

因調098-939-1212(3553) ..  098-939-7341 
園田http://www.jp.kijimuna-festa.org 

※①事業、活動の背景・経緯 ②目的、実施内容及び実施状況 ①成果や今後期待される効果
④特徴的な点、事業継続においてき心した点や解決方法 ⑤課題と今後の展開
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